
第５章　調査成果 

　本章では、出土した遺物について整理しそこから得ら

れた調査成果を各節で報告する。

第１節　縄文時代の石器の概要

（１）　概要
　本節では、出土した石器について整理し、そこから得

られた調査成果の概要を報告する。

　縄文時代の調査で石器が大量に出土した。その量は遺

物収納パン箱で約300箱分に達した。

　本報告で扱う石器とは、人為的な遺物として認定した

石製の遺物の総称で、縄文時代の石器（縄文石器）の総称

のことである。

　石器には、磨石や敲石、台石石皿のような大型の礫石

器から石鏃や石錐（ドリル）のような小型剥片石器、石製

玉類、石棒、石剣、岩版などに至るまで様々な大きさの

ものがあった。特に、３区の調査では土壌水洗選別法を

実践したことで石鏃や石製玉類のような小型の石器を多

数回収することができた。

　また、本遺跡では総計約6000点を超える石鏃とその石

鏃製作に伴い生じた残滓である調整剥片が大量に出土し

た。出土した石器の器種の中で最も多かったのが石鏃で

あった。石鏃と調整剥片の大量出土が本遺跡の縄文石器

の特徴といえる。

　このように、本遺跡は水場遺構による堅果類の加工場

跡であることが判明したが、それとともに石鏃の大規模

製作遺跡であることも判明したといえる。

（２）　石器の分類
　出土した石器の内容を把握するために手順を追って分

類・集計し、台帳登録して管理した。対象は出土した遺

物収納パン箱300箱分の石器全点である。

　石器の分類は次の工程で行った。①基礎分類→②種別

分類→③器種分類→④台帳登録。①・②・③の工程は同

時平行で行った。

　基礎分類にあたって、次のように用語を定義した。

　石器類とは、剥片石器、礫石器、石製品、石製玉類、

特殊石器、軽石製品、顔料、鉱物などの各種別の石器の

総称である。

　剥片類とは、石鏃や石錐（ドリル）、打製石斧、二次加

工剥片などの各器種認定から除外された石器のことで、

二次加工のない剥片を一括した石器の総称である。

　まず、①基礎分類では、発掘で回収されてきた石器全

点を対象として、石器類と剥片類に分類した。同時に自

然石の分類も行った。自然石とは遺物として回収されて

きたものの、整理段階で遺物認定から除外したものであ

る。

　次に、②種別分類では、石器類に分類された石器につ

いて、剥片石器、礫石器、玉類、石製品、軽石製品、鉱

物などに種別分類した。

　次に、③器種分類では、種別に分類された石器につい

て、石鏃や石錐（ドリル）、楔形石器、スクレイパー、打

製石斧、磨製石斧、磨石、石棒、石剣、勾玉などに器種

分類した。

　次に、④台帳登録では、器種別に分類された石器につ

いて、１点ずつ出土位置、石材の同定、計測（長さ・幅・
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石器 点数 重量（ｇ） 重量（㎏）

1 石器類　合計 16.579 5,048.913 5,049

2 剥片類　合計 174.815 638.498 638

総計 191.394 5,687.411 5,687

№  石器種別 点数 ％ 重量（ｇ） 重量（㎏） ％

1 剥片石器 11,342 68.4％ 644,938 644,938 12.8％

2 礫石器 4,668 28.2％ 4,368006 4,368,006 86.5％

3 石製品 289 1.7％ 32,508 32,508 0.644％

4 石製玉類 89 0.54％ 185 185 0.004％

5 特殊石器 5 0.03％ 202 202 0.004％

6 軽石製品 85 0.51％ 2,522 2,522 0.05％

7 顔料 72 0.43％ 499 499 0.01％

8 鉱物 29 0.17％ 54 054 0.001％

総計 16,579 100％ 5,048,913 5,048,913 100％



厚さ・重量）し、登録番号を付与して台帳登録して管理

した。

　基礎分類で剥片類に分類された石器については、グ

リッド・遺構ごとに、石材別に分類した。さらに石材ご

とに一括して合計点数と合計重量を集計した。

　また、基礎分類において自然石に分類されたものは遺

物から除外した。

（３）　出土した石器の総計
　石器の総計は191,394点・5,687,411ｇであった。内訳

は、石器類16,579点・5,048,913ｇ（約5050㎏、約5.1ｔ）、

剥片類174,815点・638,498ｇ（約640㎏、約0.6ｔ）であっ

た。

　このように、出土した石器の総数は、約19万点、約

5700㎏（5.7ｔ）に達することが判明した。この数値は本

遺跡から膨大な量の石器が出土した実態をよく表してい

る。

　総重量5.7ｔの大部分を占めているのが、台石や石皿、

磨石、敲石、凹石などの大型で重量のある礫石器である。

　総点数19万点の大部分を占めているのが、剥片類であ

る。剥片類は主に石鏃製作の際に生じた調整剥片である。

　本遺跡からは、未成品を含めて6000点を超える大量の

石鏃が出土した。石鏃とその製作に伴う調整剥片の大量

出土が本遺跡における縄文石器の大きな特徴といえる。

（４）　石器種別の概要
　種別分類を行い、剥片石器、礫石器、石製品、玉類、

特殊石器、軽石製品、顔料、鉱物などに分類した。詳細

は第18表の通りである。各種別分類の主な内容は次のと

おりである。

　剥片石器は、石鏃、石錐（ドリル）、スクレイパー、楔

形石器、石核、打製石斧、磨製石斧などである。礫石器は、

磨石や敲石、台石、石皿などである。石製品は、独鈷石、

石冠、石剣、石刀、石棒、岩版などである。特殊石器は、

異形石器、鉄鉱石などである。玉類は、勾玉、管玉、小

玉などの装身具である、軽石製品は、軽石を加工した製

品である。顔料は、ベンガラの小塊である。鉱物は、赤

鉄鉱、水晶などである。

　剥片石器は11,342点であった。石器全体の約70％を占

めている。しかし、剥片石器は石鏃のように小型の製品

が主体であるため、重量は645㎏・約13％に過ぎない。

一方、礫石器については4,668点で約28％であるが、重

量は石皿や台石のように大型の製品であるため、4,368

㎏（約4.3ｔ）・約86％に達した。

（５）　発掘調査における礫石器の回収作業
　①　経緯

　本遺跡は下位段丘面の段丘礫層の直上に形成された遺

跡で、しかも調査区内には下位段丘崖も存在した。この

ため、遺物包含層には段丘礫層や段丘崖から供給された

膨大な量の自然石が混在していた。

　発掘調査では、この自然石と遺物である石器とを適切

に分類し、遺物のみを回収してくることが重要な作業で

あった。その分類には次のような工程をで行った。

　石鏃や石錐（ドリル）、打製石斧、磨製石斧のような器

種や剥片類、定型的な石製品、石製玉類などの製品であ

れば、出土した段階で加工の有無、剥離痕の有無、特徴

的な形態等からすぐに人工遺物に認定できた。

　しかし、礫石器については、すぐに遺物ではない自然

石と判定できるものもあれば、磨石や台石、敲石のよう

にすぐには遺物認定ができないものが多数あった。磨石

や台石、敲石などの礫石器は、使用痕の有無が遺物認定

の基準になるため、形態の観察だけでは自然石との区別

が困難であった。このため、使用痕の確認作業が必要不

可欠であった。ただし、遺物洗浄注記業務は調査工程に

は含まれていないため、発掘現場で遺物を水洗しきれい

にした状態で遺物認定できないのが現状であった。

　こうした現状にあっても、本遺跡では次々と大量に出

土してくる自然石を発掘段階で適切に処理しておくこと

が重要な課題であった。仮に出土した自然石をいったん

遺物としてすべて回収して遺物洗浄注記業務に回し、そ

の後の整理作業での遺物認定に委ねてしまえば、整理

作業で膨大な量の自然石を処理することになり、それに

より整理工程に大きな支障を来すことは十分に想定でき

た。したがって、発掘段階で最大限に自然石と礫石器を

分類し適切に処理しておくことが必要であった。

　②　経過

　そこで発掘現場では出土した礫については、必ず簡易

的に洗浄し、土を落として表面観察ができるようにして

調査担当者が全点を肉眼や触感により使用痕の有無を判
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定した。使用痕のあるものを遺物に認定して回収し、そ

れ以外のものは自然石とした。さらに詳細な観察が必要

なものについては、いったん回収しその後の整理作業で

再検討することにした。また、この作業は遺物包含層出

土の礫だけに限らず、配石・集石の構成礫、遺構出土の

礫についても同様に行った。

　発掘現場では日々大量の礫が出土してくるため、使用

痕の確認作業は多くの観察労力を要したものの平行した

遺構調査の進捗に影響がないように、判定方法と判定基

準を調査担当者間で可視化して共有し作業をシステム化

して効率よく行った。

　一方、礫石器の判定作業と平行して土壌水洗選別作業

を実施し膨大な量の石器を回収した。特に、石鏃や石製・

土製玉類などの微細遺物の回収に大きな成果があった。

　縄文時代の調査ではこうした作業を累積した結果、回

収した石器は遺物収納パン箱で約300箱に達した。

第19表　石器集計表（遺構種別）
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№ 遺構種別 剥片石器 礫石器 石製品 石製玉類 特殊石器 軽石製品 鉱物 顔料 総計

1 竪穴 23 24 2 2 51

2 住居 31 12 1 44

3 土坑 181 438 5 3 1 4 4 636

4 ピット 1 1 2

5 集石 38 82 1 121

6 配石 431 444 26 4 6 5 1 917

7 埋甕 1 9 2 12

8 列石 3 5 8

9 遺物集中 53 129 3 8 1 9 203

10 グリッド
（遺物包含層） 9,739 2,731 230 68 3 66 24 47 12,908

11 水場遺構 373 656 6 2 8 7 1,052

12 水場種子ブロック 8 9 17

13 水場灰層ブロック 1 1

14 落ち込み 22 1 23

15 溝 66 17 4 87

16 屋外炉 2 2

17 礫群 6 2 8

18 石器集中 1 1

19 一括 364 106 9 4 1 2 486

総計 11,342 4,668 289 89 5 85 29 72 16,579



第２節　石製品

（１）　概要
　石製品は、総点数289点、総重量32,508ｇ（約33㎏）で

あった。

　石製品は、石冠、独鈷石、岩版、岩版（剥片）、石剣、石刀、

石棒、石棒・石剣、石棒（剥片）、石製円板、石錘、石製

研磨具、石製品などの器種に分類した。石製品とはこれ

らの器種を総称したものである。

　岩版（剥片）とは岩版の破片や岩版素材剝片及びその作

出剥片などである。石棒・石剣とは石棒もしくは石剣・

石刀の破片でどの破片か判定できなかったものである。

石棒（剥片）とは石棒の破片である。石製研磨具とは小型

礫の端部に研磨した痕跡が認められるものである。石製

品のなかの石製品とは、加工した痕跡を持つ石器ではあ

るが器種分類が困難なものを一括したものである。

（２）　石製品の石材
　石製品の石材は、不明を含めて計34種が確認された。

主な石材は、流紋岩凝灰岩、緑色片岩、黒色片岩、雲母

石英片岩、頁岩、粗粒輝石安山岩、泥岩、変質安山岩、

黒色頁岩などである。このほか少数石材として、砂岩、

蛇紋岩、葉ろう石、デイサイト凝灰岩、変玄武岩、白色

凝灰岩などが確認された。

　なお、本報告で流紋岩凝灰岩と呼称する石材は、流紋

岩あるいは凝灰岩のどちらかに当てはめることが困難

で、流紋岩質凝灰岩、白色凝灰岩とも異なる石材として

石材分類されたものである。本遺跡では岩版及び岩版（剥

片）の石材はこの流紋岩凝灰岩が大部分を占めていた。

（３）　石冠
　石冠は、２点・1,032.9ｇであった。２点とも粗粒輝

石安山岩を利用していた。

（４）　岩版
　岩版は、63点・1365.4ｇであった。点数では流紋岩凝

灰岩が52点・約83％を占めていた。ほかに、デイサイト

凝灰岩、凝灰岩、白色凝灰岩も少数確認された。

　岩版に利用された流紋岩凝灰岩は、白色で軟質の石材

第20表　石製品集計表（器種別）

第21表　石製品石材別組成表

第22表　岩版集計表
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№ 器種 点数 ％ 重量（ｇ）重量（㎏） ％

1 石冠 2 0.7％ 1,033 1.0 3.2％

2 独鈷石 5 1.7％ 2,186 2.2 6.7％

3 岩版 63 21.8％ 1,365 1.4 4.2％

4 岩版（剥片） 39 13.5％ 304 0.3 0.9％

5 石剣 23 8.0％ 1,869 1.9 5.7％

6 石刀 11 3.8％ 917 0.9 2.8％

7 石棒 54 18.7％ 11,630 11.6 35.8％

8 石棒・石剣 51 17.6％ 3,627 3.6 11.2％

9 石棒（剥片） 3 1.0％ 8 0.0 0.0％

10 石製円板 2 0.7％ 113 0.1 0.3％

11 石錘 8 2.8％ 255 0.3 0.8％

12 石製研磨具 8 2.8％ 512 0.5 1.6％

13 石製品 20 6.9％ 8,689 8.7 26.7％

総計 289 100％ 32,508 32.5 100％

№ 岩版 点数 ％ 重量（ｇ） ％

1 流紋岩 1 1.6％ 1.2 0.1％

2 変質安山岩 1 1.6％ 13.6 1.0％

3 泥岩 1 1.6％ 15.6 1.1％

4 流紋岩凝灰岩 52 82.5％ 1,155.4 84.6％

5 デイサイト凝灰岩 3 4.8％ 120.3 8.8％

6 凝灰岩 2 3.2％ 17.6 1.3％

7 白色凝灰岩 2 3.2％ 26.3 1.9％

8 変質デイサイト 1 1.6％ 15.4 1.1％

総計 63 100％ 1365.4 100％

№ 石製品 点数 ％ 重量（ｇ） ％

1 粗粒輝石安山岩 5 25.0％ 8,000 92.1％

2 変質安山岩 2 10.0％ 77 0.9％

3 変質蛇紋岩 2 10.0％ 4 0.0％

4 蛇紋岩 2 10.0％ 21 0.2％

5 葉ろう石 2 10.0％ 3 0.0％

6 流紋岩凝灰岩 1 5.0％ 1 0.0％

7 デイサイト 1 5.0％ 2 0.0％

8 ひん岩 1 5.0％ 32 0.4％

9 雲母石英片岩 2 10.0％ 530 6.1％

10 白色凝灰岩 1 5.0％ 3 0.04％

11 変質デイサイト 1 5.0％ 15 0.2％

総計 20 100％ 8,689 100％



である。肉眼で観察すると白色凝灰岩に似ている。しか

し、石材鑑定・分類において白色凝灰岩とは別の石材と

して分類されたものである。

　岩版は、本県では榛東村茅野遺跡、みなかみ町矢瀬遺

跡、太田市石ノ塔遺跡をはじめ縄文時代後晩期の遺跡か

ら多数出土している。このうち茅野遺跡では50点超の岩

版が白色凝灰岩製とされた（註１）。また、白色凝灰岩の

産地は群馬県利根川上流地域が推定されている（註２）。

　本遺跡は吾妻川右岸中流域に立地し、茅野遺跡は榛名

山南東麓に立地する。直線で約45kmの距離であるが、二

つの遺跡は中心に榛名山を挟んで立地しているため、地

域は異なる。本遺跡の流紋岩凝灰岩製の岩版と茅野遺跡

の白色凝灰岩製の岩版が異なる石材であり確実に分離で

きるとすれば、この二つの石材は異なる産地の石材とい

うことになり、それぞれの遺跡で別々の産地の石材を採

取して岩版を製作していたことが想定されてくる。

　本遺跡で出土した流紋岩凝灰岩製の岩版は、吾妻川流

域における縄文時代後晩期の石材採取エリアや流通範囲

など石材利用の様相を理解する一つの手掛かりになる。

肉眼鑑定による詳細な観察はもちろんのこと科学分析も

利用して、ほかの遺跡の岩版との比較検討が必要である

と考えられる。

（５）　岩版（剥片）
　岩版（剥片）は、39点・304ｇであった。岩版（剥片）と

は岩版の破片や岩版素材剥片及びその破片、作出剥片な

どである。点数では流紋岩凝灰岩が23点・約60％を占め

ていた。岩版の石材利用と同じであるが、ほかに泥岩が

15点・約39％確認された

（６）　石刀
　石刀は、11点・917ｇであった。石材は、珪質頁岩、頁岩、

雲母石英片岩、変玄武岩、緑色片岩を利用していた。

参考文献
註１　榛東村教育委員会編　2021『史跡　茅野遺跡－圃場整備事業に伴

う発掘調査及び遺跡範囲確認調査報告書－』榛東村教育委員会
註２　角田真也　2010「関東地方における＜土版・岩版＞研究の前提－

群馬県の白色凝灰岩原産地とその意味－」『國學院大学考古学資
料館紀要』第26号　國學院大學p97～121

（７）　石剣
　石剣は、23点・1,869ｇであった。点数では、緑色片

岩が12点・48％で約半分を占めていた。ほかに雲母石英

片岩、ホルンフェルス、頁岩、変輝緑岩、変玄武岩など

を使用していた。

（８）　石棒
　石棒は、54点・11,630ｇであった。緑色片岩が16点・

約31％で約1/3を占めていた。他に頁岩、黒色頁岩、雲

母石英片岩、黒色片岩などを利用していた。

第23表　石棒集計表

第24表　石棒・石剣集計表
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№ 石棒・石剣 点数 ％ 重量（ｇ） ％

1 珪質頁岩 1 2.0％ 16 0.5％

2 頁岩 6 11.8％ 134 3.7％

3 粗粒輝石安山岩 3 5.9％ 248 6.8％

4 変質安山岩 2 3.9％ 12 0.3％

5 砂岩 1 2.0％ 3 0.1％

6 流紋岩凝灰岩 1 2.0％ 2 0.0％

7 雲母石英片岩 7 13.7％ 592 16.3％

8 珪質準片岩 2 3.9％ 43 1.22％

9 黒色片岩 12 23.5％ 1,914 52.8％

10 砂質準片岩 1 2.0％ 24 0.7％

11 石英閃緑岩 1 2.0％ 11 0.3％

12 点紋頁岩 2 3.9％ 25 0.7％

13 緑色片岩 12 23.5％ 605 16.7％

総計 51 100％ 3,627 100％

№ 石棒 点数 ％ 重量（ｇ） ％

1 流紋岩 1 1.9％ 1 0.01％

2 黒色頁岩 6 11.1％ 63 0.5％

3 頁岩 9 16.7％ 529 4.5％

4 砂岩 1 1.9％ 12 0.1％

5 ホルンフェルス 2 3.7％ 38 0.3％

6 デイサイト 1 1.9％ 18 0.2％

7 デイサイト凝灰岩 1 1.9％ 37 0.3％

8 ひん岩 1 1.9％ 1,856 16.0％

9 雲母石英片岩 7 13.0％ 1,527 13.1％

10 凝灰質砂岩 1 1.9％ 69 0.6％

11 黒色片岩 4 7.4％ 628 5.4％

12 点紋頁岩 1 1.9％ 26 0.2％

13 変輝緑岩 1 1.9％ 54 0.5％

14 変玄武岩 1 1.9％ 207.2 1.8％

15 緑色片岩 17 31.5％ 6,566 56.5％

総計 54 100％ 11,630 100％



（９）　石棒・石剣
　石棒・石剣は、51点・３,627ｇであった。石棒・石剣

とは石棒、石剣、石刀の破片であるが、どの破片か判定

できなかったものである。黒色片岩が12点・約24％、緑

色片岩が12点・約24％で、この二つの石材で約半分を占

めていた。他に頁岩、雲母石英片岩、粗粒輝石安山岩を

利用していた。

（10）　石棒（剥片）
　石棒（剥片）は、３点・８ｇであった。石材は緑色片岩、

頁岩で、石棒の石材利用と同じであった。

（11）　石製円板
　石製円板は、２点・113ｇであった。石材は粗粒輝石

安山岩、珪質変質岩であった。

（12）　石錘
　石錘は、８点・255ｇであった。石材は、粗粒輝石安山岩、

雲母石英片岩、凝灰質砂岩、流紋岩、黒色頁岩、頁岩で

あった。

（13）　石製研磨具
　石製研磨具は、８点・512ｇであった。石製研磨具は、

８点・255ｇであった。ここで扱う石製研磨具とは、小

型礫の端部に研磨した痕跡が顕著に認められた石器のこ

とである。石材は、変質安山岩、粗粒輝石安山岩、頁岩

であった。

（14）　石製品
　石製品は、20点・8,689ｇであった。石製品とは加工

した痕跡を持つ石器であるが、器種分類までできなかっ

た石器を一括したものである。石材は、葉ろう石、蛇紋岩、

変質蛇紋岩、滑石、粗粒輝石安山岩、変質安山岩、流紋

岩凝灰岩、ひん岩など多種にわたる。
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第25表　石製品集計表（器種別石材別・点数）
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№ 石材名 石冠 独鈷石 岩版
岩版

（剥片）
石剣 石刀 石棒

石棒・
石剣

石棒
（剥片）

石製
円板

石錘
石製研
磨具

石製品 総計

1 流紋岩 1 1 1 1 4

2 黒色頁岩 6 1 7

3 珪質頁岩 1 1 1 3

4 頁岩 2 3 9 6 1 1 2 24

5 細粒輝石安山岩 1 1

6 粗粒輝石安山岩 2 1 3 1 2 2 5 16

7 変質安山岩 1 1 2 4 2 10

8 変質蛇紋岩 2 2

9 砂岩 1 1 1 3

10 蛇紋岩 2 2

11 泥岩 1 15 16

12 ホルンフェルス 2 2 4

13 葉ろう石 2 2

14 流紋岩凝灰岩 52 23 1 1 77

15 デイサイト 1 1 2

16 デイサイト凝灰岩 3 1 4

17 ひん岩 1 1 2

18 雲母石英片岩 2 1 7 7 2 2 21

19 凝灰岩 2 2

20 凝灰質砂岩 1 1 2

21 珪質準片岩 2 2

22 珪質変質岩 1 1

23 黒色片岩 4 12 16

24 砂質準片岩 1 1

25 石英閃緑岩 1 1 2

26 淡緑色結晶片岩 1 1

27 点紋頁岩 1 2 3

28 白色凝灰岩 2 1 3

29 変輝緑岩 1 1 2

30 変玄武岩 1 2 1 4

31 変質デイサイト 1 1 2

32 変閃緑岩 1 1

33 溶結凝灰岩 1 1

34 緑色片岩 11 4 17 12 2 46

総計 2 5 63 39 23 11 54 51 3 2 8 8 20 289



第26表　石製品集計表（器種別石材別・重量ｇ）
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№ 石材名 石冠 独鈷石 岩版
岩版

（剥片）
石剣 石刀 石棒

石棒・
石剣

石棒
（剥片）

石製
円板

石錘
石製

研磨具
石製品 総計

1 流紋岩 1 56 1 11 59

2 黒色頁岩 63 15 78

3 珪質頁岩 26 143 16 185

4 頁岩 102 90 529 134 2 8 62 927

5 細粒輝石安山岩 13 13

6 粗粒輝石安山岩 1,033 770 248 94 163 49 8,000 10,357

7 変質安山岩 313 14 12 401 77 817

8 変質蛇紋岩 4 4

9 砂岩 53 12 3 67

10 蛇紋岩 21 21

11 泥岩 16 73 89

12 ホルンフェルス 72 38 111

13 葉ろう石 3 3

14 流紋岩凝灰岩 1,155 218 2 1 1,375

15 デイサイト 18 2 20

16 デイサイト凝灰岩 120 37 157

17 ひん岩 1,856 32 1,888

18 雲母石英片岩 127 266 1,527 592 44 530 3,085

19 凝灰岩 18 18

20 凝灰質砂岩 69 24 93

21 珪質準片岩 43 43

22 珪質変質岩 20 20

23 黒色片岩 628 1,914 2,542

24 砂質準片岩 24 24

25 石英閃緑岩 448 11 458

26 淡緑色結晶片岩 95 95

27 点紋頁岩 26 25 51

28 白色凝灰岩 26 3 30

29 変輝緑岩 56 54 109

30 変玄武岩 44 146 207 397

31 変質デイサイト 15 15 30

32 変閃緑岩 199 199

33 溶結凝灰岩 457 457

34 緑色片岩 1,238 272 6,566 605 7 8,687

総計 1,033 2,186 1,365 304 1,869 917 11,630 3,627 8 113 255 512 8,689 32,508



第27表　石製品集計表（遺構別・点数）
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№ 出土位置 石冠 独鈷石 岩版
岩版

（剥片）
石剣 石刀 石棒

石棒・
石剣

石棒
（剥片）

石製
円板

石錘
石製

研磨具
石製品 総計

1 １号竪穴 1 1 2

2 ２号竪穴建物 1 1

3 88号土坑 1 1

4 89号土坑 1 1

5 92号土坑 1 1

6 111号土坑 1 1

7 237号土坑 1 1

8 ３号集石 1 1

9 ３号配石 5 1 6

10 ４号配石 1 1

11 ５号配石 1 1 1 1 4

12 15号配石 1 1

13 22号配石 3 1 2 1 7

14 22号配石2M40 3 3

15 22号配石2N40 1 1

16 22号配石2O41 1 1

17 24号配石 1 1

18 25号配石 1 1

19 ２号列石 1 1 2

20 １号集中 1 1 1 3

21 2G33 1 1

22 2G36 1 1

23 2H33 1 1

24 2H34 1 1

25 2H35 1 1

26 2H36 1 1

27 2I39 1 1

28 2J35 1 1

29 2J36 1 1 2 4

30 2J38 1 1 2

31 2K37 1 1 2

32 2K39 1 1 2

33 2L37 3 3

34 2L38 1 1 1 3

35 2L39 1 1

36 2L40 2 2

37 2M38 1 1 5 1 8

38 2M39 1 3 2 3 5 1 15

39 2M40 1 1 1 3 1 7

40 2N38 2 1 1 4
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№ 出土位置 石冠 独鈷石 岩版
岩版

（剥片）
石剣 石刀 石棒

石棒・
石剣

石棒
（剥片）

石製
円板

石錘
石製

研磨具
石製品 総計

41 2N39 9 1 4 13 1 28

42 2N40 4 1 4 1 10

43 2N41 2 1 3

44 2O38 1 2 3

45 2O39 1 8 1 2 5 3 20

46 2O40 4 2 1 1 8

47 2O41 1 3 1 5

48 2P37 1 1

49 2P38 1 1

50 2P39 2 3 1 2 2 2 12

51 2P40 4 1 1 1 1 2 10

52 2P41 1 1 2

53 2P42 2 2

54 2P43 1 1

55 2Q38 1 1

56 2Q39 3 13 1 17

57 2Q40 1 1

58 2Q41 1 1 1 3

59 2Q42 1 1 1 1 4

60 2Q43 2 1 1 1 5

61 2Q44 1 1 2

62 2R40 1 1 2

63 2R41 3 3

64 2R42 1 2 3

65 2R43 2 2 2 6

66 2R44 2 1 1 1 1 6

67 2S39 1 1 2

68 2S41 1 1 2

69 2S42 1 1

70 2S43 1 1

71 2S-44 1 1

72 2T-40 1 1

73 2U-40 1 1

74 2U-41 1 1

75 水場2L36 1 1 2

76 水場2L37 2 2

77 水場2N37 1 1

78 水場2N38 1 1

79 15号溝 1 2 3

80 15号溝2H37 1 1

81 一括 1 1 3 1 2 1 9

総計 2 5 63 39 23 11 54 51 3 2 8 8 20 289



第３節　石製・土製玉類

（１）　概要
　玉類とは、垂飾や勾玉、管玉、丸玉、臼玉、ボタン状

石製品、玉未成品、土製品などの装身具と考えられる遺

物の総称のことである。玉類に分類したものの器種が不

明確なものは、玉類のなかの石製品・土製品とした。

　玉類の総点数は計115点であった。大部分がグリッド

（遺物包含層）からの出土であった。玉類は小型の遺物の

ため発掘時の検出が難しかったが、土壌水洗選別法を実

践したことにより、多数の玉類を回収できた。特に、精

査でも見逃してしまうような10mm以下の小型の丸玉や臼

玉を多数回収し大きな成果を上げることができた。

　玉類は、素材により石製玉類と土製玉類に分類した。

骨角製や木製・貝製の玉類は確認できなかった。

　このほか、2O39の遺物包含層から縄文土器や石器と一

緒にガラス製の小玉（登録番号90001・遺物№2O39№137）

が１点出土した。古墳時代の可能性が高いと考えたが、

出土層位が縄文時代であるため再検討した。その結果、

この小玉は１号古墳出土のガラス小玉と形態・大きさ・

色調等の属性が同じであることが判明した（註）。この結

果、このガラス製小玉は縄文時代ではなく古墳時代のも

ので、１号古墳の副葬品が何らかの自然営為により遺物

包含層まで到達し混入したものと判断した。
註　群馬県埋蔵文化財調査事業団編2021『唐堀遺跡（１）古墳時代以降編』

を参照

（２）　点数
　玉類の総点数は115点であった。石製玉類は計90点で

あった。土製玉類は計25点であった。

（３）　器種別の点数
　器種別に分類した点数は次のとおりである。

　石製玉類では、勾玉９点、管玉５点、丸玉33点、臼玉

11点、平玉７点、ボタン状石製品３点、垂飾12点、石製

品４点、玉未成品６点であった。

　土製玉類では、勾玉７点、管玉５点、丸玉９点、臼玉

１点、垂飾１点、土製品２点であった。

（４）　石材別の点数
　石製玉類について、石材別に分類した。点数は次のと

おりである。翡翠（ヒスイ）６点、蛇紋岩18点、変質蛇紋

岩６点、葉ろう石11点、滑石11点、流紋岩７点、流紋岩

凝灰岩７点、赤碧玉１点、碧玉１点、デイサイト２点、
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№ 種別 玉類・器種名 土坑 配石 埋甕 遺物集中 水場遺構 グリッド 一括 総計

1 石製玉類 勾玉 1 1 1 5 1 9

2 管玉 5 5

3 丸玉 2 1 4 1 24 1 33

4 臼玉 1 9 1 11

5 平玉 7 7

6 ボタン状石製品 1 2 3

7 垂飾 1 3 8 12

8 石製品 1 3 4

9 玉未成品 5 1 6

石製玉類 合計 3 4 9 2 68 4 90

10 土製玉類 勾玉 1 6 7

11 管玉 5 5

12 丸玉 2 7 9

13 臼玉 1 1

14 垂飾 1 1

15 土製品 2 2

土製玉類合計 2 1 22 25

総計 3 6 1 9 2 90 4 115
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石製玉類 石材別点数

変質デイサイト４点、粗粒輝石安山岩１点、変質安山岩

２点、珪質変質岩　１点、凝灰質砂岩２点、軽石４点、

変質凝灰岩１点、ひん岩１点、不明４点であった。

　蛇紋岩が最も多く、次いで葉ろう石、滑石であった。

翡翠（ヒスイ）も６点確認された。

（５）　遺構別の点数
　計90点がグリッド（遺物包含層）からの出土である。１

号集中からは計９点がまとまって出土した。グリッドで

は2M・2N・20　38・39・40から多く出土した。

第182図　石製玉類石材別点数グラフ
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№ 種別 石材名 勾玉 管玉 丸玉 臼玉 平玉
ボタン状
石製品

垂飾 石製品 玉未成品 土製品 総計

1 石製玉類 翡翠（ヒスイ） 2 1 2 1 6
2 蛇紋岩 2 8 4 3 1 18
3 変質蛇紋岩 5 1 6
4 葉ろう石 1 7 2 1 11
5 滑石 1 3 5 1 1 11
6 流紋岩 2 1 3 1 7
7 流紋岩凝灰岩 2 2 1 1 1 7
8 赤碧玉 1 1
9 碧玉 1 1
10 デイサイト 1 1 2
11 変質デイサイト 1 2 1 4
12 粗粒輝石安山岩 1 0 1
13 変質安山岩 1 1 2
14 珪質変質岩 1 1
15 凝灰質砂岩 1 1 2
16 軽石 2 1 1 4
17 変質凝灰岩 1 1
18 ひん岩 1 1
19 不明 2 1 1 4
20 土製玉類 土製 7 5 9 1 1 2 25

総計 0 16 10 42 12 7 3 13 4 6 2 115
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№ 出土位置

石製玉類 90 点 土製玉類 25 点

勾玉 管玉 丸玉 臼玉 平玉
ボタン

状
石製品

垂飾 石製品
玉

未成品
勾玉 管玉 丸玉 臼玉 垂飾 土製品 総計

1 88号土坑 1 1

2 90土号坑 1 1

3 280号土坑 1 1

4 3号配石 1 1

5 22号配石 1 2 3

6 22号配石2O40 1 1

7 23号配石 1 1

8 10号埋甕 1 1

9 1号集中 1 4 1 3 9

10 水場2M39 1 1

11 水場2O38 1 1

12 2D39 1 1

13 2H39 1 1 2

14 2J36 1 1 2

15 2J38 1 1

16 2J39 1 1

17 2J40 1 1

18 2K37 1 1

19 2L40 1 1

20 2M38 2 2

21 2M39 1 2 1 1 1 1 1 8

22 2M40 1 3 1 1 1 1 1 9

23 2N38 1 1 2 1 5

24 2N39 3 1 1 1 1 1 8

25 2N40 1 1 1 1 3 1 1 9

26 2N41 1 1 2

27 2O38 2 1 1 4

28 2O39 4 1 1 1 1 1 9

29 2O40 1 1 1 3

30 2P39 1 1 2

31 2P40 1 1

32 2P41 1 1 2

33 2P43 1 1 2 4

34 2Q38 1 1

35 2Q41 1 1

36 2Q42 1 1 2

37 2Q43 2 2

38 2Q44 1 1 2

39 2R41 1 1

40 2R44 1 1 2

41 2S44 1 1

42 一括 1 1 1 1 4

総計 9 5 33 11 7 3 12 4 6 7 5 9 1 1 2 115



第４節　剥片石器

（１）　概要
　剥片石器は、総点数11,342点、総重量644,938ｇ（約

645㎏）であった。

　剥片石器は、器種別に石鏃、石槍、石錐（ドリル）、石匙、

スクレイパー、楔形石器、原石、石核、打製石斧、磨製

石斧、二次加工剥片に分類した。原石や石核、打製石斧、

磨製石斧も剥片石器に含めた。二次加工剥片は、剥片に

二次加工を施しているものの形態が不定形であるため、

定型的な器種にあてはめることができない石器である。

（２）　剥片石器の石材
　剥片石器に利用された石材は、不明を含めて計48種に

分類した。主な石材は次の通りである。

　緻密質石材として、黒曜石、流紋岩、チャート、赤碧玉、

褐色碧玉、黒色頁岩、珪質頁岩、玉髄、黒色安山岩など

が確認された。これらの石材は、石鏃や石錐（ドリル）、

石匙、スクレイパーなどの小型の剥片石器に利用された

石材である。

　粗粒石材として、細粒輝石安山岩、粗粒輝石安山岩、

変輝緑岩、蛇紋岩などが確認された。これらの石材は、

打製石斧や磨製石斧などの製作に利用されたものであ

る。

　このほか少数ではあるが、特徴的な石材として、下呂

石、赤鉄鉱、珪化木が確認された。

（３）　石鏃
　石鏃の概要は次のとおりである。詳細は第８節に記載

した。石鏃は完形、欠損、未成品を含め、全部で6,119

点・14,074ｇ（約14㎏）であった。石鏃の点数比は53.9％

で、剥片石器全体の約半分を占めていた。

　重量については、石鏃は小型であるため約2.2％を占

めるに過ぎない。それでも、未成品を含めた石鏃の総重

量は約14㎏に達した。この数値は大量の石鏃が出土した

実態をよく示しており、石鏃の大量出土が本遺跡の特徴

の一つといえる。

　また、184点に付着物が認められた。このうち32点を

分析した。黒曜石製石鏃については、176点を原産地分

析した。

（４）　石錐（ドリル）
　石錐（ドリル）の概要は次のとおりである。詳細は第５

節に記載した。715点・1,581ｇであった。点数では、流

紋岩297点・41.5％、黒色頁岩260点・36.4％であった。

この二つの石材で全体の約80％を占めていた。

　石錐（ドリル）では流紋岩と黒色頁岩を主体的に利用し

ていた。これは石鏃の石材利用と同じあり方である。

（５）　石槍
　石槍は、４点・155ｇであった。石材は黒色頁岩と珪

質頁岩を利用していた。

（６）　石匙
　石匙は、27点・847ｇであった。石材は黒色頁岩、流

紋岩、チャート、細粒輝石安山岩などを利用していた。

（７）　スクレイパー
　スクレイパーは、132点・6331ｇであった。石材は流

紋岩と黒色頁岩を主に利用していた。ほかに、細粒輝石

安山岩、黒色安山岩、珪質頁岩、頁岩も利用していた。
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№ 剥片石器 点数 ％ 重量（ｇ）重量（㎏） ％

1 石鏃 6,119 53.9％ 14,074 14.1 2.2％

2 石槍 4 0.0％ 155 0.2 0.02％

3 石錐（ドリル） 715 6.3％ 1,581 1.6 0.2％

4 石匙 27 0.2％ 847 0.8 0.1％

5 スクレイパー 132 1.2％ 6,331 6.3 1.0％

6 楔形石器 151 1.3％ 1,316 1.3 0.2％

7 原石 106 0.9％ 15,892 15.9 2.5％

8 石核 1,213 10.7％ 411,489 411.5 63.8％

9 打製石斧 262 2.3％ 50,223 50.2 7.8％

10 磨製石斧 105 0.9％ 22,263 22.3 3.5％

11 二次加工剥片 2,508 22.1％ 120,767 120.8 18.7％

総計 11,342 100％ 644,938 644.9 100％



（８）　楔形石器
　楔形石器は、151点・1316ｇであった。石材は流紋岩

と黒色頁岩を主に利用していた。ほかに珪質頁岩、赤碧

玉も利用していた。

（９）　石核
　石核は、1,213点・411,489ｇ（約411㎏）であった。点

数では、流紋岩が512点・42.2％で半分近くを占めてい

た。重量は67,027ｇに達した。黒色頁岩は62点・５％で

あった。チャートは84点・７％で黒色頁岩よりも多かっ

た。また、赤碧玉が124点・10％で比較的多く出土した。

　黒曜石は59点・596ｇであった。他の石材が多いため、

黒曜石の比率は小さくなっている。このため、黒曜石は

少ない印象があるが、実際には多いといえる。

　黒曜石や流紋岩、赤碧玉、褐色碧玉、黒色頁岩、チャー

ト、珪質頁岩など、緻密質石材の石核は石鏃や石錐（ド

リル）などの小型石器の素材剥片生産に利用されたもの

である。特に、赤碧玉の石核が多い点が特徴的である。

　一方、粗粒石材では、細粒輝石安山岩127点・86,964ｇ、

粗粒輝石安山岩72点・118,687ｇ、変質安山岩81点・92,

996ｇであった。これらの粗粒石材の石核は、主に打製

石斧の素材剥片生産に利用されたものである。大型で重

量があるため、重量比は石核全体の約70％を占めている。

（10）　原石
　原石は、106点・15,892ｇであった。点数では、流紋

岩が77点で約73％を占めていた。また、赤碧玉が13点・

12％であった。黒曜石は６点であった。黒曜石原石の重

量は計62ｇであった。

　これらの原石は、石鏃や石錐（ドリル）の製作のために

遺跡に搬入されたものの利用されることなく廃棄された

ものである。流紋岩の原石が最も多い点は、石核の石材

構成と同じである。

　また、原石では赤碧玉の点数が多くなる点が特徴的で

ある。石核でも赤碧玉は多かった。赤碧玉製の石器（石鏃・

石錐（ドリル）・楔形石器・スクレイパー）も多数あるので、

原石や石核はこれらの製品の製作に利用されたものと考

えられる。しかし、赤碧玉の原石は流紋岩についで多く、

石核でも緻密質石材のなかでは流紋岩についで多くなっ

ており、製品の点数に比べて原石と石核が多い傾向が指

摘できる。

　赤碧玉の原石・石核については、石鏃や石錐（ドリル）

の原料として実用的に利用されただけでなく、赤碧玉自

体が持つ赤という色調に象徴的な意味を持たせた利用も

あった可能性も想定される。

（11）　打製石斧
　打製石斧は、262点・50,223ｇであった。点数では細

粒輝石安山岩が115点・44％で打製石斧の半分近くを占

めていた。ほかに粗粒輝石安山岩や変質安山岩、黒色頁

岩などの利用していた。

（12）　磨製石斧
　磨製石斧は、105点・22,263ｇであった。点数・重量

ともに変輝緑岩が磨製石斧全体の約1/3を占めていた。

ほかに蛇紋岩や変玄武岩などが利用されていた。

（13）　二次加工剥片
　二次加工剥片は、2,508点・120,767ｇ（約121㎏）であっ

た。点数では流紋岩が975点、黒色頁岩が434点でこの二

つの石材で二次加工剥片全体の半分以上を占めていた。
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№ 石材名 石鏃 石槍
石錐

（ドリル）
石匙

スクレイ
パー

楔形石器 石核 原石 打製石斧 磨製石斧
二次加工

剥片
総計

1 黒曜石 530 9 3 7 59 6 135 749 

2 流紋岩 3,018 297 5 27 62 512 77 1 975 4,974 

3 チャート 178 12 2 1 4 84 0 125 406 

4 赤碧玉 176 20 5 9 124 13 115 462 

5 褐色碧玉 35 3 3 21 26 88 

6 黒色頁岩 1,534 3 260 10 55 42 62 30 1 434 2,431 

7 珪化木 3 2 5 

8 珪質頁岩 426 1 87 1 6 13 25 5 161 725 

9 頁岩 33 6 2 7 2 3 2 39 94 

10 玉髄 9 1 1 3 1 6 21 

11 黒色安山岩 70 5 2 6 2 18 9 48 160 

12 灰色安山岩 1 1 5 4 11 

13 細粒輝石安山岩 57 10 4 17 2 127 1 115 1 232 566 

14 粗粒輝石安山岩 2 1 72 1 49 6 65 196 

15 変質安山岩 11 1 3 1 81 1 40 9 95 242 

16 変質蛇紋岩 10 10 

17 下呂石 10 10 

18 赤鉄鉱 1 1 

19 砂岩 1 1 1 3 

20 蛇紋岩 16 16 

21 ホルンフェルス 3 1 4 

22 流紋岩凝灰岩 13 1 2 2 1 26 45 

23 デイサイト 1 4 3 2 3 13 

24 デイサイト凝灰岩 2 1 3 

25 はんれい岩 4 4 

26 ひん岩 5 1 2 2 10 

27 黄褐色変質岩 1 1 

28 輝石岩 1 1 

29 輝緑岩 3 3 

30 凝灰岩 1 1 

31 凝灰質砂岩 1 1 

32 凝灰質頁岩 1 1 

33 珪化凝灰岩 1 1 2 

34 珪質変質岩 1 3 2 6 

35 硬質泥岩 2 1 1 4 

36 石英 1 3 4 8 

37 石英閃緑岩 2 3 5 

38 閃緑岩 2 2 

39 白色凝灰岩 1 1 

40 変はんれい岩 3 3 

41 変輝緑岩 31 31 

42 変珪岩 1 1 2 

43 変玄武岩 12 12 

44 変質デイサイト 1 1 

45 変閃緑岩 1 1 

46 溶結凝灰岩 1 1 

47 緑色片岩 1 2 3 

48 不明 1 1 1 3 

総計 6,119 4 715 27 132 151 1,213 106 262 105 2,508 11,342 
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№ 石材名 石鏃 石槍 石錐
（ドリル） 石匙 スクレイ

パー 楔形石器 石核 原石 打製石斧 磨製石斧 二次加工
剥片 総計

1 黒曜石 373 11 4 14 596 62 410 1,470 

2 流紋岩 6,515 510 99 885 502 67,027 10,960 329 22,668 109,495 

3 チャート 264 28 21 5 34 1,686 1,046 3,083 

4 赤碧玉 414 41 91 52 7,707 613 2,375 11,293 

5 褐色碧玉 135 4 37 1,557 456 2,188 

6 黒色頁岩 4,298 148 583 150 2,065 489 8,057 3,009 7 15,173 33,979 

7 珪化木 15 23 37 

8 珪質頁岩 1,245 7 222 80 410 70 1,875 443 4,289 8,639 

9 頁岩 131 14 12 182 41 144 70 555 1,148 

10 玉髄 17 1 6 359 21 90 494 

11 黒色安山岩 292 7 36 312 17 3,930 774 2,772 8,140 

12 灰色安山岩 29 677 1,063 635 2,404 

13 細粒輝石安山岩 219 41 422 1,808 16 86,964 11 23,447 36 29,299 142,262 

14 粗粒輝石安山岩 7 80 0 118,687 12 10,700 5,146 15,070 149,701 

15 変質安山岩 37 101 449 8 92,996 3,324 9,370 1,949 21,255 129,489 

16 変質蛇紋岩 976 976 

17 下呂石 10 10 

18 赤鉄鉱 1 1 

19 砂岩 34 35 

20 蛇紋岩 1,365 1,365 

21 ホルンフェルス 3 880 882 

22 流紋岩凝灰岩 78 3 23 101 693 530 1,427 

23 デイサイト 1 3,590 652 473 86 4,802 

24 デイサイト凝灰岩 700 11 711 

25 はんれい岩 26 26 

26 ひん岩 10,996 210 599 243 12,047 

27 黄褐色変質岩 12 12 

28 輝石岩 2 2 

29 輝緑岩 604 604 

30 凝灰岩 3 3 

31 凝灰質砂岩 771 771 

32 凝灰質頁岩 15 15 

33 珪化凝灰岩 1 39 40 

34 珪質変質岩 40 162 26 229 

35 硬質泥岩 10 9 147 165 

36 石英 3 1,378 60 1,442 

37 石英閃緑岩 1,396 2,874 4,270 

38 閃緑岩 355 355 

39 白色凝灰岩 2 2 

40 変はんれい岩 730 730 

41 変輝緑岩 6,446 6,446 

42 変珪岩 1 6 7 

43 変玄武岩 2,917 2,917 

44 変質デイサイト 1 1 

45 変閃緑岩 218 218 

46 溶結凝灰岩 9 9 

47 緑色片岩 155 415 570 

48 不明 1 1 23 25 

総計 14,074 155 1,581 847 6,331 1,316 411,489 15,892 50,223 22,263 120,767 644,938 
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№ 出土位置 石鏃 石槍 石錐
（ドリル） 石匙 スクレイ

パー 楔形石器 石核 原石 打製石斧 磨製石斧 二次加工
剥片 総計

総計 6,119 4 715 27 132 151 1,213 106 262 105 2,508 11,342 
1 1号竪穴 11 4 2 3 2 1 23 
2 2号竪穴建物 12 1 1 3 1 13 31 
3 78号土坑 3 2 5 
4 80号土坑 2 2 
5 81号土坑 1 1 
6 83号土坑 1 1 2 
7 84号土坑 1 1 
8 85号土坑 1 1 2 
9 86号土坑 1 1 2 
10 88号土坑 3 2 5 
11 89号土坑 2 2 
12 90土号坑 3 1 1 3 8 
13 91号土坑 1 1 
14 92号土坑 1 3 4 
15 93号土坑 1 2 3 
16 95号土坑 1 1 1 3 
17 98号土坑 1 1 
18 101号土坑 2 1 3 
19 104号土坑 1 1 
20 105号土坑 1 1 
21 108号土坑 1 1 2 
22 110号土坑 2 3 5 
23 111号土坑 9 2 11 
24 122号土坑 2 2 
25 135号土坑 1 1 
26 151号土坑 1 1 
27 157号土坑 1 1 
28 161号土坑 8 1 1 1 11 
29 162号土坑 1 1 
30 179号土坑 1 1 
31 191号土坑 1 1 
32 192号土坑 3 3 
33 193号土坑 1 2 3 
34 198号土坑 1 1 
35 218号土坑 1 1 
36 219号土坑 2 2 
37 220号土坑 1 1 
38 225号土坑 1 1 
39 227号土坑 1 1 
40 228号土坑 1  1 
41 229号土坑 2 1 3 
42 235号土坑  1 1 
43 237号土坑 1 1 2 
44 239号土坑 1 1 
45 240号土坑 1 1 1 3 
46 243号土坑 1 1 
47 244号土坑 1 1 
48 248号土坑 1 1 
49 250号土坑 1 1 2 
50 251号土坑 1 1 
51 255号土坑 3 3 
52 263号土坑 1 1 2 
53 272号土坑 2 1 3 
54 273号土坑 1 1 
55 274号土坑 1 1 
56 275号土坑 1 1 2 
57 276号土坑 2 2 
58 277号土坑 6 1 7 
59 279号土坑 2 2 
60 280号土坑 7 2 9 
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№ 出土位置 石鏃 石槍 石錐
（ドリル） 石匙 スクレイ

パー 楔形石器 石核 原石 打製石斧 磨製石斧 二次加工
剥片 総計

61 282号土坑 11 2 1 1 15 
62 283号土坑 1 1 2 
63 284号土坑 1 1 
64 285号土坑 3 1 4 
65 286号土坑 1 1 2 
66 289号土坑 1 1 2 
67 290号土坑 1 1 
68 291号土坑 1 1 
69 292号土坑 2 1 2 5 
70 293号土坑 1 1 2 
71 25号ピット 1 1 
72 3号集石 5 1 2 8 
73 4号集石 1 1 2 
74 13号集石 1 1 2 
75 15号集石 3 1 1 1 6 
76 17号集石 2 2 
77 18号集石  1 1 2 
78 21号集石 1 1 
79 27号集石 3 1 4 
80 27号集石2L-38 2 2 
81 29号集石 2 1 1 2 3 9 
82 1号配石 4 5 2 11 
83 2号配石 3 5 1 3 12 
84 3号配石 20 1 5 1 1 1 22 51 
85 4号配石 22 6 3 1 11 43 
86 5号配石 3 1 4 2 4 14 
87 6号配石 8 2 1 2 4 1 1 19 
88 14号配石 2 3 1 4 1 11 
89 15号配石 3 2 5 
90 16号配石  1 1 
91 18号配石 2 1 1 4 
92 22号配石 21 3 1 4 5 3 37 
93 22号配石2M40 16 1 17 
94 22号配石2N40 71 11 1 1 1 1 2 88 
95 22号配石2N41 14 1 15 
96 22号配石2O40 45 1 4 1 51 
97 22号配石2O41 30 3 4 1 1 39 
98 23号配石 3 2 1 1 7 
99 25号配石 2 2 
100 28号配石 2 2 
101 31号配石  1 1 
102 33号配石 1 1 
103 2号列石  1 1 
104 2号埋甕 1 1 
105 4号埋甕 1 1 
106 5号埋甕 1 1 
107 1号集中 15 3 20 1 3 1 6 49 
108 2号集中 1 1 2 4 
109 1W31 1 1 
110 1X31 1 1 2 
111 1Y30 1 1 
112 1Y32 1 1 
113 1Z31 1 1 2 
114 1Z32 1 1 
115 2A32 1 1 
116 2A33 1 1 2 
117 2B31 2 2 4 
118 2B32 3 3 
119 2B33 1 1 
120 2C32 5 1 1 3 10 
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№ 出土位置 石鏃 石槍 石錐
（ドリル） 石匙 スクレイ

パー 楔形石器 石核 原石 打製石斧 磨製石斧 二次加工
剥片 総計

121 2C33 6 1 1 11 1 7 27 
122 2C34 6 1 1 4 12 
123 2D32 1 1 
124 2D33 3 1 1 1 3 6 15 
125 2D34 2 1 1 9 15 28 
126 2E33 1 1 2 
127 2E34 2 1 1 3 7 
128 2E35  1 5 6 
129 2F33 2 1 1 7 11 
130 2F34 2 1 1 4 
131 2F35 7 1 1 5 8 22 
132 2F36 2 2 
133 2G32 1 1 
134 2G33 3 1 3 1 8 
135 2G34 7 1 2 1 3 14 
136 2G35 13 1 9 10 33 
137 2G36 8 2 2 8 20 
138 2G37 2 1 2 5 
139 2G38 2 2 4 
140 2G43 1 1 
141 2H30 1 1 
142 2H33 1 1 1 1 4 
143 2H34 14 1 8 1 5 29 
144 2H35 17 3 4 1 1 6 32 
145 2H36 12 4 15 31 
146 2H37 7 2 4 1 14 28 
147 2H38 30 1 2 7 28 68 
148 2H39 8 2 1 5 11 27 
149 2H40 5 1 8 14 
150 2I34 9 1 2 1 9 1 1 1 8 33 
151 2I35 7 1 1 1 3 1 10 24 
152 2I36 20 5 1 5 1 1 7 40 
153 2I37 24 1 1 1 10 26 63 
154 2I38 8 1 12 26 47 
155 2I39 7 1 4 1 4 17 
156 2I40 8 1 2 11 
157 2J34 13 1 3 1 1 9 28 
158 2J35 31 3 1 2 9 1 15 62 
159 2J36 30 1 2 5  3 1 5 47 
160 2J37 24 2 2 1 5 1 2 14 51 
161 2J38 17 2 7 2 21 49 
162 2J39 4 1 1 1 1 8 
163 2J40 8 1 2 11 
164 2J41 6 1 1 3 11 
165 2J45 1 1 
166 2K35 4 1 6 2 2 5 20 
167 2K36 20 1 2 5 2 6 36 
168 2K37 32 2 2 4 3 15 58 
169 2K38 30 4 1 3 1 1 1 24 65 
170 2K39 7 3 1 1 12 
171 2K40 7 1 2 10 20 
172 2K41 17 1 9 27 
173 2L35 1 1 
174 2L36 14 4 1 11 30 
175 2L37 21 4 2 1 4 1 18 51 
176 2L38 51 4 1 1 1 4 10 21 93 
177 2L39 18 1 1 1 4 25 
178 2L40 17 4 1 1 2 5 30 
179 2M36 1  1 2 
180 2M37 2 1 1 1 1 6 
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№ 出土位置 石鏃 石槍 石錐
（ドリル） 石匙 スクレイ

パー 楔形石器 石核 原石 打製石斧 磨製石斧 二次加工
剥片 総計

181 2M38 66 10 1 3 3  5 88 
182 2M39 331 60 2 4 10 6 8 3 10 434 
183 2M40 297 27 2 3 30 4 6 3 17 389 
184 2N37 17 4 2 4 1 28 
185 2N38 123 1 13 3 5 1 4 2 8 160 
186 2N39 388 1 51 6 8 4 34 6 17 5 37 557 
187 2N40 324 36 7 28 2 4 5 23 429 
188 2N41 98 15 1 13 2 3 29 161 
189 2N42 0 1 4 5 
190 2O37 1 0 1 2 
191 2O38 93 7 2 5 17 3 7 1 8 143 
192 2O39 351 38 1 16 1 26 3 17 6 44 503 
193 2O40 270 28 9 2 37 2 5 3 108 464 
194 2O41 150 14 1 5 52 1 4 2 76 305 
195 2O42 49 15 2 8 3 20 97 
196 2P37 4  2 6 
197 2P38 12 2 2 1 4 5 1 5 32 
198 2P39 188 18 7 3 60 5 13 3 66 363 
199 2P40 154 26 7 15 61 0 7 4 80 354 
200 2P41 249 37 1 7 43 6 4 1 59 407 
201 2P42 140 15 1 4 20 1 1 47 229 
202 2P43 83 9 1 1 2 3 18 117 
203 2P44 1 1 2 
204 2Q34 1 1 
205 2Q37 1 1 2 
206 2Q38 8 1 1 4 1 4 19 
207 2Q39 69 7 1 5 25 1 1 35 144 
208 2Q40 68 5 3 3 19 1  55 154 
209 2Q41 72 10 3 2 30 4 0 90 211 
210 2Q42 147 26 3 12 58 1 2 2 92 343 
211 2Q43 173 20 1 3 12 64 3 2 2 137 417 
212 2Q44 34 2 3 1 21 61 
213 2R35 1 1 
214 2R37 1 2 3 
215 2R38 6 1 1 4 1 12 25 
216 2R39 26 1 1 5 1 31 65 
217 2R40 36 3 2 1 4 1 1 3 30 81 
218 2R41 25 3 2 10 1 1 2 54 98 
219 2R42 47 2 2 16 2 1 50 120 
220 2R43 162 12 1 2 54 2 4 2 125 364 
221 2R44 234 25 1 1 1 37 3 2 1 99 404 
222 2R45 13 1 1 1 8 24 
223 2S36 1 1 1 3 
224 2S37 1 1 
225 2S38 1 1 2 
226 2S39 6 1 1 1 6 15 
227 2S40 3 1 3 2 2 4 15 
228 2S41 11 2 4 1 10 28 
229 2S42 20 3 2 3 2 18 48 
230 2S43 12 3 1 6 14 36 
231 2S44 89 16 1 2 23 6 2 79 218 
232 2S45 2 1  2 2 7 
233 2T40 3 1 1 6 11 
234 2T41 1 1 2 
235 2T42 2 1 1 1 5 
236 2T43 3 1 1 6 11 
237 2T44 2 1 3 1 8 15 
238 2U40 3 1 3 1 2 10 
239 2U41 3 1 1 1 7 13 
240 2U42 4 4 
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№ 出土位置 石鏃 石槍 石錐
（ドリル） 石匙 スクレイ

パー 楔形石器 石核 原石 打製石斧 磨製石斧 二次加工
剥片 総計

241 2V40 2 2 
242 2V41 4 1 3 8 
243 2V42 3 1 3 7 
244 2W41 1 1 
245 水場2K36 1 1 
246 水場2K37 1 2 1 1 2 7 
247 水場2L36 14 1 1 8 1 3 1 6 35 
248 水場2L37 52 5 1 3 4 7 1 18 91 
249 水場2L38 21 1 3 1 6 32 
250 水場2L39 1 1 
251 水場2M36 2 1 3 6 
252 水場2M37 14 1 4 2 3 16 40 
253 水場2M38 22 4 1 7 1 21 56 
254 水場2M39 6 1 1 1 3 12 
255 水場2N37 10 2 4 16 
256 水場2N38 22 3 1 9 3 9 1 48 
257 水場2N39 10 1 1 12 
258 水場2O38 9 1 2 1 1 14 
259 水場2O39 2 2 
260 水場2号種子ブロック 4 1 1 1 7 
261 水場4号種子ブロック 1 1 
262 水場2号灰層ブロック 1 1 
263 1号落ち込み 1 1 1 3 
264 3号落ち込み 16 1 1 1 19 
265 14号溝 1 1 
266 15号溝 22 2 5 1 2 1 2 1 36 
267 15号溝2D34 10 2 12 
268 15号溝2E34 1 1 2 
269 15号溝2F35 1 1 
270 15号溝2F36 1 1 
271 15号溝2G36 1 1 
272 15号溝2H34 1 1 
273 15号溝2I35 1 1 
274 15号溝2J37 1 1 
275 15号溝2K36 1 1 
276 15号溝2K37 1 1 
277 15号溝2K40 1 1 
278 21号溝2I34 2 1 1 1 5 
279 21号溝2K35 1 1 
280 南側礫群 3 1 2 6 
281 石器集中2N40 1 0 1 
282 一括 131 1 8 1 1 8 44 6 15 3 146 364 

総計 6,119 4 715 27 132 151 1,213 106 262 105 2,508 11,342 



第５節　石錐（ドリル）

（１）　概要
　石錐（ドリル）は、総点数717点、総重量1,587.3ｇで

あった。剥片石器のなかでは、石鏃に次いで多く出土し

た。石鏃の大量出土が縄文石器の大きな特徴であるが、

石錐（ドリル）の点数の多さも縄文石器の特徴の一つとい

える。

（２）　石錐（ドリル）の石材
　主な石材は、流紋岩、黒色頁岩、珪質頁岩、赤碧玉、

チャート、黒曜石である。

　流紋岩が297点で最も多く、次に黒色頁岩が261点、次

に珪質頁岩が87点であった。ほかは20点以下であった。

流紋岩と黒色頁岩の二つの石材で全体の約80％を占めて

いた。

　石錐（ドリル）の石材は、流紋岩や黒色頁岩、珪質頁岩

などの緻密質石材を利用しており、石鏃の石材構成と同

じであった。石鏃の製作と石錐（ドリル）の製作では同じ

石材を利用していたことがわかる。

　黒曜石製の石錐（ドリル）については10点のみであっ

た。黒曜石では石鏃が530点であったのと比較すると、

石錐（ドリル）の点数と割合は非常に小さいことがわか

る。このことから、黒曜石は主に石鏃製作に利用された

石材であったといえる。

（３）　石錐（ドリル）の大きさ
　大きさについて、長さ・幅・厚さ・重量を計測した。

対象は全点である。欠損品も含んで集計し、出土した石

錐（ドリル）の大きさの概要を示した。

　長さについては、最大値89mm、最小値が７mmであった。

幅については、最大値57mm、最小値４mmであった。厚さ

については、最大値24mm、最小値２mmであった。重量に

ついては、最大値100.5ｇ、最小値0.1ｇであった。

　平均値は、長さ27mm、幅13mm、厚さ６mm、重量2.2ｇ

であった。ただし、これは欠損品を含んだ集計であり完

形品の実態を示したものではない。

　次に長さを５mm単位で区分し、その点数を示した。そ

の結果、16～20mmが145点、21～25mmが193点、26～30mm

が163点であった。長さが16～30mmの石錐（ドリル）が全

体の約70％を占めていることが判明した。

　次に重量を１ｇ単位で区分し、その点数を示した。そ

の結果、0.1～１ｇが253点、1.1～２ｇが252点、2.1～

３ｇが100点であった。重量が３ｇ以下の石錐（ドリル）

が全体の約85％を占め、このうち２ｇ以下が大部分であ

ることが判明した。

（４）　石錐（ドリル）の形態
　形態について、概要を示す。形態は概ね、棒状、箆状、

石鏃状、不定形に分類できる。棒状は、両側縁が平行し

た細身のもので、器体全体が錐部といえるものである。

50mmを超える大型のものから小型のものまで認められ

た。箆状は、端部に箆のような平坦なつまみが付いたも

ので、つまみから先が細長い錐部である。石鏃状は、有

茎族のような形態で先端部が錐部となったものである。

石鏃の先端部と違って棒状の錐部となっている。ただし、

石鏃との明確な分類が難しいものもあった。不定形は、

剥片の一端に錐部を作出しただけで、平面形状を整形加

工していないものである。

第35表　石錐（ドリル）集計表
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№ 石錐（ドリル） 点数 ％ 重量（ｇ） ％

1 黒曜石 10 1.4％ 11.8 0.7％

2 流紋岩 297 41.4％ 510.2 32.1％

3 チャート 12 1.7％ 27.7 1.7％

4 赤碧玉 20 2.8％ 41.1 2.6％

5 褐色碧玉 3 0.4％ 3.7 0.2％

6 玉髄 1 0.1％ 0.9 0.1％

7 珪質頁岩 87 12.1％ 222.2 14.0％

8 頁岩 6 0.8％ 14.0 0.9％

9 黒色頁岩 261 36.4％ 587.8 37.0％

10 黒色安山岩 5 0.7％ 7.2 0.5％

11 細粒輝石安山岩 10 1.4％ 40.7 2.6％

12 その他 5 0.7％ 120 8％

総計 717 100％ 1,587.3 100％
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№ 出土位置 黒曜石 流紋岩 チャート 赤碧玉 褐色碧玉 玉髄 珪質頁岩 頁岩 黒色頁岩 黒色
安山岩

細粒輝石
安山岩 その他 総計

 総計 10 297 12 20 3 1 87 6 261 5 10 5 717 
1 1号竪穴 2 1 1 4 
2 111号土坑 2 2 
3 161号土坑 1 1 
4 280号土坑 1 1 2 
5 282号土坑 2 2 
6 285号土坑  1 1 
7 293号土坑 1 1 
8 84号土坑 1 1 
9 290号土坑 1 1 
10 157号土坑 1 1 
11 191号土坑 1 1 
12 218号土坑 1 1 
13 227号土坑 1 1 
14 263号土坑 1 1 
15 ３号配石 1 1 
16 ４号配石 5 1 6 
17 ５号配石 1 1 
18 ６号配石 2 2 
19 14号配石 2 1 3 
20 15号配石 1 1 2 
21 22号配石 1 2 3 
22 22号配石2M40 1 1 
23 22号配石2N40 4 1 6 11 
24 22号配石2N41 1 1 
25 22号配石2O40 1 1 
26 22号配石2O41 1 2 3 
27 23号配石 1 1 2 
28 2C33 1 1 
29 2D33 1 1 
30 2D34 1 1 
31 2G33 1 1 
32 2G35 1 1 
33 2G36 2 2 
34 2H33 1 1 
35 2H35 2 1 3 
36 2H37 1 1 2 
37 2H38 1 1 
38 2H39 2 2 
39 2I34 1 1 2 
40 2I36 1 2 2 5 
41 2I37 1 1 
42 2J34 1 1 
43 2J35 1 1 1 3 
44 2J36 1 1 
45 2J37 2 2 
46 2J38 1 1 2 
47 2J39 1 1 
48 2J40 1 1 
49 2K35 1 1 
50 2K36 1 1 
51 2K37 2 2 
52 2K38 3 1 4 
53 2K39 2 1 3 
54 2K40 1 1 
55 2K41 1 1 
56 2L37 1 2 1 4 
57 2L38 2 2 4 
58 2L39 1 1 
59 2L40 1 1 2 4 
60 2M37 1 1 
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№ 出土位置 黒曜石 流紋岩 チャート 赤碧玉 褐色碧玉 玉髄 珪質頁岩 頁岩 黒色頁岩 黒色
安山岩

細粒輝石
安山岩 その他 総計

61 2M38 7 1 1 1 10 
62 2M39 19 1 2 1 6 29 2 60 
63 2M40 11 2 3 11 27 
64 2N37 1 2 1 4 
65 2N38 4 1 8 13 
66 2N39 2 19 8 2 18 3 52 
67 2N40 16 1 2 2 15 1 37 
68 2N41 10 2 3 15 
69 2O38 1 1 4 1 7 
70 2O39 1 10 2 7 16 1 1 38 
71 2O40 17 1 1 2 7 28 
72 2O41 7 1 6 14 
73 2O42 6 3 1 5 15 
74 2P38 1 1 2 
75 2P39 7 1 3 1 6 18 
76 2P40 11 1 7 7 26 
77 2P41 2 12 1 5 15 2 37 
78 2P42 1 6 5 3 15 
79 2P43 2 1 1 5 9 
80 2Q38 1 1 
81 2Q39 4 1 2 7 
82 2Q40 2 1 1 1 5 
83 2Q41 4 1 3 2 10 
84 2Q42 12 2 11 1 26 
85 2Q43 11 1 3 5 20 
86 2Q44 1 1 2 
87 2R38 1 1 
88 2R39 1 1 
89 2R40 2 1 3 
90 2R41 2 1 3 
91 2R42 1 1 2 
92 2R43 5 1 6 12 
93 2R44 1 11 12 1 25 
94 2S43 1 1 1 3 
95 2S44 5 1 1 2 6 1 16 
96 2S45 1 1 
97 2T43 1 1 
98 2T44 1 1 
99 水場2L36 1 1 
100 水場2L37 3 2 5 
101 水場2L38 1 1 
102 水場2M36 1 1 
103 水場2M39 1 1 
104 水場2N37 1 1 2 
105 水場2N38 2 1 3 
106 水場2O38 1 1 
107 水場２号灰層ブロック 1 1 
108 ３号落ち込み 1 1 
109 15号溝 1 1 2 
110 15号溝2D34 2 2 
111 15号溝2G36 1 1 
112 15号溝2H34 1 1 
113 一括 5 1 1 1 8 

総計 10 297 12 20 3 1 87 6 261 5 10 5 717 



第６節　礫石器

（１）　概要
　礫石器は、総点数4,668点、総重量4,368,006ｇ（約4,400

㎏・4.4ｔ）であった。礫石器は剥片石器に比べれば点数

は少ないが、大型で重量があるため総重量は約4,400㎏

（約4.4ｔ）に達した。

　礫石器は器種別に磨石、敲石、凹石、台石、石皿、多

孔石、砥石、礫器に分類した。このうち、磨石が3,037点・

約65％で礫石器の約1/3を占めていた。

（２）　礫石器の石材
　礫石器の石材は、不明を含めて計26種が確認された。

主な石材は、粗粒輝石安山岩、変質安山岩、石英閃緑岩、

ひん岩、細粒輝石安山岩、デイサイト凝灰岩、デイサイ

ト、凝灰質砂岩、砂岩、珪質変質岩、溶結凝灰岩である。

このうち、粗粒輝石安山岩が3,826点で礫石器全体の約

82％を占めている。

（３）　敲石
　敲石は、641点・322,271ｇ（約322㎏）であった。点数

では粗粒輝石安山岩が503点で約80％を占めていた。

　敲石も磨石と同じように主に堅果類の加工に利用され

たと考えられる。

　また、分布を見ると、2N39＝86点、2O39＝112点で水

場遺構のすぐ近くに隣接したグリッドにまとまってい

た。ここでは磨石も多数分布しており、敲石と磨石の分

布は同じ範囲に重複していたといえる。

（４）　凹石
　凹石は、299点・268,318ｇ（約268㎏）であった。点数

では粗粒輝石安山岩が275点で約92％を占めていた。

（５）　台石
　台石は、290点・1,138,132ｇ（約1,140㎏・1.1ｔ）であっ

た。点数では粗粒輝石安山岩が242点で約83％を占めて

いた。ほかに、変質安山岩や石英閃緑岩が利用されてい

た。

（６）　石皿
　石皿は、192点・815,976ｇ（約816㎏）であった。点数

では粗粒輝石安山岩が165点で約86％を占めていた。ほ

かに、変質安山岩や石英閃緑岩が利用されていた。

（７）　多孔石
　多孔石は、37点・200,442ｇ（約200㎏）であった。点数

では粗粒輝石安山岩が35点で約95％を占めていた。

（８）　砥石
　砥石は、165点・17,020ｇ（約17㎏）であった。主な石

材は砂岩と凝灰質砂岩で、この二つの石材で砥石全体の

半分以上を占めていた。ほかに粗粒輝石安山岩や細粒輝

石安山岩、デイサイト凝灰岩、変質安山岩が利用されて

いた。また、３点ではあるが牛伏砂岩も確認された。

第37表　礫石器集計表

第38表　敲石集計表
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№ 礫石器 点数 ％ 重量（ｇ） 重量（㎏） ％

1 磨石 3,037 65.10％ 1,602,619 1,602.60 36.70%

2 敲石 641 13.70% 322,271 322.3 7.40%

3 凹石 299 6.40% 268,318 268.3 6.10%

4 台石 290 6.20% 1,138,132 1,138.10 26.10%

5 石皿 192 4.10% 815,979 816 18.70%

6 多孔石 37 0.80% 200,442 200.4 4.60%

7 砥石 165 3.50% 17,020 17 0.40%

8 礫器 7 0.10% 3,226 3.2 0.10%

総計 4,668 100% 4,368,006 4,368 100%

№ 石材 点数 ％ 重量（ｇ） ％

1 粗粒輝石安山岩 503 78.50% 263,538 81.80%

2 変質安山岩 84 13.10% 34,525 10.70%

3 石英閃緑岩 19 3.00% 8,968 2.80%

4 ひん岩 10 1.60% 6,325 2.00%

5 細粒輝石安山岩 8 1.20% 3,184 1.00%

6 デイサイト凝灰岩 6 0.90% 1,659 0.50%

7 灰色安山岩 1 0.20% 267 0.10%

8 珪質変質岩 3 0.50% 1,521 0.50%

9 溶結凝灰岩 1 0.20% 366 0.10%

10 その他 6 0.90% 1,921 0.60%

総計 641 100% 322,271 100%



（９）　礫器
　礫器は、7点・3,226ｇであった。４点が粗粒輝石安山

岩を利用していた。

（10）　磨石
　磨石は、3,037点・1,602,619ｇ（約1,600㎏・1.6ｔ）で

あった。礫石器の約1/3を占めていた。点数では粗粒輝

石安山岩が2,583点・約85％を占めていた。ほかに変質

安山岩、石英閃緑岩、ひん岩が利用されていた。10点以

下ではデイサイト、デイサイト凝灰岩、溶結凝灰岩、珪

質変質岩などが利用されていた。その他の石材は、軽石、

砂岩、黒色安山岩、雲母石英片岩、角閃石安山岩、凝灰

質砂岩、珪質安山岩、緑色片岩である。形状は偏平な楕

円形を主体としていた。

　磨石の平面形状は、偏平な楕円形や円形、球状が確認

された。大部分が偏平楕円形のものであった。

　本遺跡からは3,000点を超える磨石が出土し、その大

部分がグリッド（遺物包含層）からの出土であった。磨石

の大量出土も、石鏃の大量出土と並び本遺跡の特徴の一

つといえる。

　水場遺構からはクルミやトチノミなどの堅果類の殻が

大量に出土しており、磨石はこれら堅果類の加工のため

に主体的に利用されたと考えられる。

　また、赤色顔料が付着した磨石が確認された（2N39№

654、 28号集石№２（87377））。２点とも石材は粗粒輝石

安山岩であった。堅果類の加工に利用された磨石だけで

なく、赤色顔料の加工に利用された磨石もあったことを

示している。

赤色顔料付着の磨石

　№１　2N39№654（登録№87375）

　粗粒輝石安山岩　長さ61mm・幅36mm・厚さ27mm・重量

　92.9ｇ

　№２　28号集石№２（登録№87377）

　粗粒輝石安山岩　長さ77mm・幅57mm・厚さ48mm・重量

　245.7ｇ

（11）　磨石の分析
　磨石は、総計3,037点、総重量1,602,619ｇ（約1,600㎏・

1.6ｔ）であった。

　磨石の大きさと重量についてデータ区間を設定して分

析し、出土した磨石の傾向について示した。分析対象は

全点（3,037点）である。欠損したものも含むため、本来

の大きさ・重量はここに示した数値よりも若干大きくな

ることが想定される。しかし、欠損品は全体の約10％で

あり、数値の変動は小さく欠損品を含めても全体の把握

には有効と考えた。なお、磨石の石材は2,583点・85％

が粗粒輝石安山岩である。

　①　平均値

　平均値は、長さ93mm、厚さ72mm、46mm、重量528ｇであっ

た。

　②　長さ

　長さについて区間別に点数を集計した。データ区間は

10mm単位とした。その結果、81～90mmが375点で最も多

かった。以下、91～100mmが369点、101～110mmが340点、

71～80mmが333点、61～70mmが315点、111～120mmが293

点であった。201mm以上も8点あった。

　このように、磨石の長さは61～120mmが2025点で全体

の67％を占めていることが判明した。なお、長さの平均

値は93mmである。

　③　幅

　幅について区間別に点数を集計した。データ区間は

10mm単位とした。その結果、61～70mmが521点で最も多

第39表　磨石石材別組成表

第40表　磨石の平均値
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№ 石材 点数 ％ 重量（ｇ） ％

1 細粒輝石安山岩 29 1.00% 8,672 0.50%

2 粗粒輝石安山岩 2,583 85.10% 1,399,225 87.30%

3 変質安山岩 196 6.50% 87,085 5.40%

4 ひん岩 48 1.60% 20,190 1.30%

5 石英閃緑岩 136 4.50% 68,536 4.30%

6 デイサイト 9 0.30% 3,184 0.20%

7 デイサイト凝灰岩 8 0.30% 1,577 0.10%

8 溶結凝灰岩 8 0.30% 6,958 0.40%

9 珪質変質岩 6 0.20% 1,868 0.10%

10 その他 14 0.50% 5,325 0.30%

総計 3,037 100% 1,602,619 100%

長さmm 幅mm 厚さmm 重量ｇ

平均値 93 72 46 528



かった。以下、71～80mmが504点、81～90mmが440点、51

～60mmが424点、41～50mmが310点であった。181mm以上

も4点あった。

　このように、磨石の幅は41～90mmが2199点で全体の

72％を占めていることが判明した。なお、幅の平均値は

72mmである。

　④　厚さ

　厚さについて区間別に点数を集計した。データ区間

は10mm単位である。その結果、41～50mmが704点で最も

多かった。以下、31～40mmが673点、51～60mmが574点、　

21～30mmが400点であった。

　このように、磨石の幅は21～60mmが2351点で全体の

77％を占めていることが判明した。なお、厚さの平均値

は46mmである。

　⑤　重量

　重量について区間別に集計した。データ区間は100ｇ

単位（以上未満、例200ｇ以上300ｇ未満）とした。その結

果、100～200ｇが453点で最も多かった。以下、200～

300ｇが378点、１～100ｇが329点、300～400ｇが314点、

400～500ｇが291点、500～600ｇが245点であった。また、

200ｇ未満の比較的軽い磨石も多数あった。これらには

小型の磨石もあるが、欠損品も含んでいる。

　このように、磨石の重量は１～600ｇが2010点で全体

の66％を占めていることが判明した。これらの磨石は手

に持って使用したものと考えられる。なお、重量の平均

は528ｇである。

　一方、1000ｇを超えるものも391点あった。これらも

磨石としたが、重量があるため手に持って使用したので

はなく、石皿のように置いて使用したものと考えられる。

磨石として一括したが、重量のある磨石は石皿のような

使用法の磨石として区別しておく必要がある。

　⑥　小結

　磨石について、大きさと重量を分析した。その結果、

磨石は長さ61～120mm、幅41～90mm、厚さ21～60mm、重

量600ｇ未満の偏平で楕円形のものを主体としているこ

とが判明した。この規格の磨石は片手で持って使うのに

手頃な大きさ・重量であったため、意図的に選んで利用

したものと考えられる。

　また、本遺跡は下位段丘面の段丘礫層の直上に立地し、

遺跡内には下位段丘崖も存在した。このため、礫が豊富

第41表　水場遺構及び周辺グリッド出土の礫石器点数と割合
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№ 出土位置 磨石 敲石 凹石 台石 石皿 多孔石 砥石 礫器 合計

1 2M38 44 8 6 2 1 61

2 2M39 127 26 10 6 2 3 174

3 2M40 91 40 15 12 7 1 1 167

4 2N38 45 23 4 3 1 5 1 82

5 2N39 168 86 22 26 2 1 10 315

6 2N40 98 37 12 12 3 4 166

7 2O38 67 13 9 1 1 4 95

8 2O39 179 112 22 16 1 2 12 344

9 2P39 99 14 8 4 3 2 6 136

10 水場2L37 101 8 4 4 5 1 123

11 水場2M38 58 13 10 7 2 90

12 水場2N38 74 24 16 7 1 1 2 125

合計 1,151 404 138 99 28 7 48 3 1,878

％（合計／総数） 38％ 63％ 46％ 34％ 15％ 19％ 29％ 43％ 40％

礫石器の総数 3,037 641 299 290 192 37 165 7 4,668



に存在する石材環境にある。磨石の石材は粗粒輝石安山

岩を主体としており、礫層の石材構成と同じである。し

たがって、磨石に利用された礫は遺跡外の遠方から搬入

してきたものではなく、遺跡直下の当時の生活面に露出

していた段丘礫層や下位段丘崖の礫層、そこから崩落し

た礫を採取したものと考えられる。このような石材環境

により、磨石の点数が多くなったと考えられる。

（12）　磨石の分布
　磨石は総計3,037点出土した。このうち1,151点・38％

が水場遺構と平面的に重複するグリッド、あるいは隣接

するグリッドからの出土であった。出土した磨石全体の

38％がこの範囲にまとまっていたことになる。

　主なグリッドの点数を見ると、2M38＝44点、2M39＝

127点、2M40＝91点、2N38＝45点、2N39＝168点、2N40

＝98点、2O38＝67点、2O39＝179点、2P39＝99点、 水 場

2L37＝101点、水場2M38＝58点、水場2N38＝75点であった。

合計は1,151点で磨石全体の約38％である。また、ここ

に示したグリッド以外にも水場遺構廃棄場（2L37・38な

ど）からも多数出土している。

　これらのグリッドは、水場遺構と平面的に重複する、

あるいは隣接するグリッドである。例えば、2N38、水場

2N38は水場遺構水路、４号種子ブロックと平面的に重複

する。2N39、水場2N39は水場遺構水路のすぐ北側に隣接

する。2O38は水場遺構貯水場・作業場、2号灰層ブロッ

ク、４号種子ブロックに平面的に重複する。2O39は水場

遺構貯水場・作業場のすぐ北側に隣接し、1号灰層ブロッ

クと重複する。

　このように、磨石は水場遺構と重複した範囲（2M～

2O38）とすぐ近くに隣接した範囲（2M～2O39）から多数出

土していることがわかる。水場遺構の位置と磨石の濃密

な分布には相関関係があるといえる。

（13）　敲石・凹石・台石の分布
　敲石・凹石・台石も、磨石と同様に水場遺構及び周辺

部に重複するグリッド、あるいは隣接するグリッドから

多数出土している。

　敲石では、総計641点が出土した。このうち404点（63％）

が水場遺構及び周辺部からの出土である。主な多出グ

リッドは、2O39＝112点、2N39＝86点、2M40＝40点である。

　凹石では、総計299点が出土した。このうち138点（46％）

が水場遺構及び周辺部からの出土である。主な多出グ

リッドは、2N39＝22点、2O39＝22点、水場2N38＝16点で

ある。

　台石では、総計290点が出土した。このうち99点（34％）

が水場遺構及び周辺部からの出土である。主な多出グ

リッドは、2N39＝26点、2N40＝12点、2M40＝12点、2O39

＝16点である。

　このように、敲石・凹石・台石も水場遺構及び周辺部

から多数出土しており、磨石と同じ分布のまとまりを示

している。

　水場遺構及び周辺部からは、大量のトチノミやクルミ

がトチ塚やクルミ塚などの種子ブロックを形成し、磨石・

敲石・凹石・台石などの礫石器の分布範囲と重複してい

た。こうした状況から、これら礫石器はトチノミやクル

ミなどの堅果類の加工に利用された石器と考えられる。

　ただし、水場遺構及び周辺部からは堅果類だけでなく、

石器類（石鏃や石錐（ドリル）、打製石斧、剥片類など）、

獣骨類（シカ・イノシシ）、焼骨片も大量に出土している。

このため、磨石・敲石・台石などの礫石器には堅果類の

加工に利用されたものだけでなく、石鏃や石錐（ドリル）、

打製石斧などの石器製作に利用されたもの、哺乳動物の

解体、焼骨の粉砕加工に利用されたものもあると推測さ

れる。

　水場遺構及び周辺部から出土した磨石や敲石、台石な

どの礫石器は、堅果類の加工、石器製作、哺乳動物の解

体、焼骨の加工などに利用されたものが複合した状態を

示していると考えられる。
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第42表　磨石階級別点数（長さ・幅・厚さ・重量）
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№
長さ（mm） 

データ区間
点数 ％

1 1 ～ 0 0%

2 11 ～ 1 0.03%

3 21 ～ 29 1.00%

4 31 ～ 78 2.60%

5 41 ～ 151 5.00%

6 51 ～ 214 7.00%

7 61 ～ 315 10.40%

8 71 ～ 333 11.00%

9 81 ～ 375 12.30%

10 91 ～ 369 12.20%

11 101 ～ 340 11.20%

12 111 ～ 293 9.60%

13 121 ～ 195 6.40%

14 131 ～ 117 3.90%

15 141 ～ 83 2.70%

16 151 ～ 66 2.20%

17 161 ～ 26 0.90%

18 171 ～ 21 0.70%

19 181 ～ 15 0.50%

20 191 ～ 8 0.30%

21 201 ～ 8 0.30%

合計 3,037 100%

№
幅（mm） 

データ区間
点数 ％

1 1 ～ 1 0.03%

2 11 ～ 5 0.16%

3 21 ～ 57 1.90%

4 31 ～ 193 6.40%

5 41 ～ 310 10.20%

6 51 ～ 424 14.00%

7 61 ～ 521 17.20%

8 71 ～ 504 16.60%

9 81 ～ 440 14.50%

10 91 ～ 298 9.80%

11 101 ～ 136 4.50%

12 111 ～ 63 2.10%

13 121 ～ 42 1.40%

14 131 ～ 22 0.70%

15 141 ～ 12 0.40%

16 151 ～ 4 0.10%

17 161 ～ 1 0.00%

18 171 ～ 0 0.00%

19 181 ～ 3 0.10%

20 191 ～ 1 0.00%

21 201 ～ 0 0.00%

合計 3,037 100%

№
厚さ（mm） 

データ区間
点数 ％

1 1 ～ 6 0.20%

2 11 ～ 96 3.16%

3 21 ～ 400 13.20%

4 31 ～ 673 22.20%

5 41 ～ 704 23.20%

6 51 ～ 574 18.90%

7 61 ～ 374 12.30%

8 71 ～ 133 4.40%

9 81 ～ 49 1.60%

10 91 ～ 19 0.60%

11 101 ～ 6 0.20%

12 111 ～ 1 0.00%

13 121 ～ 1 0.00%

14 131 ～ 0 0.00%

15 141 ～ 1 0.00%

16 151 ～ 0 0.00%

合計 3,037 100%

№
重量（ｇ） 

データ区間
点数 ％

1 1 ～ 329 10.80%

2 100 ～ 453 14.90%

3 200 ～ 378 12.40%

4 300 ～ 314 10.30%

5 400 ～ 291 9.60%

6 500 ～ 245 8.10%

7 600 ～ 203 6.70%

8 700 ～ 199 6.60%

9 800 ～ 138 4.50%

10 900 ～ 96 3.20%

11 1000 ～ 99 3.30%

12 1100 ～ 67 2.20%

13 1200 ～ 49 1.60%

14 1300 ～ 49 1.60%

15 1400 ～ 24 0.80%

16 1500 ～ 16 0.50%

17 1600 ～ 17 0.60%

18 1700 ～ 10 0.30%

19 1800 ～ 14 0.50%

20 1900 ～ 8 0.30%

21 2000 ～ 38 1.30%

合計 3,037 100%
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第43表　礫石器集計表（石材別点数）

第44表　礫石器集計表（石材別重量ｇ）
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石材名 磨石 敲石 凹石 石皿 多孔石 台石 砥石 礫器 総計
1 粗粒輝石安山岩 2,583 503 275 165 35 242 19 4 3,826
2 変質安山岩 196 84 11 7 1 20 6 1 326
3 石英閃緑岩 136 19 4 11 21 1 192
4 ひん岩 48 10 2 4 3 1 68
5 細粒輝石安山岩 29 8 3 2 17 59
6 デイサイト凝灰岩 8 6 4 1 1 12 32
7 デイサイト 9 2 2 13
8 凝灰質砂岩 3 1 1 46 51
9 砂岩 1 1 49 51
10 珪質変質岩 6 3 3 12
11 溶結凝灰岩 8 1 1 10
12 流紋岩 2 2
13 珪質頁岩 1 3 4
14 黒色安山岩 1 1 2
15 灰色安山岩 1 1
16 軽石 2 2
17 流紋岩凝灰岩 1 1
18 雲母石英片岩 1 1 2
19 角閃石安山岩 1 1 1 3
20 牛状砂岩 3 3
21 珪質安山岩 1 1
22 珪質粘板岩 1 1
23 石英粗面岩 1 1
24 変質デイサイト 2 2
25 緑色片岩 1 1
26 不明 1 1 2

総計 3,037 641 299 192 37 290 165 7 4,668

石材名 磨石 敲石 凹石 石皿 多孔石 台石 砥石 礫器 総計
1 粗粒輝石安山岩 1,399,225 263,538 241,568 708,376 194,591 1,015,058 5,543 2,325 3,830,224
2 変質安山岩 87,085 34,525 8,302 19,970 3,285 53,432 2,351 262 209,210
3 石英閃緑岩 68,536 8,968 14,398 53,831 55,002 53 200,787
4 ひん岩 20,190 6,325 1,113 16,141 11,793 191 55,752
5 細粒輝石安山岩 8,672 3,184 10,773 965 3,029 26,623
6 デイサイト凝灰岩 1,577 1,659 1,899 2,567 1,234 971 9,906
7 デイサイト 3,184 756 112 4,052
8 凝灰質砂岩 2,287 110 283 2,150 4,829
9 砂岩 289 777 2,011 3,077
10 珪質変質岩 1,868 1,521 516 3,905
11 溶結凝灰岩 6,958 366 6,600 13,924
12 流紋岩 337 337
13 珪質頁岩 237 97 334
14 黒色安山岩 131 449 579
15 灰色安山岩 267 267
16 軽石 605 605
17 流紋岩凝灰岩 28 28
18 雲母石英片岩 692 289 981
19 角閃石安山岩 98 558 647 1,303
20 牛状砂岩 93 93
21 珪質安山岩 503 503
22 珪質粘板岩 29 29
23 石英粗面岩 202 202
24 変質デイサイト 38 38
25 緑色片岩 86 86
26 不明 297 36 333

総計 1,602,619 322,271 268,318 815,979 200,442 1,138,132 17,020 3,226 4,368,006
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№ 出土位置 磨石 敲石 凹石 石皿 多孔石 台石 砥石 礫器 総計
総計 3,037 641 299 192 37 290 165 7 4,668

1 1号竪穴 12 3 1 2 6 24
2 2号住居 3 3 3 1 2 12
3 78号土坑 6 3 9
4 80号土坑 3 1 4
5 81号土坑 2 1 3
6 82号土坑 2 2
7 83号土坑 1 1 2
8 84号土坑 1 1
9 85号土坑 22 2 1 25
10 86号土坑 16 4 1 21
11 88号土坑 1 1
12 89号土坑 15 2 3 1 21
13 90土号坑 19 1 5 1 1 27
14 91号土坑 2 1 3
15 92号土坑 9 3 4 1 17
16 93号土坑 22 5 1 28
17 94号土坑 16 2 1 19
18 95号土坑 3 1 4
19 96号土坑 1 1
20 97号土坑 1 4 5
21 98号土坑 2 2 4
22 101号土坑 4 1 3 1 1 10
23 103号土坑 1 1
24 104号土坑 1 1
25 108号土坑 1 1
26 110号土坑 26 4 1 31
27 111号土坑 5 1 1 7
28 122号土坑 3 1 1 2 1 8
29 153号土坑 1 1
30 161号土坑 1 1
31 162号土坑 2 1 3
32 168号土坑 1 1
33 171号土坑 1 1
34 191号土坑 4 4
35 192号土坑 5 5
36 193号土坑 13 2 15
37 198号土坑 3 3
38 218号土坑 1 1
39 219号土坑 1 1
40 220号土坑 1 1
41 226号土坑 1 1
42 229号土坑 3 1 4
43 235号土坑 2 2
44 237号土坑 16 1 17
45 239号土坑 2 2
46 240号土坑 3 1 4
47 242号土坑 7 1 8
48 243号土坑 2 1 3
49 252号土坑 1 1
50 255号土坑 1 1
51 258号土坑 1 1
52 265号土坑 2 1 3
53 270号土坑 1 1
54 272号土坑 1 1
55 274号土坑 1 1
56 276号土坑 1 1 2
57 277号土坑 7 2 1 1 1 2 14
58 278号土坑 1 1
59 279号土坑 1 1
60 280号土坑 2 2 1 1 6
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№ 出土位置 磨石 敲石 凹石 石皿 多孔石 台石 砥石 礫器 総計
61 281号土坑 1 1
62 282号土坑 5 1 1 1 8
63 283号土坑 2 1 2 5
64 284号土坑 1 1
65 285号土坑 2 2
66 286号土坑 1 2 1 4
67 287号土坑 2 1 3
68 288号土坑 1 2 3
69 289号土坑 4 1 1 6
70 290号土坑 2 1 3
71 291号土坑 3 1 1 2 7
72 292号土坑 13 1 1 2 1 2 20
73 293号土坑 1 1
74 294号土坑 2 2 2 1 7
75 25号ピット 1 1
76 02号集石 1 1
77 03号集石 10 3 1 3 17
78 04号集石 2 2
79 05号集石 1 1
80 06号集石 2 2
81 07号集石 2 2
82 12号集石 10 1 11
83 13号集石 5 5
84 15号集石 5 1 6
85 21号集石 4 4
86 27号集石 4 4
87 28号集石 1 1 2
88 29号集石 12 1 1 1 1 16
89 30号集石 4 1 1 1 7
90 31号集石 1 1 2
91 01号配石 10 2 12
92 02号配石 6 1 1 1 9
93 03号配石 23 2 1 1 1 28
94 04号配石 9 1 2 12
95 05号配石 2 2
96 06号配石 9 9
97 12号配石 1 1
98 13号配石 1 1
99 14号配石 9 4 1 7 8 29
100 15号配石 6 3 2 4 1 1 17
101 16号配石 1 1
102 17号配石 1 1 1 3
103 18号配石 1 1 2
104 19号配石 1 2 2 5
105 20号配石 1 1 3 5
106 21号配石 1 2 3
107 22号配石 37 7 8 16 30 3 101
108 22号配石2M40 4 2 1 7
109 22号配石2N40 36 15 2 1 4 3 2 63
110 22号配石2N41 15 9 1 6 1 32
111 22号配石2O40 6 4 5 15
112 22号配石2O41 21 6 1 1 2 1 32
113 23号配石 1 2 1 4
114 24号配石 4 3 1 2 10
115 25号配石 1 1
116 26号配石 1 1
117 27号配石 5 2 2 1 4 14
118 28号配石 6 2 3 2 13
119 29号配石 2 2 4
120 30号配石 1 1
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№ 出土位置 磨石 敲石 凹石 石皿 多孔石 台石 砥石 礫器 総計
121 31号配石 1 2 1 4
122 32号配石 1 1
123 33号配石 1 1 2
124 02号列石 1 1 3 2 2 9
125 07号埋甕 1 1 2
126 10号埋甕 1 1 2
127 11号埋甕 1 1
128 01号集中 81 18 11 2 7 2 121
129 02号集中 5 1 1 1 8
130 1Y30 1 1
131 1Y31 1 1
132 1Z31 1 1
133 2A33 3 3
134 2B31 1 1
135 2B32 1 1
136 2B33 3 1 4
137 2B34 2 2
138 2C32 1 1
139 2C33 1 1 2
140 2C34 1 1
141 2D33 1 1
142 2D34 1 1 2
143 2E33 4 4
144 2E35 1 1
145 2F33 3 3
146 2G32 1 1
147 2G33 3 3
148 2G34 3 3
149 2G35 2 1 3
150 2G36 2 2
151 2G37 1 1
152 2H33 2 2
153 2H34 17 2 4 1 1 25
154 2H35 16 5 3 1 1 2 28
155 2H36 8 8
156 2H38 5 1 6
157 2H39 8 1 9
158 2I33 2 1 3
159 2I34 6 2 1 9
160 2I35 21 1 1 1 24
161 2I36 12 12
162 2I37 12 1 2 15
163 2I38 3 3
164 2I39 5 1 6
165 2I40 1 1
166 2J32 4 4
167 2J34 2 1 3
168 2J35 18 2 1 21
169 2J36 29 1 1 3 1 35
170 2J37 9 1 2 12
171 2J38 23 2 1 1 27
172 2J39 3 1 1 1 6
173 2J40 1 1
174 2K35 3 1 4
175 2K36 11 1 2 1 1 16
176 2K37 37 2 2 2 2 45
177 2K38 27 1 28
178 2K39 5 5
179 2K41 2 2
180 2L36 5 1 1 1 8
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№ 出土位置 磨石 敲石 凹石 石皿 多孔石 台石 砥石 礫器 総計
181 2L37 16 3 19
182 2L38 20 5 1 5 3 34
183 2L39 1 2 1 4
184 2L40 5 4 1 1 1 1 13
185 2M37 2 1 3
186 2M38 44 8 6 2 1 61
187 2M39 127 26 10 2 6 3 174
188 2M40 91 40 15 7 1 12 1 167
189 2N37 13 7 3 2 1 26
190 2N38 45 23 4 1 3 5 1 82
191 2N39 168 86 22 2 1 26 10 315
192 2N40 98 37 12 3 12 4 166
193 2N41 20 9 2 6 37
194 2O37 1 1
195 2O38 67 13 9 1 1 4 95
196 2O39 179 112 22 1 2 16 12 344
197 2O40 40 11 6 3 1 8 69
198 2O41 24 3 3 4 3 4 7 48
199 2O42 15 1 16
200 2P37 2 1 1 4
201 2P38 26 7 3 1 3 40
202 2P39 99 14 8 3 2 4 6 136
203 2P40 11 2 1 2 1 17
204 2P41 15 1 2 5 23
205 2P42 11 2 2 2 3 20
206 2P43 13 1 1 15
207 2Q37 4 5 9
208 2Q38 7 2 9
209 2Q39 26 2 2 1 1 32
210 2Q40 5 2 7
211 2Q41 2 2 2 6
212 2Q42 11 1 1 2 1 2 18
213 2Q43 52 1 1 1 4 59
214 2Q44 11 11
215 2R36 2 2
216 2R37 2 2
217 2R38 10 10
218 2R39 5 1 6
219 2R40 4 1 5
220 2R41 2 2
221 2R42 12 1 2 15
222 2R43 12 1 2 3 3 21
223 2R44 20 1 2 1 4 6 34
224 2R45 3 1 1 1 6
225 2S39 1 1 2
226 2S40 3 1 1 5
227 2S41 4 4
228 2S42 2 1 3
229 2S43 3 1 4
230 2S44 23 4 1 2 3 33
231 2S45 2 2
232 2T38 5 5
233 2T39 7 7
234 2T40 1 1 2
235 2T41 3 3
236 2T42 5 5
237 2T43 10 10
238 2T44 3 2 5
239 2T49 8 8
240 2U39 2 2
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№ 出土位置 磨石 敲石 凹石 石皿 多孔石 台石 砥石 礫器 総計
241 2U40 20 1 1 1 23
242 2U41 3 1 4
243 2U42 2 2
244 2U43 4 4
245 2V41 3 3
246 2W41 2 2
247 水場2K36 5 5
248 水場2K37 31 3 3 5 1 43
249 水場2K38 3 1 4
250 水場2L35 1 1
251 水場2L36 36 16 2 2 1 2 59
252 水場2L37 101 8 4 5 4 1 123
253 水場2L38 26 1 2 2 3 34
254 水場2L40 2 2
255 水場2M36 11 1 1 1 14
256 水場2M37 29 3 3 1 1 1 38
257 水場2M38 58 13 10 2 7 90
258 水場2M39 9 3 5 17
259 水場2N37 33 4 6 1 44
260 水場2N38 74 24 16 1 7 1 2 125
261 水場2N39 10 6 1 2 19
262 水場2N40 1 1
263 水場2O38 26 6 1 1 34
264 水場2O39 3 3
265 水場2号種子ブロック 3 4 1 8
266 水場3号種子ブロック 1 1
267 03号落ち込み 1 1
268 15号溝 2 2 3 7
269 15号溝2F35 1 1
270 15号溝2I34 1 1 2
271 15号溝2I37 1 1
272 15号溝2K37 2 1 3
273 21号溝2I34 2 2
274 21号溝2L36 1 1
275 01号屋外炉 1 1 2
276 南側礫群 2 2
277 一括 85 2 5 3 1 4 6 106

総計 3,037 641 299 192 37 290 165 7 4,668



第７節　黒曜石産地推定

（１）　概要
　黒曜石製の石器について、黒曜石産地推定分析を行っ

た。ここでは、分析対象とした黒曜石製石器の内容と分

析結果について報告する。分析の詳細は第３分冊第14節

に報告した。

（２）　分析点数
　分析対象は、黒曜石製の剥片石器計200点である。出

土した黒曜石製石器の総数は、剥片石器が計7500点、剥

片類が計15781点、合計16530点である。このうち石鏃、

石錐（ドリル）、楔形石器、石核、原石などの剥片石器計

200点を分析した。黒曜石製の剥片石器計750点のうちの

27％を分析したことになる。

　分析した剥片石器計200点の器種別の内訳は、石鏃176

点、石錐（ドリル）２点、楔形石器1点、二次加工剥片１点、

石核18点、原石２点である。スクレイパーは分析対象か

ら除外した。

　黒曜石製の石鏃は計530点出土し、そのうち176点・

33％を分析した。石核は計59点出土し、そのうち18点・

31％を分析した。原石は計６点出土し、計２点・33％を

分析した。

　石鏃の大量出土が本遺跡の特徴であるため、石鏃を主

体的に分析し、それに付随して石鏃製作の原料残滓であ

る石核も多く分析した。

（３）　黒曜石製の剥片類の分析について
　黒曜石製の剥片類については、分析対象から除外した。

約１万６千点に及ぶ大量の黒曜石製の剥片類が出土し、

これらを分析するのは現実的にはきわめて困難で非合理

的であった。

　黒曜石製の剥片類はその大部分が石鏃製作に伴い生じ

た調整剥片でいわば残滓である。石鏃の生産工程を黒曜

石の原料消費でみた場合、石鏃は生産の目的となる目的

物、石核は生産工程の最後に残った最終残滓物、剥片類

は生産工程の途中で発生した副産物といえる。また、黒

曜石の原料消費（石鏃製作）は出土した黒曜石製の調整剥

片の量から見て、遺跡内で行われたことは確実であり、

第46表　黒曜石製石器と分析点数

第47表　黒曜石製石器の器種別分析点数

第48表　分析結果集計表
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№ 黒曜石製 分析点数 総数

1 剥片石器 200 750

2 剥片類 0 15,781

総計 200 16,531

№ 器種 分析点数 分析％ 黒曜石製
点数

1 石鏃 176 33% 530

2 石錐（ドリル） 2 20% 10

3 楔形石器 1 14% 7

4 二次加工剥片 1 1% 135

5 石核 18 31% 59

6 原石 2 33% 6

7 スクレイパー 0 0% 3

剥片石器　合計 200 27% 750

剥片類　合計 0 0% 15,781

総計 200 - 16,531

№ エリア 判別群 判別群
点数

判別群
％

エリア
点数

エリア
％

1 諏訪 星ヶ台 135 68%

2 諏訪? 星ヶ台? 16 8% 151 75.50%

3 和田 ブドウ沢or高松沢 1 1%

4 和田 ブドウ沢or高松沢or
秩父別1 1 1%

5 和田 高松沢 3 2%

6 和田 小深沢 4 2%

7 和田 小深沢or土屋橋2? 1 1%

8 和田 西餅屋?or鷹山 1 1%

9 和田 鷹山or小深沢 10 5%

10 和田 土屋橋1 10 5%

11 和田 土屋橋1or土屋橋2 1 1%

12 和田 土屋橋2 7 4%

13 和田? 小深沢?or土屋橋2? 1 1%

14 和田? 西餅屋?or鷹山? 1 1%

15 和田? 鷹山?or小深沢? 1 1%

16 和田? 土屋橋2? 4 2% 46 23.00%

17 不明 ? 3 2% 3 1.50%

総計 200 100% 200 100%



石鏃だけが遺跡外で製作され搬入された可能性は低い。

　こうしたことから、目的物である石鏃本体と最終残滓

物である石核の黒曜石産地が同一の黒曜石産地と判明す

れば、その途中の副産物である剥片類の黒曜石産地は、

目的物と最終残滓物と同一であると間接的に推定でき

る。ただし、分析結果が広域かつ複数のエリア・判別群

が及んだ場合には、剥片類の黒曜石産地別数量構成を厳

密に導き出すことは困難となり、また未分析の石器が多

くなればその分間接的な推定も不安定になる。

　それでも本遺跡では石鏃・石核とも30％以上の点数を

分析しているので、黒曜石産地の大凡の利用傾向は把握

でき、大量に出土した黒曜石製の剥片類の産地推定には

合理的かつ現実的といえる。

　以上のことから、黒曜石製の剥片類については、分析

対象から除外し、石鏃と石核の黒曜石産地分析結果から

間接的に推定することにした。

（４）　分析結果
　分析の結果は次のとおりであった。

　エリアでみると、諏訪エリアが151点、和田エリアが

46点、不明が３点であった。76％が諏訪エリアの黒曜石

であることが判明した。

　判別群でみると、諏訪エリアについては、星ケ台が

151点であった。和田エリアについては、鷹山or小深沢

が10点、土屋橋１が10点、ほかは７点以下であった。

　次に、器種別についてみると、石鏃（分析点数176点）

については、諏訪エリアが137点、和田エリアが35点、

不明が３点であった。

　石鏃については、分析した約78％が諏訪エリアであっ

た。未分析の黒曜石製石鏃については、肉眼で観察した

ところ、色調・透明度・含有物などの属性が分析した黒

曜石とよく似ていた。このことから、未分析の石鏃も同

一の黒曜石産地である可能性が推測される。

　石核（分析点数18点）については、諏訪エリアが12点で、

和田エリアが６点であった。石鏃と同様に約70％が諏訪

エリアであった。未分析の石核についても、属性が似て

いることから、石鏃と同様に同一の黒曜石産地である可

能性が推測される。

　このように、分析した黒曜石の75.5％が諏訪エリア、

23％が和田エリアであることが判明した。また、石鏃も

石核も諏訪エリアが主体的に利用されていることが判明

した。

　未分析の黒曜石の剥片類については、この分析結果を

間接的に利用して、諏訪・和田エリアの黒曜石を使用し

ている可能性があると推定した。

（５）　小結
　本遺跡から出土した黒曜石製石器は、長野県諏訪エリ

アの黒曜石が主体的に利用され、それに付随して和田エ

リアの黒曜石が利用されていることが判明した。

　長野県諏訪エリア・和田エリアは互いに近接した一つ

の地域内にある黒曜石産地である。本遺跡とは直線距離

にして約70kmの中部高地に位置するが、本遺跡からは最

も近距離の黒曜石産地である。長野県内には諏訪エリア・

和田エリアのほか蓼科エリアの黒曜石産地があるが、今

回の分析では確認できなかった。また、周辺にはほかに

栃木県高原山、静岡県伊豆、神奈川県箱根、東京都神津

島、新潟県新発田・新津・佐渡などにも黒曜石産地があ

るが、これらの産地の黒曜石も確認できなかった。

　このように、本遺跡を中心に見た場合、遠く放射状に

点在している各地の黒曜石産地のうち、西方に位置する

長野県諏訪エリア・和田エリアの黒曜石を限定的に利用

していることがわかった。

　本遺跡から諏訪・和田リアの黒曜石産地に直接採取に

行くと仮定した場合、最短ルートとして吾妻川を西方上

流側に遡り、群馬・長野県境の分水嶺を越え、さらに千

曲川を越えてその支流の依田川を遡り、黒曜石産地に到

達するルートが地図上では想定される。

　出土した長野県諏訪エリア・和田エリアの黒曜石が、

黒曜石産地まで遠征して直接採取してきたものか、それ

とも間接的に入手したものかまでは確定できない。しか

し、遺跡から出土した土器には長野県との関連が強い土

器型式が確認されており、長野県地域との人・もの・情

報の交流が活発だったことが推察される。このことから

黒曜石は、直接採取で入手したのではなく、隣接する長

野県をはじめ中部高地との交流のなかで間接的に入手し

た可能性が高いと考えられる。

第７節　黒曜石産地推定
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第49表　黒曜石産地器種別分析結果

第192図　黒曜石産地エリア・判別群点数
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№ エリア 判別群 石鏃 石錐
（ドリル） 楔形石器 二次加工

剥片 石核 原石 総計

1 諏訪 星ヶ台 121 1 1 12 135

2 諏訪? 星ヶ台? 16 16

3 和田 ブドウ沢or高松沢 1 1

4 和田 ブドウ沢or高松沢or秩父別1 1 1

5 和田 高松沢 2 1 3

6 和田 小深沢 4 4

7 和田 小深沢or土屋橋2? 1 1

8 和田 西餅屋?or鷹山 1 1

9 和田 鷹山or小深沢 9 1 10

10 和田 土屋橋1 6 1 2 1 10

11 和田 土屋橋1or土屋橋2 1 1

12 和田 土屋橋2 4 2 1 7

13 和田? 小深沢?or土屋橋2? 1 1

14 和田? 西餅屋?or鷹山? 1 1

15 和田? 鷹山?or小深沢? 1 1

16 和田? 土屋橋2? 4 4

17 不明 ? 3 3

総計 176 2 1 1 18 2 200



第８節　唐堀遺跡出土の石鏃

（１）　概要
　縄文時代の調査で、大量の石鏃が出土した。その量は

総計6,119点・14,074.1ｇ（約14㎏）に達した。

　石鏃は、発掘段階で石鏃として登録し回収したもの、

土壌水洗選別法で回収したもの、整理段階で石器の分類

作業で抽出したものである。

　石鏃は小型の石器であるため、発掘では見逃すことが

ないように慎重に精査して調査するとともに、土壌水

洗選別法を実施して回収した。土壌水洗選別法の結果、

およそ900点もの石鏃を回収できた。また、整理では17

万５千点に及ぶ剥片類の石材別分類・集計を行い、その

際に剥片類に混入していた石鏃も隈なく抽出した。本報

告で扱う石鏃は、このような地道な作業を通して可能な

限り回収漏れを防いで遺跡から回収したものである。こ

の6,119点という点数は遺跡に本来包含されていた石鏃

の全容に限りなく近い数値を反映できたものといえる。

　石鏃は、大量の土器や石器と共伴して出土した。土器

の時期は縄文時代後期から晩期で、そのうち後期後葉か

ら晩期前葉の時期を主体とし、さらに安行２式、安行３

a式、安行３b式、高井東式、天神原式、佐野式などの

ように複数の土器型式に細分できる。

　石鏃はこれらの土器と共伴して出土したことから、石

鏃が製作された時期は概ね後期後半から晩期前半の時期

が主体と考えられる。さらに個々の石鏃は土器型式のい

ずれかの時期に共伴するはずだが、石鏃の大部分が遺物

包含層（グリッド）からの出土で、複数の土器型式と混在

していたため石鏃の詳細な時期判別はできなかった。こ

のため本報告では、石鏃の時期は縄文時代後期後半から

晩期前半として一括して報告することにした。しかし、

それでも石鏃は後期後半から晩期前半という相当に限定

された時間幅の中で製作されたことは確実であるから、

本報告の分析内容は当該期の石鏃の検討にはとても有効

なデータを示せたといえる。

　本遺跡は、関東地方における太平洋側地域の北西部に

位置する。利根川の支流である吾妻川を西方に遡った、

利根川水系の北西端部に相当する吾妻地域である。遺跡

の標高は約400ｍで、周囲は山間部である。このような

立地の遺跡から約6000点・14㎏を超える大量の石鏃が出

土した。この石鏃は、縄文時代後期後半から晩期前半の

時期に、標高400ｍ付近の吾妻川中流域の山間地に暮ら

した狩猟採集民が残した狩猟具である。当該期及び当該

地域における狩猟採集民の狩猟活動の実態を検討に向け

た基礎的なデータを得るために、大量に出土した石鏃を

整理し分析した。以下、その成果を報告する。

（２）　石鏃の分類
　石鏃は、次の工程で分類した。対象は石鏃に器種分類

した全点（6,119点）である。

　石鏃→①製品と未成品の基礎分類→②製品の形態分

類。

　また、分類と平行して、石材同定、完形品・欠損品の

判別、台帳登録・管理、データ入力と集計・解析も行った。

　①　製品と未成品の分類方法

　石鏃は、製品と未成品に分類した。製品は、完成した

状態のものである。基本的には調整加工によって左右対

称形に仕上げられ、なおかつ側縁刃部が直線状に整って

いるものとした。また、製品はさらに完形品と欠損品に

分類した。

　未成品は、先端部の作出がないもの、左右対称形では

ないもの、著しく厚さがあるもの、真上から見た場合の

側縁刃部が著しくジグザグ状を呈し直線状の刃部作出が

弱いものとした。

　②　製品における完形品の認定について

　製品は、完形品と欠損品に分類した。本報告では、完

形品とは全く欠損のない完全な残存状態の石鏃のほか、

石鏃の形態分類

第８節　唐堀遺跡出土の石鏃

323



０ ５㎝２:３

第193図　石鏃分類図（１）
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第194図　石鏃分類図（２）
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先端部や茎部、基部など器体のごく一部が欠損（概ね３

mm程度まで）した石鏃も完形品として扱った。これ以上

に欠損したものを欠損品とした。

　本報告で示した完形品の計測値にはこのような一部欠

損の石鏃を含んでいるため、平均値等の数値は完全な残

存状態の石鏃よりもわずかに小さくなっている。

（３）　石鏃の点数と重量
　①　総計

　石鏃の総計は、製品（完形＋欠損＋不明）4,619点・

5,884.5ｇ、未成品1,500点・8,189.6ｇ、総計6,119点・

14,074.1ｇであった。

　②　製品（完形）の点数・重量

　製品のうち、完形は、計3,266点・4,447.2ｇであった。

（４）　石鏃の石材
　石材は、計20種類に分類した。主な石材は、黒曜石、

流紋岩、チャート、赤碧玉、褐色碧玉、黒色頁岩、珪質

頁岩、頁岩　、黒色安山岩である。ほかに、玉髄、細粒

輝石安山岩、変質安山岩、石英などがあるが点数は少な

い。また、下呂石も10点確認された。

　最も多い石材は、流紋岩で計3,018点・6,515.3ｇであっ

た。次に黒色頁岩で、計1,534点・4,298.2ｇであった。

以下、黒曜石、珪質頁岩、チャート、赤碧玉、黒色安山

岩などであった。流紋岩が3,018点で全体の約半分を占

めていた。

　石鏃の石材構成は、流紋岩を主体としそれに黒色頁岩

や黒曜石、チャート、珪質頁岩などが加わる様相であっ

た。この石材構成の様相は、剥片類の石材構成（緻密質

石材）と同じであった。緻密質石材には流紋岩、黒色頁岩、

黒曜石、チャート、珪質頁岩などがあり、その石材の総

計は約154,000点、約364㎏であった。このうちの半分近

くを流紋岩が占めており、以下黒色頁岩、黒曜石、チャー

ト、珪質頁岩という石材構成であった。

　石鏃の石材構成と剥片類の緻密質石材の石材構成は一

致しており、約364㎏におよぶ大量の緻密質石材の剥片

類が石鏃製作によって生じた調整剥片類であることを明

確に示しているといえる。これは同時に、それだけ大量

の石材を消費して石鏃が大量生産されていたことも示し

ている。

　以上のように、本遺跡の石鏃は主に流紋岩を大量に利

用して製作されていたことが判明した。この石材利用の

あり方は、中心的な利用石材（流紋岩）があり、それに各

種の石材（黒色頁岩、黒曜石、チャート、珪質頁岩など）

が加わる石材構成であった。

（５）　黒曜石製石鏃の産地分析
　黒曜石製石鏃は計530点が出土した。そのうち、計176

点を分析した。分析％は約33％である。その結果、諏訪

エリア137点、和田エリア36点、不明３点であった。本

遺跡から出土した黒曜石製石鏃の大部分が長野県諏訪エ

リアの黒曜石を利用して製作されたことが判明した。

　黒曜石製石鏃は、黒曜石製石核や調整剥片を多数伴う

ことから、この長野県諏訪エリア産の黒曜石を遺跡内に

搬入して製作されたものと考えられる。

（６）　下呂石製の石鏃
　下呂石製の石鏃は計10点確認された。形態別ではⅠ類

7点、Ⅱ類３点である。下呂石の剥片類は、計２点・２

ｇを確認しただけであった。下呂石製石鏃の量に比べて、

調整剥片がとても少なく、下呂石製の石核は確認できな

かった。このことから下呂石製石鏃は遺跡内で製作され

たものではなく、完成した製品の状態で遺跡内に搬入さ

れたものと考えられる。

第50表　石鏃石材別集計表
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№ 石材名 点数 ％ 重量（ｇ） ％

1 黒曜石 530 8.70% 372.9 2.60%

2 流紋岩 3,018 49.30% 6,515.3 46.30%

3 チャート 178 2.90% 264.1 1.90%

4 赤碧玉 176 2.90% 414.5 2.90%

5 褐色碧玉 35 0.60% 134.9 1.00%

6 黒色頁岩 1,534 25.10% 4,298.2 30.50%

7 珪質頁岩 426 7.00% 1,244.5 8.80%

8 頁岩 33 0.50% 130.6 0.90%

9 黒色安山岩 70 1.10% 291.8 2.10%

10 細粒輝石安山岩 57 0.90% 218.7 1.60%

11 変質安山岩 11 0.20% 36.6 0.30%

12 下呂石 10 0.20% 10.0 0.10%

13 玉髄 9 0.10% 17.4 0.10%

14 流紋岩凝灰岩 13 0.20% 77.6 0.60%

15 その他 19 0.30% 47.0 0.30%

総計 6,119 100% 14,074.1 100%
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第196図　石鏃形態別組成図

第195図　石鏃石材別点数
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№
点数 

重量ｇ

製品全点（完形＋欠損）
未成品 総計

Ⅰ類 ％ Ⅱ類 ％ 不明 ％ 合計 合計％

1 点数 3,539 77% 605 13% 475 10% 4,619 100% 1,500 6,119

2 重量ｇ 4,481.0 76% 1,023.6 17% 379.9 6% 5,884.5 100% 8,189.6 14,074.1



（７）　石鏃の形態分類（第193・194図）

　製品に認定した石鏃を形態分類した。分類方法は次の

とおりである。

　まず茎部の作出の有無により、Ⅰ類（有茎）とⅡ類（無

茎）に分類した。次に基部の形状の違いにより、Ⅰ類と

Ⅱ類を細分した。また、形態分類できないものを不明と

した。

　①　Ⅰ類（有茎）

・Ⅰa（凹基有茎鏃）

　基部を抉って作出しているもの。器体の長さの外観か

ら、さらにⅠa1・Ⅰa２に細分した。

　Ⅰa１：細長のもの。

　Ⅰa２：長さが短く寸詰まりのもの。

・Ⅰb（平基有茎鏃）

　基部を平坦に作出しているもの。器体の長さの外観と

左右両側縁の形状から、さらにⅠb１・Ⅰb２・Ⅰb３

に細分した。

　Ⅰb１：細長のもの。

　Ⅰb２：長さが短く寸詰まりのもの。

　Ⅰb３：左右両側縁が内湾し基部が張り出すもの。

・Ⅰｃ（凸基有茎鏃）

　基部を張り出して作出しているもの。器体の長さの外

観から、さらにⅠｃ１・Ⅰｃ２に細分した。

　Ⅰｃ１：細長のもの

　Ⅰｃ２：長さが短く寸詰まりのもの。

・Ⅰｄ（有茎飛行機鏃）

　左右両側縁の中央部付近に張り出しを持つもの。Ⅰｄ

は基部の形状の違いに関わらず一括した。

　②　Ⅱ類（無茎）

・Ⅱa（凹基鏃）

　基部を抉って作出しているもの。抉りの深さから、さ

らにⅡa１・Ⅱa２に細分した。

　Ⅱa１：抉りが浅いもの

　Ⅱa２：抉りの深いもの

・Ⅱb（平基鏃）

　基部を平坦に作出しているもの。

・Ⅱｃ（円基鏃）

　基部を丸く作出しているもの。

・Ⅱｄ（尖基鏃）

　基部を三角形状に作出しているもの。

・Ⅱｅ（凹基無茎飛行機鏃）

　左右両側縁の中央部付近に張り出しを持つもの。Ⅱｅ

は基部の形状の違いに関わらず一括した。

　③　不明

　製品に認定したものの下半部が欠損しているため、Ⅰ

類かⅡ類か判別できないもの。

（８）　形態別の点数・重量
　製品を形態別に分類した結果、全体ではⅠ類3,539点・

4,481.0ｇ、Ⅱ類605点・1,023.6ｇ、不明475点・379.9ｇ、

合計4,619点・5,884.5ｇであった。

　形態別の割合は、全体でⅠ類77％、Ⅱ類13％であった。

ほかに不明10％であった。

　完形品では、Ⅰ類2,777点・3,567.7ｇ、Ⅱ類489点・

879.5ｇ、合計3,266点・4,447.2ｇであった。形態別の

割合は、Ⅰ類85％、Ⅱ類15％であった。

　以上のように、石鏃の形態構成は、有茎鏃のⅠ類を主

体にし、それに無茎鏃のⅡ類が加わる構成であることが

判明した。

　次に、Ⅰ類とⅡ類の各形態を細別してみると、Ⅰ類で

は１ｃが最も多く、Ⅱ類ではⅡaとⅡｄが多かった。た

だし、Ⅱｄについては１ｃとの分類が難しいものがあっ

た。

（９）　形態構成と石材
　Ⅰ類とⅡ類の形態構成を全体でみると、Ⅰ類77％。Ⅱ

類13％、不明10％であった。石鏃は、Ⅰ類を主体にして

Ⅱ類が加わる形態構成であった。

　また、形態構成の割合は各石材で共通していた。例え

ば、最も点数の多い流紋岩では計2,272点のうち、Ⅰ類

1,726点・76％、Ⅱ類257点・11％、不明289点・13％であった。

次に点数の多い黒色頁岩では1,185点のうちⅠ類1,002点・

85％、Ⅱ類114点・10％、不明69点・６％であった。黒曜

石では448点のうちⅠ類が302点・67%、Ⅱ類97点・22％、

不明49点・11％であった。

　これらの石材ではⅠ類を主体にしてⅡ類が加わる割合

の形態構成であった。このほか不明があるが、仮に不明

が全部Ⅱ類だったとしても、その点数と割合（％）はⅠ類

の1/3程度までにしかならず、Ⅰ類以上にはならない。例

えば、黒曜石では製品合計448点のうち、Ⅰ類302点67％、
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№ 石材名
製品全体（完形＋欠損のⅠ類・Ⅱ類、不明）

未成品 総計
Ⅰ類 Ⅰ類％ Ⅱ類 Ⅱ類％ 不明 不明％ 製品合計 合計％

1 黒曜石 302 67% 97 22% 49 11% 448 100% 82 530

2 流紋岩 1,726 76% 257 11% 289 13% 2,272 100% 746 3,018

3 チャート 90 67% 31 23% 14 10% 135 100% 43 178

4 赤碧玉 77 64% 28 23% 16 13% 121 100% 55 176

5 褐色碧玉 11 58% 6 32% 2 11% 19 100% 16 35

6 黒色頁岩 1,002 85% 114 10% 69 6% 1,185 100% 349 1,534

7 珪質頁岩 236 79% 45 15% 18 6% 299 100% 127 426

8 頁岩 6 55% 2 18% 3 27% 11 100% 22 33

9 黒色安山岩 37 76% 7 14% 5 10% 49 100% 21 70

10 細粒輝石安山岩 24 62% 9 23% 6 15% 39 100% 18 57

11 変質安山岩 6 75% 1 13% 1 13% 8 100% 3 11

12 下呂石 7 70% 3 30% 0 0% 10 100% 0 10

13 玉髄 6 86% 1 14% 0 0% 7 100% 2 9

14 流紋岩凝灰岩 3 75% 1 25% 0 0% 4 100% 9 13

15 その他 6 50% 3 25% 3 25% 12 100% 7 19

総計 3,539 77% 605 13% 475 10% 4,619 100% 1,500 6,119

№ 石材名
製品全体（完形＋欠損のⅠ類・Ⅱ類、不明）

未成品 総計
Ⅰ類 Ⅰ類％ Ⅱ類 Ⅱ類％ 不明 不明％ 製品合計 合計％

1 黒曜石 195.1 69% 60.3 21% 27.5 10% 282.9 100% 90 372.9

2 流紋岩 2,046.4 77% 413.7 15% 214.2 8% 2,674.3 100% 3,841 6,515.3

3 チャート 105.5 72% 33.5 23% 6.6 5% 145.6 100% 119 264.1

4 赤碧玉 89.9 57% 51.3 33% 15.7 10% 156.9 100% 258 414.5

5 褐色碧玉 20.0 56% 15.0 42% 0.6 2% 35.6 100% 99 134.9

6 黒色頁岩 1,533.9 80% 315.5 16% 63.3 3% 1,912.7 100% 2,386 4,298.2

7 珪質頁岩 350.9 78% 85.8 19% 12.5 3% 449.2 100% 795 1,244.5

8 頁岩 4.8 41% 4.3 37% 2.5 22% 11.6 100% 119 130.6

9 黒色安山岩 58.4 65% 9.2 10% 22.8 25% 90.4 100% 201 291.8

10 細粒輝石安山岩 38.3 56% 22.3 32% 8.1 12% 68.7 100% 150 218.7

11 変質安山岩 11.5 70% 2.5 15% 2.5 15% 16.5 100% 20 36.6

12 下呂石 8.3 83% 1.7 17% 0 0% 10.0 100% 0 10.0

13 玉髄 4.2 61% 2.7 39% 0 0% 6.9 100% 11 17.4

14 流紋岩凝灰岩 7.2 85% 1.3 15% 0 0% 8.5 100% 69 77.6

15 その他 6.6 45% 4.5 31% 3.6 24% 14.7 100% 32 47.0

総計 4,481.0 76% 1,023.6 17% 379.9 6% 5,884.5 100% 8,190 14,074.1



第54表　石鏃石材別集計表（完形・形態別・点数）

第55表　石鏃石材別集計表（完形・形態別・重量ｇ）
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№ 石材
完形　Ⅰ類（有茎）　点数 完形　Ⅱ類（無茎）　点数

総計
Ⅰa Ⅰb Ⅰc Ⅰd 合計 Ⅱa Ⅱb Ⅱc Ⅱd Ⅱe 合計

1 黒曜石 65 51 97 20 233 49 24 1 2 76 309 

2 流紋岩 108 480 666 30 1,284 52 47 24 75 5 203　 1,487　

3 チャート 8 18 45 2 73 9 8 6 23 96 

4 赤碧玉 7 18 33 58 4 3 2 15 24 82 

5 褐色碧玉 1 5 4 10 2 1 2 5 15 

6 黒色頁岩 96 301 433 30 860 24 15 13 44 4 100　 960　

7 珪質頁岩 15 67 97 9 188 14 10 4 13 41 229 

8 頁岩 1 3 4 1 1 5 

9 黒色安山岩 14 14 28 2 2 4 32 

10 細粒輝石安山岩 6 10 16 1 4 5 21 

11 変質安山岩 1 3 4 4 

12 下呂石 2 5 7 3 3 10 

13 玉髄 3 2 5 1 1 6 

14 流紋岩凝灰岩 2 2 2 

15 その他 1 4 5 2 1 3 8 

合計 304 968 1,414 91 2,777 162 110 44 164 9 489　 3,266　

№ 石材
完形　Ⅰ類（有茎）　重量 完形　Ⅱ類（無茎）　重量

総計
Ⅰa Ⅰb Ⅰc Ⅰd 合計 Ⅱa Ⅱb Ⅱc Ⅱd Ⅱe 合計

1 黒曜石 40.1 29.4 63.8 14.7 148 30.5 13.1 1.7 1.6 46.9 194.9 

2 流紋岩 112.1 508.7 877.8 31.9 1,530.5 52.5 49.5 80.4 154.3 4.2 340.9　 1,871.4　

3 チャート 7.4 24.3 53.4 2.8 87.9 8.1 6.9 10.6 25.6 113.5 

4 赤碧玉 5.4 16.5 45.6 67.5 7.5 2.8 6.6 28.6 45.5 113.0 

5 褐色碧玉 0.5 7.0 10.8 18.3 2.1 1.9 8.9 12.9 31.2 

6 黒色頁岩 118 367.5 798.6 36.6 1,320.7 29.6 24.6 103.0 131.5 3.0 291.7　 1,612.4　

7 珪質頁岩 15.0 76.7 194.4 9.3 295.4 16.4 10.2 17.3 36.4 80.3 375.7 

8 頁岩 0.7 2.9 3.6 2.8 2.8 6.4 

9 黒色安山岩 17.7 24.0 41.7 1.6 4.2 5.8 47.5 

10 細粒輝石安山岩 7.8 16.6 24.4 0.3 17.9 18.2 42.6 

11 変質安山岩 1.4 7.5 8.9 8.9 

12 下呂石 2.9 5.4 8.3 1.7 1.7 10.0 

13 玉髄 2.5 1.3 3.8 2.7 2.7 6.5 

14 流紋岩凝灰岩 3.2 3.2 3.2 

15 その他 1.2 4.3 5.5 1.7 2.8 4.5 10.0 

合計 303.3 1,063.80 2,105.30 95.3 3,567.7 152.0 114.5 209.0 396.8 7.2 879.5　 4,447.2　
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Ⅱ類97点22％、不明49点11％であり、不明の49点11％

が全部Ⅱ類であったと仮定してⅡ類に合計しても156点

33％に過ぎず、Ⅰ類以上にはならない。

　このⅠ類とⅡ類の形態構成の割合は、ほかのチャート

や黒色安山岩、珪質頁岩、赤碧玉などでも同じ状況であ

り、Ⅱ類の点数がⅠ類を逆転している石材はなかった。

したがって、本遺跡ではどの石材でも共通した石鏃の形

態構成のあり方であったといえる。

　このように、石材分類と形態分類により、次のことが

判明した。矢の先端に装着する狩猟具として石鏃が大量

生産された。石鏃は、流紋岩を主体的に利用しながらも

黒色頁岩、黒曜石、チャート、珪質頁岩など多種多様な

石材を利用して製作されていた。石鏃は、有茎（Ⅰ類）と

無茎（Ⅱ類）の二種類の形態につくり分けられ、その際に

有茎石鏃が主体的に製作され、それに付随して無茎石鏃

が製作されていた。これは各石材に共通していた。つま

り、石鏃の製作では、有茎を主体的製作、無茎を付随製

作というように形態別に生産量を調整したつくり分けを

していた可能性が考えられる。

　ただし、ここで扱った石鏃は、縄文時代後期後半から

晩期前半の時期に残されたものを一括したものであるか

ら、細別された時期ごとにⅠ類（あるいはⅡ類）だけが製

作され、それが混在しただけであり、同一時期における

つくり分けを示しているわけではないという見方もでき

る。しかし、各石材で形態構成の割合が共通しているこ

とから、この見方の可能性は低いと考えられる。

　以上のように各石材に形態別のつくり分けが確認され

た。これが本遺跡における縄文時代後期後半から晩期前

半での通時的な石鏃の製作構造であったと考えられる。

この製作構造が狩猟活動全体のどのような場面を反映し

たものかまでは判然としないが、狩猟対象獣の違いに基

づく矢のつかい分けを反映した可能性も想定される。

（10）　計測
　石鏃の長さ・幅・厚さ・重量を計測し分析した。計測

方法は次のとおりで、残存状態での計測である。

　長さは、最大長とした。先端部を上にして左右対象の

中心軸を垂直に設定し、その中心軸の最大長を計測した。

１mm単位で計測した。

　幅は、最大幅とした。中心軸に直交する最大幅を計測

した。１mm単位で計測した。

　厚さは、側面の最大幅を厚さとして計測した。厚さは

裏面から表面までの高さでもある。１mm単位で計測した。

　重量は、１点ずつ0.1ｇ単位で計測した。

第197図　石鏃形態細別点数
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（11）　石鏃の大きさの分析
　石鏃の大きさについて、Ⅰ類とⅡ類で分析した。対象

は完形品で、Ⅰ類完形品2,777点、Ⅱ類完形品489点であ

る。結果は次のとおりである。

　①　Ⅰ類（完形品）の長さ（分析対象2777点）

　Ⅰ類全体でみると、最小値８mm、最大値86mm、平均値

24.6mmであった。最小値８mmの石鏃（登録№18864）は流

紋岩製の欠損のない完形品で、極小石鏃である。一方、

最大値86mmの石鏃（80205）は珪質頁岩製で、形態が1ｃ1

の超大型石鏃である。292号土坑から出土した。先端の

作出は弱いものの左右対称で基部や茎部の調整から完成

品とした。

　平均値をみると、変質安山岩30.8mmが最も大きく、以

下、褐色碧玉28.1mm、黒色頁岩25.7mm、珪質頁岩25.8mm

であった。最も点数の多い流紋岩は22.9mmであった。下

呂石は26.0mmであった。一方、黒曜石の平均値は最も小

さく18.1mmであった。流紋岩と比べて５mmの差があり、

黒曜石製の石鏃はほかの石材に比べ小型のものが主体で

あることが判明した。

　次に、Ⅰ類の長さ別の頻度をみる。単位は５mmである。

結果は、21～25mmが1023点で最も多く、37％を占めてい

た。以下16～20mmが733点、26～30mmが581点であった。

Ⅰ類では、長さ16～30mmの石鏃が全体の84％を占めてい

た。Ⅰ類のヒストグラムは21～25mmをピークにした単峰

型であり、主に21～25mm前後の石鏃が製作されていたこ

とを示している。

　①　Ⅱ類（完形品）の長さ（分析対象489点）

　Ⅱ類全体でみると、最小値10mm、最大値60mm、平均

値24.4mmであった。最小値10mmの石鏃（80738）は流紋岩

製の欠損のない完形品である。形態はⅡbで極小石鏃で

ある。一方、最大値60mmの石鏃（80278）は黒色頁岩製で、

形態はⅡcで幅広である。

　平均値をみると、褐色碧玉が30mmで最も大きく、以下

黒色頁岩と細粒安山岩が27.6mm、珪質頁岩が26.4mmで

あった。頁岩は28mmであるが点数が1点で実態不明とし

て扱った。最も点数の多い流紋岩は23.5mmであった。一

方、黒曜石は17.3mm、下呂石は16.7mmであった。黒曜石

と流紋岩では、流紋岩に比べ６mmの差があった。なお、

下呂石と黒曜石は群馬県外からの搬入石材である。

　次に、Ⅱ類の長さ別の頻度をみる。単位は５mmである。

結果は、21～25mmが133点で最も多く27％を占めていた。

以下16～20mmが130点、26～30mmが90点であった。Ⅱ類

では、長さ16～30mmの石鏃が全体の72％を占めていた。

Ⅱ類のヒストグラムは21～25mmをピークにした単峰型で

あり、主に21～25mm前後の石鏃が製作されていたことを

示している。

　②　Ⅰ類とⅡ類の長さの比較

　長さの平均値を全体でみると、Ⅰ類24.6mm、Ⅱ類

24.4mmであった。Ⅰ類の方がわずかに長いものの1mm以

下の差であり、長さの差はないに等しい。全体としてみ

れば、Ⅰ類もⅡ類も同じような長さの石鏃が製作される

傾向があったといえる。

　次に石材別に平均値をみると、最も点数の多い流紋

岩ではⅠ類22.9mm、Ⅱ類23.5mmであった。黒色頁岩で

はⅠ類25.7mm、Ⅱ類27.6mmであった。黒曜石ではⅠ類

18.1mm、Ⅱ類17.3mmであった。

　流紋岩では、Ⅰ類とⅡ類の平均値の差はわずかであ

り、Ⅰ類とⅡ類で同じ長さの石鏃が製作される傾向に

あったといえる。黒曜石もⅠ類とⅡ類の差は１mm以下で

あり、Ⅰ類とⅡ類で同じ長さの石鏃が製作されていたと

いえる。また、黒曜石はⅠ類とⅡ類の両方ともほかの石

材に比べて小型であり、黒曜石製石鏃は全体的に小型の

ものが製作されたことがわかる。一方、下呂石ではⅠ類

が26mm、Ⅱ類が16.7mmで、約９mmの差があった。下呂石

ではⅠ類とⅡ類で長さの違う石鏃をつくり分けていた可

能性が推測される。

第198図　石鏃の計測
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第56表　石鏃集計表（完形・形態別・長さ）

第57表　石鏃集計表（完形・形態別・重量）
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№ 石材
完形（Ⅰ類・Ⅱ類）の点数 完形　Ⅰ類（有茎）　長さ 完形　Ⅱ類（無茎）　長さ 完形Ⅰ類＋Ⅱ類　長さ

Ⅰ類 Ⅱ類 合計
最小値 
（mm）

最大値 
（mm）

平均値 
（mm）

最小値 
（mm）

最大値 
（mm）

平均値 
（mm）

最小値 
（mm）

最大値 
（mm）

平均値 
（mm）

1 黒曜石 233 76 309 10 32 18.1 12 32 17.3 10 32 17.9

2 流紋岩 1,284 203 1,487 8 60 22.9 10 46 23.5 8 60 23.0

3 チャート 73 23 96 12 42 22.4 13 40 21.3 12 42 22.1

4 赤碧玉 58 24 82 16 41 23.2 17 33 24.1 16 41 23.5

5 褐色碧玉 10 5 15 18 44 28.1 15 42 30.0 15 44 28.7

6 黒色頁岩 860 100 960 12 68 25.7 13 60 27.6 12 68 25.9

7 珪質頁岩 188 41 229 14 86 25.8 11 46 26.4 11 86 25.9

8 頁岩 4 1 5 19 24 21.5 28 28 28.0 19 28 22.8

9 黒色安山岩 28 4 32 13 39 24.1 14 32 24.5 13 39 24.1

10 細粒輝石安山岩 16 5 21 18 36 25.8 15 40 27.6 15 40 26.2

11 変質安山岩 4 4 23 42 30.8 23 42 30.8

12 下呂石 7 3 10 22 35 26.0 15 18 16.7 15 35 23.2

13 玉髄 5 1 6 20 30 23.2 26 26 26.0 20 30 23.7

14 流紋岩凝灰岩 2 2 24 31 27.5 24 31 27.5

15 その他 5 3 8

全体 2,777 489 3,266 8 86 24.6 10 60 24.4 8 86 24.7

№ 石材
完形（Ⅰ類・Ⅱ類）の重量 完形　Ⅰ類（有茎）　重量 完形　Ⅱ類（無茎）　重量 完形Ⅰ類＋Ⅱ類　重量

Ⅰ類 
（ｇ）

Ⅱ類 
（ｇ）

合計 
（ｇ）

最小値 
（ｇ）

最大値 
（ｇ）

平均値 
（ｇ）

最小値 
（ｇ）

最大値 
（ｇ）

平均値 
（ｇ）

最小値 
（ｇ）

最大値 
（ｇ）

平均値 
（ｇ）

1 黒曜石 148 46.9 194.9 0.1 1.9 0.6 0.2 2.0 0.6 0.1 2.0 0.6

2 流紋岩 1,530.5 340.9 1,871.4 0.1 6.7 1.2 0.3 9.4 1.7 0.1 9.4 1.3

3 チャート 87.9 25.6 113.5 0.3 8.6 1.2 0.4 5.3 1.1 0.3 8.6 1.2

4 赤碧玉 67.5 45.5 113.0 0.3 2.9 1.2 0.7 4.6 1.9 0.3 4.6 1.4

5 褐色碧玉 18.3 12.9 31.2 0.5 3.7 1.8 0.3 5.7 2.6 0.3 5.7 2.1

6 黒色頁岩 1,320.7 291.7 1,612.4 0.3 9.0 1.5 0.3 51.9 2.9 0.3 51.9 1.7

7 珪質頁岩 295.4 80.3 375.7 0.3 36.5 1.6 0.2 7.0 2.0 0.2 36.5 1.6

8 頁岩 3.6 2.8 6.4 0.5 1.3 0.9 2.8 2.8 2.8 0.5 2.8 1.3

9 黒色安山岩 41.7 5.8 47.5 0.5 5.3 1.5 0.6 2.7 1.5 0.5 5.3 1.5

10 細粒輝石安山岩 24.4 18.2 42.6 0.7 3.1 1.5 0.3 9.4 3.6 0.3 9.4 2.0

11 変質安山岩 8.9 8.9 1.0 4.0 2.2 1.0 4.0 2.2

12 下呂石 8.3 1.7 10.0 0.5 1.8 1.2 0.4 0.7 0.6 0.4 1.8 1.0

13 玉髄 3.8 2.7 6.5 0.4 1.2 0.8 2.7 2.7 2.7 0.4 2.7 1.1

14 流紋岩凝灰岩 3.2 3.2 1.4 1.8 1.6 1.4 1.8 1.6

15 その他 5.5 4.5 10.0

全体 3,567.7 879.5 4,447.2 0.1 36.5 1.3 0.2 51.9 2.0 0.1 51.9 1.5
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　③　極小石鏃と大型石鏃

　長さの最小値が８mmのような小型石鏃が複数確認され

た。小型石鏃のうち、長さ11mm以下の石鏃を極小石鏃と

した。点数は、Ⅰ類８点、Ⅱ類２点、合計10点であった。

石材は流紋岩５点、黒曜石４点、珪質頁岩１点であった。

　一方、長さ86mmのような超大型石鏃とも呼べる大型石

鏃も確認された（珪質頁岩製（登録№80205））。この石鏃

は大型ではあるものの平面形状や側縁、茎部の作出は石

鏃の未製品あるいは別器種ではなく、石鏃の製品の範疇

にあると捉え石鏃に分類した。極小石鏃の対極にある石

鏃ともいえ、このような大型石鏃が製作された背景に注

意を払うべき存在としてここに報告した。

（12）　石鏃の重量の分析

　石鏃の重量について分析した。結果は次のとおりであ

る。

　Ⅰ類全体では、最小値0.1ｇ、最大値36.5ｇ、平均値1.3

ｇであった。Ⅱ類全体では、最小値0.2ｇ、最大値51.9ｇ、

平均値2.0ｇであった。

　次に重量別の頻度で見ると、Ⅰ類では0.1～1.0ｇが

1378点、1.1～2.0ｇが1070点で大部分が2.0ｇ以下であっ

た。Ⅱ類では0.1～1.0ｇが228点、1.1～2.0ｇが129点で

大部分が2.0ｇ以下であった。Ⅰ類、Ⅱ類で最大値を示

した石鏃については、形態から製品に分類したものの未

成品との区別が難しい石鏃である。

　以上のように、重量についてはⅠ類もⅡ類も2.0ｇ以

下の石鏃が大部分で、そのうち1.0ｇ以下が主体である

ことが判明した。

（13）　石鏃の分布
　石鏃は遺跡全体から出土しているが、分布の密度に違

いがみられる。調査区でみると３区で多く分布し、３区

第199図　石鏃形態別散布図
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の中でも特に水場遺構の北側に隣接したグリッド2M～

2O39・40で多く分布していた。2N39では388点の石鏃が

出土した。これらのグリッドでは、剥片類も多数出土し

ており、石鏃の点数の多さと剥片類の点数の多さは一致

した状況であり、このグリッド周辺で石鏃の製作がさか

んに行われていたと考えられる。

（14）　小結
　以上、説明したように石材の分類、形態分類を行い、

石鏃の大きさと重量を分析した。長さについては、Ⅰ類

では21～25mm前後の石鏃が主体的に製作されていた。Ⅱ

類でも同じで21～25mm前後の石鏃が主体的に製作されて

いた。重量については、Ⅰ類もⅡ類も2.0ｇ以下の石鏃

が大部分で、そのうち1.0ｇ以下が主体であった。

（15）　まとめ
　本遺跡からは、総計6119点の石鏃が出土した。石材で

は、流紋岩製が最も多く、以下黒色頁岩製、黒曜石製、

珪質頁岩製であった。

　形態別では、Ⅰ類（有茎）とⅡ類（無茎）があり、Ⅰ類が

主体的に製作され、それに付随してⅡ類が製作されてい

た。さらに形態細別してみると、Ⅰ類では1ｃが最も多く、

Ⅱ類ではⅡaとⅡｄが多かった。

　また、Ⅰ類を主とした形態構成は各石材で共通してお

り、形態別のつくり分けが存在し、このつくり分けが本

遺跡における縄文時代後期後半から晩期前半での通時的

な石鏃の製作構造であったと推察した。この石鏃の製作

構造が標高400ｍの山間部にくらした狩猟採集民の狩猟

具の生産技術の一つであったと考えられる。

第200図　石鏃長さ別点数
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8 
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.0
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1 
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竪

穴
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.9
 

2 
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号
土
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1.

6 
3 
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号

土
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1.
2 

4 
4.

8 
4 
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号

土
坑
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3 

0.
3 

5 
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号
土

坑
1 

0.
9 

6 
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号
土

坑
0.

8 
0.

8 
7 

86
号

土
坑

0.
8 

0.
8 

8 
88

号
土

坑
1.

4 
13

 
14

.4
 

9 
89

号
土

坑
1.

2 
2 

2.
7 

10
 

90
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号
坑

2.
7 

2.
7 

11
 

91
号

土
坑

0.
2 

0.
2 

12
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号
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2.
1 

2.
1 

13
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号

土
坑

8 
7.

8 
14
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5 

5.
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15
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号

土
坑

3 
3.

1 
16

 
10
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0.

3 
7 

7.
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17
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1.
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5号
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1.

8 
19
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土

坑
1.
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4 
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23

 
16

1号
土

坑
4.

7 
1.

7 
2 

5 
13

.0
 

24
 

16
2号

土
坑

2.
2 

2.
2 

25
 

19
8号

土
坑

1.
0 

1.
0 

26
 

21
9号

土
坑

4.
3 

4.
3 

27
 

22
8号

土
坑

3 
3.

0 
28

 
22

9号
土

坑
1.

8 
2 

4.
1 

29
 

23
7号

土
坑

1 
0.

9 
30

 
23

9号
土

坑
1 

1.
0 

31
 

24
0号

土
坑

1 
0.

5 
32

 
24

3号
土

坑
4 

4.
0 

33
 

25
0号

土
坑

1.
6 

1.
6 

34
 

27
2号

土
坑

1.
6 

1.
6 

35
 

27
6号

土
坑

0.
7 

2 
2.

3 
36

 
27

7号
土

坑
2.

4 
4 

2 
8.
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3 
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51

 
17

号
集

石
3.
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12

.8
 

52
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54
 

27
号

集
石

2L
38

1 
2 

2.
2 

55
 

29
号

集
石

1.
6 

1.
6 

56
 

1号
配

石
0.

5 
2.

5 
3 

5.
8 

57
 

2号
配

石
2.

2 
2.

2 
58

 
3号

配
石

25
.7

 
11

 
15

 
51

.5
 

59
 

4号
配

石
28

.0
 

4 
1 

1 
33

.6
 

60
 

5号
配

石
7.

4 
1 

8.
6 

61
 

6号
配

石
0.

4 
5.

7 
2 

12
 

19
.9

 
62

 
14

号
配

石
4 

4.
1 

63
 

15
号

配
石

2.
3 

1 
3.

0 
64

 
18

号
配

石
0.

7 
2 

2.
9 

65
 

22
号

配
石

0.
3 

14
.0

 
20

 
2 

36
.3

 
66

 
22

号
配

石
2M

40
0.

6 
10

.5
 

1 
16

 
1 

28
.9

 
67

 
22

号
配

石
2N

40
3.

2 
83

.8
 

1.
9 

1 
21

 
5 

2 
1 

11
8.

6 
68

 
22

号
配

石
2N

41
0.

6 
4.

2 
2.

0 
9 

1 
3 

1 
20

.3
 

69
 

22
号

配
石

2O
40

2.
6 

23
.6

 
1.

0 
2 

8 
28

 
19

 
82

.6
 

70
 

22
号

配
石

2O
41

1.
5 

22
.1

 
1.

1 
16

 
6 

3 
48

.8
 

71
 

23
号

配
石

7.
1 

1 
7.

9 
72

 
25

号
配

石
3.

9 
3.

9 
73

 
28

号
配

石
1.

7 
1.

7 
74

 
33

号
配

石
52

 
51

.9
 

75
 

2号
埋

甕
1 

1.
4 

76
 

4号
埋

甕
1 

1.
0 

77
 

5号
埋

甕
1.

1 
1.

1 
78

 
1号

集
中

0.
4 

9.
4 

0.
9 

6 
10

 
1 

27
.2

 
79

 
2B

31
13

.6
 

13
.6

 
80

 
2B

33
2.

0 
2.

0 



第５章　調査成果

348

№
出

土
位

置
黒

曜
石

流
紋

岩
チ

ャ
ー

ト
赤

碧
玉

褐
色

碧
玉

黒
色

頁
岩

珪
質

頁
岩

頁
岩

黒
色

安
山

岩
細

粒
輝

石
安

山
岩

変
質

安
山

岩
下

呂
石

玉
髄

流
紋

岩
凝

灰
岩

そ
の

他
総

計

81
 

2C
32

0.
3 

21
.2

 
1 

22
.7

 
82

 
2C

33
0.

7 
4 

12
 

17
.3

 
83

 
2C

34
1.

1 
1.
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.0

 
4 

3 
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92
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33

1.
8 
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2 
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20
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35
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9 

1.
9 
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5 
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95
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41
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0.
8 

3 
3 

6.
8 

12
3 

2K
35

2.
3 

1 
4 

7.
6 

12
4 

2K
36

1.
0 

37
.6

 
1 

12
 

15
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5 
2K

37
2.
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32

.3
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9 
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2 
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5 
77

.8
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6 
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38

42
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3 
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1 
1 
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7 

2 
12
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8 
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0.
7 

0.
2 

1 
5 

4 
8 

19
.4
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41
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4 
3.

6 
2 

1 
5 

17
.8
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0 
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36
2.

5 
33

.5
 

77
 

2 
11

4.
7 

13
1 

2L
37

0.
9 

16
.6

 
0.

8 
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2 

30
.6
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2 
2L

38
3.

5 
77

.4
 

3.
7 
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1 
32
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6 

13
3 

2L
39

0.
6 

65
.1

 
9 

6 
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4 
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8 

28
.6

 
7 

4 
41
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5 

2M
36
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8 

5.
8 

13
6 

2M
37

9.
6 

9.
6 

13
7 

2M
38

1.
3 

47
.0
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2 
1 

1 
42

 
2 

4 
1 

10
0.

7 
13

8 
2M

39
18

.6
 

24
1.

5 
8.

0 
6 

7 
25

3 
14

 
12

 
4 

56
2.

6 
13

9 
2M

40
14

.0
 

14
7.

7 
5.

4 
7 

21
9 

58
 

4 
8 

17
 

1 
1 

10
 

49
0.

9 
14

0 
2N

37
1.

9 
14

.6
 

4 
3 

1 
23

.9
 

14
1 

2N
38

7.
0 

10
6.

6 
11

.4
 

5 
12

 
11

4 
43

 
5 

36
 

3 
34

2.
0 

14
2 

2N
39

22
.4

 
57

7.
5 
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.0

 
33
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29

7 
10

1 
9 

5 
1 

4 
1,
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14

3 
2N

40
7.

9 
43
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2 

6.
5 

14
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6 
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7 
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2.
8 

14
4 
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41
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.9
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59
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1 
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14
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37
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6 

4.
6 
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38
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1 
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.8

 
12
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10
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13

6 
49

 
15

 
6 

29
2.
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39
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.7
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8.

9 
23

.7
 

41
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3 
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4 
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9 

3 
1 
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14
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.5
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1 

7.
1 
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3 
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7 
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14
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41
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39
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1 
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25
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6 
4 
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1 
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.8
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39
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4.
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32
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13
9 

44
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1 
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4 
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4 
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7 
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3 
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1 
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1 

3 
28

4.
9 

15
5 
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41

21
.4
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4 

30
.2

 
4 
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15
7 
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1 
9 

2 
2 

12
 

49
8.

1 
15

6 
2P

42
9.

6 
14

1.
4 

3.
7 
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3 

72
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1 
3 

3 
1 

25
7.

3 
15

7 
2P

43
5.

3 
44

.2
 

2.
4 

3 
3 

51
 

12
 

3 
1 

12
5.
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1.

0 
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9 
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0.
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5 
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1 
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2 
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2 
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7 
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.0

 
3.
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6 
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12

 
1 
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38
3.

0 
2 

1 
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第８節　唐堀遺跡出土の石鏃
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第９節　剥片類

（１）　概要
　本項では剥片類について報告する。石器は、総計約19

万点、総重量約5700㎏（5.7ｔ）が出土し、基礎分類によ

り石器類と剥片類に分類した。

　分類の結果、剥片類は総数174,815点（以下、17万５千

点とする）、総重量638,498ｇ（以下、640㎏とする）であっ

た。出土した剥片類の大部分が土壌水洗選別法により回

収したものである。

　剥片類は、石器約19万点のうち17万５千点であった。

石器全体の90％以上を占めていた。出土した石器の大部

分が剥片類であった。一方、剥片類の重量は石器総重量

5700㎏のうち640㎏で、石器全体の11％を占めるに過ぎ

なかった。これは、剥片類自体が小型の石器であり、１

点当たりの重量が軽いことによる。

（２）　剥片類の定義
　剥片類とは、基礎分類により石器類から除外された石

器の総称のことである。石鏃や石錐（ドリル）、打製石斧、

磨製石斧などの器種認定から除外された石器で、二次加

工のない剥片を一括したものである。

　また、ここで扱う剥片類には打製石斧の調整剥片のよ

うに長さが100㎜を超える大型の剥片から、石鏃の調整

剥片のように長さが５mm以下の微細な剥片まで、大きさ

に関係なくすべての大きさの剥片を含んでいる。

（３）　剥片類の集計の目的
　剥片類は、17万５千点・640㎏に及ぶ膨大な量が出土

した。この剥片類について、遺構・グリッド単位に石材

ごとに合計点数と合計重量を集計した。その目的は次の

とおりである。

　本遺跡からは石鏃が大量に出土した。総点数は未成品

を含め６千点以上に達する。石鏃の大量出土が本遺跡の

石器の特徴の一つである。剥片類の大部分が石鏃の素材

剥片や製作時に生じた調整剥片であり、大量の剥片類の

存在は石鏃の大量生産を示す痕跡である。石鏃製作のた

めに、どれほどの量の原料が消費されていたのか、どの

ような石材が利用されていたのか、その石材はどこの産

第62表　剥片類・石材別組成表

第５章　調査成果
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No 石材名 点数 ％ 重量（g） ％
1 黒曜石 15,781 9% 10,979 1.70%
2 流紋岩 71,427 40.90% 142,032 22.20%
3 チャート 13,256 7.60% 16,830 2.60%
4 赤碧玉 8,826 5.00% 20,576 3.20%
5 褐色碧玉 1,433 0.80% 4,471 0.70%
6 碧玉 81 0.00% 242 0.00%
7 珪質頁岩 8,321 4.80% 21,782 3.40%
8 硬質頁岩 298 0.20% 895 0.10%
9 黒色頁岩 25,983 14.90% 73,366 11.50%
10 頁岩 2,250 1.30% 6,142 1.00%
11 黒色安山岩 6,160 3.50% 66,393 10.40%
12 灰色安山岩 95 0.10% 4,318 0.70%
13 細粒輝石安山岩 6,930 4.00% 93,959 14.70%
14 粗粒輝石安山岩 7,101 4.10% 103,623 16.20%
15 変質安山岩 3,404 1.90% 59,858 9.40%
16 閃緑岩 2,331 1.30% 6,483 1.00%
17 玉髄 141 0.10% 191 0.00%
18 珪化木 44 0.00% 42 0.00%
19 下呂石 2 0.00% 2 0.00%
20 琥珀 4 0.00% 3 0.00%
21 水晶 7 0.00% 1 0.00%
22 流紋岩凝灰岩 237 0.10% 606 0.10%
23 凝灰岩 143 0.10% 523 0.10%
24 その他 129 0.10% 928 0.10%
25 軽石 99 0.10% 158 0.00%
26 白色凝灰岩 87 0.00% 316 0.00%
27 石英 79 0.00% 287 0.00%
28 雲母石英片岩 34 0.00% 80 0.00%
29 緑色片岩 31 0.00% 242 0.00%
30 砂岩 15 0.00% 221 0.00%
31 珪質安山岩 12 0.00% 492 0.10%
32 ガラス質安山岩 11 0.00% 34 0.00%
33 石英閃緑岩 8 0.00% 258 0.00%
34 メノウ 7 0.00% 36 0.00%
35 黒色片岩 7 0.00% 17 0.00%
36 滑石 6 0.00% 1 0.00%
37 ひん岩 5 0.00% 792 0.10%
38 珪質変質岩 4 0.00% 179 0.00%
39 蛇紋岩 3 0.00% 122 0.00%
40 変質玄武岩 3 0.00% 195 0.00%
41 閃緑岩 3 0.00% 2 0.00%
42 はんれい岩 2 0.00% 100 0.00%
43 変質デイサイト 2 0.00% 42 0.00%
44 デイサイト 2 0.00% 115 0.00%
45 ホルンフェルス 2 0.00% 422 0.10%
46 珪質粘板岩 2 0.00% 7 0.00%
47 岩版 1 0.00% 0 0.00%
48 緑色凝灰岩 1 0.00% 2 0.00%
49 凝灰質砂岩 1 0.00% 29 0.00%
50 雲母石英 1 0.00% 2 0.00%
51 珪質緑色岩 1 0.00% 20 0.00%
52 変質珪質頁岩 1 0.00% 84 0.00%
53 赤鉄鉱 1 0.00% 1 0.00%

総計 174,815 100% 638,498 100%

＊0.0％の表記のものは、実際は0.1％未満である。



地のものか、どこで採取されたものか、それを把握する

ためには出土した剥片類を石材ごとに分類し集計してお

くことがこの課題解決への最初の一歩である。

　また、縄文時代における狩猟活動の実態に迫るために

は、石鏃という代表的な狩猟具に焦点を当てて分析する

のはもちろんのこと、石鏃製作に伴う剝片類や石核、原

石を含めて石器群の全体を把握し、狩猟具の生産規模を

推定することが必要である。そのためにはまず発掘にお

いて石器をきちんと回収してくることが大前提である。

本遺跡では、その解決方法として発掘では土壌水洗選別

法を実践して、石鏃やその調整剥片など微細遺物を可能

な限り回収した。そして整理では大量に回収した石器を

分類し集計した。

　本遺跡は縄文時代後期から晩期に形成された遺跡であ

る。トチノミやクルミの植物質食料資源の加工とともに、

狩猟具の一つである石鏃の製作をさかんに行った遺跡で

もあり、遺構と遺物の内容は縄文時代における狩猟採集

活動の実態を反映したものといえる。

　こうした状況を踏まえ、縄文時代の狩猟活動の様相を

解明するために、出土した大量の剥片類を集計し検討を

加えた。以下、その結果を報告する。

（４）　剥片類の集計方法
　剥片類の総点数と総重量を集計した。集計の方法は次

のとおりである。剥片類は17万５千点もの大量の点数で

あったため、１点ずつ大きさ・重量を計測することは事

実上不可能であり非合理的であった。そこで、石材ごと

の利用量（消費量）を推定し、石材利用の全体像を把握す

るために石材別に分類し、その合計点数と合計重量を次

の方法で集計した。

　遺構・グリッドごとに、①石材分類　→　②石材別集

計（合計点数と合計重量）の順で行った。重量は0.1ｇ単

位の電子秤を使用した。石材ごとに点数を集計し、重量

は一括してビニール袋に入れた状態で計量した。

（５）　剥片類の集計結果
　集計した結果、剥片類は総計174,815点・638,498ｇで

あった。剥片類と石器類を合わせた石器の総点数が約19

万点であったから、剥片類が石器の大部分を占めている

ことが集計により確認できた。

　本遺跡からは石鏃や石錐（ドリル）、楔形石器、スクレ

イパーなどの約１万１千点の剥片石器が出土した。この

うち、石鏃は未成品を含め6119点（約6000点）であった。

石鏃だけで剥片石器の半分以上を占めており、石鏃の大

量出土が本遺跡の縄文石器の特徴であることをよく示し

ている。

（６）　剥片類の石材
　剥片類の石材は、計53種類に分類した。半分以上の石

材が100点以下であった。点数が多い石材として、緻密

質石材では、流紋岩、黒色頁岩、黒曜石、チャート、黒

色安山岩、赤碧玉、褐色碧玉、珪質頁岩があった。一方、

粗粒石材では、細粒輝石安山岩、粗粒輝石安山岩、変質

安山岩、閃緑岩があった。

　緻密質石材は石鏃や石錐（ドリル）などの小型剥片石器

の生産に利用された石材で、粗粒石材は主に打製石斧な

どの大型剥片石器の生産に利用されたものである。

（７）　緻密質石材
　緻密質石材の点数・重量は、約15万４千点・約364㎏

であった。剥片類17万５千点のうち、緻密質石材が15万

点以上で剥片類全体の90％近くを占めていたことにな

る。緻密質石材は、小型剥片石器に利用された石材であ

る。小型剥片石器には石鏃や石錐（ドリル）、スクレイ

パー、楔形石器、石匙などがあるが、その50％以上を石

第63表　石材別集計表（緻密質石材）
第９節　剥片類
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No 石材名 点数 ％ 重量（g） ％
1 黒曜石 15,781 10.20% 10,979 3.00%
2 流紋岩 71,427 46.40% 142,032 39.00%
3 チャート 13,256 8.60% 16,830 4.60%
4 赤碧玉 8,826 5.70% 20,576 5.70%
5 褐色碧玉 1,514 1.00% 4,713 1.30%
6 珪質頁岩 8,321 5.40% 21,782 6.00%
7 硬質頁岩 298 0.20% 895 0.20%
8 黒色頁岩 25,983 16.90% 73,366 20.20%
9 頁岩 2,250 1.50% 6,142 1.70%
10 珪化木 44 0.00% 42 0.00%
11 黒色安山岩 6,160 4.00% 66,393 18.20%
12 玉髄 141 0.10% 191 0.10%
13 下呂石 2 0.00% 2 0.00%
14 琥珀 4 0.00% 3 0.00%
15 水晶 7 0.00% 1 0.00%

総計 154,014 100% 363,945 100%

＊0.0％の表記のものは、実際は0.1％未満である。
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鏃が占めていた。

　点数比を見ると、流紋岩が緻密質石材の約40％を占め

ていた。石鏃の石材構成比において、流紋岩製の石鏃が

最も多かった点と一致している。したがって、流紋岩の

剥片類は、石錐（ドリル）の調整剥片が一部含まれている

ものの、大部分が石鏃製作に伴う調整剥片といえる。こ

れは、黒曜石、黒色頁岩、珪質頁岩、赤碧玉、チャート

などにも同様のことである。

　以上のことから、流紋岩、黒曜石、黒色頁岩、チャー

ト、珪質頁岩、赤碧玉、褐色碧玉など小型剥片石器の石

材に分類された剥片類は、大部分が石鏃製作に伴う調整

剥片であったといえる。

（８）　粗粒石材
　細粒輝石安山岩や粗粒輝石安山岩、変質安山岩などは

点数比では約４％であるが、重量比では約10％以上とな

る。これらの石材の剥片類は主に打製石斧の調整剥片で

あり、１点当たりの重量が重いため重量比の割合が大き

くなっている。

（９）　黒曜石
　黒曜石は、群馬県内には産地は知られておらず県外か

らの搬入石材である。黒曜石は点数比で見ると10％程度

だが、実際には1万５千点を超える点数が出土しており、

重量も計約11㎏に達した。

　黒曜石は、チャートや黒色安山岩よりも点数が多く、

流紋岩・黒色頁岩に次いで多く利用された石材であり、

大部分が石鏃の調整剥片であった。

　また、黒曜石産地推定分析を行った。その結果、長野

県諏訪エリアと和田エリアの黒曜石を利用していたこと

が判明した。そのうち、75％以上が諏訪エリアであっ

た。大量に出土した黒曜石の剥片類の分析は行っていな

いが、製品である石鏃とその原料の石核の分析結果から、

同じく剥片類の産地も諏訪エリア、和田エリアの可能性

があると間接的に推定した。このように、長野県から搬

入した黒曜石を石鏃製作の原料として大量に利用してい

たことがわかった。

（10）　下呂石
　下呂石は、黒色安山岩に似たガラス質の緻密な岩石で

あるが、剥離面の色調がやや灰色を呈し、含有物等も異

なることから肉眼観察でも石材分類が可能であった。ま

た、下呂石は岐阜県下呂市湯ヶ峰を産地とする石材で、

黒曜石と同じように県外からの搬入石材である。黒曜石

は産地分析により長野県産であることが判明したが、下

呂石はさらに遠隔地からもたらされた石材と考えられ

る。

　下呂石の剥片類はわずか２点・２ｇを確認しただけで

あった。一方、下呂石製の石鏃は計10点を確認した。製

第64表　石鏃と剥片類の大量出土グリッド

第204図　剥片類と石鏃の大量出土グリッド
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No グリッド 剥片類の点数 石鏃の点数

1 2M39 11,899 331

2 2M40 10,322 297

3 2N39 13,966 388

4 2N40 11,416 324

5 2O39 14,773 351

合計 62,376 1,691

総点数に占める割合 36% 28%

総点数 174,815 6,119

＊石鏃の点数は未成品を含む



品である石鏃の点数に対して、残滓である剥片類の点数

が圧倒的に少ないことから、遺跡内で下呂石の原石を打

ち割って石鏃を製作することはなかったと考えられる。

下呂石製の石鏃は遺跡外から製品として搬入された可能

性が高い。

（11）　グリッド・遺構別の出土量
　剥片類は、遺構と遺物包含層から出土しているが、大

部分が遺物包含層からの出土であった。

　剥片類が大量に出土した主なグリッドは次のとおりで

ある。2M39が11,899点、2M40が10,322点、2N39が13,966

点、2N40が11,416点、2O39が14,773点である。これらの

グリッドだけでも合計は62,376点に達する。

　これらのグリッドでは、一つのグリッドで１万点を超

える剥片類が出土し、剥片類全体の約1/3以上の出土量

を占めていた。また、剥片類の出土量に比例して土器や

ほかの石器も多数出土しており、これらのグリッドは遺

物密集部となっていた。

　このようにグリッドからの剥片類の大量出土は、当時

の生活面で石器製作が活発に行われたことをよく示して

いるといえる。剥片類の大部分は石鏃製作に伴う調整剥

片であるので、石鏃製作の活発さを物語っている。

（12）　剥片類の大量出土と石鏃の大量生産
　石鏃の調整剥片が大量に出土した2M39をはじめとする

グリッドでは、石鏃も大量に出土した。

　石鏃の出土点数は次のとおりである。2M39が331点、

2M40が297点、2N39が388点、2N40が324点、2O39が351点

で、合計が1,691点である。石鏃全体の28％が、これら

のグリッドからまとまって出土した。

　このように、石鏃が大量出土したグリッドでは剥片類

も大量出土しており、石鏃の出土点数と剥片類の出土点

数は関連していることがわかる。これらのグリッドで石

鏃製作が集中的に行われたことを示している。大量の剥

片類は、石鏃の大量製作に伴い生じた調整剥片であり、

残滓として製作場所に廃棄されたものといえる。

　大量の石鏃の全容は、矢に装着済みの完成品、装着前

に準備された完成品、製作途中の未成品、製作に失敗し

た破損品、使用済みの不用品・廃棄品などさまざまな状

態のものが複合した姿と考えられる。 2N39グリッド出土の剥片類

流紋岩

黒色頁岩

チャート

赤碧玉

黒曜石
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　また、剥片類及び石鏃が多量に出土した遺物包含層（グ

リッド）は当時の生活面を示していると考えられる。生

活面は、石鏃の製作場所であったと同時に、石鏃の矢へ

の装着や交換、メンテナンス、使用済み石鏃の廃棄場所

でもあったと考えられる。実際、アスファルトが付着し

た石鏃や先端部が衝撃剥離により欠損した石鏃が多数出

土した。前者の石鏃は、アスファルトにより矢の先端に

接着された状態、後者の石鏃は使用後の破損で廃棄され

た状態を示していると考えられる。

　石鏃は矢に装着するための狩猟具のパーツとして製作

された道具である。狩猟活動に伴い製作場所から搬出さ

れて狩猟場所で使用される道具であり、本来は製作場所

にそのまま残っている道具ではない。

　大量出土した石鏃も何らかの理由で遺跡に残されたも

のであり、遺跡で製作された石鏃の全体像を示している

ではなく、その一部分を示したものに過ぎない。遺跡で

製作された石鏃の総数は、出土点数をはるかに上回る量

であったと推測される。その石鏃の大量生産の様相を間

接的に示している実態が本項で報告した、出土した膨大

な量の剥片類である。つまり、出土した石鏃は、遺跡で

製作された石鏃全体の一部分を示したものであるが、剥

片類は石鏃製作で生じた残滓の集合体であるから製作さ

れた石鏃全体を間接的に示していることになる。

　石鏃とその調整剥片の大量出土から、本遺跡における

石鏃の大量生産の様相が読み取れた。その様相の痕跡を

示しているのが、364㎏に達した流紋岩や黒曜石、黒色

頁岩、チャートなどの緻密質石材による剥片類である。

これらの石材の剥片類は、１点１点では単なる剥片であ

るが、集合体としてみることによって石鏃の大量生産の

実態にさらに詳しく近づける遺物である。

（13）　まとめ
　以上のように、約17万５千点もの剥片類が出土した。

総重量は約640㎏に達した。石材は緻密質石と粗粒石材

に大別した。緻密質石材には流紋岩、黒色頁岩、黒曜石、

チャート、黒色安山岩、珪質頁岩などがあり、その点数・

重量は約15万４千点・約364㎏であった。

　緻密質石材は石鏃や石錐（ドリル）などの小型剥片石器

の原料に利用された石材で、大部分が石鏃製作に利用さ

れていた。緻密質石材の中で最も多く利用された石材が

流紋岩で、以下黒色頁岩、黒曜石であった。粗粒石材は

打製石斧の原料に利用された石材であった。

　石鏃の大量出土が本遺跡の縄文石器の特徴の一つであ

るが、剥片類の大量出土も大きな特徴である。石鏃と剥

片類の二つの石器の大量出土は、石鏃の大量生産が遺跡

内で行われたことを明確に示している。

　水場遺構では、トチノミやクルミなどに堅果類の加工

作業がさかんに行われ、それと平行して狩猟具の生産も

さかんに行われていたことが判明した。また、シカやイ

ノシシの獣骨が多数出土しており、これらは狩猟した獲

物の痕跡と考えられる。石鏃を装着した弓矢で具体的に

どのような動物を狩猟していたかを結びつけることがで

きる遺物といえる。獣骨から狩猟対象獣の特定にもつな

がると考えられる。

　本遺構で検出された水場遺構はトチノミのアク抜きに

特化した遺構であるから、その稼働の季節は秋から冬に

かけてと考えられる。

　大量の石鏃とその製作に伴う剥片類（調整剥片）の出土

は、水場遺構周辺でトチノミのアク抜き処理作業と並行

して狩猟具の生産も活発に行われていたことを示してい

る可能性もある。

　以上のように、剥片類の分析により、標高400ｍの吾

妻川中流域の山間地における狩猟活動の実態を読み解く

ための成果が得られた。この成果が今後広く活用される

ことを期待したい。
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第10節　唐堀遺跡出土の縄文土器について

　唐堀遺跡からは縄文時代後期前葉の称名寺式土器から

晩期後葉の浮線網状文系土器（氷Ⅰ式）まで出土してお

り、ここでは時代順に土器の様相を概観するとともに、

土器からみた地域間交流について述べる。

　第207図～第210図は、唐堀遺跡から出土した縄文土器

の変遷と地域性を示したもので、以下、土器の説明に用

いる番号は、第207図～第210図に掲載した土器の番号で

ある。

　

（１）　後期前葉（4420～3820年前cal　BP）（註１）

　後期前葉では、称名寺式、堀之内１式、同２式のほか、

新潟県域（註２）に主に分布する三十稲場式が出土してい

るが、出土量は少ない。

　１～３は称名寺式の深鉢形土器で、３は紐線文を施し

た深鉢形土器である。

　４は新潟県域に主に分布する三十稲場式の深鉢形土器

である。称名寺式の後半から堀之内１式中葉に並行する。

５・６は堀之内１式の深鉢形土器、７は鉢形土器である。

９は堀之内２式の深鉢形土器、10は鉢形土器である。８

は堀之内２式後葉段階の石神類型の深鉢形土器である。

変遷図に示した他にも石神類型の土器が数点出土してい

ることは注目される。

（２）　後期中葉（3820～3470年前cal　BP）
　後期中葉では、加曽利Ｂ１式、同Ｂ２式、同Ｂ３式が

出土しているが、出土量は少ない。

　11は加曽利Ｂ１式の深鉢形土器で、このほかにも深鉢

形土器が認められるが、この時期に特徴的な小型の鉢や

浅鉢形土器は見られない。

　12・17は加曽利Ｂ２式の３単位突起をもつ深鉢形土器

で、17は加曽利Ｂ３式の可能性もある。13は平縁の深鉢

形土器で、14は胴部にくびれをもつ斜線文の深鉢形土器。

15は内面に文様を施した浅鉢形土器である。18はソロバ

ン玉状の体部をもつ深鉢形土器で、加曽利Ｂ３式の可能

性もある。これらの器種の土器のほかに、紐線文系の粗

製土器（16・19）が出土しており、精製土器と粗製土器が

セットで捉えられるものの、加曽利Ｂ２式も出土量は少

ない。

　加曽利Ｂ２式はおおよそ３段階の変遷をたどるが（秋

田2008）、古段階（12）、中段階（13）、新段階（17）のもの

が見られ、時期的には連続している。

　21は平縁の深鉢形土器。22は羽状沈線文を施した波状

口縁の深鉢形土器で、23はソロバン玉形土器（18）からの

変遷がたどれる深鉢形土器である。深鉢形土器に各種の

類型が見られるが、加曽利Ｂ３式も出土量は少ない。な

お、加曽利Ｂ３式に並行する中部高地系の上ノ段１式の

「つ」の字文鉢（20）が認められる。

（３）　後期後葉（3470～3220年前cal　BP）
　南関東地方では、後期後葉の土器は曽谷式、安行１式、

安行２式と変遷するが、群馬県域においては高井東式が

主体となる。

　「高井東式」は、曽谷式および安行１式の前葉に並行す

る時期に、関東地方西部域に分布する土器型式として鈴

木正博氏によって提唱されたものであるが、群馬県域ま

で分布しているかどうかは説明がない（鈴木1980）。

　一方、安孫子昭二氏によって提唱された「高井東様式」

（安孫子1993）は、関東地方西部から長野県、北陸地方に

かけて広範囲に分布する土器様式で、時間幅は曽谷式～

安行３ａ式（晩期初頭）並行期に及ぶ。安孫子氏の提唱し

た「高井東様式」は、鈴木氏が提唱した「高井東式」の概念

を拡大したものであったが、その「高井東様式」の内容

のものが高井東式とされるようになり、研究者の間に広

まっていった。2011年には、「高井東様式」から長野県域

の土器型式として、上ノ段式、中ノ沢Ｋ式が再設定され

て分離されている（百瀬2011）。

　現在、群馬県域に見られる高井東式は、安孫子氏の提

唱した「高井東様式」から百瀬氏が再設定した上ノ段式、

中ノ沢Ｋ式を除いた土器群にほぼ相当しており、鈴木氏

の提唱した「高井東式」とは内容を異にしていることにつ

いては注意を要する。

　後期後葉の第１段階は曽谷式並行期であるが、この段

階の高井東式（古段階）（註３）は、それほど多くない。明

確に曽谷式と比定できる土器は出土しておらず、中部高

地系の上ノ段式と東北系の西ノ浜式（瘤付土器第Ⅰ段階）

（註４）がわずかながら認められる。

　25は高井東式古段階の波状口縁深鉢形土器、26は平縁
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第207図　土器型式と地域間関係図（１の１）
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第208図　土器型式と地域間関係図（１の２）
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第209図　土器型式と地域間関係図（２の１）
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第210図　土器型式と地域間関係図（２の２）
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の深鉢形土器である。24は上ノ段３式の深鉢形土器、27

は西ノ浜式（瘤付土器第Ⅰ段階）の波状口縁深鉢形土器と

考えられる。

　第２段階は安行１式並行期であるが、この時期の高井

東式（中段階）はかなりの数量が出土している。また中部

高地系では上ノ段式に続く中ノ沢Ｋ式が伴うと思われる

が、高井東式中段階との区別が明瞭ではない。南関東系

では安行１式の隆起帯縄文の土器と条線文系の粗製深鉢

形土器が出土している。

　この段階の高井東式（中段階）は、波状口縁の高さが高

くなり、更に、波頂部に円柱状や魚尾状の突起が付く大

波状口縁深鉢形土器（28）に特徴を見る時期で、唐堀遺跡

でも多数出土している。また波頂部に突起の付く波状口

縁深鉢の他に、波状口縁部が三角形状になる一群があり

（29）、これを「東谷類型」と仮称している（林2021）。この

他の器種では、平縁の深鉢形土器（30）も数多く出土して

いるが、鉢あるいは浅鉢形土器（31）は少ない。

　32は安行１式の平縁の深鉢形土器で、在地の土器の影

響が見られる。33は安行１式の条線文系の粗製土器であ

る。

　第３段階は安行２式並行期で、高井東式新段階の土器

がかなりの量出土している。中ノ沢Ｋ式の影響が色濃く、

中ノ沢Ｋ式と区別のつかないものが多い。また、東北地

方に分布の中心がある瘤付土器第Ⅲ段階、第Ⅳ段階の土

器もかなりの量が出土しており、数は多くないが安行２

式も様々な器種が見られる。後期では、この段階の土器

の出土量が最も多い。

　35は高井東式新段階の波状口縁の深鉢形土器で、中ノ

沢Ｋ式３段階の土器（34）との区別は不明瞭である。36は

口縁に細い線を複数施している波状口縁深鉢形土器で、

37は「東谷類型」の深鉢形土器、38は平縁の深鉢形土器で

ある。

　瘤付土器は第Ⅲ段階、第Ⅳ段階の出土量が極めて多く

なる。器種は、平縁の深鉢形土器（44・45）、鉢形土器（46）

の他に波状口縁の深鉢形土器も多数出土している。また、

第Ⅳ段階に東北から関東地方にかけて特徴的に見られる

高石野類型の注口土器（47）も数点認められる。

　南関東系の安行２式土器の出土数はそれほど多くはな

いが、大波状口縁の深鉢形土器（39）、鉢形土器（40）、注

口土器（41）、異形台付土器（42）の他、紐線文系の粗製深

鉢形土器（43）が出土しており、出土数の割には器種のバ

ラエティがある。

　高井東式古段階～高井東式新段階には、単純口縁の無

文粗製土器が伴うが、このような粗製土器は晩期初頭ま

で存在しており、各段階の粗製土器を判別することは、

現段階では困難である。

（４）　晩期前葉（3220～2950年前cal　BP）
　晩期前葉は、南関東地方の編年で言えば、安行３ａ式、

同３ｂ式の段階である。従来、群馬県域も安行３ａ式、

同３ｂ式の主体的分布域と考えられてきたが、東北地方

に主体的に分布する大洞Ｂ式もかなりの量が出土してお

り、安行３ａ式と大洞Ｂ式との判別ができない土器も多

数存在する。群馬県域の安行３ａ式には、南関東の安行

３ａ式に伴う鉢形土器や条線文系、紐線文系の粗製土器

が伴わず、また隆起帯縄文系の深鉢形土器の割合が少な

いことから、群馬県域の安行３ａ式を南関東の安行３ａ

式と同一のものとみなすことはできない。

　この時期は東北系の土器の影響が強い一方で、中ノ沢

Ｋ式から続く隆帯文系土器（中ノ沢Ｂ類型）の出土量もか

なり多く、関西系の橿原式文様をもった浅鉢形土器も見

られる。

　52は在地的に変容した安行３ａ式の深鉢形土器で、53

は鉢形土器である。54はこの段階に伴う粗製の深鉢形土

器である。55は南関東系の安行３ａ式の波状口縁深鉢形

土器、56は注口土器である。

　東北系の大洞Ｂ式も多く、小波状口縁深鉢形土器（57）、

平縁深鉢形土器（58）、浅鉢形土器（59）、注口土器（60）な

ど複数の器種が出土している。

　49～51は中部高地系の中ノ沢Ｂ類型の土器である。

50・51は口縁部への隆帯の貼り付けを特徴としており、

隆帯文系土器とも呼ばれる。中ノ沢Ｂ類型の多くは波状

口縁深鉢形土器で、中ノ沢Ｋ式から続く稲妻状文を施し

たもの（49）も多い。

　なお、この時期の関西系の土器として橿原式文様を持

つ土器（48）が出土していることは注目される。３本の弧

状沈線の集約される場所に凹点文こそ施されていない

が、文様の構成は関東地方に多く見られる橿原式文様（註

５）に類似している。

　安行３ｂ式の段階では、安行３ｂ式の割合が高いが、
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東北地方を中心に分布する大洞ＢＣ式も一定量伴う。ま

た、北信を中心に分布する佐野Ⅰａ式の数量も目立つ。

　65は安行３ｂ式の波状口縁の深鉢形土器。66は平縁の

深鉢形土器、67は広口壺形土器である。72は口縁部に複

数の粘土紐を重ねるという群馬県域の粗製土器に特有の

有段口縁に作った深鉢形土器で、胴部に精製土器の文様

を持つ。群馬県域では晩期前葉の安行３ａ式から晩期中

葉の天神原式まで、有段口縁（折り返し状口縁）の無文粗

製土器（73）を伴うが、段階ごとの判別は難しい。

　68は南関東系の姥山Ⅱ式の波状口縁深鉢形土器で、１

点のみ確認された。

　69は大洞ＢＣ式の深鉢形土器、70は口縁部が外傾する

鉢形土器、71は浅鉢形土器である。

　63・64は佐野Ⅰａ式の鉢形土器で、鉢形土器にも器種

のバリエーションがある。この図には示してはいないが

佐野Ⅰａ式の深鉢形土器も見られる。

　また、この段階は北陸地方の御経塚式の鉢形土器（61）

や蓋（62）を伴出することが注目される。

（５）　晩期中葉（2950～2730年前cal BP）
　晩期中葉は南関東地方の編年で言えば、安行３ｃ式、

同３ｄ式の段階である。群馬県域では埼玉県に隣接する

地域で安行３ｃ式の出土が認められるものの、群馬県域

の多くは天神原式が主体的に分布している。

　唐堀遺跡の出土土器も、天神原式を中心として、中部

高地系の佐野Ⅰｂ式、佐野Ⅱ式が天神原式に匹敵する量

出土している。また、大洞Ｃ１式も一定量伴うが、大洞

Ｃ２式になると数量が減少している。

　79は天神原式の波状口縁の深鉢形土器である。平縁に

も見えるが、波状口縁深鉢形土器から変化したものであ

る。80は「日」の字状の貼付文をもつ平縁の深鉢形土器で

ある。「日」「目」の字状の貼付文が付いた土器は、月夜

野町（現みなかみ町）矢瀬遺跡や安中市天神原遺跡など西

毛の遺跡で出土しており、特に矢瀬遺跡で検出された四

隅袖付炉の「日」「目」字状配石と同様の意匠であること

で注目される。81は刺突列を伴う平行線文を数段施した

深鉢形土器である。93は天神原式でも安行３ｄ式並行期

のものであるが、体部に撚糸文を施しており、この他に

も櫛画状の条線文を施したものも存在している。このよ

うな撚糸文、条線文を施した天神原式土器は、唐堀遺跡

では数多く出土しているものの、長野原町石川原遺跡を

除いてあまり見られない。天神原式に組成する粗製土器

は深鉢形土器のみであり、有段口縁のもの（82）、口唇部

に刺突を伴うもの（83）などの他、安行３ｄ式期の天神原

式には、綾繰文（結節状文）を施したもの（95）も認められ

る。82にはひげ状の貼り付けが見られるが、これは人面

付土器の人面と共通する表現である。唐堀遺跡ではこの

時期の人面付土器も数点出土している。

　84は南関東系の安行３ｃ式の鉢形土器である。安行３

ｃ式は少ない。

　77は佐野Ⅰｂ式の深鉢形土器であるが、ボタン状貼付

文が施されるなど、天神原式との影響関係が見られる。

78は鉢形土器。89、92は佐野Ⅱ式の深鉢形土器、90は鉢

形土器である。この図には示してはいないが、佐野Ⅰｂ

式あるいは佐野Ⅱ式古段階の尖底の土器も出土してい

る。

　85は大洞Ｃ１式の深鉢形土器、86は壺形土器、87は浅

鉢形土器である。97は大洞Ｃ２式の鉢形土器、98は浅鉢

形土器、99は壺形土器である。

　在地の土器型式である天神原式が深鉢形土器のみの組

成であるのに対し、佐野Ⅰｂ式、同Ⅱ式、大洞Ｃ１式、

同Ｃ２式では深鉢形土器に鉢や浅鉢形土器が伴う。

　以上の他に安行３ｄ式（96）が数点出土していることが

注目される。安行３ｄ式も安行３ｃ式同様、群馬県域で

は埼玉県に隣接する地域以外ではほとんど見ることがな

い。

　ところで、この時期には北陸地方に分布の中心がある

中屋式の出土が見られ（74・75）、特に口唇部に平坦面を

作り、縄文を施文したり貼付文を施した浅鉢形土器（74）

が多数出土していることが注目される。

　また、この時期の土器と考えられる土器群に、綾繰文

（結節縄文）を施した土器が一定量出土していることが注

目される（76・88・91）。綾繰文を施した土器は、新潟県

を中心に晩期前葉から見られ、晩期中葉にかけて盛行し、

その後漸次量を減じて弥生時代初頭まで続くと考えられ

ている（石川1988）。そのため図では「新潟・北陸系」の欄

に配置したが、石川原遺跡でも多数出土しており、天神

原式に伴う在地の土器群である可能性もある。

　94は口頸部に工字文風の沈線文様をもち、体部に綾繰

文を施した深鉢形土器で、その文様要素からみて、大洞
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Ｃ１式ないしＣ２式からの変遷がたどれると考えられ

る。似た文様のものが佐野Ⅱ式（92）にも認められること

から、時期的には安行３ｄ式並行の時期と考えられる。

石川原遺跡にも多数見られるが、他の遺跡ではあまり見

られないことから、あるいはこの地域に特徴的な土器と

言えるかも知れない。

　なお、晩期中葉の末期には、大洞Ｃ２式の浅鉢形土器

を多数伴う遺跡が多いが、唐堀遺跡では少ない。100は

体部が膨らむ壺形土器の口縁部で、大洞Ｃ２式ないし鳥

屋１式と考えられる。

（６）　晩期後葉（2730～2350年前cal BP）
　晩期後葉の群馬県域は浮線網状文系土器が分布してお

り、唐堀遺跡でもこれらの土器が出土している。

　101は工字状の文様が密に施された浅鉢形土器で、お

そらく新潟県域を中心に分布する鳥屋１式であろう。

102は中部高地系の女鳥羽川式に類似する。103はこの段

階の甕形土器である。続く時期は浮線網状文の発達した

段階で、群馬県域では千網式とされるが、長野県域の離

山段階の土器、新潟県域の鳥屋２式との分別は難しい。

105は浅鉢形土器で、106～108は甕形土器である。104は

撚糸文を施した粗製深鉢形土器、109は条痕文を施した

深鉢形土器である。

　次の段階は千網式でも長野県域の氷Ⅰ式に並行する段

階で、110は浅鉢形土器、111は甕形土器である。

　晩期後葉の土器は晩期中葉の土器に比べると出土量こ

そ少なくなっているが、時期的に断絶することなく認め

られる。

　

（７）　土器から見た地域間交流
　前述したように、唐堀遺跡では後期前葉から晩期後葉

まで、長期にわたる土器が出土しており、ここではこれ

らの土器から見る地域間交流について述べたい。

　後期前葉から後期中葉までの土器は出土量が少なく、

明確なことは言えないが、称名寺式後半～堀之内１式期

の三十稲場式が出土していることは注目される。

　三十稲場式は新潟県域を中心に分布するものの、かな

り広範囲に分布する土器である。唐堀遺跡が三十稲場式

の主体的な分布圏内にあるのか、あるいはこの個体が広

域流通の中でもたらされたものなのかは、資料が少なく

判断はできない。

　また、堀之内２式後葉段階では、石神類型の土器が認

められた。石神類型は長野県北部を中心に、関東地方西

部域でも出土しており、唐堀遺跡の西側およそ８㎞に位

置する石川原遺跡でもまとまって出土していることか

ら、出土数こそ少ないが、唐堀遺跡もその主体的な分布

圏内に収まるものと推測される。

　加曽利Ｂ２式、同Ｂ３式の出土量は少なく、多くを語

ることはできないが、堀之内２式期に見られた石神類型

の出土や、後期後葉以降に中部高地系の土器が一定量増

えることを考えると、おそらく在地の土器を主体としな

がらも、長野県域の土器の影響を多少なりとも受けてい

たと考えられる。もっとも加曽利Ｂ２式の精製土器は関

東地方西部域と中部高地の土器に共通性が認められるか

ら、一つ一つの土器に、北関東、北信のどちらの要素が

強いかを明らかにすることは難しいと思われる。ただし、

唐堀遺跡から出土した隆帯の貼付された紐線文系の粗製

土器は群馬県域の加曽利Ｂ２式に伴う粗製土器である。

　高井東式段階になると、俄然、土器の出土量が増えて

いる。

　高井東式古段階では、南関東地方に分布する曽谷式は

出土しておらず、高井東式古段階の土器に、長野県域に

主体的に分布する上ノ段式が一定量伴う。これ以後、唐

堀遺跡では中部高地系の土器の割合が高まっており、唐

堀遺跡が高井東式という在地の土器の主体的な分布圏に

収まる一方で、中部高地系の土器の主体的な分布圏にも

収まるという様相が見られる。つまり後期後葉以降、二

つの土器分布圏の交差する位置に唐堀遺跡はあったと見

てよいだろう。

　高井東式中段階は、高井東式土器が卓越する一方で、

やはり中部高地系の中ノ沢Ｋ式が一定量認められる。ま

た、南関東地方に主体的に分布する安行１式も精製土器

と粗製土器がセットで出土しており、関東地方南部との

交流も一定程度あったことがうかがえる。

　高井東式新段階は、前段階と同じく、在地の高井東式

に中ノ沢Ｋ式が多量に伴う様子がうかがえ、その数量は

高井東式を凌駕しているようにも見える。その一方で、

東北地方に主体的に分布する瘤付土器第Ⅲ段階、第Ⅳ段

階の土器も極めて多く伴っている。この時期になって急

激に東北系の土器の影響が強くなったと言え、その様子
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は唐堀遺跡において、あたかも３つの土器分布圏が重な

り合っているかのように見える。

　安行３ａ式の段階は、安行２式からの連続性が追える

安行３ａ式土器と、大洞Ｂ式の影響がみられる安行３ａ

式土器が混在し、しばしば大洞Ｂ式との判別が困難であ

る。また後期後葉に引き続き、中部高地系の土器である

中ノ沢Ｂ類型がかなりの量伴っている。前時期の様相を

継承しつつ、東北系土器の影響力が更に強まったように

思われる。

　続く安行３ｂ式期は、安行３ｂ式を主体として大洞

ＢＣ式がある程度出土する一方で、中部高地系の佐野Ⅰ

ａ式も一定量出土している。

　天神原式期は天神原式の割合が高いように見える一方

で、佐野Ⅰｂ式、Ⅱ式もかなりの数量が出土しており、

大洞Ｃ１式も一定量出土している。

　晩期後葉の浮線網状文系土器の時期は、まず鳥屋１式

が多く認められ、次の段階は千網式が主体となるが、中

部高地の離山段階の土器や鳥屋２式との区別はしばしば

困難である。続いて氷Ⅰ式が主体を占める。

　浮線網状文系土器は斉一性が高く、あまり地域性が認

められない土器群である。鳥屋１式こそ新潟県域から北

信に分布の主体がある土器と言えるかも知れないが、千

網式段階、氷Ⅰ式段階は在地と他地域との土器を明確に

区別することは難しい。南東北から中部高地にかけて浮

線網状文系土器が広がる中で、その分布圏の中に唐堀遺

跡は位置していると言える。

　以上の様相を簡単にまとめると、後期後葉以後、晩期

中葉まで、唐堀遺跡は在地の土器の主体的分布圏にある

一方で中部高地系の土器型式の主体的分布圏にもあった

と言うことができるであろう。唐堀遺跡より東側にある

遺跡では、中部高地系の土器をわずかに伴うことがある

が、唐堀遺跡のように中部高地系の土器群の割合が高い

遺跡は今のところ見つかっていない。現状では、唐堀遺

跡が中部高地系土器群の主体的分布圏の東端に位置する

と言えるのではないだろうか。

　一方で、後期後葉の高井東式新段階では、瘤付土器第

Ⅲ段階、第Ⅳ段階の土器の数量（割合）が爆発的に増えて

いる。瘤付土器第Ⅲ段階の土器は中部高地を超えて更に

その西側にも広がっていることを考えると、この段階に

は東北系の土器群の主体的分布圏にも入ったと思われ

る。言い換えれば、高井東式新段階は東北地方から中部

高地にかけて人々の交流が活発化した時期と言えるので

はないだろうか。

　晩期前葉から中葉に関して言えば、この時期の関東地

方の遺跡は、在地の土器に東北系の亀ヶ岡式の各型式

（大洞Ｂ式、ＢＣ式、Ｃ１式）が伴うことが一般的であり、

その意味では唐堀遺跡も他の遺跡と同様の様相をもって

いるとみなすことができる。

　ところで、後期後葉から晩期中葉にかけての時期には

広域に動く特異な土器がある。唐堀遺跡で見られる土器

としては、後期後葉の瘤付土器第Ⅳ段階の高石野類型注

口土器（東北系）、晩期前葉の主に浅鉢形土器の橿原式文

様をもつ土器（関西系）、晩期中葉の中屋式の浅鉢形土器

（北陸系）などが上げられる。

　群馬県内の他遺跡の状況を見ると、高石野類型注口土

器は藤岡市の中栗須滝川Ⅱ遺跡や榛東村の茅野遺跡など

で出土している。橿原式文様土器は藤岡市の谷地遺跡・

中栗須滝川Ⅱ遺跡、長野原町の石川原遺跡などで出土し、

中屋式は安中市の天神原遺跡や石川原遺跡で出土してお

り、群馬県内の遺跡で点々と出土している。

　唐堀遺跡では目立たないが、これらの土器の他にも大

洞Ｃ２式後半期の浅鉢形土器が広域的に分布することが

知られている。おそらく、これらの土器に特別な意味が

あったと思われるが、いずれも深鉢形土器ではない点に

特徴がある。晩期後葉になると浅鉢形土器主体の土器組

成になるが、晩期前葉から中葉の段階で、ある種の浅鉢

形土器が広域に動く様子は大変興味深い。

（８）　唐堀遺跡の土器の特色
　前項で述べたように、唐堀遺跡の後期後葉から晩期中

葉の土器は、群馬県域の在地的な土器に中部高地系の土

器を伴い、高井東式新段階以降は東北系の土器が更に伴

うという状況が見られた。この時期に在地の土器の他に

東北系の土器が伴う状況は関東地方の遺跡では一般的な

あり方であり、中部高地系の土器が多く伴う状況も、距

離的に近い石川原遺跡の状況を鑑みれば、唐堀遺跡の立

地が中部高地に近いという地理的な条件によるものと考

えられる。

　一方で、他の遺跡ではあまり見られず、唐堀遺跡に多

く出土している土器の一群がある。前述したように綾繰
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文（結節縄文）を施した土器の一群である。粗製土器はよ

り地域性を示すと言われることがあるが、この一群の土

器は、まさしく唐堀遺跡の地域性を示す土器であろう。

　このように見てくると、唐堀遺跡の土器の組み合わせ

やそれぞれの土器の割合は、群馬県内の他の遺跡と比べ

ても特別ということはなく、巨視的に見れば後期後葉か

ら晩期中葉の時代の中では一般的なあり方であると言う

ことができる。

　ただし、他地域の土器の出土量の多さは、唐堀遺跡の

地域間交流の拠点としての重要性を物語っていると考え

られる。

（９）　縄文土器研究の深化に向けて
　本節では、唐堀遺跡出土土器の概要を示すだけで、土

器の詳細な分析をしていない。今後の縄文土器研究の上

での唐堀遺跡の土器の重要性について、最後に記してお

きたい。

　高井東式土器については、土器の系列や変遷、地域性

の抽出など、まだ沢山の課題が残されている。中部高地

の当該期の土器の変遷が明らかにされる一方で、群馬県

域での変遷は、これまでの出土資料が断片的であったこ

ともあり、明らかになっていない。

　しかし、唐堀遺跡出土の高井東式は質、量とも豊富で

あり、長野県で設定された土器型式と対比して、その変

遷を明らかにすることができる可能性がある。

　また、晩期前葉の群馬県の様相を明らかにすることも

課題となっているが、唐堀遺跡の土器と群馬県内の他遺

跡出土土器を検討することにより、土器型式の比定も含

めて、今後より詳細に検討できるのではないかと考えら

れる。

　晩期中葉では、天神原式の理解がより進むことが期待

される。天神原式は、文様要素こそ共通性が認められる

ものの個体同士に文様の厳格な斉一性が見られない土器

である。群馬県南部では、天神原式に有段口縁（折り返

し状口縁）の深鉢形土器と口縁部に刻みや押捺を施した

無文の粗製土器が伴うが、唐堀遺跡では綾繰文（結節縄

文）や撚糸文を施した粗製土器も伴っており、今後、粗

製土器から見た地域性を抽出することができると考えら

れる。

　また、天神原式は安行３ｄ式段階までの変遷状況と終

末の様相が分かっていなかったが、唐堀遺跡で撚糸文や

鋭い条線を施した一群が存在することが明らかとなり、

今後の検討によって天神原式の終焉についても明らかに

できる可能性がでてきた。晩期後葉の千網式には撚糸文

を施した折り返し状口縁の深鉢形土器が伴うが、天神原

式の有段口縁（折り返し状口縁）の深鉢形土器と形状が似

ているものの、その関係については明らかにされていな

い。しかし、唐堀遺跡で撚糸文を施した天神原式の深鉢

形土器が多数認められたことで、天神原式から千網式へ

と撚糸文を介してつながる可能性が見えてきた。

　いずれにしても、今後、他の遺跡出土土器も含めて考

えて行かなければならないことであるが、それらの研究

を進める上で唐堀遺跡出土土器は大変重要なものである

ことを強調しておきたい。
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（註）
（１）数値は小林謙一2008による。なおcal BPは1950年を起点に何年前か
を示した較正暦年代であることを表す。

（２）土器の地域性を示す際に、現在の県名を用いる他、便宜のため「北信」
や「中部高地」等の名称を併用する。

（３）高井東式の段階は林2008による。
（４）瘤付土器の段階は小林圭一2008による。
（５）鈴木1985による３類。
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第11節　唐堀遺跡出土の耳飾り

（１）　概要
　縄文時代の調査で約800点の耳飾りが出土し、その整

理を行った。本節では、耳飾りの整理から得られた調査

成果を報告する。

　耳飾りは、発掘段階で耳飾りとして登録し回収したも

の、土壌水洗選別作業で回収したもの、整理段階で土器

の分類作業の中で抽出したものである。

　耳飾りはその精巧なつくりゆえ、破損して小さな破片

になって出土するものが多数あった。こうした破片も発

掘では土壌水洗作業により隈なく回収した。また、本遺

跡からは遺物収納パン箱約1200箱に達する土器が出土し

たが、整理ではこの膨大な土器もすべて分類し、土器に

混ざっていた耳飾りも隈なく抽出した。出土した耳飾り

はこのような作業を通して限りなく回収漏れを排除して

回収したものであるから、この約800点という点数は遺

跡に本来包含されていた耳飾りの全容に近い数値を限り

なく反映できたものといえるであろう。

　耳飾りは多数の土器や石器などと共伴して出土した。

したがって、耳飾りの時期は土器型式から縄文時代後期

から晩期で、耳飾りの形態や文様等による比較から後期

後半から晩期前半に相当するものと考えられる。個々の

耳飾りは文様等からさらに時期細別も可能であるが、本

報告では後期後半から晩期前半の時期の耳飾りの一群と

して一体的に扱うこととした。

　また、耳飾りは大部分が遺物包含層（グリッド）からの

出土であった。遺構に伴うものは少なかった。配石墓の

ような墓壙の検出もなかったため、耳飾りと埋葬の関係

は直接は確認できなかった。遺跡全体で平面分布をみる

と、数か所に分布がまとまる範囲が確認できた。その一

つは１号竪穴である。１号竪穴は30点あまりの耳飾りが

集中し突出部付き３重石囲い炉を持つ特殊な遺構であっ

た。耳飾りにまつわる祭祀が行われた遺構の可能性が考

えられる。

　本報告では、出土した耳飾りについて基礎的なデータ

を得るため大量に出土した耳飾りを整理し分析した。以

下、その成果を報告する。

（２）　素材
　出土した耳飾りはすべて土製である。粘土を素材にし

て製作し焼成したものである。石製、木製、骨角製など

の耳飾りは確認できなかった。

（３）　形態
　本報告では、形態により、①円環、②耳栓、③漏斗状

の３種に基礎分類した。このほか④不明がある。

　①　円環

　外形が円環状（リング状）に成形されたものである。円

環のみの構造のもの、円環にブリッジやテラスが付加さ

れた構造のものがある。有文と無文があり、有文の円環

は、文様が三叉文、雲形文、沈線文、貼付文など非常に

バリエーションに富み、細部にわたって精巧な沈線や彫

刻技術で製作され、さらにブリッジやテラスが付加され

多様な構造となっている。無文の円環は、基本的に素環

でブリッジやテラスは付加されていない。

耳飾りの分類と接合
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０ 10㎝１:３

第211図　耳飾り分類図（１）

円環
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０ 10㎝１:３

第212図　耳飾り分類図（２）

耳栓

漏斗状
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　大きさは、長さ20㎜ほどの小型のものから100㎜を超

える大型のものまで文様と同じくバリエーションに富

む。

　②　耳栓

　円板状・円筒状・棒状に成形された中実のものである。

中央部に孔を持つもの、円板状で瘤付のものも耳栓に含

め基本的に中実のものを耳栓とした。有文と無文があり、

有文の文様は瘤付や同心円文、渦巻文、刺突文、列点文

などのほか、幾何学的な曲線の沈線が施された幾何学文

などバリエーションに富む。同心円文や渦巻文、幾何学

文は、円環には認められなかった。表面全体を使う文様

であるため、中央が空洞の円環には必然的に通用できず

耳栓のみに適用された文様といえる。無文は表裏両面の

中央部が平坦なものと臼状のくぼみを持つものがあり、

そのうちの大部分が後者であった。また、表裏両面の中

央部を極限まで薄くしたもの、さらにその中央部に孔を

持つもの確認された。

　大きさは、長さ８㎜・厚さ12㎜の小型の棒状のものか

ら長さ68㎜・厚さ19㎜の大型の円板状のものまでバリ

エーションに富む。

　③　漏斗状

　表面に花弁状の透かし彫りの装飾が施されたもので、

最も複雑で優美な彫刻が施された耳飾りである。表面と

裏面の最大長の差が大きく、側面が漏斗状になるもので

ある。完形のものは確認できなかったが、個体数で８個

体の存在を推定した。

　④　不明

　残存率1/4の中でも特に微細な小破片で、形態の判別

が困難なものを一括して不明とした。残存部位や文様か

ら大部分が円環の小破片と考えられるが、漏斗状の小破

第67表　耳飾り集計表

第68表　耳飾り個体数の推定
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No 形態 残存率 完形 4/5 2/3 1/3 1/4 合計 接合 総計

1
円環

点数 26 11 22 55 425 539 - 539

2 重量 468 200.8 329.5 516.9 1,821.60 3,336.80 - 3,336.80

3
耳栓

点数 69 7 11 10 3 100 - 100

4 重量 631.8 85 109.3 78.9 29.4 934.4 - 934.4

5
漏斗状

点数 0 0 1 2 13 16 - 16

6 重量 0 0 5.4 12.7 74.9 93 - 93

7
不明

点数 0 0 0 0 90 90 - 90

8 重量 0 0 0 0 198.6 198.6 - 198.6

9
接合

点数 - - - - - - 50 50

10 重量 - - - - - - 0 0

11
総計

点数 95 18 34 67 531 745 50 795

12 重量 1,099.80 285.8 444.2 608.5 2,124.50 4,562.80 0 4,562.80
＊接合は本体に接合した点数、重量は本体に合算。

No 形態 完形 4/5 2/3 1/3 1/4
個体数 

（推定値）　計
個体数 

（推定値）　％
合計

1 円環
個体数 

（推定値）
26 11 22 52 30 141 57.3% 539

2 耳栓
個体数 

（推定値）
69 7 11 10 0 97 39.4% 100

3 漏斗状
個体数 

（推定値）
0 0 1 2 5 8 3.0% 16

4 不明
個体数 

（推定値）
0 0 0 0 0 0 0.0% 90

5 総計
個体数 

（推定値）
95 18 34 64 35 246 100.0% 745
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片も少数だが含まれる。

　また、円環、耳栓、漏斗状の各形態の表面の平面形状

は小型棒状の耳栓も大型の円環もすべて円形であった。

平面上は円を基本としており楕円形や四角形、三角形な

ど円形以外の形状の耳飾りは確認できなかった。また、

玦状耳飾りや耳環に似た耳飾りも確認できなかった。本

遺跡でも、耳飾りはすべて正円形を指向して製作された

という耳飾りの基本的な事項を改めて再確認した。

　耳飾りはすべて長さ（直径）に関係なく正円形に成形さ

れそこに各種の文様や装飾が付加されたものである。

　また、基礎分類された耳栓や円環、漏斗状はさらに大

きさの違い、ブリッジやテラス等の有無や構造の違い、

文様の有無、文様構造の違い、彩色、漆の有無などによっ

てさらに細別分類できる。本報告では形態までの基礎分

類として報告した。

（４）　耳飾りの出土点数と重量
　耳飾りの総点数は795点であった。総重量は4562.8ｇ

であった。この点数は、接合を行う前の完形と破片を合

計したものである。このうち50点が接合した。接合後の

点数は745点となった。

　形態別の点数は、円環が539点、耳栓が100点、漏斗状

が16点であった。このほか不明が90点であった。

　円環では539点中、残存率1/4が425点であった。耳栓

では100点中、完形が69点、残存率1/4が３点であった。

漏斗状では16点中、残存率1/4が13点であった。

　円環や漏斗状では精巧につくられているがゆえに、欠

損率が高く残存状況は悪かった。一方、耳栓では中実で

つくられているがゆえに、完形のものが多く残存状況は

良好であった。完形の耳飾りは合計95点でこのうち耳栓

が69点で半分以上を占めていた。

　このように本遺跡からは約800点に及ぶ耳飾りが出土

した。これは多数の破片を含んだ点数であり、耳飾りの

個体数ではない。しかも土壌水洗選別法を取り入れて多

数の破片を回収したものである。点数の多さは破片を隈

なく回収した発掘精度を反映したものである。

　本遺跡からは多数の耳飾りが出土したが、耳飾りから

遺跡の内容（例えば耳飾りの製作遺跡・祭祀遺跡など）を

評価するためには、破片を含む点数だけではなく耳飾り

の個体数を基本として比較検討すること、特に遺跡間の

比較には個体数を基準にすることが必要となる。

（５）　耳飾りの接合
　耳飾りの接合を行った。総数795点のうち50点が接合

した。接合後の点数は745点となった。

　耳飾りの個体数を推定したり、大きさや形態、文様構

造など耳飾りの属性を復元したりするためには、破片で

出土した耳飾りを接合により本来の器形に復元しておく

ことが必要である。特に、遺跡に包含されていた本来の

耳飾り個体数の推定には、破片の数による間接的な推定

では誤差が大きく、接合個体から推定するほうが誤差を

小さくできると考えた。

　そこで、接合を行った。対象は完形の耳飾りと作業に

支障のある微細な破片を除いた全点である。方法は、旧

石器整理で行う個体別資料分類・接合作業と基本的には

第213図　耳飾り推定個体数

第214図　耳飾り推定個体数の形態別割合
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は同じで、形態や大きさ、文様等の属性を相互に比較し

ながら同一個体グループを抽出し接合し、各グループ間

でも比較しながら接合を繰り返し、接合精度を高めてい

くという方法である。

　このような接合の結果、50点が接合した。本報告で図

示した耳飾りの多くは接合により器体復元できたもので

ある。例えば、第２分冊第224図５（登録No20184）は５点

の破片が接合し、完形に復元できたものである。

　今回行った接合は単に器体の復元だけを目的としたの

はなく、個体別分類も目的の一つとした。つまり、個体

分類により、遺跡に包含されていた本来の耳飾りの個体

数の推定に繋げる作業として位置付けたものである。

（６）　耳飾り個体数の推定
　完形、破片を含め総計795点の耳飾りが出土した。先

述したように遺跡間の比較を行う場合、破片を含めた点

数だけではなく、個体数を基準にした検討が必要になる。

さらに個体数から形態別構成がわかれば、遺跡における

耳飾りの特徴や製作、搬入、装着の変化などを検討でき

る基礎的なデータになると考えられる。そこで、接合を

通して個体数を推定した。

　その結果、円環で141点、耳栓で97点、漏斗状で８点

の合計246点の個体を推定した。これらは接合における

分類を通して、形態、大きさ、文様等の比較から互いに

別個体であることを確認したものである。

　この246点が最少に見積もった場合の個体数であると

推定した。最少とした理由は、残存率1/4の微細な破片

の中にまだ別個体のものが存在し個体数が増える可能性

が残っているからである。実際の作業では、これらは微

細で扱いが難しく接合の対象から除外したものである。

　推定した個体数 を形態別にみると、円環が141点

57.3％、耳栓が97点39.4％。漏斗状が８点3.3％となっ

た。形態別構成は、円環を主体にしてそれに耳栓が加わ

り、さらに優美で精巧な漏斗状が少量加わる構成であっ

たと推測される。漏斗状の少なさは、それが搬入品であっ

た可能性を示唆する。

　以上のように、耳飾りは破片を含め総計795点出土し

た。そこから個体数は最少に見積もって246点と推定し

た。さらに、形態別の推定から円環を主体にした形態別

構成であったと推測した。推定値ではあるが、この個体

数が遺跡間で比較する際の基礎的な目安になるものとし

てここに報告した。

（７）　耳飾りの残存率
　耳飾りは、残存率で分類した。分類の方法は次のとお

りである。耳飾りは平面形状が円形であるため、完形の

器体全体を100％（円形の状態）として残存率を設定した。

残存率の表記方法は、完形・4/5・2/3・1/3・1/4とした。

接合したものは接合状態の残存率とした。

　①　完形

　欠損がなく器体全体が残存しているもの。ごくわずか

な欠損のものは完形に含めた。

　②　残存率4/5

　器体全体の概ね3/4（75％）から完形に近い部分的に欠

損した程度までが残存しているもの。

　③　残存率2/3

　器体全体の概ね1/2（50％）から3/4（75％）が残存してい

るもの。

　④　残存率1/3

　器体全体の概ね1/4（25％）から1/2（50％）が残存してい

るもの。

　⑤　残存率1/4

　器体全体の概ね1/4（25％）以下が残存しているもの。

器体の直径が推定可能な25％程度のものから数％程度の

微細な破片までを含む。残存率1/4は531点で、出土した

耳飾りの約70％を占めており、さらに残存率1/4も微細

な破片が主体であった。なお、残存率1/4の大部分は土

壌水洗選別法により回収したものであった。

（８）　耳飾りの展開図の設定
　耳飾りの展開図を次のように設定した。

　①　表面

　表面は、基本的に文様が施された面である。無文のも

のは器形全体や裏面との比較から表裏面を区別した。た

だし、無文の耳栓には区別が難しいものがあった。

　表面は、耳飾りが耳朶に装着されたとき、外側になり

外部から視認される面である。そのため、表面には精巧

な文様や赤彩が施されているものが多数認められた。

　表面は文様施文や彩色漆塗膜など製作者のさまざま工

夫と意図、技術、意匠が最も良く表現されたデザイン面
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表面 側面 裏面

内面 内面

内面 内面 断面

表面 側面 裏面

断面

厚さ幅

長
さ

厚さ幅

長
さ

でもある。

　②　裏面

　裏面は、表面の反対側の面である。裏面は基本的に無

文である。

　裏面は、耳飾りが耳朶に装着されたとき、基本的には

身体に接した内側もしく裏側になり正面側からは視認さ

れない面である。そのため、裏面は基本的に無文であっ

た。表面の精巧な文様の施文とデザインとは対照的なつ

くりである。

　③　側面

　表面を90°展開した面である。基本的に右に90°展開

した右側面を図示した。

　側面は、耳飾りが耳朶に装着された面で、側面の全周

が耳朶装着の長さになる。また、側面は耳朶装着を意識

して製作した痕跡が側面の上端部と下端部に残存してい

る面である。その結果、本遺跡でも側面上下両端部の中

央部が滑車形にくびれるものが多かった。その一方で、

平坦なものもあることが確認できた。

　④　内面

　側面の内側の面である。円環の耳飾りには表面に文様

はないものの内面に沈線や刻み、列点が施されたものが

確認された。

　⑤　断面

　器体を截断した面である。器体全体の断面形状、沈線

や貼付、瘤などの各種文様の位置、高さ、深さを知るた

めに断面全体を図化した。特に、円環では円環部やブリッ

ジなど器体の一部分を示す厚さを計測していないので、

それを断面形状で図示した。断面は基本的に最大幅の横

断面を図示した。

（９）　耳飾りの大きさと計測方法
　耳飾りの大きさを計測した。計測方法は次のとおりで

ある。接合したものは接合状態で計測した。また、計測

方法は、円環、耳栓、漏斗状のすべての形態で統一した。

　①　長さ

　表面の最大長を長さとして１㎜単位で計測した。耳飾

りは、正円形を指向して製作される。このため、基本的

に最大長はどの部分で計測しても同じであるから、基点

となる文様の位置に関係なく最大長となる部分を計測し

た。この最大長が器体の中心軸であり、耳飾りの直径で

展開図（円環）

展開図（耳栓）

円環の計測

耳栓の計測

第215図　耳飾りの展開図と計測方法
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ある。

　②　幅

　表面の最大幅を幅として１㎜単位で計測した。長さを

中心軸にして垂直に設定し、中心軸に直交する最大幅を

幅とした。

　いずれの形態でも耳飾りは正円形を指向しているた

め、基本的には幅は長さと同じになる。しかし、実際に

計測してみると、長副比1.00の正円形が大部分であった

ものの、幅が１～３mm程度短く長副比1.00を超えるもの

も見られた。埋没後の変形が原因とも考えられるが、耳

飾りは正円形に製作されてはいるものの、このような微

妙な差こそが耳飾り一点一点が当時の製作者による手作

りであったことを示していると考えられる。

　③　厚さ

　側面の最大幅を厚さとして１㎜単位で計測した。厚さ

は裏面から表面までの高さでもある。したがって、ここ

でいう厚さとは、器体の一部分（円環部やブリッジ・テ

ラスなど）を計測したものではなく、側面全体の高さを

厚さとして計測したものである。円筒状・棒状の耳栓で

も側面を厚さとした。このため、これらの耳栓では厚さ

の数値の方が長さより上回っているものが多くなってい

る。

　以上が完形と残存率4/5の計測方法である。

　④　残存率2/3・1/3・1/4の計測方法

　計測方法は次のとおりである。計測可能なものを対象

とした。長さと幅については長さのみを計測した。厚さ

については側面が残存し計測可能なものは対象にした。

　長さは、同心円図（５mm単位）を利用して直径を算出し、

それを長さとした。このため長さは実際の計測値ではな

く同心円図を利用した推定値である。幅は、残存してい

ないため計測不能である。厚さは先述した方法と同様に

裏面から表面の側面の高さを計測した。このため、破片

であっても側面が残存し、厚さだけは計測できたものが

多かった

　⑤　重量

　重量は0.1ｇ単位で計測した。完形、破片にかかわら

ず１点ずつ計測した。接合したものは個別の計測値を合

計し、本体1点にその合計値を表記した。

（10）　文様・赤彩・漆・年代測定
　①　文様

　有文は、円環430点、耳栓41点、漏斗状16点、不明47点、

合計534点であった。

　②　赤彩

　赤彩は、円環132点、耳栓９点、漏斗状７点、不明21点、

合計169点で確認された。赤彩は、残存状況が比較的良

好なものでも全面に赤彩が残存しているものは確認でき

なかった。基本的に、刺突や沈線、列点、刻みなど文様

のくぼみの中に赤彩が残存しているものが大部分であっ

た。また、赤彩は表面と側面に観察され、裏面まで赤彩

されたものは確認できなかった。

　赤彩の耳飾りは、本来は裏面を除いて表面と側面、内

面に塗彩されていたと考えらえる。

　また、肉眼観察であるが、赤彩には色調の鮮明さの違

いからベンガラと水銀朱の２種類に分類できる。赤彩が

観察された169点のうち11点が水銀朱の可能性がある。

特徴的な耳飾り
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No.１
登録No20147
（PDL-43100)

登録No20129
（PDL-45451)

No.２

　③　漆

　漆は、円環14点、耳栓１点、合計15点で確認された。

漆は肉眼観察であるが黒色を呈するため、黒漆と推測さ

れる。残存状況が悪いものがほとんどで、わずかに漆の

痕跡が確認できた程度であった。

　20147は瘤付の円環で、残存状況が比較的良く表面・

裏面・側面・内面の全面に漆が塗られていた。

　④　年代測定

　漆が塗られていた20147・20129の２点について年代測

定を行った。その結果は、次の通りであった（2σ暦年代

範囲）。

　登録No20147（遺物No2M37No102）

　PLD-43100　3366-3230cal　BP（95.45 ％）、3292cal　BP

（中央値）

　登録No20129（遺物No2M38一括）

　PLD-45451　3318-3306cal　 BP（1.99%）、3237-3103　

cal　BP（83.61%）、3097-3074cal　BP（9.86%）、3175cal　

BP（中央値）

（11）　特徴的な耳飾りについて
　次に出土した耳飾りの中から、特徴的な属性が観察さ

れた耳飾りについて報告する。

　１（20201）は、彫刻のある木柱の連続Ｕ字形文様とよ

く似た文様のある耳飾りである。１号竪穴から出土した。

１号竪穴からは30点に及ぶ多数の耳飾りが出土したうち

の１点である。円環で中央部にブリッジが施され、ブリッ

ジに彫刻のある木柱に似た文様が確認された。文様はブ

リッジの中央部に縦方向に左右対称形に施されていた。

左右とも１本の蛇行する連続文様で、ブリッジから一部

はみ出している部分があった。文様は貼付ではなく、周

りを削り落とした彫刻（陽刻）であった。同じ文様の耳飾

りは確認できなかった。

　彫刻のある木柱の文様と比較すると、左右対称形の文

様構造と文様自体の大きさは異なるが、連続Ｕ字形文様、

文様の一部はみ出し、陽刻による彫刻など共通点はある。

本遺跡ではほかにこのような文様の類例がないので、広

く周知しておくべき存在としてここに報告した。

　２・３は、同一規格で製作されたと考えられる耳飾り

である。大きさ、円環とブリッジ、文様構造が共通する。

出土位置は2N37と2N38で隣接したグリッドである。

年代測定

第69表　耳飾りの文様・赤彩・漆の集計表

第70表　耳飾りの年代測定
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測定番号
出土位置
遺物No

14Ｃ年代を暦年代に較正した
年代範囲２σ暦年代範囲

中央値
（calBP）

PLD-43100
2区2M37　No102
20147

3366-3230 cal BP（95.45%） 3292

PLD-45451
3区2M38　一括
20129

3318-3306 cal BP（  1.99%）
3237-3103 cal BP（83.61%）
3097-3074 cal BP（  9.86%）

3175

No 平面形態 有文 無文 合計

1 円環 430 109 539

2 耳栓 41 59 100

3 漏斗状 16 0 16

4 不明 47 43 90

5 総計 534 211 745

No 平面形態 赤彩 赤彩なし 合計

1 円環 132 407 539

2 耳栓 9 91 100

3 漏斗状 7 9 16

4 不明 21 69 90

5 総計 169 576 745

No 平面形態 漆 漆なし 合計

1 円環 14 525 539

2 耳栓 1 99 100

3 漏斗状 0 16 16

4 不明 0 90 90

5 総計 15 730 745



　 ２（20002）は、2N38から完形で出土した。長さ65㎜・

幅65㎜・厚さ18㎜・重量40.2ｇである。わずかに欠損し

ているが完形である。

　３（20194）は、2N38から破片で出土し、接合により完

形に復元できたものである。長さ64㎜・幅64㎜・厚さ20

㎜・重量37.7ｇである。水銀朱の可能性がある赤彩が残

存していた。

　２・３の大きさを比較すると、長さで１mm、厚さで２

mmの差があるが、全体的にわずかな差であり同一の大き

さといえる。またブリッジの形状や文様構造もほぼ同じ

である。さらに、円環部やブリッジの厚み、文様の彫刻

の深さなどの断面構造もよく似ている。赤彩は、２には

確認できなかった。２はもともと赤彩されていなかった

か、残存しなかったかは判断できないが、ブリッジや複

雑な文様構造を持つ円環の耳飾りには赤彩されているも

のが多いことから、２も本来は赤彩されていた可能性も

ある。

　以上のことから、２と３は同一規格で製作された耳飾

りと考えられる。同一規格を指向して製作され、同一人

物の左右の耳朶に同時に装着された可能性が想定され

る。さらに、出土位置は互いに隣接グリッドからの出土

であり、同一時期に廃棄された可能性も想定される。耳

飾りのライフヒストリーを検討をする際の資料になると

考え２・３を報告した。

　４（20014）は、１と同じで1号竪穴から出土したうちの

１点で、特徴的な文様が施されていた。その特徴は、表

面に施された4か所（1か所は一部欠損）の複合円形刺突文

とその構造及び配置である。複合円形刺突文の構造は、

①径８㎜程のやや不整形な中空の円形工具により円形刺

突文を１点施し、次に②その外側を半円状に径２㎜程の

小型の円形工具（中空と考えられる）により６点の小型の

円形刺突文がほぼ等間隔で施されたものである。つまり、

①１点の円＋②半円状に打たれた６点の小型円の計７つ

の円という構造である。この文様構造から複合円形刺突

文とした。この文様が表面に左右対称形に４か所配置さ

れていた（１か所は欠損により一部詳細不明）。

　このような文様構造を持つ耳飾りはほかに確認できな

かった。この文様構造や配置、円の個数にどのような意

味があるのかまではわからない。しかし、類例によって

それを解明する手がかり得られると考え、ここに広く周

知しておくべき存在として報告した。

　５（20044）は、2N39から出土した完形品である。大き

さは、長さ25㎜、幅25㎜、厚さ13㎜、重量6.5ｇである。

表面に刺突や三叉文など丁寧や文様が施され中央部に孔

を持つ。施文された表面は側面から張り出している。肉

眼観察であるが、５の素材胎土はほかの耳飾りと異なる

可能性がある。東北地方からの搬入品の可能性があるた

めここに報告した

（12）　遺構・グリッド別の出土点数
　耳飾りは完形、破片を含め総計795点出土した。遺構・

グリッド別の出土点数は次のとおりである。

　耳飾りはほぼ遺跡全体から出土した。遺構・グリッド

別に見ると、ほとんどが10点以下の出土であるが、まと

まった点数が出土した遺構・グリッドもあった。

　10点以上出土した遺構・グリッドは22か所あった。特

に点数の多かった場所は、2O39が104点で最も多く、次

に2O38、2N39で50点以上出土した。2O39では大部分が破

片であったが、完形も16点出土しており、ほかよりも完

形の占める割合が高い。これらのグリッドは相互に隣接

したグリッドで最も耳飾りが集中していた範囲である。

残存率1/4の破片が多数出土したが、分布がまとまって

第71表　耳飾りの平均値
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No 形態
長さ（mm）　　対象：計242点 厚さ（mm）　　対象：計565点 重量（ｇ）　　対象：完形95点

最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値

1 円環 18 106 50.6 9 30 18.7 2.8 40.2 18.0

2 耳栓 8 68 25.7 8 25 14.6 0.9 39.7 9.2

3 漏斗状 74 90 83.2 17 28 21.0 ー ー ー

4 全体 8 106 41.3 8 30 18.0 0.9 40.2 11.6



いたことで点数が多くなったと考えられるが、土壌水洗

選別法によって回収率が高くなったことも点数が多く

なった要因の一つである。

　また、1号竪穴からは30点がまとまって出土した。完

形が７点のほか残存率が高いものも多く出土した。１号

竪穴は、耳飾りの多出や突出部付き３重石囲い炉など祭

祀に関わる特殊な遺構であったと考えられる。

（13）　分布
　耳飾りは、点数の差はありながらもほぼ遺跡全体から

出土しており、密度の差を持ちながら遺跡全体に分布し

ていたといえる。分布の密度でみると、濃密に分布する

範囲が３か所認められた。その範囲はグリッドで示すと

次のとおりである。①2J36・37・38・39の範囲、②2L～

2P36～40の範囲、③2R・2S44の範囲。

　①の範囲は、東西約５ｍ、南北約20ｍに広がる範囲で

ある。１号竪穴が北側に重複する。

　②の範囲は、東西約25ｍ、南北20ｍに及ぶ。水場遺構

と重複する範囲あるいは水場遺構の北側に隣接して広が

る範囲である。

　③の範囲は、東西約10ｍ、南北５ｍの範囲で、１区北

西端部に相当する。①・②に比較すると狭い範囲である

が比較的多くまとまっていた。

第72表　耳飾り遺構・グリッド別集計表（10点以上出土）
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No 出土位置
点数 重量

完形 4/5 2/3 1/3 1/4 接合 合計 完形 4/5 2/3 1/3 1/4 接合 合計

1 2O39 16 2 2 9 72 3 104 82.4 12.4 23.8 49.4 205.8 373.8

2 2O38 4 3 4 36 9 56 27.3 21.7 52.1 121.3 222.4

3 2N39 6 2 7 35 5 55 55.9 8.2 51.6 95.7 211.4

4 2J36 1 1 5 29 3 39 11.1 10.4 35 138.8 195.3

5 2N38 4 2 1 20 11 38 69.5 62.3 20.1 66.6 218.5

6 01号竪穴 7 1 2 6 9 5 30 99 39.7 72.7 114.5 64.4 390.3

7 2L37 1 3 23 27 5.6 36.8 115.1 157.5

8 2P39 2 1 2 19 24 8.9 5.4 10.2 49.1 73.6

9 2R44 1 4 1 16 22 4 46.5 3.2 67.7 121.4

10 2M39 3 2 1 15 21 14.4 21.7 5 54.9 96

11 2O40 2 18 20 10.4 36.8 47.2

12 2N40 2 17 19 33.6 50 83.6

13 2S44 1 4 12 17 13.2 29.3 49.9 92.4

14 2M40 1 2 1 9 1 14 1.9 44.2 1.5 19.8 67.4

15 2J38 4 2 5 2 13 69 14.7 33.4 117.1

16 2J37 2 1 8 1 12 13.9 6.9 40.9 61.7

17 2L38 1 1 1 9 12 2.4 6.1 7.1 35 50.6

18 2P40 1 11 12 22.6 40.2 62.8

19 2M38 4 1 6 11 25.3 10.7 24.9 60.9

20 水場2L37 2 1 1 7 11 38.8 12.9 5.4 24.6 81.7

21 2H35 1 8 1 10 27.6 67.9 95.5

22 水場2N38 1 9 10 5.9 47.4 53.3



（14）　耳飾りの大きさの分析
　耳飾りの大きさについて、長さ、厚さ、重量の分析を

行った。対象は計測可能なものとし、詳細は各項目に記

載した。耳栓については、計100点出土しそのうち97点

を個体に推定したもので、分析により得られた数値は本

遺跡における耳栓の実態を表した有効性の高いものに

なったといえる。結果は次のとおりである。

　①　長さの分析

　長さは、耳飾り全体の最大長であり直径である。対象

は計測可能の242点である。

　全体では、最小値８mm、最大値106mm、平均値41.3mm

であった。形態別の結果は、次のとおりであった。

　 円環では、140点を対象とした。その結果、最小値

18mm、最大値106mm、平均値50.6mmであった。

　 耳栓では、97点を対象とした。その結果、最小値８

mm、最大値68mm、平均値25.7mmであった。

　漏斗状では、計16点のうち、計測可能であった残存率

2/3・1/4の５点を対象とした。その結果、最小値74mm、

最大値90mm、平均値83.2mmであった。漏斗状では、最小

でも74mmであり、円環の平均よりも大きいことが判明し

た。漏斗状では大型のものが主体であったと推測される。

　次に、長さ別に区分して点数（頻度）をみる。区分は

10mm単位である。形態別の結果は次のとおりである。

　円環では、31～40mmが33点で最も多く、以下51～60mm

が30点、61～70mmが27点、41～50mmが24点であった。31

～70mmが円環全体の約80％を占めていた。31～70mmまで

40mmの範囲があるものの、円環ではこの範囲の長さ（直

径）の耳飾りが多く利用されていたことが判明した。

　耳栓では、11～20mmが43点で最も多く、以下21～30mm

が20点、31～40mmが13点、41～50mmが14点であった。ま

た、10mm以下の小型の耳栓も４点確認された。

　このように11～20mmが耳栓全体の約46％と半分近くを

占めており、この範囲の長さ（直径）の耳栓が主体的に利

用されたことが判明した。

　漏斗状では、対象が５点のみである。結果は71～80mm

が２点、81～90mmが３点であった。

　全体では、11～20mmが47点で最も多く、次に31～40mm

が46点であった。前者は耳栓のピーク、後者は円環のピー

クである。円環と耳栓の形態間で長さ（直径）の利用のあ

り方に階層があるといえる。

　②　厚さの分析

　厚さは、側面の裏面から表面の高さである。対象は

565点である。残存率が低い破片であっても、計測可能

な側面が残存しているものが多数あり、有効なデータが

得られたといえる。

　また、この側面は耳飾りが耳朶に装着された面で、直

接身体に接触した面である。この側面を厚さとして計測

することにより、当時の耳飾り製作者が耳朶への装着を

どれほど意識して製作したのか、その傾向を検討する手

掛かりが得られると考えた。結果は次のとおりである。

　全体では、最小値８mm、最大値30mm、平均値18.0mmで

あった。形態別の結果は次のとおりである。

　円環では、460点を対象とした。その結果、最小値９

mm、最大値30mm、平値均18.7mmであった

　耳栓では、97点を対象とした。その結果、最小値８

mm、最大値25mm、平均値14.6mmであった。

　漏斗状では、８点を対象とした。その結果、最小値

17mm、最大値28mm、平均値21mmであった。

　次に、厚さ別に区分して点数（頻度）をみる。区分は２

mm単位である。結果は次のとおりであった。

　円環では、460点を対象とした。その結果、19～20mm

が133点で最も多く、以下17～18mmが121点、21～22mmが

78点、15～16mmが58点であった。19～20mmにピークを持

ちその前後で次第に減少していく単峰型のヒストグラム

となった。

　 このように、17～22mmまでの厚さのものが円環の約

72％を占めていた。このことから、耳飾り製作者は円環

の製作においては、厚さが概ね17～22mmになるように規

格的に製作した可能性が高いと考えられる。その背景に

は、耳飾りの厚さと装着する耳朶の厚さを意識していた

ことが推測される。

　耳栓では、97点を対象とした。その結果、13～14mmが

28点で最も多く、以下15～16mmが17点、17～18mmが15点

であった。13～14mmにピークを持ち、その前後で次第に

減少してく単峰型のヒストグラムとなった。このように、

13～18mmの厚さのものが耳栓の約62％を占めていた。こ

のことから、耳飾り製作者は耳栓の製作においては、厚

さが概ね13～18mmになるように規格的に製作した可能性

が高いと考えられる。

　漏斗状では、８点を対象とした。その結果、17～18mm
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が３点、19～20mmが２点、21～22mmが1点、23mm以上が

２点であった。

　全体では、19～20mmが145点で最も多く、円環のヒス

トグラムと同じ形になった。これは円環の分析点数がそ

のまま全体を反映したものになったからである

　厚さ別の頻度を比較すると、円環では19～20mmがピー

ク、耳栓では13～14mmがピークであり、形態間で頻度の

ピークに違いが見られた。このことから、製作者は円環

と耳栓で厚さの規格を区別してつくり分けていた可能性

が考えられる。

　③　重量の分析

　重量は、装着した耳飾りの重さである。対象は完形の

計95点である。形態別の結果は次のとおりである。

　円環では、26点を対象とした。その結果、最小値2.8

ｇ、最大値40.2ｇ、平均値18.0ｇであった。重量別の点

数（頻度）はばらつきがあった。また、似たような長さ（直

径）であっても、重量にはばらつきがあった。これは長

さ（直径）が同じ円環であっても、円環部の厚さやブリッ

ジ、テラスの有無、文様構造や彫刻が多種多様であるた

め、それが重量の違いに表れたものといえる。

　耳栓では、69点を対象とした。その結果、最小値が0.9

ｇ、最大値が39.7ｇ、平均値が9.2ｇであった。重量別

の頻度は、５ｇ以下が36点で52.3％を占めていた。

　漏斗状は、完形がないため重量は不明である。

　④　小結

　以上、耳飾りの大きさについて分析した。長さ（直径）

については、最小値８mmから最大値106mmまで多様であっ

た。形態別にみると、円環では厚さが概ね17～22mmのも

のが主に利用され、耳栓では概ね11～20mmのものが主に

利用されていたことが判明した。円環と耳栓で利用する

大きさに段階的な差があることがわかった。

　厚さでは、最小値８mmから最大値30mmまでみられた。

ヒストグラムの分析から、耳飾り製作者は、円環では厚

さが概ね17～22mmになるように、耳栓では概ね13～18mm

第216図　耳飾り散布図
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になるようにそれぞれ規格的に製作していた可能性が高

いことがわかった。

（15）　まとめ
　出土した耳飾りを円環、耳栓、漏斗状に形態分類して

検討した。長さ（直径）については、円環、耳栓とも頻度

にピークがあるものの小型のものから大型のものまで、

バリエーションが豊富であった。

　耳栓と円環では、両者の形態間に長さ（直径）と厚さに

段階的なピークの違いが認められた。漏斗状は分析点数

が不足しているものの、円環よりも大型であった可能性

が高い。

　大きさの分析から、耳栓→円環→漏斗状という装着の

段階的な変遷が存在する可能性が推測される。これが、

発達段階に応じた耳飾り装着年齢の変化だとすれば、低

年齢では小型の耳栓を装着し、年齢を重ねるにしたがい、

円環から漏斗状へと装着を変化させた可能性が想定され

る。しかも、それが本遺跡の一つ遺跡の中で確認された

のであるから、装着の段階的な変遷が遺跡内で継続的に

行われた可能性も考えられる。ただし、この想定は大き

さのデータのみからみた表層的なもので、大きさと文様

と組み合わせを複合的に分析したものではない。さらな

る詳細な分析が必要である。

　本遺跡から出土した耳飾りの文様は多種多様で、文様

は無文から精巧かつ優美な彫刻文様まで豊富なバリエー

ションが確認された。しかも、小型でも優美な文様が施

された円環の耳飾り、大型でも無文の耳栓や円環の存在

など、文様と大きさ・形態を組み合わせれば実に耳飾り

の構造は複雑である。この耳飾りの複雑な構造が当時の

社会のどのような場合を反映した痕跡なのかを追究する

ことが課題であるが、本報告ではそこまでは到達できて

いない。耳飾りの構造を読み解くことで、当時の耳飾り

を装着した人物の実態とそこに営まれた社会の様相に迫

ることができると考えられる。本項で報告した成果がそ

の検討材料になることを期待したい。
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No 出土位置
点数 重量

完形 4/5 2/3 1/3 1/4 接合 合計 完形 4/5 2/3 1/3 1/4 接合 合計

1 1号竪穴 7 1 2 6 9 5 30 99 39.7 72.7 114.5 64.4 390.3

2 111号土坑 1 1 3.5 3.5

3 125号土坑 1 1 2.5 2.5

4 161A号土坑 1 1 21.5 21.5

5 161B号土坑 1 1

6 191号土坑 1 1 2.3 2.3

7 193号土坑 1 1 1 3 15.4 28 0 43.4

8 194号土坑 1 1 1.9 1.9

9 198号土坑 1 1 1.4 1.4

10 218号土坑 1 1 6.5 6.5

11 235号土坑 1 1 2.3 2.3

12 240号土坑 1 1 2.6 2.6

13 243号土坑 1 1 3.8 3.8

14 258号土坑 1 1 28.2 28.2

15 277号土坑 1 1 1.6 1.6

16 280号土坑 1 1 2 3.1 0 1.8 4.9

17 282号土坑 1 1 2 36.9 2.6 39.5

18 285号土坑 1 1 31.7 0 31.7

19 292号土坑 3 3 34.5 34.5

20 293号土坑 1 1 20.6 0 20.6

21 03号集石 1 1 6.1 6.1

22 04号集石 1 1 12 12

23 03号配石 2 2 19 19

24 04号配石 1 1 6.8 6.8

25 05号配石 1 1 7.8 7.8

26 06号配石 1 3 4 24.1 17.5 41.6

27 12号配石 1 1 10.8 10.8

28 14号配石 2 2 3.3 3.3

29 22号配石 1 1 2 12.4 7 19.4

30 22号配石2N40 2 1 3 21.5 3.1 24.6

31 22号配石2N41 2 2 1.3 1.3

32 22号配石2O40 2 2 4.5 4.5

33 2N40 2 2 3.9 3.9

34 2O40 2 2 5.6 5.6

35 01号埋甕 1 1 3.2 3.2

36 07号埋甕 1 1 8.2 8.2

37 2P40 1 1 2.9 2.9

38 01号集中 4 4 12.5 12.5

39 2E32 1 1

40 2F35 1 1 5 5

41 2G34 1 2 3 7.1 5.7 12.8

42 2G35 3 3 27 27

43 2H33 1 1 2 10.1 5.4 15.5

44 2H34 2 2 23.6 23.6

45 2H35 1 8 1 10 27.6 67.9 95.5
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No 出土位置
点数 重量

完形 4/5 2/3 1/3 1/4 接合 合計 完形 4/5 2/3 1/3 1/4 接合 合計

46 2H36 1 2 3 19.9 11.2 31.1

47 2H37 2 2 7.6 7.6

48 2H38 1 1 1.2 1.2

49 2H39 1 1 6.5 6.5

50 2I33 1 1 2.5 2.5

51 2I34 1 1 2 16.4 6.6 23

52 2I35 2 1 1 1 2 7 7.4 17.4 5 11.2 41

53 2I36 2 2 6.6 6.6

54 2I37 1 1 3.9 3.9

55 2I38 2 2 21.7 21.7

56 2I39 1 1 7.9 7.9

57 2J34 1 1 2 7.9 2.1 10

58 2J35 3 3 28.6 28.6

59 2J36 1 1 5 29 3 39 11.1 10.4 35 138.8 195.3

60 2J37 2 1 8 1 12 13.9 6.9 40.9 61.7

61 2J38 4 2 5 2 13 69 14.7 33.4 117.1

62 2J39 1 2 3 10.3 9.8 20.1

63 2J40 1 1 0.7 0.7

64 2K36 1 1 3 5 4.2 10.2 6.8 21.2

65 2K37 1 1 2 5 9 6.3 22.5 18.8 31.3 78.9

66 2K38 1 3 4 20.8 21 41.8

67 2K39 1 1 1.7 1.7

68 2L36 1 1 3.9 3.9

69 2L37 1 3 23 27 5.6 36.8 115.1 157.5

70 2L38 1 1 1 9 12 2.4 6.1 7.1 35 50.6

71 2L39 1 1 3 5 5 12.4 19.5 36.9

72 2M37 1 2 1 4 27.1 14.8 41.9

73 2M38 4 1 6 11 25.3 10.7 24.9 60.9

74 2M39 3 2 1 15 21 14.4 21.7 5 54.9 96

75 2M40 1 2 1 9 1 14 1.9 44.2 1.5 19.8 67.4

76 2N36 1 1 3.2 3.2

77 2N37 3 3 49 49

78 2N38 4 2 1 20 11 38 69.5 62.3 20.1 66.6 218.5

79 2N39 6 2 7 35 5 55 55.9 8.2 51.6 95.7 211.4

80 2N40 2 17 19 33.6 50 83.6

81 2N41 1 1 2.7 2.7

82 2O38 4 3 4 36 9 56 27.3 0 21.7 52.1 121.3 222.4

83 2O39 16 2 2 9 72 3 104 82.4 12.4 23.8 49.4 205.8 373.8

84 2O40 2 18 20 10.4 36.8 47.2

85 2O41 2 2 5.9 5.9

86 2P38 1 1 1 3 24.1 1 25.1

87 2P39 2 1 2 19 24 8.9 5.4 10.2 49.1 73.6

88 2P40 1 11 12 22.6 40.2 62.8

89 2P41 4 4 9.8 9.8

90 2P43 3 3 6.5 6.5
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No 出土位置
点数 重量

完形 4/5 2/3 1/3 1/4 接合 合計 完形 4/5 2/3 1/3 1/4 接合 合計

91 2Q39 2 2 11.6 11.6

92 2Q40 1 1 14.7 14.7

93 2Q41 1 1 6 6

94 2Q43 1 2 6 9 21 25.7 15.4 62.1

95 2R40 1 1 34.3 34.3

96 2R42 1 1 6.9 6.9

97 2R43 1 1 4 6 4 5.8 22.7 32.5

98 2R44 1 4 1 16 22 4 46.5 3.2 67.7 121.4

99 2S40 1 1 2 5 7.9 12.9

100 2S41 1 1 14.1 0 14.1

101 2S42 2 2 5.2 5.2

102 2S43 1 1 10.1 0 10.1

103 2S44 1 4 12 17 13.2 29.3 49.9 92.4

104 2U40 1 1 2 20.5 8.6 29.1

105 2U41 1 1 10.7 10.7

106 2U42 1 1 18.5 18.5

107 水場2L36 1 1 13.8 13.8

108 水場2L37 2 1 1 7 11 38.8 12.9 5.4 24.6 81.7

109 水場2L38 1 5 1 7 5.7 23.7 29.4

110 水場2M38 1 1 18.2 18.2

111 水場2M39 1 1 2.9 2.9

112 水場2N37 2 1 3 10.7 10.7

113 水場2N38 1 9 10 5.9 47.4 53.3

114 水場2N39 1 1 2 29.8 1.1 30.9

115 水場2O38 1 1 2 1.8 9.5 11.3

116 15号溝4区 1 1 3.7 3.7

117 3号落ち込み 3 3 8.2 8.2

118 3号落ち込み1区 3 3 10.3 10.3

119 3号落ち込み2区 1 2 3 2.9 10.6 13.5

120 3号落ち込み3区 1 1 2 20.6 4.8 25.4

121 3号落ち込み4区 1 1 7.1 7.1

122 15号溝3区 1 1 21.1 21.1

123 3号トレンチ 1 1 7.5 7.5

124 1区一括 1 1 2 5.5 1.6 7.1

125 2区一括 1 1 1 1 4 8.2 5.9 5.3 8.5 27.9

126 西壁 1 1 39.7 39.7

総計 95 18 34 67 531 50 795 1099.8 285.8 444.2 608.5 2124.5 4562.8

「接合」の重量は本体に合算してあるため、接合の重量は空欄である。



 第12節　土製円板

（１）　概要
　縄文時代の調査で、総数1,341点に及ぶ多数の土製円

板が出土した。土製円板は、発掘で土製円板として登録

し回収したものもあるが、大部分が土器の分類接合作業

の過程で土器に混入していたものである。

　土製円板の時期は、共伴した土器から縄文時代後期か

ら晩期で、そのうち縄文時代後期後半から晩期前半のも

が主体と考えられる。土製円板は大部分が無文土器を素

材にしているため、土器型式の詳細は判然としないが、

有文土器を素材にしたものには文様から後期後半から晩

期前半の土器型式が認められた。本報告では後期後半か

ら晩期前半の時期の土製円板として一体的に扱うことと

した。

（２）　土製円板の定義
　土製円板を次のように定義した。土製円板とは、土器

片を素材とし、素材の割れ口である側縁部に、連続する

細かな打ち欠きが認められるもの、摩滅が認められるも

の、打ち欠きと摩滅の両方が認められるものとした。

　打ち欠きや摩滅は、埋没過程や発掘・整理での偶発的

な衝撃で生じたものではなく、当時の人為的な加工や使

用によって形成された痕跡と考えられる。このような痕

跡は通常の土器片には認められないので、整理での土製

円板と通常の土器片との分類は比較的容易であった。

　また、土製円板には、土錘・石錘のように両端部に対

向する刻みを持つものは確認できなかった。

　欠損品については、欠損が著しいものは通常の土器片

との区別が難しいため土製円板には認定しなかった。こ

こで扱う土製円板の欠損品とは土製円板への認定が可能

な一部が欠損した程度のものである。

（３）　土製円板の数量
　土製円板の数量は、総計1,341点、総重量28,755ｇ（約

29㎏）であった。このうち完形品が1,238点、欠損品が

103点であり、大部分が完形品であった。

　本遺跡での土製円板の出土量は比較的多いといえる。

これは土器全体の出土量自体の多さと整理での出土土器

第74表　土製円板集計表

土製円板の分類

第75表　土製円板集計表（部位）

第76表　土製円板集計表（文様）
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No 平面形状 合計
文様の有無

有文 無文
1 円形 990 329 661
2 楕円形 170 68 102
3 半円形 77 60 17
4 正方形 47 25 22
5 長方形 19 13 6
6 台形 8 4 4
7 不整形 30 13 17

合計 1,341 512 829

No 平面形状 点数 ％ 重量 ％
1 円形 990 74% 19,537 68%
2 楕円形 170 13% 3,912 14%
3 半円形 77 6% 2,089 7%
4 正方形 47 4% 1,229 4%
5 長方形 19 1% 552 2%
6 台形 8 1% 160 0.60%
7 不整形 30 2% 1,276 4%

合計 1,341 100% 28,755 100%

No 平面形状 合計
部位

口縁部 胴部 底部
1 円形 990 64 911 15
2 楕円形 170 10 158 2
3 半円形 77 73 4
4 正方形 47 14 33
5 長方形 19 9 10
6 台形 8 3 5
7 不整形 30 10 19 1

合計 1,341 183 1,140 18
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楕円形

半円形

正方形 台形

長方形

不整形

全体からの分類・抽出量を反映したものであり、出土土

器全体量に占める土製円板の割合でみればごく一部分を

占めるに過ぎない。したがって、土製円板の数量は一見

すると多いが、本遺跡が土製円板に特化した遺跡である

と評価するのは難しいといえる。

（４）　土製円板の素材
　土製円板の素材は土器片である。もともと深鉢形土器

や浅鉢形土器など、一個体の土器が破損して複数の土器

片が生じ、その土器片のなかから素材を選択しているた

め、土製円板には口縁部や底部、胴部のようにもとの土

器の器体の一部、器体の文様、調整の痕跡が残っている。

（５）　平面形状の分類
　平面形状を分類した。対象は欠損を含む全点である。

分類方法は次のとおりである。

　①　まず平面形状について、１：円形、２：楕円形、３：

半円形、４：正方形、５：長方形、６：台形、７：不整

形の７種類を設定した。１～７に設定したのは、土製円

板の分類・抽出の段階で概ねこの平面形状に当てはまる

と判断したからである。

　②　次に土製円板を１点ずつ観察し、土製円板の表面

（素材土器片外面）が概ね左右対称となるように中心軸を

決めて平面的に置き、１～７の平面形状に当てはめた。

　平面形状別に分類した結果は次のとおりである。円形

が990点・74%で、全体の約3/4を占めていた。以下、楕

円形が170点・13％、半円形が77点・６％、正方形が47

点・４％、長方形が19点・１％、台形が８点・１％、不

整形が27点・２％であった。

　このように平面形状は、円形が74％で全体の3/4を占

めていることが判明した。土製円板は、基本的には円形

になるように加工したものが使用を繰り返すうちにさら

に円形に変形したものと考えられる。また、半円形が77

点あった。そのうち73点・95％が口縁部素材であった。

口縁部素材の土製円板に半円形が多い要因は、素材の直

線状の口縁部をそのまま残して側縁部を丸く加工してい

るためで、結果的に平面形状が半円形になったからと考

えられる。

第77表　土製円板集計表（側縁）

第222図　土製円板の平面形状
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No 平面形状 合計
側縁形状

A B C

1 円形 990 73 829 88

2 楕円形 170 10 153 7

3 半円形 77 4 70 3

4 正方形 47 5 37 5

5 長方形 19 1 17 1

6 台形 8 8

7 不整形 30 11 17 2

合計 1,341 104 1,131 106
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（６）　素材の部位
　土製円板がもとの器体のどの部位を素材に利用してい

るかを確認するために、部位別に分類した。対象は全点

である。結果は、次のとおりである。

　口縁部が計183点・14％、胴部が1,140点・85％、底部

が18点・１％であった。

　土製円板の素材には、胴部破片が圧倒的に多く利用さ

れていた。これは一個体の土器が割れて破片になった場

合、部位別の比率は胴部が圧倒的多くなり、結果的に比

例して胴部素材の選択率が高くなるからである。

　大部分は粗製深鉢形土器の胴部で湾曲が小さく表裏面

とも平坦なものであった。一方、口縁部や底部も素材に

利用していることが判明した。口縁部素材には突起や貼

付が付いた厚みのあるものや外面に凹凸の貼付のあるも

のも利用していた。口縁部素材は側縁部には打ち欠きや

摩滅が認められるものの、口縁には認められなかった。

また、底部も素材にしており、網代痕を持つ土器底部も

確認された。

（７）　素材の文様
　土製円板の文様の有無を集計した。有文とは、土製円

板の器面に、縄文、撚糸、沈線、条痕、隆線、隆帯、刺

突、貼付、突起など本来の土器の文様の痕跡が認められ

るものである。無文とは、これらの文様が認められない

ものである。有文土器の無文部を素材にしたものも無文

に含めた。

　その結果、有文が計511点・38％、無文が計829点・

62％であった。無文が全体の約2/3を占めていたが、有

文の割合も高いといえる。これは有文土器一個体が破片

になったときの有文と無文に構成比率を反映したものと

考えられるため、意図的に文様の有無を素材の選択基準

にした可能性は低いと考えられる。

（８）　有孔
　有孔の土製円板を７点確認した。有孔のものは、穿孔

が器体の中心からずれるので、土製円板の加工・使用の

途中で穿孔されたのではなく、もともと補修孔として土

器に穿孔されていた土器片を偶発的に素材にした可能が

考えられる。しかし、未貫通ではあるが表裏両面から穿

孔した痕跡を持つものもあり、加工・使用の途上で穿孔

第78表　土製円板集計表（長さ別）

第223図　平面形態別数量グラフ

第79表　土製円板集計表（重量別）

第80表　平面形状別・文様有無別集計表
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No 長さ　データ区間 点数 ％
1 1～10 0 0.0％
2 11～20 2 0.2％
3 21～30 74 6.0％
4 31～40 329 26.6％
5 41～50 440 35.5％
6 51～60 280 22.6％
7 61～70 75 6.1％
8 71～80 24 1.9％
9 81～90 8 0.6％
10 91～100 4 0.3％
11 101～110 1 0.1％
12 111～120 1 0.1％
13 121～130 0 0.0％
14 131～140 0 0.0％

合計 1,238 100％

No 重量　データ区間 点数 ％
1 1～5 30 2.4％
2 6～10 173 14.0％
3 11～15 273 22.1％
4 16～20 265 21.4％
5 21～25 170 13.7％
6 26～30 131 10.6％
7 31～35 65 5.3％
8 36～40 41 3.3％
9 41～45 29 2.3％
10 46～50 20 1.6％
11 51～55 12 1.0％
12 56～60 11 0.9％
13 61～65 4 0.3％
14 66～70 4 0.3％
15 71～以上 10 0.8％

合計 1,238 100％

No 平面形状 合計
文様の有無

有文 無文
1 円形 990 329 661
2 楕円形 170 68 102
3 半円形 77 60 17
4 正方形 47 25 22
5 長方形 19 13 6
6 台形 8 4 4
7 不整形 30 13 17
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長
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されることもあった可能性が考えられる。

（９）　長さ・幅・厚さ・重量の計測
　大きさについて長さ・幅・厚さ・重量を計測した。対

象は全点である。

　計測の方法は図の通りである。平面形態ごとに左右対

称となる位置を縦方向の中心軸に置き、長さ・幅・厚さ

を計測した。また、重量は１点ずつ計測した。

　長さは、器体の中心軸の最大長を計測した。

　幅は長さに直交する最大幅を計測した。

　厚さは、側縁ののなかで最も厚みのある断面部分（最

大厚）を計測した。側縁は土製円板の使用部位であるた

め、使用部位の幅を示していることになる。また、隆帯

や貼付があるものはそれを含めて最大厚として計測し

た。

　重量は、１ｇ単位で計測した。欠損品については、欠

損状態でこれと同様にして計測した。

（10）　長さ・厚さ・重量の分析
　長さ、厚さ、重量について分析した。結果は次の通り

である。

　①　長さ

　長さは、最小値20㎜、最大値180mm、平均値47㎜であっ

た。次に、長さを10mm単位で区分し、その点数を示した。

　その結果、31～40mmが329点・26.6％、41～50mmが440

点・35.5％、51～60mmが280点・22.6％であった。

　長さは、20mmから180mmまでバリエーションが豊富で

あったが、そのうち長さ31mmから60mmのものが計1,049 

点で全体の84.7％を占めていた。

　土製円板の長さは、使用に伴い次第に減少（小型化）し

ていくので、使用開始段階と廃棄段階では長さに差が生

じることが想定される。しかし、土製円板は使い捨ての

道具で長期間にわたって管理・使用された可能性は低い

と考えられるため、使用開始段階と最終廃棄段階とで長

さの極端な減少はほとんどなかったと推測される。この

ことから、土製円板は長さ41～50ｍｍ前後のものを主体

的に使用していたと考えられる。

　②　厚さ

　厚さは、最小値が４mm、最大値が26mm、平均値が８㎜

であった。薄手のものは精製の浅鉢形土器を素材とした

第81表　土製円板集計表（長さ・厚さ・重量）

第224図　土製円板の計測
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No 平面形状 点数
長さ 厚さ 重量

最小値 
（mm）

最大値 
（mm）

平均値 
（mm）

最小値 
（mm）

最大値 
（mm）

平均値 
（mm）

最小値 
（ｇ）

最大値 
（ｇ）

平均値 
（ｇ）

1 円形 990 20 100 45 4 26 8 2 104 19.7

2 楕円形 170 27 109 54 4 23 8 3 108 23

3 半円形 77 28 113 46 5 21 10 5 152 27.1

4 正方形 47 32 65 48 5 21 10 8 66 26.1

5 長方形 19 33 75 54 5 17 10 8 54 29.1

6 台形 8 26 57 45 7 11 8 6 28 20

7 不整形 30 21 180 64 5 20 10 3 233 42.5

総計 1341 20 180 47 4 26 8 2 233 21.4
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ものが多い。一方、20mmを超える厚手のものは口縁部の

隆帯や貼付が付いた状態で全体の厚さを計測したもので

ある。実際の側縁の厚さはこれよりも薄くなる。

　次に、厚さを２mm単位で区分し、その点数を示した。

その結果、５～６mmが203点・15.1％、７～８mmが575点・

42.9 ％、 ９～10mmが422点・31.5 ％、11～12mmが76点・

5.7％であった。

　厚さは、７mmから10mmが計997点・74.4％で全体の約

3/4を占めており、最も使用頻度が高かったことが判明

した。

　③　重量

　重量は、最小値２ｇ、最大値233ｇ、平均値21.4ｇであっ

た（欠損品も含む）。次に完形品1,238点について、５ｇ

単位で区分しその点数を示した。

　その結果、６～10ｇが173点・14.0％、11～15ｇが273

点・22.1％、16～20ｇが265点・21.4％、21～25ｇが170点・

13.7％、26～30ｇが131点・10.6％であった。６ｇから

30ｇが計1,012点、81.7％を占めていた。ほかは、65点・

10％以下であった。

　重量は11～20ｇのものが半分近くを占めていることが

判明した。

（11）　側縁
　土製円板の側縁は、打ち欠きや摩滅の痕跡が残り、具

体的な加工や使用方法を解明するための手掛かりとなる

部分である。側縁を観察した結果、次のＡ類、Ｂ類、Ｃ

類の３種類に分類できた。

　①　Ａ類

　側縁が打ち欠きのみで、摩滅がないもの、もしくは摩

滅がごくわずかなもの。打ち欠きは外面から内面に向

かって鋭角に加撃しているものが大部分で、反対に内面

から外面への加撃はほとんどなかった。これは素材の土

器片の湾曲に関係しており、湾曲した内面側に加撃する

ことで破損を防いだもので、外面と内面と意識して利用

していたと考えられる。

　②　Ｂ類

　側縁が摩滅のみで打ち欠きがないもの、もしくは打ち

欠きがわずかに残存しているもの。摩滅により側縁は平

坦になっている。摩滅は側縁を擦ったことで生じた摩耗

の痕跡といえる。

第225図　土製円板長幅別散布図

第226図　土製円板長重別散布図
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　③　Ｃ類

　表裏両面に打ち欠きと摩滅を持つもの。両面から打ち

欠きが行われるため、側縁はＡ類以上に鋭角になる。

　組成比は、Ａ類が104点・８％、Ｂ類が1,130点・84％、

Ｃ類が106点・８％で、Ｂ類が大部分を占めていること

が判明した。

　Ａ類は、打ち欠きを行ったものの擦って使用すること

はなかったといえる。Ａ類の打ち欠きは、平面形状を整

えるために側縁に施した調整加工の痕跡と考えられる。

　Ｂ類は、擦る頻度が高かったため摩滅が顕著となり、

その結果打ち欠きの痕跡が消滅したものと考えられる。

　Ｃ類は、打ち欠きして使用したものの、打ち欠きの痕

跡が摩滅により消滅する前に廃棄されたものと考えられ

る。

　このように、側縁の属性から、土製円板はＢの摩滅の

痕跡をもつものが主体であることが判明した。摩滅は対

象物を擦ったことで生じた痕跡と考えられる。

　Ｂの摩滅は側縁部のみに認められ、素材（土器片）の外

面や内面には認められなかった。また、口縁部や突起、

貼付など素材残存部にも認められなかった。これは、土

製円板は割れ口である土器片の側縁部を機能部位に限定

していたことを示していると考えられる。素材の外面や

内面を平面的に使って対象物を擦るような使用方法はな

かったといえる。

　土製円板は、土器片の側縁部を使用部位にし、対象物

を擦って使用した道具と考えられる。観察の結果、側縁

部の最大厚が７～10ｍｍものものが選択される頻度が高

かったことが判明した。ただし、側縁部の摩滅が具体的

にどのような対象物を擦ったことで生じたものか、その

特定には至らなかった。

（12）　土製円板のライフヒストリー
　土製円板のライフヒストリーは次のようになると考え

られる。

　土器の破損（土器片素材の生成）→土製円板の素材選択

→素材の加工・使用（打ち欠き・擦り）→使用終了→廃棄

土製円板は土器片の側縁を打ち欠いて平面形状を整えた

のち、対象物を擦って使用した道具と考えらえる。平面

形状は、打ち欠きによって大部分が円形に整形され、使

用が進むうちに側縁の摩滅が進み、平面形状はさらに正

第227図　土製円板の出土数量
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円形に近づくと考えられる。

　また、土製円板の素材土器片は、土器全体の出土量か

らみて、身の回りに大量に存在したはずである。土製円

板の素材採取に限ってみれば豊富な資源環境下にあった

といえることから、土製円板は長期間にわたって使用し

た道具というよりも、必要に応じて手ごろな大きさの素

材を採取し臨機的に使用した消耗品だったと考えられ

る。

（13）　遺構別の出土量と平面分布
　土製円板は、竪穴、土坑、配石、集石などの遺構と遺

物包含層（グリッド）から出土していた。大部分が遺物包

含層からの出土であった。

　遺構については、土坑・計40点、集石・計11点、配石

計・28点である。各遺構からの出土量は10点以下で、特

にまとまって出土した遺構は確認できなかった。

　遺物包含層（グリッド）からは計1,140点が出土してい

る。グリッドごとに見ると、1点から74点までばらつき

があり、出土量の少ないグリッドと多いグリッドに分布

がまとまる傾向がある。

　出土量が多いグリッドについて、30点以上で見てみる

との通りである。2J36＝46点、2K37＝31点、2L37＝43点、

2N38＝74点、2N39＝65点、2O38＝67点、2O39＝70点であ

る。2N38、2N39、2O38、2O39で特に多くなっている。

　これらのグリッド一帯では土器量も非常に多く、これ

に比例して土製円板も多くなっていると考えらえる。た

だし、2J36、2K37、2L37では土器量がそれほど多くなかっ

たものの土製円板の量は多いといる。

（14）　まとめ
　本遺跡からは、土製円板は1,341点が出土した。土製

円板は、円形で側縁に摩滅の痕跡を持つものが大部分で

あった。長さは20mm～180mmまでバリエーションが認め

られたが、31～60mmのものを主体としていた。厚さは７

mm～10mmのものが約3/4を占めていた。重量は11～20ｇ

のものが半分近くを占めていた。

　土製円板は、円形で長さが概ね50mm前後、厚さが概ね

８㎜前後、重量が15ｇ前後のものが主に使用されていた

ことが判明した。このような大きさのものが最も使用に

適していたと推測される。また、土製円板は、土器片を

再利用した道具で、側縁に観察された摩滅の痕跡から対

象物を擦るために使用された道具であったと考えられ

る。
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第82表　土製円板遺構別組成表
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No 出土位置 円形 楕円形 半円形 正方形 長方形 台形 不整形 合計 円形 楕円形 半円形 正方形 長方形 台形 不整形 合計

総計 990 170 77 47 19 8 30 1,341 19,537 3,912 2,089 1,229 552 160 1,276 28,755
1 1号竪穴 5 2 7 79 34 113
2 88号土坑 1 1 33 33
3 90号土坑 2 2 26 26
4 94号土坑 1 1 13 13
5 156号土坑 1 1 28 28
6 161A号土坑 1 1 2 24 56 80
7 162号土坑 1 1 11 11
8 171号土坑 1 1 27 27
9 191号土坑 2 2 47 47
10 193号土坑 6 1 7 124 17 141
11 200号土坑 2 2 15 15
12 212号土坑 1 1 19 19
13 218号土坑 1 1 24 24
14 224号土坑 1 1 22 22
15 234号土坑 1 1 2 16 21 37
16 235号土坑 1 1 9 9
17 239号土坑 1 1 20 20
18 240号土坑 2 2 34 34
19 242号土坑 2 1 3 25 15 40
20 243号土坑 1 1 2 13 28 41
21 258号土坑 3 3 60 60
22 275号土坑 1 1 3 3
23 292号土坑 1 1 36 36
24 247号土坑 1 1 23 23
25 03号集石 5 1 6 83 17 100
26 07号集石 1 1 14 14
27 14号集石 1 1 17 17
28 15号集石 3 3 52 52
29 01号配石 4 1 5 83 16 99
30 02号配石 1 1 18 18
31 04号配石 6 6 97 97
32 05号配石 1 1 18 18
33 06号配石 1 1 22 22
34 13号配石 1 1 20 20
35 15号配石 2 1 1 4 39 14 20 73
36 22号配石2Ｎ40 1 1 39 39
37 22号配石2Ｎ41 7 7 131 131
38 22号配石2O41 1 1 49 49
39 11号埋甕 1 1 19 19
40 01号集中 5 5 91 91
41 02号集中 1 1 2 28 20 48
42 2D33 1 1 14 14
43 2F34 1 1 15 15
44 2F35 1 1 22 22
45 2G33 1 1 2 16 19 35
46 2G34 6 1 1 8 133 32 31 196
47 2H34 5 1 2 8 136 24 85 245
48 2H35 6 1 1 8 89 16 9 114
49 2H39 2 1 3 13 17 30
50 2I33 1 1 26 26

点数 重量（ｇ）
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No 出土位置 円形 楕円形 半円形 正方形 長方形 台形 不整形 合計 円形 楕円形 半円形 正方形 長方形 台形 不整形 合計

51 2I34 7 1 1 1 10 96 16 15 69 196
52 2I35 15 8 1 2 26 299 193 36 50 578
53 2I36 6 2 1 9 107 61 13 181
54 2I37 1 1 10 10
55 2I38 1 1 10 10
56 2J34 11 11 144 144
57 2J35 15 5 1 2 1 24 307 128 21 36 32 524
58 2J36 38 4 3 1 46 778 84 45 19 926
59 2J37 7 1 8 152 19 171
60 2J38 2 2 17 17
61 2J40 2 2 27 27
62 2J41 4 1 1 6 64 19 42 125
63 2K35 5 2 7 98 49 147
64 2K36 18 3 3 2 26 407 48 73 46 574
65 2K37 28 2 1 31 563 55 23 641
66 2K38 3 1 4 41 72 113
67 2K39 3 3 58 58
68 2K40 3 1 4 62 3 65
69 2K41 5 5 92 92
70 2L35 1 1 22 22
71 2L36 15 4 1 20 327 61 15 403
72 2L37 37 2 1 2 1 43 663 68 32 67 23 853
73 2L38 10 2 1 2 1 16 374 62 22 76 28 562
74 2L39 3 3 35 35
75 2L40 1 1 7 7
76 2M37 11 4 1 3 1 1 21 261 78 28 112 34 19 532
77 2M38 11 4 1 1 17 198 118 15 6 337
78 2M39 17 5 22 238 202 440
79 2M40 19 4 2 25 359 99 203 661
80 2N37 12 6 2 1 2 1 24 313 97 58 12 76 27 583
81 2N38 32 12 5 3 2 20 74 1,057 278 105 97 51 932 2,520
82 2N39 36 12 2 8 4 3 65 667 259 47 139 79 136 1,327
83 2N40 12 1 13 274 28 302
84 2N41 6 3 9 109 47 156
85 2N42 1 1 27 27
86 2O38 44 8 12 3 67 826 182 361 116 1,485
87 2O39 50 7 8 5 70 1,105 135 187 136 1,563
88 2O40 7 7 107 107
89 2O41 11 1 1 13 218 13 22 253
90 2O42 3 3 34 34
91 2P38 11 1 1 13 269 30 33 332
92 2P39 18 3 1 1 23 238 80 16 17 351
93 2P40 18 1 19 241 17 258
94 2P41 21 1 1 1 24 421 30 26 28 505
95 2P42 20 4 1 1 26 380 72 10 28 490
96 2P43 4 4 44 44
97 2Q37 2 2 62 62
98 2Q38 2 1 3 57 38 95
99 2Q39 9 1 10 125 27 152
100 2Q40 16 16 262 262

点数 重量（ｇ）
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No 出土位置 円形 楕円形 半円形 正方形 長方形 台形 不整形 合計 円形 楕円形 半円形 正方形 長方形 台形 不整形 合計

101 2Q41 11 11 194 194
102 2Q42 24 1 25 426 22 448
103 2Q43 5 5 69 69
104 2Q44 4 4 53 53
105 2R38 5 1 6 80 34 114
106 2R39 10 1 11 176 21 197
107 2R40 8 1 9 171 15 186
108 2R41 3 3 55 55
109 2R42 3 3 69 69
110 2R43 24 1 2 2 29 491 37 51 92 671
111 2R44 22 1 23 302 15 317
112 2S39 7 1 8 96 11 107
113 2S40 3 1 4 89 9 98
114 2S41 10 3 2 1 16 177 66 50 8 301
115 2S42 4 1 5 63 21 84
116 2S43 4 1 1 6 78 25 47 150
117 2S44 11 4 15 259 94 353
118 2S45 1 1 23 23
119 2T39 2 2 30 30
120 2T40 7 3 10 138 74 212
121 2T41 1 1 15 15
122 2T42 3 3 49 49
123 2T43 2 2 4 35 27 62
124 2U40 4 2 2 8 175 44 37 256
125 2U41 7 2 9 108 32 140
126 2V41 1 4 5 17 105 122
127 水場1面流路2N38 2 1 3 41 33 74
128 水場1面流路2O38 3 1 1 5 89 9 34 132
129 水場2面流路2N38 1 1 29 29
130 水場2L36 1 1 2 35 17 52
131 水場2L37 19 1 3 1 1 1 26 420 48 104 22 26 21 641
132 水場2M37 1 1 16 16
133 水場2M38 4 1 1 6 120 16 25 161
134 水場2M39 2 2 40 40
135 水場2N37 4 1 1 1 7 132 32 18 15 197
136 水場2N38 3 1 1 1 6 75 9 27 27 138
137 水場2N39 1 1 25 25
138 水場2O38 5 1 1 1 8 122 24 24 38 208
139 水場1号種子ブロック 1 1 50 50
140 01号落込み 1 1 4 4
141 03号落込み 20 4 1 25 329 87 37 453
142 15号溝 1 1 11 11
143 南側礫群 2 2 55 55
144 1区一括 9 9 229 229

総計 990 170 77 47 19 8 30 1,341 19,537 3,912 2,089 1,229 552 160 1,276 28,755

点数 重量（ｇ）



第13節　人面付き土器・土偶・土製品

（１）　概要
　人面付き土器、土偶、土製品（手燭形土器、有孔土製

円板、土錘、土版、土製品）が計72点出土した。

　内訳は、人面付き土器が６点、土偶が遮光器土偶１点

を含む42点、手燭形土器が４点、有孔土製円板が５点、

土錘が３点、土版が３点、土製品が９点である。これら

の土器は、大部分が遺物包含層からの出土で遺構に伴う

ものはほとんど確認できなかった。

（２）　所見
　以下、観察所見を報告する。なお図番号は第２分冊の

挿図番号である。

　①　人面付き土器

　第２－229図１は、壺形土器の胴部上半部に人面を表

現したもので、隆帯で顔面全体を区画し眉、鼻は隆帯で

立体的に作出され、口は円形に作出されている。内面に

は輪積み痕が残っている。土器は、天神原式相当と考え

られる。

　第２－229図２は、胴部（器種は壺形土器の可能性があ

る）に人面を表現したもので、貼付で顎を立体的に作出

して沈線を施している。顎の上には抜歯表現したと考え

られる口の一部が残存している。

　第２－229図５は、胴部（器種は壺形土器の可能性があ

る）に人面を表現したもので、隆帯で顔面を区画し、目、

耳を沈線、鼻・口は薄手の貼付で表現している。口の縦

の刻みは抜歯表現、口の左右の半円形の沈線はイレズミ

表現の可能性が考えられる。

　②　遮光器土偶

　第２－230図１は、中空の頭部から胴部上半部にかけ

ての破片である。頭部の長さ約64mm・横幅約120m・高さ

約93mmで、もとの器体全長は約300mm程度と推定される。

　太い沈線により目全体を区画し、中央に横位沈線によ

り遮光器土偶の特徴的な目を表現している（左は欠損）。

目全体は緩やかに膨らみ、輪郭に突起が付される。

　表面全体は丁寧な磨きにより調整され、首部には刺突

を施した隆帯、胸部にはⅤ字状の隆帯が付され、後頭部・

胸部に縄文が施文され赤彩の痕跡が一部残存している。

　胎土はきめ細かく焼成も良好であり、他の土器の胎土

とは異なっている。在地産ではなく遮光器土偶の中心地

である東北地方から搬入品の可能性が考えられる。出土

グリッド（2P40）を中心に重点的に同一個体を探索したが

頭部破片がわずかに見つかった（頭部に接合）だけであっ

た。

　③　土偶

　土偶は、計41点を図示した。すべて破片で完形は確認

できなかった。中空が６点でほかは中実であった。小型

の土偶の破片が多い。部位別の点数は、頭部11点、胴部

（腰部を含む）10点、腕部10点、脚部10点であった。

　④　土製品

　第２－234図２は、偏平楕円形を呈する容器状の土製

品で底部と口縁を有する。底部と両側面の突起部に穿孔

部がある。穿孔部は直線状に貫通しており、側面から底

部の穿孔部に紐を通して使用した容器の可能性がある。

　第２－234図４は、亀形土製品である。長さは約200mm

で、中空である。

　第２－235図14は、やや湾曲した棒状の土製品で突起

部を持つ。器体中央部に直線状の沈線を施し両側に刻み

を施している。赤彩の痕跡が残る。

　第２－235図15は、やや湾曲した棒状の土製品で突起

部を持つ。器体中央部に直線状の沈線を施し、突起部を

付している。全体が黒漆で塗彩されている。

第83表　土製品集計表
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No 器種 点数

1 人面付き土器 6

2 遮光器土偶 1

3 土偶 41

4 手燭形土器 4

5 有孔土製円板 5

6 土錘 3

7 土版 3

8 土製品 9

総計 72
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第14節　獣骨・赤色顔料

（１）　動物遺体骨片について
　唐堀遺跡から抽出した骨片は全体で54,870ｇを超える

重量、およそ55㎏弱の出土量があった。生骨もあったが、

ほとんどの骨片は焼けているものが多く、若干黒いもの

や灰色のものもあったが、多くが白色化していた。破片

での点数は当初は数えていたが、良く焼けているものは

脆く、扱っている途中でも欠けて点数が変わってしまう

こともあり、また１㎜に満たないものなどあまりに細か

いものは正確に数えることが困難な場合もあった。その

ため、１点１点の数が変わったとしても変化の無い重量

で集計することにした。ちなみに１ｇに満たないものが

大半を占め、0.1ｇに満たないものも極めて多量にある

ので、点数的には少なくとも100,000点以上はあるもの

と推定される。

　総点数表の中の部位・部分で見ると関節が8,706ｇ

（15.9％）、頭骨が2,429ｇ（4.4％）、肋骨633ｇ（1.2％）、

他部位（40,874ｇ）74.5％とほとんどが鑑定困難な部位

である。鑑定できた324点（100％）を部位別で見ると指骨

（基節骨・中節骨・末節骨）139点（42.9％）、手根骨・足

根骨53点（16.4％）、中手骨・中足骨51点（15.7％）、橈骨・

尺骨・上腕骨の前足骨17点（5.2％）、脛骨・膝蓋骨・大

腿骨の後足骨10点（3.1％）、種子骨17点（5.28％）、椎骨（尾

椎）11点（3.4％）、距骨９点（2.8％）、肋骨５点（1.5％）、

頭骨４点（1.2％）寛骨２点（0.6％）、踵骨２点（0.6％）で

あった。基節骨・中節骨・末節骨などの指骨＋中手骨・

中足骨＋手根骨・足根骨までで243点（75.0％）、3/4を占

める。

　シカとイノシシに限って見てみると、末節骨はシカ25

点（シカ146点中17.1％）、イノシシ22点（イノシシ92点

中23.9％）でほぼ同数。中節骨はシカ14点（シカ146点中

9.6％）、イノシシ26点（イノシシ92点中28.2％）、でイ

ノシシがかなり多い。基節骨はシカ22点（シカ146点中

15.0％）、イノシシ10点（イノシシ92点中10.9％）で、シ

カが倍近く多い。指骨全体ではシカ67点（シカ146点中

45.9％）、イノシシ58点（イノシシ92点中63.0％）で、点

数ではシカがやや多いが、それぞれの中の割合ではイノ

シシの方が高い。鑑定できた全体の中では指骨が最も多

く、シカ骨の半数近く、イノシシ骨の６割以上を占める。

中手骨はシカ３点（シカ146点中2.1％）、イノシシ６点（イ

ノシシ92点中6.5％）、イノシシが倍多い。中足骨はシカ

２点（シカ146点中1.4％）、イノシシ５点（イノシシ92点

中5.4％）とイノシシが倍以上多い。中手骨／中足骨全体

ではシカ26点（シカ146点中17.8％）、イノシシ21点（イノ

シシ92点中22.8％）とシカがやや多い。中手骨／中足骨

ではシカ全体の２割弱、イノシシ全体の1/4弱を占め、

シカでは３番目、イノシシでは２番目に多い。手根骨で

はシカ25点、イノシシ５点でシカが圧倒的に多い。足根

骨はシカ４点（シカ146点中2.7％）、イノシシ２点（イノ

シシ92点中2.2％）とシカが多い。手根骨／足根骨全体で

はシカ29点（シカ146点中19.9％）、イノシシ10点（イノシ

シ92点中10.9％）、とシカがかなり多い。手根骨／足根

骨ではシカ全体の約２割、イノシシ全体の１割強を占め、

シカでは２番目に多い。やはり関節の細かい骨である。

橈骨はシカ１点（シカ146点中0.7％）のみ。尺骨はシカ５

点（シカ146点中3.4％）、イノシシ１点（イノシシ92点中

1.1％）、とシカが多い。上腕骨はシカ１点（シカ146点中

0.7％）のみ。前足全体ではシカ７点（シカ146点中4.8％）、

イノシシ１点（イノシシ92点中1.1％）、とシカが多い。

前足全体はシカの中で約５％、イノシシの中で約１％と

非常に少ない。脛骨はシカ３点（シカ146点中2.1％）、イ

ノシシ１点（イノシシ92点中1.1％）、とシカが多い。膝

蓋骨はイノシシ１点（イノシシ92点中1.1％）のみ。大腿

骨はシカ・イノシシの判別の付くものはない。後足全体

ではシカの中で約２％、イノシシの中で約１％と非常に

少ない。前足・後足とも大きい部位の残存骨は極めて少

ない。シカとイノシシで残存部位に差があるという研究

もある（註１）が、しかしあまり大きい差はなく、むしろ砕

け易い骨と砕け難い細かい骨の差が浮き彫りになる結果

となった。大きい骨は焼けて砕けているが、小さい骨は

焼いてもあまり砕けておらず、抽出できるものが多かっ

た。そのため人間で言えば手首より先に当たる手根骨や

足根骨よりも下、特に指骨が多い結果となった。

　関節以外の途中の部分は大形か小形か、ある程度判定

できるかもしれないが、動物の種類を特定することはで

きない。関節も全てが判定できる訳ではなく、状態の良

いものしか分からない。肋骨では動物の種類までは特定

できない。頭骨の4.4％は動物全体の量からして少ない

第５章　調査成果
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ようにも思われるが、頭骨は薄い部分が多く、砕けて

しまう。粉々になってしまうと特定できるものが少なく

なってしまう。頭骨だけ集めて別の場所で祭祀をするよ

うなことがあったからという考え方もあるが、結果的に

頭骨（頭蓋骨や下顎骨）が少なく四肢骨が多くなってしま

うのではないかと考えられる。四肢骨は小さい骨が多く、

特に手足の指骨などは細かくても完形のものが多いので

鑑定できるものも多い。

　分布状況は遺跡全体に焼骨片が散っていた印象であっ

たが、グリッド毎に集計して見ると数量的に多い部分と

少ない部分があった。グリッド毎の分布図を見ると大き

く南北の2Mラインの東西で遺跡が２分できる。西側の１・

３区と東側の２区と見ることもできる。分布は西側が多

く、東側が少なくなっている。それは西側では天明泥流

層を含め上の堆積層が残っていたのに対して東側はグラ

ンド造成の際に縄文包含層よりも上の堆積層が削平され

ており、残存状況がかなり悪かったことが影響している

ものと思われる。また、分布は東西の38ラインを境に北

側が濃く、南側が薄くなっている。特に１・３区は北側

に焼骨片が多く、南側にはほとんどない。地形的には南

側が高く、その部分には土器や石器など他の遺物も少な

い。北側の堆積が厚くなっている。北側の吾妻川寄り部

分は現在も天明泥流層上の畑が残っており、調査範囲外

となる部分も多いものと思われる。さらに１区も南北の

2Tラインを境に西側が少なく、東側が多い。西側が地形

的に高くそちら側には焼骨片は少ない。２区側は南北の

2Hラインの西側が多く、東側は少ない。東側が少ないの

は南東側に自然流路があり、流された可能性もある。元々

あった遺物の上に南側の高い部分から流れた遺物が溜

まった可能性がある。２区側で遺物の多い部分には土坑

や竪穴建物などが集中しており、遺構が多い分、焼骨も

多くなっている可能性がある。グリッド別では2N-39・

40と2O-39・40及び2P-43・2Q-43が１㎡当たり100ｇ以上

で特に多い。2O-39は１㎡当たり290.2ｇで中でも一番多

い。遺構図と合わせて見ると配石や土坑など遺構が多い

部分と包含層の堆積が厚い部分に焼骨片等も多い。

　骨角器類について見てみると、鹿角製の鏃１点（２区

１号竪穴建物）を除き１・３区の焼骨片が濃厚に出土し

たグリッドからのものが多かった。100ｇ/㎡以上の出土

量のあった全てのグリッドからは何らかの加工品の出土

があった。それ以外でも36.6ｇ/㎡の2Q-40グリッドから

のものであり、比較的多いところからと言えよう。サメ

の歯についても同様であり、1.9ｇ/㎡の2R-45グリッド

からの１点を除き、50ｇ/㎡以上のグリッドからの出土

品であった。やはり出土量の多いグリッドからのもので

あった。特殊なものについても焼骨片量の多い中に紛れ

ていたということである。分母となる遺物量が多ければ

それだけ特殊なものも混ざっている可能性も高くなると

いうことであろうか。

　骨が白くなるほど焼けているということは肉を食べる

時に焼けたものではない。肉付きのまま焼いてもそれほ

ど白くはならない。骨だけを焼いても焼き初めの頃は

黒っぽくなるが、それを焼き続ければ灰色からやがて白

くなる。骨が白くまるまで焼けているのはたまたまでは

なく、意識してそういう状態になるまで焼いているもの

と思われる。ビリビリにヒビが入るまで焼くには理由が

あるものと思われる。自然のままであれほど細かくもな

らないのではないかと考えられる。細かく砕いてその骨

を撒くことにも意味があるのではないか（註２）。

　鑑定できた骨片はほとんどが哺乳綱であり、その中

でも多くがシカ・イノシシであった。業者委託資料297

点の内シカ108点（36％）・イノシシ70点（24％）でややシ

カの方が多い。両者合わせて178点（60％）、それに特定

できない哺乳綱108点（36％）を合わせると286点（96％）

/297点（100%）になる。委託せず自然史博物館の姉崎智子

氏に依頼したものやこちらで特定したものはシカ58点

（31.3％）、イノシシ93点（50.3％）であり、イノシシの

方が多い。両者合わせて151点（81.3％）/185点（100％）

となる。さらに業者委託分を合わせると哺乳綱108点

（22.4％）、シカ166点（34.4％）とイノシシ163点（33.8％）

であった。宮崎重雄氏の鑑定結果によると矢瀬遺跡（月

夜野町教育委員会2005『上組北部遺跡群Ⅱ矢瀬遺跡』）で

は「出土した獣骨はすべて焼骨で、灰白色化し、歪みや

亀裂の生じている骨片も多く見られ、800℃以上の高熱

で焼かれ」ていた。総点数は3,601片余りで、「種の分か

るものはシカ169片、イノシシ30片で、シカの方が圧倒

的に多い。」ということであった。唐堀遺跡でもそこまで

ではないものの、やはりイノシシよりもシカの方が多い。

シカ・イノシシ合わせて329点（68.2％）、そこに哺乳綱

も合わせると437点（90.6％ ）/482点（100％）となる。９
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割以上がシカ・イノシシという結果になった。このよう

に哺乳綱の内判別可能であったものの多くがシカ・イノ

シシであった。若干他のものも混じる可能性はあるが、

その他の中形・大形のほ乳類の関節や骨片の多くがシカ・

イノシシではないかと考えられる。特定できたものの内

その他のシカ・イノシシでないものは45点（9.4％）であ

り、圧倒的に少ない。細片を含む骨片全体の中で見ると

鳥綱・サメ類・小形哺乳綱他を合わせて見ても全体重量

の0.25％に過ぎない。そこにクマ・イヌ・ノウサギ等が

加わったとしても99％以上はシカ・イノシシと考えても

良いのではなかろうか。ただしその中にカモシカが含ま

れている可能性は否定できない。

　また、内部で分類した歯は、厳密に分類できてないも

のを除くとシカは926.3ｇ（60.4％）、イノシシは606.5ｇ

（39.6％）であり、合わせて1,532.8ｇ（100％）であった。

シカが約６割、イノシシが約４割であり、シカの方が重

いという結果となった。シカとイノシシは歯の重量では

単純に比較できない。シカやカモシカに比べてイノシシ

の歯は厚く、同じ重量ならばシカやカモシカよりもイノ

シシの歯の方が１頭当たりの重量が重いので頭数として

は少なくなるし、反対にシカの方が頭数は多くなる。今

回重量的にはシカの方が重いのでイノシシに比べてシカ

の方が約1.5～２倍近く多く狩猟されていた可能性があ

る。

　そういう中で数少ないシカ・イノシシ以外の特定でき

た骨片についてはノウサギ？が2P43・2038、ツキノワグ

マが2O38～41、イヌが2N40、ハト科？が2N40、その他鳥

綱は2M37～39、2N41、2O42、2P39・43、2Q43、２区の竪

穴建物集中部から、イヌ？は2N40グリッド、カモシカは

2M39から検出されている。歯についてはシカ（ニホンジ

カ）がほとんどと考えられるが、破片になると判別が難

しく、確実にカモシカと考えられる骨が確認されたこと

から歯の破片もカモシカの可能性も出て来ており、観察

表ではシカ／カモシカと表記した。いずれも出土量の多

いグリッド及びその周辺からの出土であり、纏まってい

た。

　他の同時期の遺跡でも焼骨片のほとんどはシカやイノ

シシであることは今日一般的に知られているとおりであ

る（註３）。それはシカやイノシシが体躯も大きく同じ１個

体でも骨の量は圧倒的に多い。また他の動物に比べて１

体から取れる肉の量も多く、毛皮やイノシシの牙・シカ

角なども使い道がある。狩猟のために注ぎ込む労力を考

えても小さい動物を捕るよりも効率が良かったので狩猟

対象とされることも多かったと考えられる。シカとイノ

シシではシカの方が多く狩猟されていることが多く、シ

カの方が捕りやすかったからあろうか。

註
（註１）　真貝利香1996「縄文遺跡から出土したイノシシ・シカ遺体にお
ける四肢骨の出土比率について」『民族考古』（３）によるとシカでは肩
甲骨・上腕骨遠位部・脛骨遠位部・踵骨・距骨・尺骨・寛骨が多く、イ
ノシシでは肩甲骨・上腕骨遠位部・尺骨・踵骨・寛骨が多いと言う結果
が報告されている。

（註２）　アイヌの神様『カムイ』一覧100神｜名称と意味を紹介！
ORIGAMI－日本の伝統・伝承・和の心　https://origami/2018/07/27/
ainu-kamuy/の中に「ユカッテカムイ＝獲物を授ける神」と「チェパッテカ
ムイ＝魚を授ける神」が出て来る。アイヌの神様の名前は地方によって
異なる（チェプコロカムイ・チェプサンケカムイ・ユクカムイ・ユクコ
ロカムイなど）が、各地の伝承に、鹿や魚（鮭）を袋の中からばらまいて
人間（世界）に食料を与える役目の特別な神様として登場する。こうした
神様によって食料は与えられているというアイヌの人々の世界観を反映
していると考えられる。骨片を撒くという行為によって豊穣を祈るお祭
りをしていた可能性が考えられる。こうした行為は縄文時代中期の岩手
県御所野遺跡などでも見られ、後晩期、特に後期後半には群馬県内だけ
でなく他県の他の遺跡でも一般化する。後晩期の遺跡で骨片が散ってい
ない遺跡があれば極めて珍しいのではないか。
　また、アイヌに関連する祭りとしてイオマンテが良く知られている。
イオマンテとはアイヌの儀礼の一つで、動物を殺してその魂であるカム
イを神々の世界に送り帰す祭りである。イオマンテと言えばヒグマのイ
オマンテが思い浮かぶが、本来ヒグマに限らずカムイであれば他の動物

（シマフクロウ・シャチなど）でも行われる。ヒグマの姿を借りて人間
の世界にやってきたカムイを一定期間大切にもてなした後、見送りの宴
を行って神々の世界に帰っていただく。ヒグマの肉や毛皮は、そのもて
なしたことへのお礼、カムイの置き土産として有り難くいただく。そし
て天界に帰った後、人間界の素晴らしさを他の神々にも伝え、他の神々
と共に再び肉と毛皮を持って人間界を訪れる。こうして人間界に豊猟＝
豊穣をもたらされる。

（註３）　群馬県で代表的なところではみなかみ町矢瀬遺跡・榛東村茅野
遺跡・桐生市千網谷戸遺跡・藤岡市谷地遺跡・明和町矢島遺跡などがある。
宮崎氏によると矢瀬遺跡ではシカの歯の出土はなく、角も細片で、分岐
段階を示すようなものはなかった。脛骨端部の癒合程度から幼獣・亜成
獣・成獣の３つの年齢層が確認できたが、若い個体が多かったとされて
いる。角片が70片出土していることからオスがいたことは確かであるが、
成獣でありながら骨が小さいものが多いので、メスもいた可能性が高い。
イノシシについてはシカの総片数169片に比べ30点と少ないので、シカ
よりもかなり少なかったと考えられる。第３後臼歯（M3）がほぼ萌出した
２～３歳の若い成獣、踵骨隆起が離脱している幼獣も含まれている。犬
歯の大きさが観察できる個体があり、オスと判断された。骨は焼くと縮
小するとしても大きめの骨片が目立つので、幼獣を除けば比較的大きな
個体が多かったと考えられる。イノシシについてはメスの存在を裏付け
る骨片はない。いずれの遺跡でも共通しているのは800℃以上の高温で
焼かれ細片化した焼骨で、シカとイノシシが圧倒的に多く、幼獣・亜成
獣など比較的若い個体が目立つことである。
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（２）　イノシシの歯と年齢査定について
　①　はじめに　年齢査定の前提

　イノシシの年齢査定を行うには歯の交換・萌出や咬耗

の程度や年輪などによることが一般的である（林・西田・

望月・瀬田1977、新美1991、小宮1998、辻・横山2014）。

しかし、遺跡から出土する歯については切断研磨して年

輪を数えるわけには行かないので、歯の萌出とどの歯が

どの程度磨耗しているか新美1991や辻・横山2014（注１）な

どを参考にして年齢推定を行った。歯の萌出と交換につ

いては７～８ヶ月の変異幅があり個体差が大きく、月齢

や週齢の査定は困難である（新美1991、辻・横山2014）と

いうことは知られているものの、考古遺物の動物の歯の

年齢推定にはそれ以外の方法は想定できなかったので、

敢えて無理は承知の上で行った。特に３歳前後以上の歯

については個体差が大きく、推定には誤差や誤りがある

可能性は含まれているものの、0.5歳前後（１回目の秋～

冬狩猟）の子どもなのか、1.5歳前後（２回目の秋～冬狩

猟）の比較的若い個体なのか、2.5歳前後（３回目の秋～

冬狩猟）以上の成体なのかを考える上では大きな問題は

ないと思われる。そうしたことは現生種でも一般的に知

られていることであるが、それだけで年齢や月齢が特定

できるものではない。しかし、それらを前提としながら

も遺物であるイノシシの歯の萌出や摩耗の状態から考え

ていくこととする。その前にイノシシの生殖行動につい

て確認しておくこととしたい。

　②　イノシシの生殖行動と平均寿命

　「イノシシの生態・行動を詳しく解説」｜鳥獣被害

農林情報メディア　INOHOI（イノホイ）

https://inohoi.com./animal-damage/103  2019/12/20

参照によれば、イノシシの繁殖期は12月から１月にかけ

て始まり、３ヶ月間続き、繁殖期のオスは特有の臭いを

発し、この時期のオスの肉にはかなり臭みがあるという。

当時からこの時期に臭いを発するオスはあまり好んで狩

猟していなかった可能性が考えられる。イノシシのメス

の妊娠期間は約120日（４ヶ月）程度で、春に２～８頭の

子どもを産む。イノシシは成長が速く、1.5歳程で性成

熟に達し、野生では多くのメスが２歳程度で出産すると

いう。堅果類が豊作で栄養状態が良ければ生後１回目の

冬から春（満１歳）で性成熟に達するメスもいる。オスは

１歳程で群れから離れ単独で生活を始めるが、この時点

のオスは基本的に繁殖には直接関係しないと言われてい

る。メスは子どもと一緒に家族単位の群れを形成して行

動する。辻・横山2014によれば、兵庫県の現生種では、

メスの受胎期間は12月上旬から３月中旬であり、出産は

４月上旬から７月中旬にかけて、そのピークは６月上旬

であり、いずれも４ヶ月程の変異幅がある。しかし、こ

こでは仮に１月頃妊娠、４月末～５月頃誕生したものと

して計算した。これはあくまでも仮定であり、実際には

４ヶ月前後のズレがあるものと考えられる。また春に出

産に失敗したメスの中には稀に秋に出産する場合もある

というが、ここでは取り敢えず秋生まれも除いて考えた。

前提に変異幅やズレがあることを承知の上で年齢や狩猟

の季節を検討したものである。

　「イノシシの生態・行動を詳しく解説」鳥獣被害　農林

情報メディア　INOHOI（イノホイ）

https://inohoi.com./animal-damage/103  2019/12/20

参照によれば、現生のイノシシの場合、自然界では生後

３年間の死亡率が高く、平均寿命は２～３年程度であ

り、狩猟圧が高い地域ではさらに低くなり、２年を下回

るという。しかし、条件が良ければ10年程度生きること

もあるという。また、一般的にオスよりもメスの方が長

生きであり、老齢な個体はメスが多く、若い個体はオス

が多いという。それはオスが基本的に単独で行動し、メ

スは家族単位で団体行動をするという行動パターンとも

関連しているものと言われている。しかし、シカの場

合でもメスはオスに比べ２～５、６年、奈良のシカの場

合には８～10年も長生きするという（2018-2020DEER　

INFO-日本で唯一の鹿情報総合サイト
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 https://deerinfo.pro/deer-hom）ことを考慮すれば、

一般的なことなのかもしれない。メスは子どもを産み、

育てるということから長生きするように遺伝子に組み込

まれているのではないかとさえ考えられる。

　次に狩猟時期の問題であるが、屠殺された時期を考え

る上では、イノシシの子どもの生まれた時期を再確認し

ておく必要がある。前述したように仮に１月の初め妊娠

したとすれば、妊娠期間約120日（４ヶ月）を経て、４月

末～５月初めには生まれることとなる。多少の前後はあ

るとしても概ねそれに近いものとして推定した。すると

その年の秋～冬で６ヶ月（0.5歳）前後、翌年の５月で満

１歳、そこから半年経って秋～冬の狩猟の時期には1.5

歳となる。同じように考えて次の秋～冬になると2.5歳、

さらにもう１年後の秋～冬で3.5歳となる。したがって、

※.5歳は秋～冬に狩猟されたからと考えることができる

のではないか。しかし、秋に生まれた個体であれば、当

然翌年の秋で満１歳となる。推定１歳の個体は春～夏に

狩猟されたものでないと仮定すれば、もしかしたら秋生

まれの個体だった可能性も考えられる。なお、仮に繁殖

期のオスは体臭を放って臭いので狩猟しないのが一般的

であったとすると12～１月より前に獲られたもの、つま

り10～11月頃が多かったのではないかとも考えられる。

　唐堀遺跡では全体の平均年齢は1.8歳から高めに見て

も2.1歳程であり、ほぼ２歳前後と考えるのが妥当と思

われる。中でも1.5歳前後と考えられる比較的若い個体

が約66％、2/3以上を占め、かなり多い。それに対して2.5

歳以上の個体は約25％、1/4とかなり少ない。さらにエ

ナメル質に穴が開いて象牙質まで出ていた歯は４点、か

なり歳を取った個体は１割にも満たない。若い個体はM3

－４まで摩滅したⅤ－４段階若しくは象牙質まで露出して

いたやや歳を取った個体に比べると2.6倍、反対にやや

歳を取った個体は若い個体の0.4倍しかいない。狩猟時

の平均年齢は２歳前後であり、まったく何もしていない

自然の状態と比較すればやや低いものである。こうした

ことから、唐堀遺跡では狩猟圧がやや高かったものと考

えられる（注２）。

　しかし、宮崎1978によれば、群馬県千網谷戸遺跡では、

最も高いピークはⅡ－１（７～８ヶ月、最初の秋～冬）で

あり、次はⅠ－２（６ヶ月、最初の秋～冬）であり、その

両者を合わせると68％、約７割になる。その次がⅢ－１

（19～20ヶ月、約1.5歳、２回目の秋～冬）の16％である。

生後６ヶ月を過ぎた最初の秋～冬に獲られたイノシシが

多いことが分かる。通常ピークは唐堀遺跡や千葉県武士

遺跡（小宮1998）、兵庫県の現生種（新美1991）などではⅢ

－１（19～20 ヶ月、約1.5歳、２回目の秋～冬）～Ⅲ－３で

あるが、それらと比較しても若いうちに狩猟されていた

個体が極めて多いことが分かる。千網谷戸遺跡のイノシ

シの平均年齢は0.9歳と１歳にも満たない。こうしたこ

とから、千網谷戸遺跡では、狩猟がかなり盛んであり、

唐堀遺跡よりもさらに狩猟圧が高かったことが窺える。

　また、直接関係ないが、ここで千網谷戸遺跡のシカ角

についても触れておくこととしたい。宮崎1978によると

シカ角は上層では、多孔質７片に対して緻密質50片、下

層では多孔質110片に対して緻密質24片と逆転している。

上下層ともに落角は確認されていないとのことである。

シカ角は春３月頃に落角し、４月頃から袋角の成長が始

まって８月末～10月半ば頃に完成する。はじめの頃シカ

角は多孔質で軟らかく、完成の頃には緻密質で硬いもの

となり、完成して落角する頃にはまた中心が多孔質とな

る。角座から下の角座骨があれば狩猟されたことが明確

となる。しかし、多孔質か緻密質かを見ることによって

いつの季節に狩猟されたものか大凡の判断ができる。そ

れに基づいて判断すれば、上層では秋～冬にシカの狩猟

が活発で、夏場は僅かに、下層では反対に夏場が活発で、

秋～冬はそれほどでもなかったことが分かる。必ずしも

狩猟適期とされる冬場にばかり狩猟していたわけではな

く、下層においては夏にも多く獲っていたことがわかる。

千網谷戸遺跡ではイノシシだけでなく、シカも若い個体

が多く狩猟していること、夏場にも狩猟することなど他

の遺跡ではあまり見られない状況であり、余程特殊な事

情があったことが推量される（注３）。

　小宮1998によれば、千葉県武士遺跡ではⅡ－１（７～

８ヶ月、最初の秋～冬）が最初のピークで6.7％、次のⅢ

－１（19～20 ヶ月、約1.5歳、２回目の秋～冬）が最も高

いピークで28.9％、その次がⅢ－４（31～32 ヶ月、約2.5

歳、３回目の秋～冬）付近のものであった。棒グラフ（第

233図）は1.5歳が最も高くその前後が低くなる山形を呈

するものである。1.5歳くらいの個体を狩猟することが

多く、若い個体は少なく老齢の個体も分散しそれぞれの

段階は比較的少ないものであり、一般的な形態のものと

第５章　調査成果

430



言える。ある意味唐堀遺跡とも類似性があるものである。

しかし、若い個体が少ないため平均年齢は3.1歳とやや

高く、現生種の通常の平均寿命とあまり変わらないもの

と思われる。こうしたことから、武士遺跡では狩猟圧は

唐堀遺跡や千網谷戸遺跡に比べ然程高くなかったものと

考えられる。

　新美1991によれば、愛知県伊川津遺跡全体では、最も

高いピークはⅡ－１（７～８ヶ月、最初の秋～冬）の24個

体17.5％であり、次に来るのはⅢ－１（約1.5歳、２回目

の秋～冬）13個体9.5％、Ⅲ－５（約2.5歳、３回目の秋～

冬）14個体10.2％、Ⅴ－３（6.5～7.5歳）14個体10.2％であ

る。１歳未満の若い個体を多く狩猟しているものの、２

回目の秋～冬にも比較的多く捕獲している。しかし、老

齢な個体も多く捕獲しており、狩猟時の平均年齢も2.9

歳と武士遺跡の3.1歳とほぼ同じで、資源は十分に確保

されていたことが分かる。こうしたことから伊川津遺跡

では狩猟圧は然程高いものではなかったことが考えられ

る。多少若年齢のイノシシを獲っても遺跡周辺には多く

の個体がおり、若年齢層が中心となるような構成になっ

ていなかったことが窺える。

　しかし、各層毎にもう少し細かく見ていくと、Ⅰ層で

はⅣ（３回目の冬）以降の比較的高齢な個体が多く狩猟さ

れている。Ⅲ層やⅤ層ではⅡ－１（１回目の冬）の個体が

多く狩猟されているが、高齢の個体もそれなりに狩猟さ

れている。層位によってⅡ－１（７～８ヶ月、最初の秋～

冬）の若い個体を多く狩猟しているところとそこも比較

的多いものの、どちらかというとⅢ－５（約2.5歳、３回

目の秋～冬）以上の成獣や比較的高齢な個体も多く狩猟

しているところがある。一般的な他の遺跡や兵庫県多紀

郡産現生種のようにⅢ－１（約1.5歳、２回目の秋～冬）を

ピークに両側に下がるような単純なグラフとはなって

いない。狩猟時の平均年齢もⅠ層では3.4歳と最も高く、

Ⅲ層とⅤ層では2.8歳、Ⅵ層では2.4歳、Ⅳ層では1.7歳と、

Ⅳ層を除くある程度数量のある層では2.5歳前後からや

や高くなっている。Ⅲ層以下ではⅠ層に比べ狩猟圧がや

や高いものの、年齢構成が若年齢化しているとまでは言

えるような状況ではない。Ⅰ層では狩猟圧が低くなった

ことによって狩猟時の平均年齢が上がり、高齢の個体も

多くなっているものと思われる。

　次に現生種についても比較のため見ておきたい。

　新美1991によれば、現生種の兵庫県多紀郡産のイノシ

シ47頭について見ると、最初に来るピークはⅡ－１（７～

８ヶ月、最初の秋～冬）の６頭12.8％であり、最も高い

ピークは次のⅢ－１（19～20 ヶ月、約1.5歳、２回目の秋

～冬）の21頭44.7％である。半数弱が約1.5歳で捕獲され

ている。その次はⅣ（2.5歳前後以上、３回目の秋～冬以

降）の５頭10.6％となる。Ⅲ－１の両側に傾斜するオーソ

ドックスな形態となる。唐堀遺跡も武士遺跡もこの形態

となっている。平均年齢は約2.3歳で、唐堀遺跡に近い

ものとなっている。多くの個体が２回目の秋～冬頃約1.5

歳で狩猟されたものと考えることができよう。罠猟は別

かもしれないが、猟師は一般的にたとえ見付けたとして

も若い個体は避ける傾向があるから、生後半年前後の若

齢の個体は少ないのではないかと考えられる。そのこと

によって一定数の生息個体数が保たれる。反対に生息個

体数を減らそうとする場合には若い個体を多く狩猟する

ように狩猟圧を高めていく必要がある。

　③　まとめ

　狩猟を行っている地域では、狩猟圧は平均年齢約３歳

前後が普通、約２歳前後はやや高め、約１歳以下～１歳

未満はかなり高いと分けることもできる。

　狩猟時の平均年齢で見ても、千葉県武士遺跡が約３歳

で普通、唐堀遺跡と現生種の兵庫県多紀郡産のものが約

２歳でやや高め、伊川津遺跡でも層位毎に見ると普通～

やや高めであるが１歳を下回るものは無い。それに対し

て、千網谷戸遺跡の0.9歳というのは群を抜いて若年齢

化している。生まれて最初の冬で狩られた個体が多く、

石鏃の出土点数の多い後晩期の遺跡の中でも群を抜いて

狩猟時の平均年齢が低く、極めて狩猟圧が高かったこと

が窺える。これほどまでに狩猟圧を高めた理由は何で

あったのか。余程食料に困っていたのか、あるいは多く

の若い個体を必要とするような祭りなど何か特別な事情

があったのか、自然環境に影響が出るような状況があっ

たのか、いずれにしてもかなり特殊な事例と思われる。
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注
（注１）　辻・横山2014によれば、「2003年から2013年に狩猟や有害捕獲
により捕獲された個体等、計517頭を用いて、下顎の歯の萌出と交換状
況の観察および第一後臼歯のセメント質層の年輪数のカウントによって
年齢査定を実施し、兵庫県イノシシの年齢構成を明らかにした。年間通
じて収集された個体の歯の萌出と交換状況を観察することにより、兵庫
県イノシシの3歳までの年齢査定表を作成したところ、ほとんどの歯の
萌出と交換において7～8か月の変異幅が確認されたことから、イノシシ
では歯の萌出と交換の個体差が大きいことが示唆された。したがって、
それらの観察によるイノシシの月齢や週齢の査定は困難であるとされ
た。特に上顎の方が下顎よりも個体差が大きく、個体差及び対象個体群
や対象地域での変異も大きいと考えられ、全国一律と考えると様々な誤
差を生み出す恐れがある。」という。「分析個体の年齢は0歳から11歳まで
確認されたが、年齢構成は0歳と1歳が全体の56.3％ （約６割弱）を占め
る。若齢層が多いピラミッド型であった。これにより兵庫県のイノシシ
は増加型を示す一方で、比較的強い捕獲圧がかかっていることが考えら
れた。雌雄別にみると、若齢ではオスの方が多く、高齢ではメスの方が
多かったことから、メスの方がオスよりも高齢まで生存しやすいことが
考えられた。」最高齢もオスが８歳に対してメスは11才であったという。

（注２）　兵庫県の現世種と比較した場合、唐堀遺跡では第１点目として、
1.5歳が７割近くを占め、2.5歳以上のものは約３割に満たない。これは
あくまでも残存した上下どちらかの歯から出した年齢であり、上下の組
み合わせもあったかもしれないので、遺跡での個体数を推定したもので
はない。しかし、やや高い狩猟圧が掛かっていたことは分かる。同遺跡
ではM3－4の象牙質が出ていたＶ－4段階のものあったが、10歳を超えるよ
うな高齢とまでは行かないものと思われる。第２点目は、「ほとんどの
歯の萌出と交換において7～8か月の変異幅が確認され、イノシシでは歯
の萌出と交換の個体差が大きい」ことが分かったということである。７
～８か月のずれが生じるということになると半年以上の差であり、春～
夏と秋～冬が逆転しまうことも起こり得るものである。これは狩猟の季
節を考える上では大きな差であり、障碍となり得るものである。月齢が
当てにならないとすると年齢も当てにならないということになってしま
う。しかし、そうは言うものの遺物の場合切断して研磨するわけにも行
かず、ある程度の目安にはなるものとして扱ったことは前にも述べた通
りである。

（注３）　地域差・個体群差という点からすると、群馬県立自然史博物館
収蔵のシカの下顎骨210個体を調査した箱田祥子「シカの下顎骨と年齢
の関係および歯と食性の関係について」www.gmnh.pref.gunma.jp/wp-
content/ploads/report2014-5.pdfによれば、現生種においては群馬県
内の赤城地域のシカと尾瀬地域のシカでは下顎骨の成長には差が無いも
のの、食性の違いから歯の磨耗の速度に明らかな違いがあり、より硬い
ものを食べる尾瀬地域のシカの方が磨耗の度合いが速く進み、軟らかい
ものを食べる赤城地域のシカの方が遅くなるという。何を食べているか、
食性によってその磨耗度合いは違ってくるので、唐堀遺跡のように地
域も時代も違うものを単純に比較する訳には行かない。しかし、現生種
との比較研究は必要なものであり、現生種の事を知ることにより、遺跡
の状況も比較検討することができるものと思われる。この研究はシカを
扱ったものであるが、そこで参考にしたのはイノシシの下顎骨の歯であ
る。違う種の動物ではあるが、歯は使うと摩れていくという事では共通
点があり、単純に比較はできないものの参考にはなるものと思われる。
　群馬県カモシカ適正管理計画（第三期）資料編の捕獲個体の年齢構成を
見ると図－21嬬恋村（平成19年度～平成26年度）ではオス・メスとも最も
高いピークが1.5歳であり、合わせて考えた場合でも1.5歳の24個体が最
大、次いで0.5歳の12個体が高いものとなっている。それ以上はあまり
変化がなく、特定のピークはなく、20歳を超えると１個体で疎らとなっ
ている。0.5歳の未成熟の個体も捕獲するものの、1.5歳にピークがある。
比較的若い個体を多く捕獲していることが分かる。狩猟圧はやや高いと
考えられる。
　図－22 昭和村（平成21年度～平成26年度）ではオスの最大のピークが
1.5歳の12個体、次いで0.5歳の10個体であり、オス・メス合わせて考え
た場合1.5歳18個体、0.5歳18個体で同数となり、次いで2.5歳の10個体
となり、それ以上は徐々に減って行き、13.5歳以上は疎らとなっている。
1.5歳以下の比較的若い個体を多く捕獲していることが分かる。0.5歳と
1.5歳がオス・メス合わせた場合には同数であり、昭和村の方が嬬恋村
よりもやや狩猟圧が高いことが分かる。
  図－23 片品村（平成23年度～26年度）ではオスのピークは3.5歳の５個

体、メスのピークは2.5歳の６個体、オス・メス合わせた場合では2.5歳
８個体、3.5歳８個体と同数で最も高くなっている。それ以上は14.5歳
くらいまであまり大きな変化はなく、16.5歳以上で１個体ずつ疎らと
なっていく。片品村では前二村に比べやや狩猟圧が低くなっていること
が分かる。
　図－24 沼田市利根町（平成24年度～26年度）ではメスのピークが1.5歳
の４個体であり、オスのピークは3.5歳と4.5歳の各２個体である。オス・
メス両者を合わせて考えた場合では1.5歳の４個体と3.5歳の４個体が同
数で多くなっている。4.5歳を超えると疎らとなっていく。比較的若い
個体が多いように見えるが、全体数が少なく明確には言えない。
　これら各町村を比較すると嬬恋村では1.5歳が最も多く捕獲されてい
るが、昭和村では1.5歳と0.5歳が同数である。いずれの村でも1.5歳以
下の比較的若い個体が多く捕獲されている。それに対して片品村では2.5
歳と3.5歳が同数でピークとなっており、やや年齢が高い個体が捕獲さ
れていることが分かる。基本的に農業被害の大きい町村では害獣駆除と
いうことで捕獲個体が多く、しかもその被害は生息数の多い若い個体に
よるものが大きいということで1.5歳以下の比較的若い個体を多く捕獲
しているのではないかと思われる。
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※個体差が大きく、特に上顎の方が下顎に比べて個体差が大きく、切片の年輪数を確認しないと確実な年齢査定は難しい。兵庫県の例では、現生種でも
歯の萌出と交換において7 ～ 8か月の変異幅が確認され、イノシシでは歯の萌出と交換の個体差が大きいことが示唆された。したがって、それらの観察
によるイノシシの月齢や週齢の査定は困難であると考えられた。特に上顎の方が下顎よりも個体差が大きい。個体差及び対象個体群や対象地域での変異
も大きいと考えられ、全国一律と考えると様々な誤差を生み出す恐れがある。しかし、遺物である歯を切断して年輪を数える訳にもいかないので、歯の
萌出と交換や摩滅の状況からおよその目安として年齢査定を行った。特に2.5 ～３歳前後以上のものについては不確実な面があることは否めないが、大
凡の目安や全体の傾向を把握することはできるのではないかと思われる。

新美倫子1991.3「愛知県伊川津遺跡出土ニホンイノシシの年齢及び死亡時期査定について」国立歴史民俗博物館研究報告第29集

※兵庫県イノシシの年齢査定表（ 辻智香・横山真弓2014「ニホンイノシシの年齢査定方法」『兵庫 ワイルドライフモノグラフ』６）より

Ⅰ１　第一切歯  M１　第一後臼歯  M３－１  第一、二咬頭まで萌出 
Ⅰ２　第二切歯  M２　第二後臼歯  M３－２  第三、四咬頭まで萌出 
Ⅰ３　第三切歯  M３　第三後臼歯  M３－３  第五、六咬頭まで萌出 
Ｃ　　犬歯Ｐ 
　　　前臼歯

第231図　イノシシ下顎骨模式図

第84表　イノシシ歯の萌出・摩耗（現生資料と伊川津遺跡出土資料

第85表　兵庫県イノシシの年齢査定表
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段階 状態 推定年齢 備考

Ⅰ M₁未萌出（全て乳歯）～途中 Ⅰ－１ M ₁全く出ず 3ヶ月
Ⅰ－２ M ₁萌出途中 6ヶ月

Ⅱ M ₁萌出完了
Ⅱ－１ M ₂歯槽開く ７～８ヶ月 １回目の秋冬
Ⅱ－２ M ₂－１出る ７～８ヶ月
Ⅱ－３ M ₂－２出る 1歳

Ⅲ M ₂萌出完了

Ⅲ－１ M ₃歯槽開く 1.5歳 ２回目の秋冬
Ⅲ－２ M ₃－１出る 1.5歳
Ⅲ－３ M ₃－２出る 1.5歳＋α
Ⅲ－４ M ₃－３出る 2.5歳 ３回目の秋冬
Ⅲ－５ M ₃－４出る 2.5歳

Ⅳ M₃萌出完了（４に磨耗無し） 2.5 ～ 3.5歳

Ⅴ M₃萌出完了（４に磨耗有り）

Ⅴ－１ M ₃－１象牙質出る 3.5 ～ 4.5歳 8.5歳±個体有り
Ⅴ－２ M ₃－２象牙質出る 3.5 ～ 5.5歳
Ⅴ－３ M ₃－３象牙質出る 6.5 ～ 7.5歳
Ⅴ－４ M ₃－４象牙質出る 7.5歳以上

０歳 １歳 ２歳 ３歳
Ⅰ１ 乳歯 交換中 永久歯
Ⅰ２ 乳歯 交換中 永久歯
Ⅰ３ 乳歯 交換中 永久歯
Ｃ 乳歯 交換中 永久歯
Ｐ 乳歯 交換中 永久歯

M１ 萌出中 永久歯
M２ 萌出中 永久歯

M３
M３－１　　　　　萌出中 永久歯

M３－２　　　　　萌出中 永久歯
M３－３　　　　　萌出中 永久歯
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№ 区 グリッド 層位 種別 部位 状態 段階 年齢
2 2 2J-36 Ⅻ イノシシ 右下顎歯M₃　 M₃－４象牙質出る Ｖ－４ 7.5
3 2 2J-36 Ⅻ イノシシ 左下顎歯M₃ M₃－２磨滅 Ⅲ－３ 1.5
12 3 2M-39 Ⅹ イノシシ 右下顎歯M₃ M₃－１磨滅 Ⅲ－２ 1.5
13 3 2M-39 Ⅹ イノシシ 右上顎歯　 M₃歯槽開く Ⅲ－１ 1.5
14 3 2M-39 Ⅹ イノシシ 左上顎歯 M₃歯槽開く Ⅲ－１ 1.5
15 3 2M-39 Ⅹ イノシシ 右下顎歯M₃ M₃歯槽開く Ⅲ－１ 1.5
16 3 2M-39 Ⅹ イノシシ 左上顎歯 M₃歯槽開く Ⅲ－１ 1.5
17 3 2M-39 包含層№125 イノシシ 右下顎歯 M₃歯槽開く Ⅲ－１ 1.5
30 3 2N-38 Ⅹ イノシシ 左上顎歯 M₃－１象牙質出る Ｖ－１ 3.5
31 3 2N-38 水場１面 イノシシ 左上顎歯 M₁未萌出 Ⅰ－２ 0.5
33 3 2N-38 包含層№5 イノシシ 右下顎歯 M₃－４磨滅 Ⅲ－５ 2.5
44 1 2N-41 Ⅺ イノシシ 右上顎歯M₃　 M₃－２磨滅 Ⅲ－３ 1.5
45 1 2N-41 Ⅺ イノシシ 左下顎歯M₃ M₃歯槽開く Ⅲ－１ 1.5
50 3 2O-38 Ⅹ イノシシ 右下顎歯 M₃－３磨滅 Ⅲ－４ 2.5
51 3 2O-38 Ⅹ イノシシ 右下顎歯 M₃－４磨滅 Ⅲ－５ 2.5
52 3 2O-38 Ⅹ イノシシ 左上顎歯 M₃－１象牙質出る Ｖ－１ 3.5
53 3 2O-38 Ⅹ イノシシ 右上顎歯 M₃－２磨滅 Ⅲ－３ 1.5
70 3 2O-39 Ⅹ イノシシ 左上顎歯 M₃－２磨滅 Ⅲ－３ 1.5
71 3 2O-39 Ⅹ イノシシ 左上顎歯 M₃－１磨滅 Ⅲ－２ 1.5
72 3 2O-39 Ⅹ イノシシ 右下顎歯M₃ M₃－３磨滅 Ⅲ－４ 2.5
73 3 2O-39 Ⅹ イノシシ 左上顎歯破片M₃ M₃歯槽開く Ⅲ－１ 1.5
74 3 2O-39 Ⅹ イノシシ 右下顎歯 M₃－２磨滅 Ⅲ－３ 1.5
78 3 2O-40 Ⅹ イノシシ 左下顎歯 M₃－４磨滅 Ⅲ－５ 2.5
80 3 2P-38 Ⅹ イノシシ 左上顎歯 M₃歯槽開く Ⅲ－１ 1.5
85 3 2P-39 Ⅹ イノシシ 左下顎歯M₃ M₃歯槽開く Ⅲ－１ 1.5

130-1 3 29号集石 埋土 イノシシ 右顎歯 M₃－１磨滅 Ⅲ－２ 1.5
130-2 3 29号集石 埋土 イノシシ 歯M₃破片 M₃－３磨滅 Ⅲ－４ 2.5
131 1 中央トレンチ イノシシ 右上顎歯（破片） M₃－２磨滅 Ⅲ－３ 1.5
3 3 2N-38 Ⅹ イノシシ 左下顎歯M₃ M₃－２磨滅 Ⅲ－３ 1.5
4 3 2N-38 Ⅹ イノシシ 右下顎歯M₃ M₃－４磨滅 Ⅲ－５ 2.5
5 3 2N-38 Ⅹ イノシシ 右上顎歯 M₃歯槽開く Ⅲ－１ 1.5

9-1 3 2N-39 Ⅹ イノシシ 上顎歯 M₃歯槽開く Ⅲ－１ 1.5
9-2 3 2N-39 Ⅹ イノシシ 下顎歯 M₃歯槽開く Ⅲ－１ 1.5
12 3 2N-39 Ⅹ イノシシ 右下顎歯M₃ M₃－１磨滅 Ⅲ－２ 1.5
13 3 2N-39 Ⅹ イノシシ 左下顎歯M₃ M₃－４磨滅 Ⅲ－５ 2.5
14 3 2N-39 Ⅹ イノシシ 左下顎歯 M₃歯槽開く Ⅲ－１ 1.5
15 3 2N-39 Ⅹ イノシシ 右上顎歯M₂ M₂ Ⅲ－１? 1.0
16 3 2N-39 Ⅹ イノシシ 右下顎歯M₃ M₃－１磨滅 Ⅲ－２ 1.5
19 3 2N-40 Ⅹ イノシシ 左上顎歯（破片）M₃？ M₃ Ⅲ－2～4? 1.5
22 1 2O-40 Ⅻ イノシシ 右上顎歯M₃ M₃－２磨滅 Ⅲ－３ 1.5
26 1 2P-38 イノシシ 左下顎歯M₃ M₃－２磨滅 Ⅲ－３ 1.5
45 1 2R-44 Ⅻ イノシシ 右上顎歯　他 M₃歯槽開く Ⅲ－１ 1.5
49 3 2M-39 Ⅻ イノシシ 下顎左 M₃－２磨滅 Ⅲ－３ 1.5
50 3 2M-39 Ⅻ イノシシ 上顎左 M₃萌出完了 Ⅳ？ 2.5
51 3 2M-40 Ⅹ イノシシ 上顎右 M₃－２磨滅 Ⅲ－３ 1.5
52 3 2M-40 Ⅻ イノシシ 下顎左 M₃－３磨滅 Ⅲ－４ 2.5
53 3 2N-38 Ⅻ イノシシ 右上顎歯M₃ M₃－２象牙質出る Ⅴ－２ 3.5

3 15号配石 イノシシ 左下顎歯M₃ M₃－２極僅か磨滅 Ⅲ－３ 1.5
3 15号配石 イノシシ 右下顎歯M₂ M₂ Ⅱ－３？ 1.0
3 2M-38 Ⅹ イノシシ 左下顎歯M₂ M₂－１象牙質出る Ⅳ？ 2.5
3 2M-38 Ⅹ イノシシ 左上顎歯M₃ M₃－１磨滅なし Ⅲ－１ 1.5
3 2O-38 Ⅹ イノシシ 左上顎歯M₃ M₃－２象牙質出る Ⅴ－２ 3.5
3 2M-39 Ⅹ イノシシ 左下顎歯M₃ M₃歯槽開く Ⅲ－１ 1.5
3 2M-39 Ⅹ イノシシ 右上顎歯M₂ M₂－２磨滅 Ⅱ－３？ 1.0
3 2M-38 Ⅹ イノシシ 右上顎歯M₂ M₂－２磨滅なし Ⅱ－３？ 1.0
3 2N-39 Ⅹ イノシシ 左上顎歯M₃ M₃－２僅かに磨滅 Ⅲ－３ 1.5
3 2N-39 Ⅹ イノシシ 右上顎歯M₃ M₃－２僅かに磨滅 Ⅲ－３ 1.5
3 2N-39 Ⅹ イノシシ 右上顎歯M₃ M₃－２僅かに磨滅 Ⅲ－３ 1.5
3 2O-39 Ⅹ イノシシ 右下顎歯M₃ M₃－1磨滅 Ⅲ－２ 1.5
3 2O-39 Ⅹ イノシシ 左下顎歯M₂ M₂－1磨滅 Ⅱ－３？ 1.0
3 2O-39 Ⅹ イノシシ 左下顎歯M₂ M₂－2磨滅 Ⅱ－３？ 1.0
3 2N-40 Ⅺ イノシシ 左下顎歯M₃ M₃歯槽開く Ⅲ－１ 1.5
1 2N-41 Ⅺ イノシシ 右下顎歯M₃ M₃－2磨滅 Ⅲ－３ 1.5
3 2O-38 Ⅹ イノシシ 右下顎歯M₃ M₃－2磨滅 Ⅲ－３ 1.5
1 2O-40 22号配石 イノシシ 左下顎歯M₃ M₃－2磨滅 Ⅲ－３ 1.5
3 2P-39 Ⅹ イノシシ 右上顎歯M₃ M₃－2僅かに磨滅 Ⅲ－３ 1.5
3 2P-39 Ⅹ イノシシ 右上顎歯M₃ M₃－1磨滅 Ⅲ－２ 1.5
3 2P-39 Ⅹ イノシシ 右下顎歯M₃ M₃－3僅かに磨滅 Ⅲ－４ 2.5



Ⅰ-１ Ⅰ-２ Ⅱ-２ Ⅱ-３Ⅱ-１ Ⅲ-１ Ⅲ-２ Ⅲ-３ Ⅲ-４ Ⅲ-５ Ⅳ Ⅴ-１ Ⅴ-２ Ⅴ-３ Ⅴ-４
狩猟の季節 1回目の冬 2回目の冬 3回目の冬 3回目の以降唐堀遺跡イノシシ

群馬県
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

Ⅰ-１ Ⅰ-２ Ⅱ-２ Ⅱ-３Ⅱ-１ Ⅲ-１ Ⅲ-２ Ⅲ-３ Ⅲ-４ Ⅲ-５ Ⅳ Ⅴ-１ Ⅴ-２ Ⅴ-３ Ⅴ-４
狩猟の季節 1回目の冬 2回目の冬 3回目の冬 3回目の以降千綱谷戸遺跡イノシシ

群馬県
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

第232図　イノシシの推定月齢・年齢と狩猟季節―①
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段階
推定月齢・年齢

Ⅰ－１
３ヶ月

Ⅰ－２
６ヶ月

Ⅱ－１
７～
８ヶ月

Ⅱ－２
７～
８ヶ月

Ⅱ－３
１歳

Ⅲ－１
1.5歳

Ⅲ－２
1.5歳

Ⅲ－３
1.5歳
＋α

Ⅲ－４
2.5歳

Ⅲ－５
2.5歳

Ⅳ
2.5～
3.5歳

Ⅴ－１
3.5～
4.5歳

Ⅴ－２
3.5～
5.5歳

Ⅴ－３
6.5～
7.5歳

Ⅴ－４
7.5歳
以上

合計

唐堀遺跡 0 1 0 0 5 18 8 19 6 5 2 2 1 0 1 68
千網谷戸遺跡上下 0 5 12 1 1 4 0 0 2 0 0 0 0 0 0 25
千葉県武士遺跡 1 0 3 0 0 13 0 3 1 4 8 2 5 1 4 45
兵庫県多紀郡産 0 1 6 0 0 21 1 0 4 2 5 1 3 3 0 47
狩猟の季節 　　　　　　　１回目の冬　　　　　　２回目の冬　　　　　  ３回目の冬　　　　　　３回目の冬以降
※新美1991及び小宮1998による表に遺跡データ追加改変

千網谷戸遺跡上層 0 1 5 1 0 4 0 0 2 0 0 0 0 0 0 13
千網谷戸遺跡下層 0 4 7 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12
千網谷戸遺跡上下 0 5 12 1 1 4 0 0 2 0 0 0 0 0 0 25



Ⅰ-１ Ⅰ-２ Ⅱ-２ Ⅱ-３Ⅱ-１ Ⅲ-１ Ⅲ-２ Ⅲ-３ Ⅲ-４ Ⅲ-５ Ⅳ Ⅴ-１ Ⅴ-２ Ⅴ-３ Ⅴ-４
狩猟の季節 1回目の冬 2回目の冬 3回目の冬 3回目の以降武士遺跡イノシシ

千葉県
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

Ⅰ-１ Ⅰ-２ Ⅱ-２ Ⅱ-３Ⅱ-１ Ⅲ-１ Ⅲ-２ Ⅲ-３ Ⅲ-４ Ⅲ-５ Ⅳ Ⅴ-１ Ⅴ-２ Ⅴ-３ Ⅴ-４
狩猟の季節 1回目の冬 2回目の冬 3回目の冬 3回目の以降多紀郡産現生イノシシ

兵庫県
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

第88表　イノシシ歯の萌出・咬耗段階―①

第233図　イノシシの推定月齢・年齢と狩猟季節―②
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段階 Ⅰ－１ Ⅰ－２ Ⅱ－１ Ⅱ－２ Ⅱ－３ Ⅲ－１ Ⅲ－２ Ⅲ－３ Ⅲ－４ Ⅲ－５ Ⅳ Ⅴ－１ Ⅴ－２ Ⅴ－３ Ⅴ－４
合計

狩猟時
平均年
齢

推定月齢・年齢 ３ヶ月 ６ヶ月 ７～
８ヶ月

７～
８ヶ月

１歳 1.5歳 1.5歳 1.5歳
＋α

2.5歳 2.5歳 2.5～
3.5歳

3.5～
4.5歳

3.5～
5.5歳

6.5～
7.5歳

7.5歳
以上

群馬県唐堀遺跡 0 1 0 0 5 18 8 19 6 5 2 2 1 0 1 68 2.10 0.5 0 0 7.5 27 12 38 15 12.5 9 9 4.5 0 7.5 142.5
0 1.5% 0 0 7.4% 26.5% 11.8% 27.9% 8.8% 7.4% 2.9% 2.9% 1.5% 0 1.5% 100%

群馬県千網谷戸
遺跡上下

0 5 12 1 1 4 0 0 2 0 0 0 0 0 0 25 0.90 2.5 7.2 0.7 1 6 0 0 5 0 0 0 0 0 0 22.4
0 20.0% 48.0% 4.0% 4.0% 16.0% 0 0 8.0% 0 0 0 0 0 100%

千葉県武士遺跡 1 0 3 0 0 13 0 3 1 4 8 2 5 1 4 45 3.10.25 0 1.8 0 0 19.5 0 6 2.5 10 28 9 27.5 6.5 30 141.05
2.2% 0 6.7% 0 0 28.9% 0 6.7% 2.2% 8.9% 17.8% 4.4% 11.1% 2.2% 8.9% 100%

愛知県伊川津遺
跡

5 5 24 4 4 13 5 9 6 14 10 4 8 14 12 137 2.91.25 1.25 14.4 2.8 4 19.5 7.5 18 15 35 35 18 44 91 90 396.7
3.6% 3.6% 17.5% 2.9% 2.9% 9.5% 3.6% 6.6% 4.4% 10.2% 7.3% 2.9% 5.8% 10.2% 8.8% 100%

兵庫県多紀郡産 0 1 6 0 0 21 1 0 4 2 5 1 3 3 0 47 2.30 0.5 3.6 0 0 31.5 1.5 0 10 5 17.5 4.5 16.5 19.5 0 110.1
0 2.1% 12.8% 0 0 44.7% 2.1% 0 8.5% 4.3% 10.6% 2.1% 6.4% 6.4% 0 100%

狩猟の季節 　　　　　　　１回目の冬　　　　　　２回目の冬　　　　　　３回目の冬　　　　　３回目の冬以降
※新美1991及び小宮1998による表に唐堀遺跡データ追加改変



Ⅰ-１ Ⅰ-２ Ⅱ-２ Ⅱ-３Ⅱ-１ Ⅲ-１ Ⅲ-２ Ⅲ-３ Ⅲ-４ Ⅲ-５ Ⅳ Ⅴ-１ Ⅴ-２ Ⅴ-３ Ⅴ-４
1回目の冬 2回目の冬 3回目の冬 3回目の以降伊川津遺跡イノシシ

愛知県
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

第89表　イノシシ歯の萌出・咬耗段階―②（千網谷戸遺跡上・下層）
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Ⅰ層
0

0.0%

1
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11.1%
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0.7
2.8%

2
2

5.6%

2
3

5.6%

2
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5.6%

1
2

2.8%

1
2.5
2.8%
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12.5
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6
21

16.7%
0

0.0%

3
16.5
8.3%

2
13

5.6%

6
45

16.7%

36
123.85
100%

3.4

Ⅲ層 1
0.25
3.3%

0
0.0%

7
4.2

23.3%

2
1.4
6.7%

1
1

3.3%

3
4.5

10.0%

1
1.5
3.3%

2
4

6.7%
0

0.0%

2
5

6.7%

3
10.5
10.0%

1
4.5
3.3%

2
11

6.7%

1
6.5
3.3%

4
30

13.3%

30
84.35
100%

2.8

Ⅳ層 1
0.25
14.3%

1
0.25
14.3%

1
0.6

14.3%

0
0.0%

1
1

14.3%

1
1.5

14.3%
0

0.0%

1
2

14.3%
0

0.0%
0

0.0%
0

0.0%
0

0.0%
0

0.0%

1
6.5

14.3%

　
0

0.0%

7
12.1
100%

1.7

Ⅴ層 1
0.25
1.8%

2
0.5
3.6%

11
6.6

19.6%

1
0.7
1.8%

0
0.0%

7
10.5
12.5%

2
3

3.6%

4
8

7.1%

5
12.5
8.9%

7
17.5
12.5%

1
3.5
1.8%

1
4.5
1.8%

3
16.5
5.4%

9
58.5
16.1%

2
15

3.6%

56
157.55
100%

2.8

Ⅵ層 2
0.5
25.0%

1
0.25
12.5%

1
0.6

12.5%
0

0.0%
0

0.0%
0

0.0%
0

0.0%

1
2

12.5%
0

0.0%
0

0.0%
0

0.0%

2
9

25.0%
0

0.0%

1
6.5

12.5%
0

0.0%

8
18.85
100%

2.4

全体
愛知県伊川津遺跡

5
1.25
3.6%

5
1.25
3.6%

24
14.4
17.5%

4
2.8
2.9%

4
4

2.9%

13
19.5
9.5%

5
7.5
3.6%

9
18

6.6%

6
15

4.4%

14
35

10.2%

10
35

7.3%

4
18

2.9%

8
44

5.8%

14
91

10.2%

12
90

8.8%

137
396.7
100%

2.9

Ⅰ－１ Ⅰ－２ Ⅱ－１ Ⅱ－２ Ⅱ－３ Ⅲ－１ Ⅲ－２ Ⅲ－３ Ⅲ－４ Ⅲ－５ Ⅳ Ⅴ－１ Ⅴ－２ Ⅴ－３ Ⅴ－４
狩猟の季節 　　　　　　　１回目の冬　　　　　　２回目の冬　　　　　　３回目の冬　　　　　　３回目の冬以降

段階 Ⅰ－１ Ⅰ－２ Ⅱ－１ Ⅱ－２ Ⅱ－３ Ⅲ－１ Ⅲ－２ Ⅲ－３ Ⅲ－４ Ⅲ－５ Ⅳ Ⅴ－１ Ⅴ－２ Ⅴ－３ Ⅴ－４
合計

狩猟時
平均年
齢

推定月齢・年齢 ３ヶ月 ６ヶ月 ７～
８ヶ月

７～
８ヶ月

１歳 1.5歳 1.5歳 1.5歳
＋α

2.5歳 2.5歳 2.5～
3.5歳

3.5～
4.5歳

3.5～
5.5歳

6.5～
7.5歳

7.5歳
以上

千網谷戸遺跡
上層

0 1 5 1 0 4 0 0 2 0 0 0 0 0 0 13
1.20 0.5 3 0.7 0 6 0 0 5 0 0 0 0 0 0 15.2

0 7.7% 38.5% 7.7% 0.0% 30.8% 0 0 15.4% 0 0 0 0 0 0 100%
千網谷戸遺跡
下層

0 4 7 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12
0.60 2 4.2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7.2

0 33.3% 58.3% 0.0% 8.3% 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0 0 0 0 100%



Ⅰ-１ Ⅰ-２ Ⅱ-２ Ⅱ-３Ⅱ-１ Ⅲ-１ Ⅲ-２ Ⅲ-３ Ⅲ-４ Ⅲ-５ Ⅳ Ⅴ-１ Ⅴ-２ Ⅴ-３ Ⅴ-４
1回目の冬 2回目の冬 3回目の冬 3回目の以降

Ⅰ層
1
2
3
4
5
6

Ⅰ-１ Ⅰ-２ Ⅱ-２ Ⅱ-３Ⅱ-１ Ⅲ-１ Ⅲ-２ Ⅲ-３ Ⅲ-４ Ⅲ-５ Ⅳ Ⅴ-１ Ⅴ-２ Ⅴ-３ Ⅴ-４
1回目の冬 2回目の冬 3回目の冬 3回目の以降

Ⅲ層
1
2
3
4
5
6
7

Ⅰ-１ Ⅰ-２ Ⅱ-２ Ⅱ-３Ⅱ-１ Ⅲ-１ Ⅲ-２ Ⅲ-３ Ⅲ-４ Ⅲ-５ Ⅳ Ⅴ-１ Ⅴ-２ Ⅴ-３ Ⅴ-４
1回目の冬 2回目の冬 3回目の冬 3回目の以降

Ⅳ層
1
2
3
4

Ⅰ-１ Ⅰ-２ Ⅱ-２ Ⅱ-３Ⅱ-１ Ⅲ-１ Ⅲ-２ Ⅲ-３ Ⅲ-４ Ⅲ-５ Ⅳ Ⅴ-１ Ⅴ-２ Ⅴ-３ Ⅴ-４
1回目の冬 2回目の冬 3回目の冬 3回目の以降

Ⅴ層
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

Ⅰ-１ Ⅰ-２ Ⅱ-２ Ⅱ-３Ⅱ-１ Ⅲ-１ Ⅲ-２ Ⅲ-３ Ⅲ-４ Ⅲ-５ Ⅳ Ⅴ-１ Ⅴ-２ Ⅴ-３ Ⅴ-４
1回目の冬 2回目の冬 3回目の冬 3回目の以降

Ⅵ層
1
2
3
4

第235図　イノシシの推定月齢・年齢と狩猟季節―④
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（３）　シカ角について
　唐堀遺跡では248.3ｇのシカ角の出土重量があった。

いずれも小破片が多く、シカ角全体の形を復原できるよ

うなものはない。出土グリッドは2I-36、2J-35・37～

39、2K-36・38、2L-37、2M-38～40、2N-38～41、2O-38

～42、2P-39～43、2Q-42～44、2R-38・39・42～44、

2S-44である。2Tラインよりも西側からのシカ角の出土

はない。2Ｕラインよりも西側にはシカ歯の出土もない。

多いのは2Mラインの西側と2Tラインの間であり、特に骨

片出土量の多い部分に集中している傾向は見られる。一

番多いのは2S-44の31.5ｇであり、次いで６号配石のあ

る2Q-43の24.9ｇ、2O-38の24.2ｇ、2O-38の22.2ｇと続

く。2Mラインの東側（２区側）では出土量は少ない。全体

重量54,870ｇの約0.45％に過ぎず、シカの歯1,180ｇに

比べてもかなり少ない。角はシカのオスにしか無いので、

少ないのかもしれないが、歯の重量の1/4にも満たない。

それだけ使用、消費されたということであろうか。

　全体の中からやや大きめの角を含む袋を抽出した75点

について詳細に観察したところ、最軽量のものは0.01ｇ

しかなく、最小のものの長さ・幅は0.3㎝、厚さは0.1㎝

である。とにかく微細な破片が多い。最大のものでも長

さ４㎝、5.5ｇしかなく道具を作るのにはかなり小さい

ものである。骨片同様に焼けているものが多く、90％

以上が何らかの火熱を受けているものであり、生のもの

は10％にも満たない。次に部位・部分であるが、主幹約

60％、先端約30％で両者合わせて90％以上、分岐部４％、

基部３％で、両者合わせて７％で、大目に見てもおよそ

10％未満であった。シカ角は全体の中で主幹部が主体を

占めるので、多いのは納得できるものである。先端部は

主幹１本に対して複数、最大４本あるので多いはずであ

るが、主幹に比べて表面積が少ないので割合としては少

ない。分岐部も先端と同数だけあるはずであるが、分岐

部と分かるものはかなり少ない。さらに基部に近い部位

と分かるものはもっと少ない。焼けているものは92％、

約９割、生のものは８％、１割未満とほとんどのものは

焼けている。

　シカの歯はオス・メス関係無く同数あるので多いが、

角はオスにしかないので、どうしても歯に比べると少な

い。角も小破片が多く９割以上が焼けているので、他の

骨とほぼ同様な扱いをされているものが多いことが考え

られる。もちろん必要な部位・部分は確保した上での扱

いであることは想像できるが。

　また、角の中心が緻密質であるか多孔質であるかとい

うことであるが、これによりいつ狩猟されたものかどう

か、ある程度の季節を知ることができる。その前に角の

成長と繁殖について確認しておきたい。シカの角は概ね

３月に落角し、４月から袋角が成長し始める。およそ８

月半ばから９月初め頃に袋が破れ外皮が剥げ落ちて10月

半ば頃までには完成する。袋角が成長している間は血が

通っているので触ると暖かく、柔らかい。血流によって

カルシウムが沈殿し、根元から徐々に硬くなる。血流が

完全に止まると硬くなり角は完成する。エゾシカの場合

には角の完成は10月上旬から11月下旬と若干ずれ込む

が、いずれの場合も繁殖期に合わせて完成することでは

一致する。角はメスを引き付ける象徴的なものであり、

立派な方がメスにモテる。またメスをめぐって争う時に

は武器になるものでもあるので繁殖期には完成していな

いと都合が悪い。ちなみにメスは９月頃～11月一杯が繁

殖期で12月頃から妊娠期間に入り230日後、５月半ば～

７月中旬頃に出産する。この時の角の内部の状態の変化

であるが、袋角の内部は成長している時は内部に血管が

通っているので、多孔質で緻密にはなっていない。その

血流が止まると同時に内部も多孔質ではなくなり、緻密

質となっていく。完全に緻密質になっていれば、角が完

成した後ということになる。その後、春３月に向けて内

部が再び多孔質となり、やがて落角する。この時の内部

は空洞が多く、柔らかくなっている。道具として利用す

る場合には周りの硬質な部分しか使えない。中までしっ

かりした角は秋から冬の間に狩猟で採取したものという

ことになる。唐堀遺跡では抽出した75点のうち緻密質の

ものは21％、やや緻密質７％で合わせて28％、およそ３

割、それに対して多孔質のもの52％とやや多孔質のもの

20％合わせて72％、およそ７割強であった。周りの外皮

のみで中心がすっぽり抜けているものも多孔質なものと

して扱ったので、完全に内部の状態が確認できた訳では

ないものも含まれていることは否めない。しかし、内部

が抜け外皮しか残っていないのは内部が柔らかかったか

らと考えられるのではないかと判定した。少なくとも多

孔質のものは1/2以上含まれていると言えるのではない

か。内部が多孔質であったり、完全に抜けているものは
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落角したものを使用したからという可能性はある。しか

し、角の成長過程から考えると、完全に完成する前に獲

られた可能性を示唆するものと捉えることもできるので

はないか。それはいつなのか。ちなみに鳥浜貝塚ではイ

ノシシは年間を通して捕獲したが、特に冬～春にかけて

集中的に捕獲したと推定されているの対して、シカの狩

猟時期は夏～秋（８月～９月）にかけて捕獲したと推定さ

れている（内山2005・2007）。８月～９月は角が完成し繁

殖に入る時期であり、ほぼ完成に近づいている頃ではあ

るが、まだ完全に角質化が終了していない個体もあるも

のと思われる。角がある程度硬くなった頃で、夏毛でま

だ毛が柔らかい時期を見計らって捕獲しているのか。完

全な冬毛になると剛毛で触り心地はあまり良くない。そ

れとも何か他に特別な理由があったであろうか。唐堀遺

跡のシカの角も内部は多少多孔質でも外側は硬化してお

り内部まで使わなければ十分道具の素材と成り得るもの

である。少なくとも袋角の段階ではあまり狩猟していな

参考文献
内山純藏2005「第３章縄文人の移動生活」『日本の狩猟採集文化』池谷和
信編世界思想社

内山純藏2007『縄文の動物考古学』昭和堂
設楽博己2008「１縄文人の動物観」『人と動物の日本史１　動物の考古学』
吉川弘文館

真貝利香1996「縄文遺跡から出土したイノシシ・シカ遺体における四肢
骨の出土比率について」『民族考古』（３）

松井章2008『動物考古学』京都大学学術出版会
新津健1985「縄文時代後晩期における焼けた獣骨について」『日本史の
黎明』六興出版

楢崎修一郎2008「横壁中村遺跡土坑出土獣骨」『横壁中村遺跡（６）土坑編』
（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

楢崎修一郎2009「横壁中村遺跡29区６号住居出土獣骨」『横壁中村遺跡
（８）』（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

楢崎修一郎2009「横壁中村遺跡（９）住居出土獣骨」『横壁中村遺跡（９）』
（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

いか、それとも狩猟されていたとしても成長途中の柔ら

かい角は残らないからか。シカ角から見ると必ずしもイ

ノシシのように秋～冬に多く狩猟するということはな

かったと考えられる。

第91表　唐堀遺跡出土シカ角等一覧表 
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角№ 区　グリッド（遺構） 層 分類群 角部位 長さ㎝ 幅㎝ 厚さ㎝ 重さg 状態 数量 備考
1 1 3号配石 ニホンジカ 先端 1.3 0.6 0.5 0.38 緻密質 1 焼
2 2 3号住 ニホンジカ 先端手前 1.6 0.9 0.9 1.04 緻密質 1 焼
3 2 2J-35 ニホンジカ 基部近く 0.8 0.8 0.5 0.50 やや緻密質 1 焼
4 2 2J-37 ニホンジカ 主幹 1.7 0.9 0.7 0.77 やや緻密質 1 焼
5 3 2M-39 Ⅹ ニホンジカ 主幹 2.1 1.0 0.6 0.82 やや緻密質 1 焼
6 3 2M-40 Ⅹ ニホンジカ 先端 0.9 0.3 0.3 0.07 緻密質 1 焼
7 3 2N-39 Ⅹ ニホンジカ 分岐部近く 1.8 1.2 0.7 0.72 やや多孔質 1 生
8 3 2N-39 Ⅹ ニホンジカ 先端 1.3 0.6 0.4 0.16 緻密質 1 焼
9 3 2N-40 Ⅹ ニホンジカ 主幹基部角座上 1.2 1.2 0.8 0.69 やや多孔質 1 焼
10 1 2N-41 ニホンジカ 主幹 1.0 0.6 0.3 0.11 多孔質 1 焼
11 1 2N-41 ニホンジカ 主幹 0.8 0.5 0.2 0.04 多孔質 1 焼
12 3 2O-38 Ⅹ ニホンジカ 先端 1.1 0.6 0.5 0.23 緻密質 1 焼
13 3 2O-39 Ⅹ ニホンジカ 先端 1.3 0.5 0.3 0.11 中心空洞 1 焼
14 1 2O-40 ニホンジカ 先端近く 2.5 1.3 0.9 1.98 中心やや多孔質 1 焼
15 3 2O-40 Ⅹ ニホンジカ 主幹 1.4 1.3 0.8 1.18 緻密質 1 焼
16 1 2O-40 Ⅻ ニホンジカ 主幹 2.8 0.7 0.7 0.87 中心空洞 1 生
17 1 2O-40 Ⅻ ニホンジカ 先端手前 1.4 0.9 0.7 0.66 緻密質 1 焼
18 1 2O-40 Ⅻ ニホンジカ 主幹 1.5 1.0 0.6 0.40 中心空洞 1 生
19 1 2O-42 ニホンジカ 主幹 0.6 0.8 0.2 0.10 中心空洞 1 生
20 1 2O-42 ニホンジカ 先端近く、半裁 1.3 0.8 0.4 0.24 中心空洞 1 焼
21 1 2O-42 ニホンジカ 主幹 0.8 0.7 0.4 0.28 中心空洞 1 焼
22 1 2O-42 ニホンジカ 主幹 0.5 0.7 0.3 0.08 中心空洞 1 焼
23 1 2P-40 Ⅺ ニホンジカ 主幹 1.6 0.9 0.4 0.67 中心空洞 1 焼
24 1 2P-42 ニホンジカ 主幹 1.0 1.4 0.2 0.38 多孔質 1 焼
25 1 2P-42 ニホンジカ 主幹 0.3 0.5 0.2 0.02 多孔質 1 焼
26 1 2Q-42 ニホンジカ 主幹 1.1 0.5 0.5 0.28 中心やや多孔質 1 焼
27 1 2Q-42 ニホンジカ 主幹 1.0 0.5 0.2 0.11 多孔質 1 焼
28 1 2Q-42 ニホンジカ 主幹 0.7 0.5 0.1 0.06 多孔質 1 焼
29 1 2Q-43 ニホンジカ 先端 1.8 0.5 0.4 0.30 緻密質 1 焼
30 1 2Q-43 ニホンジカ 先端 1.4 0.5 0.5 0.27 緻密質 1 焼
31 1 2Q-43 ニホンジカ 先端、半裁 1.3 0.7 0.4 0.28 緻密質 1 焼
32 1 2Q-43 ニホンジカ 先端近く 1.0 0.6 0.6 0.26 緻密質 1 焼
33 1 2Q-43 ニホンジカ 分岐部？ 2.0 1.3 0.5 0.70 中心空洞 1 焼
34 1 2Q-43 ニホンジカ 主幹 1.3 0.8 0.4 0.39 中心空洞 1 焼
35 1 2Q-43 ニホンジカ 主幹 1.4 0.8 0.4 0.37 中心空洞 1 焼
36 1 2R-42 ニホンジカ 主幹 1.0 0.6 0.5 0.26 やや緻密質 1 焼
37 1 2R-42 ニホンジカ 主幹 2.3 0.8 0.5 1.33 やや緻密質 1 焼



（４）　サメの歯及び石錘について
　唐堀遺跡では全部で10点のサメの歯出土が確認され

た。１区及び３区からのものであり、２区からのものは

ない。グリッドで見ると2Mラインの西側で2Tラインの東

側で尚且つ38ラインの北側である。2N-38、2O-40、2P-

39・40・43、2Q-42・43、2R-44・45であり、2Q-42のみ２

点出土しているが、その他は各１点である。1㎡当たり

の出土グラム数の多いグリッドからの出土と見ることも

できる。サメの歯は特徴的なイタチザメを除き、種の判

定はかなり困難であるので、全て群馬県立自然史博物館

の髙桒祐司氏に鑑定を依頼した。その結果、目ではネズ

ミザメ目とメジロザメ目に大きく２目に分類され、ネズ

ミザメ目はオオワニザメ科とネズミザメ科の２科に、メ

ジロザメ目はメジロザメ科に分類される。さらにオオワ

ニザメ科で属と種が判定できたものはシロワニ属のシロ

ワニ１点のみであった。ネズミザメ科はアオザメ属のア

オザメ２点とホホジロザメ属のホホジロザメ１点であっ

た。ホホジロザメの歯は全体に磨滅しており、縁辺の鋸

歯縁が明確ではなかったので、当初はアオザメ？とも考

えたが、髙桒氏に見ていただきホホジロザメであること

が判明した。メジロザメ科はメジロザメ属とイタチザメ

属があり、メジロザメ属は似ているものが多く、明確な

種の特定までは出来なかったが、カマストガリザメ？の

可能性のあるものが１点あった。イタチザメ属は１種の

み、イタチザメ１点であった。サメの歯は歯根部まで完

全に残っているものが無く、歯の形だけでは判定の難し

いものが多かったが、現生種サンプルとの厳密な比較に

よって鑑定していただいた。

　以上を簡単にまとめると、種まで特定できたものはア

オザメ２点、ホホジロザメ１点、イタチザメ１点、シロ

ワニ１点の計４種・５点で、メジロザメ属はカマストガ

リザメ？の可能性のあるものが１点あったものの明確な
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角№ 区　グリッド（遺構） 層 分類群 角部位 長さ㎝ 幅㎝ 厚さ㎝ 重さg 状態 数量 備考
38 1 2R-42 ニホンジカ 先端近く？ 1.4 0.6 0.5 0.41 中心空洞 1 焼
39 1 2R-42 ニホンジカ 先端近く？ 0.8 0.6 0.5 0.30 中心やや多孔質 1 焼
40 1 2R-43C ニホンジカ 主幹 2.8 1.1 0.5 1.38 多孔質 1 生
41 1 2R-44 ニホンジカ 先端近く 0.8 0.6 0.6 0.39 緻密質 1 焼
42 1 2R-44 Ⅺ ニホンジカ 先端 1.3 0.5 0.5 0.36 緻密質 1 焼
43 1 2S-44C ニホンジカ 主幹 1.7 1.3 0.4 1.36 中心空洞 1 焼
44 1 2S-44 Ⅺ ニホンジカ 主幹 2.9 1.6 0.8 2.37 中心空洞 1 焼
45 1 2S-44 Ⅺ ニホンジカ 主幹 1.8 1.5 0.9 1.32 中心空洞 1 焼
46 1 2S-44 Ⅺ ニホンジカ 主幹、半裁 1.6 1.1 0.6 1.06 中心やや多孔質 1 焼
47 1 2S-44 Ⅺ ニホンジカ 先端近く 1.0 0.6 0.7 0.29 緻密質 3 焼
48 1 2S-44 Ⅺ ニホンジカ 主幹 0.7 0.9 0.4 0.21 中心空洞 1 焼
49 1 4号配石 　 ニホンジカ 枝先端近く 4.0 1.5 1.3 5.53 中心やや多孔質 1 焼
50 2 2I-36B ニホンジカ 主幹 1.7 0.7 0.4 0.71 中心やや多孔質 1 焼
51 3 2N-41  22号配石 ニホンジカ 主幹、半裁 2.4 1.8 1.0 3.80 中心多孔質 1 焼
52 3 2O-39 Ⅹ ニホンジカ 主幹 3.3 1.4 0.9 3.27 中心空洞 1 焼
53 3 2O-39 Ⅹ ニホンジカ 先端近く 1.9 0.7 0.8 0.52 中心やや多孔質 1 焼
54 3 2O-39 Ⅹ ニホンジカ 先端近く 1.6 0.8 0.7 0.61 緻密質 1 焼
55 3 2O-40 Ⅹ ニホンジカ 先端近く 2.2 0.7 0.6 1.13 中心やや多孔質 1 焼
56 3 2O-40 Ⅹ ニホンジカ 先端近く 2.1 1.0 1.0 1.84 中心やや多孔質 1 焼
57 1 2O-41 Ⅺ ニホンジカ 主幹 2.3 1.0 0.8 1.50 中心やや多孔質 1 生
58 1 2P-40 ニホンジカ 主幹 1.5 1.5 0.6 1.69 中心多孔質 1 焼
59 1 2P-43 １層 ニホンジカ 主幹 2.1 1.7 0.4 1.52 中心空洞 1 焼
60 1 2P-43 １層 ニホンジカ 主幹 1.5 0.8 0.4 0.53 中心多孔質 1 焼
61 1 2P-43 １層 ニホンジカ 主幹 0.6 0.4 0.2 0.08 中心空洞？ 1 焼
62 1 2P-43 １層 ニホンジカ 主幹 0.7 0.4 0.3 0.08 中心空洞？ 1 焼
63 1 2P-43 １層 ニホンジカ 主幹 1.8 1.5 1.0 1.87 中心多孔質 1 焼
64 1 2P-43 １層 ニホンジカ 主幹 1.7 1.0 0.4 0.88 中心空洞 1 焼
65 1 2P-43 １層 ニホンジカ 主幹 0.8 0.4 0.4 0.13 中心空洞？ 1 焼
66 1 2P-43 １層 ニホンジカ 主幹 0.8 0.5 0.1 0.03 中心空洞 1 焼
67 1 2P-43 １層 ニホンジカ 主幹 0.5 0.6 0.2 0.06 中心空洞 1 焼
68 1 2P-43 １層 ニホンジカ 主幹 0.6 0.5 0.2 0.02 中心空洞 1 焼
69 1 2P-43 １層 ニホンジカ 主幹 0.6 0.3 0.1 0.01 中心空洞 1 焼
70 1 2Q-43 Ⅻ ニホンジカ 主幹 3.2 1.5 0.9 3.05 中心やや多孔質 1 焼
71 1 2Q-43 Ⅻ ニホンジカ 枝先端近く、半裁 3.5 1.2 0.6 2.71 中心やや多孔質 1 焼
72 1 2Q-43 Ⅻ ニホンジカ 枝先端近く 2.5 1.2 1.0 2.20 緻密質 1 焼
73 1 2Q-43 Ⅻ ニホンジカ 枝又部近く？ 2.1 1.2 0.8 1.38 中心やや多孔質 1 焼
74 1 2Q-43 Ⅻ ニホンジカ 主幹 1.4 0.5 0.3 0.18 中心空洞 1 焼
75 1 2S-44 ニホンジカ 主幹 2.4 1.2 0.4 1.76 中心空洞 1 焼

63.65g 77片



判定には至らなかった。なお、その結果に筆者が出土し

た歯の状態や生息域などを備考に書き加えて別記一覧表

を作成したのでそれを参照していただきたい（第92表）。

　いずれも土壌洗浄中に他の焼骨や剥片・砕片、土器片

に混じって検出したものである。１・２・７・10の４点

は焼けて黒色に変色しているが、残り６点は生のまま被

熱の痕跡はない。もしかしたら歯以外の部分も焼けた可

能性はあるが、篩い作業では検出されなかった。焼けて

いないものはエナメルキャップ以外の部分は酸性土壌で

溶けて残っていなかった可能性もある。また、１点を除

き少なくとも現存部分に加工の痕跡は認められなかっ

た。７は歯根部よりもやや上の歯の基部に回転痕を有す

る孔のあるものであり、人為的な加工品と考えられる。

装飾品などの加工品が遺跡に搬入されたものか、食べた

後に遺跡で穿孔、加工したものか詳細は不明であるが、

器面全体がよく磨滅し光沢があり、サメの歯特有の鋭さ

は無い。かなり長い間大切に使用されてきたことで磨滅

したものと思われる。恐らく加工品そのものとして入っ

てきた可能性が高いのではないかと考えている。ただし、

サメの歯だけを用いた装飾品であったのか、他のもの、

例えば石製の玉類なども一緒に連ねた一連のものの一部

であったかは不明である。穿孔された歯のサメの種類は

温帯～熱帯に生息するシロワニであり、縄文時代後期か

ら晩期は弥生時代に向けて寒冷化してきている時期であ

り、かなり南の暖かい海域で捕れたものが内陸部の唐堀

遺跡まで入ってきていることが窺える。ハート形の歯が

特徴的なイタチザメも熱帯や亜熱帯などかなり暖かい海

を好むサメである。ここ最近の事例では地球温暖化の影

響もあり、青森県周辺でも捕れることがあるということ

であるが、当時はかなり南の暖かい海で捕れたものが唐

堀遺跡まで来ていることが分かる。

　他のものも含め、唐堀遺跡で見つかったサメの歯は温

帯～熱帯の暖かい海に生息するものだけで、県内で流通

しているネズミザメ（モウカザメ、モーカザメ）のように

亜寒帯に生息するサメはおろか収穫量ではそれよりも多

いヨシキリザメのように黒潮と親潮がぶつかる海域で生

まれ、その南北の海域に生息するものも１例も出ていな

い。10点全てもっと南の暖かい海からやってきたことが

分かる。これは何を意味するのか？「南」の「海」という

このキーワードから唐堀遺跡は正反対の「北」の「内陸」と

いうことになり、そうしたところまで今回の調査により

サメが運ばれていた可能性があることが分かった。運ば

れて来たものがサメの歯だけであったのか、サメの肉も

含めた全体であったのかは調査では確認できなかった

が、穿孔された明確な加工品は歯１点のみであり、鋭利

なギザギザの縁辺が磨滅しているものは、装飾品の可能

性が高いと考えるのが良いのかもしれない。しかし、磨

れていないものは肉も食べられていた可能性は否定出来

ない。

　また、出土したサメの歯の大きさと現生種の歯の大き

さを比較すると、少なくとも口の大きさが20～30㎝程度

の小形～中形の個体の歯ではなく、30㎝を超えるかそれ

よりもかなり大きい個体の可能性がある。そのサメの全

体の大きさを考えるとそのまま１匹生の状態で入って来

たとは考えにくい。仮に１匹だとすると１ｍ以上あるよ

うなものでも干物（乾物）にすれば長さは変わらないとし

てもかなり軽量化・小形化はできる。そうすればそれな

りの本数が来ていたとしてもおかしくはない。水で一度

戻すか、そのまま煮て食べるとすれば、干物（乾物）でも

一向に問題はない。反対に生のものだとすればある程度

分割された状態で来た可能性が考えられる。しかし、今

回の調査では篩いの目が５㎜以上と粗く微細な骨を検出

するには向かなかったこと（註１）もあり、他のものも含め

魚骨が全く検出されておらず、歯だけであったのか身付

で来たのかさえも判別が出来ない。貝塚などの遺跡でも

魚骨を篩い出す場合には１㎜以下の編み目の細かいもの

を使用するし、場合によると0.1㎜以下の微細な目のも

のも使用する。サンプリング調査して小形の魚類の骨を

抽出する場合にはそうしたことも必要だったかもしれな

い。

　なお、サメの肉や血にはトリメチルアミンオキサイド

が多く含まれ、それがトリメチルアミンに変化すること

により防腐剤となり、肉を腐り難くするという。言い換

えればアンモニア臭がするので嫌う人も多いが、反対に

その事によって肉が長持ちし、内陸まで運ぶことが可能

となったということである。現在でも内陸部の地域でサ

メ（ワニと表記する場合あり）を食べる地域は多く存在

し、群馬県や栃木県など海の無い地域でもサメの肉は

スーパーなどの鮮魚売り場で普通に見かける身近な食材

であり、私自身も子どもの頃から食べていたものである。
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註
（註１）　小宮孟1991「魚類遺存体の組成復原にかかわる資料採集法につ
いて」『国立歴史民俗博物館研究報告』第29集の表１「草刈貝塚コラムサ
ンプル出土魚類遺存体のメッシュ寸法別分離状況」（小宮1986に加筆）に
よればメッシュ寸法9.52㎜ではサメ目１・エイ目１、ヘダイ４・クロダ
イ２・タイ科２・コチ４・真骨類６、累積頻度0.8％、4.0㎜ではエイ目
３・軟骨魚綱７・ニシン科６・キギ科１・アジ亜科１・スズキ属４・ク
ロダイ12・タイ科11・コチ143・カレイ目2・真骨類110、累積頻度13％、
2.0㎜ではエイ目９、軟骨魚綱18・マイワシ３・コノシロ４・ニシン科
293・ウナギ７・ギギ７・サヨリ属17・ダツ科１・サバ属2・アジ亜科
75・スズキ属14・クロダイ１・タイ科３・コチ17・カレイ目18・真骨類
617、累積頻度57.6％、1.0㎜ではサメ目１・軟骨魚綱８・マイワシ14・
コノシロ2・ニシン科226・カタクチイワシ８、ウナギ４・アナゴ属１・
コイ目１・ギギ科５・サヨリ属35・ボラ科１・サバ属１、アジ亜科60・
スズキ属５、クロダイ１・タイ科１・アイナメ属１・ハゼ科18・コチ１・
カレイ目７・真骨類638、累積頻度99.9％となり、１㎝近いような粗いメッ
シュではサメやタイなど極一部の大形魚の骨しか取り上げることはでき
ていない。４㎜のメッシュでも全体の15％にも満たない量しか取り上げ
ることはできないし、２㎜メッシュでやっと半分以上取り上げることが
でき、１㎜メッシュではじめて小形の魚の骨もほぼ漏れることなく取り
上げることができるということが分かる。唐堀遺跡の場合は細かいもの
でも５㎜以上のメッシュであり、仮にあったとしてもほとんどの魚の骨
は漏らしていた可能性は高いものと思われる。小形淡水魚の骨も取り上
げようとしたら、１㎜メッシュの篩いを使用する必要があったのかもし
れない。
参考文献
仲谷一宏2011『サメ－海の王者たち－』ブックマン社

※群馬県立自然史博物館　髙桒祐司氏鑑定を元に松村作成　

当時もサメが食べられていたとしてもそれ程不思議では

ない。ただ現在ではネズミザメ（モウカザメ、モーカザ

メ）やヨシキリザメはアンモニア臭があまり強くないの

でサメ肉として流通しており、種類は違うかもしれない

が、縄文時代に海から100㎞以上離れた唐堀遺跡のよう

な内陸部まで流通していたことを思うと感慨深いものが

ある。

　他に漁撈に関連しては石錘の出土も数点あり、吾妻川

は水量が少ないと温泉の酸性水が入り水も酸性が強くな

る。しかし、雨や雪解け水などで水量が多くなれば、酸

性で魚もいない死の川という訳ではなく、昔から秋には

サケ・マス類が遡上するなど多くの魚類もいたと地元で

は伝えられており、当時もそうであったと考える方が自

然である。唐堀遺跡でも魚類は捕食されていた可能性は

十分にある。しかし残念ながら実際にはサメ以外の魚類

の歯や骨は今回の調査では検出出来なかった。生骨は残

らないし、篩いの目も５㎜メッシュの粗いものではほと

んど逃してしまう。今後調査区の隣接地や同様な遺跡の

調査を行う際には、篩いの目の径なども含めた調査方法

の再検討が必要となろう。

　唐堀遺跡はサメの歯だけでなく、トチやクルミ、クリ

などの堅果類を初め多種多様なものが出土した。そうし

た植物性のものに加え、サメの歯も出土したことにより

今後さらなる縄文時代の食料、生業や社会を考える上で

少しでも参考になれば十分な成果があったと言えるので

はなかろうか。

第92表　唐堀遺跡サメ歯観察表

第236図　唐堀遺跡出土サメ歯

第５章　調査成果

444

目 科 属 　種　 位　置 備　考
1 ネズミサメ目 オオワニザメ科 　 被熱黒変、磨滅、温帯～熱帯、暖海域
2 ネズミザメ目 ネズミザメ科 アオザメ属 アオザメ 右上か右下 被熱黒変、やや磨滅、温帯～熱帯、暖海域、南日本
3 メジロザメ目 メジロザメ科 メジロザメ属 　 下真ん中？歯根まで

ないと確定は難しい。
ルーカスの可能性が高いが、オオメジロザメ、タイ
ワンヤジブカ、ヨゴレなどの可能性もあり、特定で
きない。温帯～熱帯、暖海域、汽水域・一部淡水域

4 メジロザメ目 メジロザメ科 メジロザメ属 　 温帯～熱帯、暖海域、汽水域・一部淡水域
5 メジロザメ目 メジロザメ科 メジロザメ属 　 温帯～熱帯、暖海域、汽水域・一部淡水域
6 メジロザメ目 メジロザメ科 イタチザメ属 イタチザメ 温帯～熱帯、暖海域、房総半島以南、汽水域も
7 ネズミサメ目 オオワニザメ科 シロワニ属 シロワニ 磨滅、基部穿孔、温帯～熱帯、日本近海沿岸
8 ネズミザメ目 ネズミザメ科 アオザメ属 アオザメ 左上か右下の横の方 被熱黒変、やや磨滅、温帯～熱帯、暖海域、南日本
9 メジロザメ目 メジロザメ科 メジロザメ属 カマストガリザメ？　右上の裏の方 カマストガリザメならば、熱帯～亜熱帯、暖海域
10 ネズミザメ目 ネズミザメ科 ホホジロザメ属 ホホジロザメ 被熱黒変、やや磨滅、温帯～熱帯、暖海域、南日本

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８
９ 10



（５）　縄文時代の赤色顔料等について
　唐堀遺跡出土漆製品の塗膜分析では８点を分析した。

その内訳は結歯式櫛４点、籃胎漆器１点、木胎漆器１点、

赤色塗彩土器片２点である。結歯式櫛３点の下地には漆

＋有機質、炭粉漆が、１点には漆＋有機質、漆＋土が使

用されていた。また２点は塗膜に水銀朱が、２点には非

パイプ状ベンガラが使用されていた。塗膜には透明漆を

掛けた上に赤色漆を塗布したものであり、簡単なものは

透明１層の上に水銀朱漆を掛けた２層ものから透明１層

に非パイプ状ベンガラや水銀朱漆２層のものや丁寧なも

のでは透明漆２層の上に非パイプ状ベンガラ漆２層の計

４層が確認できた。籃胎漆器１点には下地は漆＋有機質、

炭粉漆であり、櫛の下地に類似している。塗膜は透明で、

その上にパイプ状ベンガラが確認された。今回の分析で

パイプ状ベンガラは磨り石などにかなり付着残存してお

り、遺跡内で加工されていることが分かった。使用され

たベンガラがパイプ状であることからすると遺跡内もし

くは遺跡周辺で作られた在地系の漆器の可能性が高いと

考えられる。

　北海道千歳市キウス４遺跡（R地区）赤彩土器８点を分

析したところ搬入品３点は外面に水銀朱、在地系５点に

ついては内面及び外面にベンガラ塗彩されていた（北海

道埋蔵文化財センター 2003）。東北地方の亀ヶ岡文化の

遺跡は赤彩土器が特徴的にあるが、その赤色にはベンガ

ラが用いられていることが多い。唐堀遺跡では遺物に残

存した赤色顔料等を同定したところ、水銀朱とベンガラ

が検出されたが、ベンガラには非パイプ状ベンガラとパ

イプ状ベンガラがあった。結歯式の櫛には水銀朱と非パ

イプ状ベンガラが使用されているものがあったが、籃胎

漆器にはパイプ状ベンガラが使用されていた。土器でも

搬入品と考えられる状態の良いものには非パイプ状ベン

ガラが使用されていたが、在地系と考えられるものには

パイプ状ベンガラが使用されていた。敲き石・磨り石類

でも赤色顔料が付着しているものを分析したところ、付

着物はすべてパイプ状ベンガラであることが判明した。

唐堀遺跡では確実にパイプ状ベンガラを生産しているこ

とが分かった。パイプ状ベンガラは鉄バクテリアが生息

するような湖沼地の水辺や湿地など水分の多い場所で植

物の地下茎などに付着してできる高師小僧などを加熱す

ることによってできることが分かっている。磨り石など

の石器付着のものはかなり真っ赤な状態になっているの

で、加熱処理して赤色に発色したものを磨り潰してい

るものと思われる。赤色顔料等を同定したところ土器に

ふんだんに使用されているものはパイプ状ベンガラであ

り、少なくともそれらの土器を赤く塗ったのは遺跡内も

しくはその周辺と考えられる。遺跡では絶えず水が湧き

出ており、調査中にも多くの高師小僧が出土した。遺跡

内の高師小僧でパイプ状ベンガラの生産を行っていた可

能性も考えられる。遺物の中には非パイプ状ベンガラが

使用されていたものやパイプ状ベンガラと共に水銀朱が

塗られていたものもあった。パイプ状ベンガラと水銀朱

のものは特徴的に硫黄（元素記号Ｓ）が含まれており、通

常のパイプ状ベンガラだけのものとは違いがあった。水

銀朱は少なくとも遺跡の周辺では採取できるような場所

は確認されていないので恐らく搬入品であり、遺跡で

塗ったものではなく、塗られた状態の土器が搬入された

ものと想定することができる。

　赤色顔料の素材と想定される赤色礫や剥片類を分析し

たところ、赤碧玉の外面の赤味が強い柔らかい部分やや

や軟質で赤味を帯びる輝石安山岩類を分析したところ石

英分（Si）が多く、鉄分（Fe）が意外と少ないものが多かっ

た。色調は拡大して見ると原石そのものの色調よりも淡

いものが多い。これらの礫や剥片類は（非パイプ状）ベン

ガラ素材として使用されていなかった可能性が高いと考

えられる。パイプ状ベンガラを製粉したと考えられる磨

り石・敲き石などの道具類があることに対して、非パイ

プ状ベンガラを製粉するために使用されたと考えられる

磨り石・敲き石などの道具類は遺跡内からは確認されて

いない。しかし、いわゆる鉄鉱石類は磁鉄鉱と鏡（赤）鉄

鉱が確認されている。鏡（赤）鉄鉱は20ｇを超えるやや大

きめのものから１ｇ未満のもの、中には0.1ｇに満たな

い小さなものまで様々な大きさや重さのものがある。実

際に遺跡内に運んでから砕いたものか否かは定かではな

いが、小さいものは大きな塊を砕いて得た剥片・砕片類

と考えられる。鏡（赤）鉄鉱については、磨り潰して粉砕

した鉱石を土器の中に入れて水を加え水簸後に赤色の懸

濁液を別の土器に移して煮沸して煮詰めると肌理の細か

い均一な粉が残る。赤色化させるためには鏡（赤）鉄鉱の

原石を1,000℃以上で加熱する必要がある。しかし、「強

酸性硫酸塩温泉水を添加すれば550℃を遷移点として生
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成が見出され700℃以上になると極めて明確なピークで

鉱物結晶相の存在が確認された。」という実験結果もあ

り、強酸性の温泉水を加えることで加熱温度を下げて赤

化させることができる。また、薪を赤松にすれば1,000℃

以上にすることもできるという実験結果もある。赤松で

あれば容易に高温にすることができる。あるいは海水に

浸した場合も温度をそこまで上げなくとも赤色化できる

ようである。唐堀遺跡の地理的位置や環境、吾妻川が流

れている自然環境を考えると海水よりも強酸性温泉水を

入手する方が容易であり、加水して加工していたとすれ

ば強酸性温泉水が使用された可能性が考えられる。しか

し、残念ながら現在のところ遺跡内で鏡（赤）鉄鉱を加工

したという証拠は認められなかった。砕かれたかなり小

さい砕片があるということを考えると加工していた可能

性を完全に否定することもできないのではないか。また、

磁鉄鉱については加熱されてはいるものの、１点しかな

く剥片や砕片も砕いたりもしていない。焼いた後にこの

塊を具体的にどうしようとしたのかは不明である。鏡

（赤）鉄鉱は脆く崩れやすい。手で触っただけで手に付く

ので石のハンマーで敲けば容易に崩すことができるが、

磁鉄鉱はそれに比べてかなり硬く砕くのは容易ではな

い。磁鉄鉱は鏡（赤）鉄鉱以上に遺跡内で加工していた可

能性は低いのではないかと考えられる。これらの鉄鉱石

類の産地についてであるが、鏡（赤）鉄鉱は金属光沢があ

り、光に反射しキラキラし手で触ると微細な結晶が手に

付くのが特徴的である。このような特徴を有する鏡（赤）

鉄鉱は岩手県北見市和賀町の仙人鉱山や新潟県新発田市

東赤谷の赤谷鉱山、埼玉県秩父市の秩父鉱山などで産出

される。秩父鉱山のものは入手し比較したところ黄鉄鉱

が混じるものであり、同一の様相ではなかった。岩手県

北見市和賀町の仙人鉱山のものは近い感じはするが、よ

り類似した雰囲気を持っているのは新潟県新発田市東赤

谷の赤谷鉱山のものである。位置的には一番近く、可能

性はあるのではないかと考えられるが、鉄鉱石類を確実

に同定する方法はない。もっと近くに未確認の鏡（赤）鉄

鉱の産地がある可能性もあり、あくまでも現段階ではそ

の可能性を指摘することに留めて置きたい。
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地学団体研究会高田支部編1983「３．山ふかい赤谷鉱山をたずねて」『新
潟地学ハイキング』新潟日報事業社

松原　聰2003『日本の鉱物』（株）学習研究社
「新潟県の鉱物」『鉱物を歩こうTreGEO』http://trekgeo.net/m/Onii.

htm20210702
「群馬県の鉱物」『鉱物を歩こうTreGEO』http://trekgeo.net/m/Ogun..

htm20210702
「埼玉県の鉱物」『鉱物を歩こうTreGEO』http://trekgeo.net/m/Osai..

htm20210702

北野信彦2006「古代木造建造物のベンガラ塗装に関する研究（Ⅰ）―豊
後国風土記に記された「赤湯泉（あかゆ）」の赤泥状沈殿物に関する基礎
調査―」『考古学と自然科学』54　日本文化財科学会

北野信彦2007「古代木造建造物のベンガラ塗装に関する研究（Ⅱ）―パ
イプ状ベンガラの生産と使用に関する基礎調査―」『考古学と自然科
学』56　日本文化財科学会

猪風来2014「「国宝土偶」（中空土偶）の漆塗装と縄文の赤漆に関する実
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html2011

（６）　骨角器類について
　唐堀遺跡で加工品として図化したものは22点ある。そ

れ以外に解体した時に付いたと考えられる傷を有する関

節１点も図化した。合計23点の内訳は、弭形鹿角製品３

点、鹿角製鏃１点、装飾品３点（弭形に近いが沈線の装

飾文様を刻むもの１点、鹿角又部加工品１点、サメ歯加

工品１点）、簪２点、棒状または針状の加工品９点、断

面長方形または三角形で先端を研磨加工したもの２点、

やや厚みがあり不定形で先端のみ研磨、または磨滅した

もの２点、関節に沈線状の傷を有するもの１点である。

次に群馬県内で報告されている代表的な後晩期の他遺跡

と比較してみたい。

　矢瀬遺跡（月夜野町教育委員会2005上組北部遺跡群Ⅱ

矢瀬遺跡）では3,600点ほどの骨角片の中から４点の骨角

器が確認された。内訳は16号住居から、先端と基部の両

端が切断され、基部側が磨られた６㎝ほどの鹿角が１点、

他に遺物洗浄から整理中に３点確認された。その内１点
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は基部の左右両側に刻みを入れた針状のもので先端部は

欠損している。もう１点も同様な針状のものの先端部破

片で研磨痕がみられる。最後の１点は格子状の沈線と穿

孔がみられるもので上下とも欠損しているが装飾品の一

部と考えられる。報告書によればいずれも鹿角製という

ことである。鹿角を切っただけのものや簪か針状の加工

品、穿孔のある装飾品の欠損品であった。針状の加工品

はおそらく鹿角で細長く加工したもので１点は基部に刻

みがあることから笄・簪の類いと考えられる。先端部だ

けの破片は基部側がどうなるのかによって縫い針のよう

なものなのか、笄や簪のようなものなのか、銛やヤスの

ようなものなのかは分からない。唐堀遺跡でも同様なも

のは出土している。もう１点ある格子状の沈線が入る加

工品は穿孔があり、唐堀遺跡の同様な沈線が入る装飾品

と類似性が認められる。唐堀遺跡のものは錐による回転

痕の凹みは２カ所あるが、孔は貫通していない。また、

唐堀遺跡のものは中心が空洞であるが、矢瀬遺跡のもの

は中心が詰まっているように見える。使っている角の部

位が違う可能性は考えられる。

　千網谷戸遺跡（桐生市教育委員会1978桐生市文化財調

査報告書第３集群馬県桐生市千網谷戸遺跡発掘調査報

告）では星野昭司宅内１号住居跡から24点、同２号住居

跡から４点の計28点が報告されている。１号住居跡では

装飾品具類13点、刺突具・骨針・加工用具類５点、矢筈

形１点、弭形３点、有溝棒状製品１点、加工痕らしきも

のを有する骨片１点、その他骨角器と思われる10数片の

小破片が出土している。２号住居跡ではＵ字状の溝を縦

に刻んだもので両端欠損しているもの１点、海綿状組織

を持たない管玉状に加工したもの１点、十字状の文様が

彫ってある細片１点、鹿角の先端部に擦痕が見られるも

ので、体部にも引っ掻き擦痕が見られるもの１点である。

弭形は３点出土しているが、唐堀遺跡でも同様なものが

３点出土している。その内唐堀遺跡１は中が空洞になる

ことや段になるように削り込まれていることなど千網谷

戸遺跡２に極めて類似している。装飾品類は千網谷戸遺

跡ではやや厚みのある棒状のものが多く、骨の中心の海

綿状組織を抜いた管状の骨もある。また鹿角の一部に穿

孔したものや十字状の沈線を彫り込んだものなどもあ

る。唐堀遺跡では装飾品に分類したものは３点あり、沈

線を刻んだ交点部分に錐で凹みを付けたもの（５）や鹿角

の又の部分に沈線を刻んで、３カ所の穿孔を有するもの

（６）やサメの歯の根元に穿孔し垂飾品としたもの（７）で

あり、沈線の刻み方などは似ているものの、千網谷戸遺

跡に直接比較できるような類似品はない。唐堀遺跡では

簪２点や細長い先端を研磨した棒状または針状の加工品

９点、断面長方形または三角形で先端を研磨加工したも

の２点、計13点で最も多い。頭部を加工しているものを

簪としたが、途中で欠けているものは簪・笄の類いなの

か、棒状・針状なのかは厳密には判別できない。銛やヤ

スなどの刺突具の破片の可能性も否定できない。千網谷

戸遺跡では矢筈形が１点（19）出土しているが、貝塚など

では一般的に見かけるものであるが、矢瀬遺跡や唐堀遺

跡でも出土例はない。基部は真ん中に切れ込みが入り、

逆Ｖ字状に加工されているのが特徴的である。無茎鏃を

着柄するためのジョイントとして使用するものと考えら

れる。矢瀬遺跡や千網谷戸遺跡では出土していないが、

唐堀遺跡では骨角器の鏃が１点出土した。鹿角製と考え

られる有茎鏃であり、基部は丸味を持つ。加工した際の

研磨面が複数残る。特に表面と基部には多く認められる。

裏面側は平坦で表面側に低い山形に盛り上がる。裏面側

には海綿状組織の痕跡が残るので鹿角の内側と考えられ

る。縄文時代も後晩期になると石鏃は有茎鏃が圧倒的に

多くなるので、他の素材であっても同様な形態を取って

いるものと思われる。基部が丸味を持っているものは石

製では無いわけではないが、有茎のものに比べればかな

り少ないように思われる。

　唐堀遺跡と矢瀬遺跡や千網谷戸遺跡の骨角器の比較検

討をしてきたわけであるが、いずれの遺跡でも骨片の数

に比べると製品は極めて少ないことを再確認した。矢瀬

遺跡では3,600骨片を検出中の４点であり、恐らく貝塚

などを除き内陸の一般的な遺跡では1,000～10,000点確

認しても１点見出せるかどうかという少なさである。相

当気を付けて見ないと抽出できない。また風化が進み自

然に摩耗したものか人為的に磨いてあるのか判断が難し

いものも多く存在する。埋没していた土や水分などその

土地の条件によっても保存状態は変わってくるし、骨自

体が焼けているか生かによっても変わってくる。生骨

は酸性土壌だと溶け易いが、アルカリ性だと残り易い。

焼けていればある程度酸性であっても残ることはある。

残っていた骨の多くが何らかの熱を受け、その多くが白

第５章　調査成果

448



く、一部は黒く変色していた。しかし、そのため表面の

加工がわかりにくくなっているものもあった。骨格器類

として抽出したものは全般に細い棒状の先を研磨したも

のが多く、針になるか簪になるか、あるいはヤスや銛な

どの刺突具の先なのか判別の付かないものが多かった。

針状・棒状のものは３遺跡で共通して出土しているもの

である。他に沈線を刻んだ装飾品、十字状に沈線が交わっ

たり、穿孔されているものもあった。唐堀遺跡と千網谷

戸遺跡では弭形の骨角器と考えられるものが３点ずつ出

土していた。千網谷戸遺跡では矢筈形が１点あるが、唐

堀遺跡では無い。反対に唐堀遺跡では鹿角製と考えられ

る鏃が１点あるが、千網谷戸遺跡には無い。鮫の歯の加

工品も唐堀遺跡にはあるが、他の２遺跡には無かった。

県内遺跡ではまだ類例が少なく対比が出来ないものもあ

る。今後も引き続き後晩期の遺跡調査においては注意深

く確認していく必要はあるのではなかろうか。

第93表　唐堀遺跡骨角器一覧表
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№ 区 遺構
№ 遺構種 種類 器種 計測 数値

（㎝）
計測

（㎝）
数値

（㎝）
計測

（㎝）
数値

（㎝）
計測

（㎝）
数値

（㎝） 特徴

1 3 2N-39 骨角器 弭形 長 2.5 幅 1.1 径 （1.1） 重 0.5 弭形。鹿角の内外部を研磨したもので、残存状況の良い外面下
部に段がある。上下両端はよく研磨されている。

2 1 3 配石 骨角器 弭形 縦 3.0 横 1.1 厚 0.5 重 1.7 弭形。鹿角の内外部を研磨したもので、残存状況の良い外面下
部に弱い段がある。下端はよく研磨されている。

3 1 2R43A 骨角器 弭形 長 1.1 幅 0.9 厚 0.5 重 0.3
弭形。部分破片。中心は空洞で別のものにジョイントして使用
するものと考えられる。横方向の研磨による沈線あり。鹿角製
品。

4 2 6 竪穴 骨角器 鹿角鏃 長 2.1 幅 0.9 厚 0.3 重 0.3 鹿角鏃。円基有茎鏃。小形。軽量。研磨面が明瞭に残る。裏面
が平坦で表面側が盛り上がる。表側が角の外側で裏面側が内側。

5 1 2P40 骨角器 装飾品 縦 1.8 横 1.9 厚 0.4 重 0.7
装飾品。鹿角の一部を切断し、沈線を彫り込み、径3.5㎜の孔
は貫通せず、凹みの状態で留まっている。中心は空洞であり、
別のものにジョイントして使用した可能性あり。

6 1 2P40 骨角器 装飾品 縦 2.4 横 2.0 厚 0.4 重 1.6
装飾品。鹿角の又状に枝分かれする部分を素材としている。沈
線を彫り込み凹凸を作出している。計３個の穿孔あり。欠損し
ており全体の形態は不明。鹿角製品。

7 1 2R-44 
Ⅻ層 骨角器 鮫歯装飾品 長 1.4 幅 0.8 厚 0.1 重 0.1

鮫歯。シロワニ。歯の根元に径2.5㎜の孔を穿った装飾品。歯
の両側縁には細かい鋸歯は残るが、磨滅しており、かなり長い
間装飾品として使用されていたことが分かる。

8 2 2 竪穴 骨角器 簪 長 2.3 径 0.7 重 0.8 簪。頭部破片。頭部は丸味を有する。裏面はやや平坦で、角内
部の空洞部分が見える。研磨面が明瞭に残る。鹿角製品。

9 1 2Q40 骨角器 簪 長 2.8 径 0.5 重 0.7
簪。先端は細く尖り、ややカーブする。鹿角製で焼けている。
元部に近い部分はややえぐられている。縦方向の加工痕と所々
に横方向の加工痕が確認できる。

10 3 277 土坑 骨角器 針状・棒状 長 （2.2） 幅 0.4 厚 0.4 重 0.6 棒状・針状。簪または針の可能性あり。断面方形。研磨面がよ
く残る。上下両端とも欠損。鹿角製品。

11 2 1 竪穴 骨角器 針状・棒状 長 （2.1） 径 0.3 重 0.3
棒状。縦に半裁。断面隅丸方形。上下欠損。全体に研磨による
稜線が残り、研磨面が明瞭に残る。特に下部の研磨は鮮明で、
線状痕も明瞭。全体の形態不明。鹿角製品。

12 1 2P43 1層 骨角器 針状・棒状 長 （1.2） 径 0.3 重 0.1 針状・棒状。上下欠損、部分破片。全体の形態不明。鹿角製品。
13 1 2Q40 骨角器 針状・棒状 長 （0.9） 幅 0.2 厚 0.2 重 0.1 針状・棒状。上部欠損、部分破片。全体の形態不明。鹿角製品。

14 1 2O40 骨角器 針状・棒状 長 1.8 径 0.4 重 0.3 針状・棒状。下端部に研磨した痕跡あり。上端部は欠損。全体
の形態は不明。鹿角製品。

15 3 2N40 骨角器 針状・棒状 長 （1.2） 幅 0.3 厚 0.3 重 0.1 棒状。縦に半裁。断面三角形。上下欠損。研磨痕残る。全体の
形態不明。鹿角製品。

16 2 1 竪穴 骨角器 針状・棒状 長 （1.2） 幅 0.2 厚 0.2 重 0.1 棒状。縦に半裁。断面楕円形。上下欠損。全体に弱い横方向の
研磨痕残る。全体の形態不明。鹿角製品。

17 3 2O-39 骨角器 針状・棒状 長 （1.9） 幅 0.3 径 0.2 重 0.2
棒状。縦に半裁。断面隅丸長方形。上下欠損。上部は風化して
おり加工痕は残っていないが、下部に研磨痕残る。全体の形態
不明。鹿角製品。

18 3 2N40 骨角器 棒状 長 1.0 径 0.4 重 0.1 棒状。縦に半裁。上端近くが段になる。全体の形態不明。鹿角
製品？

19 1 2Q43 骨角器 針状 縦 1.4 横 0.6 厚 0.2 重 0.1 鹿角破片の先端を薄く削り先を尖らせている。ややカーブする。
表裏とも平坦で断面長方形。

20 3 22 配石 
2N-40 骨角器 針状 長 （1.5） 幅 0.3 重 0.1 先端に研磨痕残る。断面三角形。上部欠損。全体の形態不明。

鹿角製品。

21 3 2O-40 骨角器 ヘラ状加工
品か 長 1.6 幅 0.7 厚 1.5 重 0.9 先端をやや薄く研磨している。断面は三角形。下端は僅かに欠

損。上端も欠損。途中に横方向の沈線あり。鹿角製品？

22 3 2N-40 骨角器？ 不明 長 2.1 幅 0.6 厚 0.5 重 0.4 不定形。先端部に一部研磨もしくは磨滅の痕跡を残す。断面三
角形。素材は鹿角もしくは骨か不明瞭。

23 1 2P-40 
Ⅺ層 骨 関節 長 （1.5） 幅 （1.4） 厚 0.8 重 0.9 関節の一部に傷痕が残る。細いカーブする沈線であり、解体時

のものか。骨角器ではないものと考えられる。骨。



０ ５㎝２:３

０ ４㎝１:２

第238図　星野宅内１・２号住居跡出土骨角器

第237図　16号住居址出土骨角器・遺構外出土骨角器

矢瀬遺跡

千網谷戸遺跡
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０ ２㎝１:１

第239図　唐堀遺跡出土骨角器
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第15節　獣骨（焼骨片）

（１）　概要
　本節では出土した獣骨の概要について報告する。出土

した獣骨の総重量は54,871ｇ（約54㎏）であった。獣骨の

ほとんどが被熱し概ね10㎜程度に細かく破砕された焼骨

片であった。被熱したことで結果的に大量の焼骨片が遺

存し、被熱した骨角器も確認された。また、生骨も出土

し、シカやイノシシの下顎骨や歯など種や部位が確認で

きたものもあったが、全体的に残存状況は悪かった。

　焼骨片は人為的に生骨を焼いて破砕して生成したもの

と考えられる。生成の目的までは結論できなかったもの

の、縄文時代後期後半から晩期前半の遺跡形成過程の中

で、大量の焼骨片を生成し遺跡に廃棄する行為が行われ

たことを確認できた。

（２）　焼骨片の同定
　焼骨片は遺構、グリッドごとに重量を計測し、その中

から種や部位の同定が可能なものを抽出し鑑定を依頼し

た。鑑定の結果、イノシシ、シカ、カモシカ、小型哺乳類、

鳥類、鮫などに同定された。部位については、歯、頭骨、

関節、肋骨、角などに同定された。ただし、破片のため

同定できた点数は少なく、大部分が「その他・他部位」に

分類された同定できなかったものである。

（３）　焼骨片の分布
　焼骨片は大部分が遺物包含層からの出土である。ほぼ

遺跡全体から出土した。2O39では5,000ｇを超える量が

出土し、水場2O39と合計すると7,000ｇを超える。また、

2O40や2N40で3,000ｇ近く、2N39でも2,500ｇ近くが出土

しており、この範囲に焼骨片が集中する傾向がある。こ

の範囲は水場遺構の北側に隣接する部分で、大量の焼骨

片のほか、シカやイノシシなどの下顎骨を含む生骨も確

認された。また、1号灰層ブロックも位置し、その灰層

には多数の焼骨片の混入が確認された。一方、水場遺構

からやや離れた2P41・42、2Q42・43の範囲でも集中して

いた。この範囲には水場遺構よりも新しい時期の遺構・

遺物がまとまっていた。なお、焼骨片をまとめて集積し

たような遺跡及び痕跡は確認できなかった。

（４）　小結
　このように焼骨片は水場遺構の北側に隣接した範囲

（①）に最も集中しており、水場遺構の位置と焼骨片の集

中に関連があることが推察される。また、水場遺構から

やや離れた範囲（②）でも集中していた。①の範囲は水場

遺構の使用時期に形成されたもの、②の範囲は水場遺構

の廃絶後に形成されたものと考えられ、焼骨片を生成す

る行為は遺跡形成過程の中に継続的に行われた可能性が

推定される。

第94表　獣骨（焼骨片）集計表

第95表　獣骨（焼骨片）集計表（上位20グリッド）

第５章　調査成果
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№ 種 部位 重量（ｇ）
1 イノシシ 前歯 36
2 臼歯 609
3 シカ シカ角加工品 1
4 シカ角 248
5 シカ/カモシカ 歯 924
6 シカ/カモシカ/イノシシ 歯/臼歯 257
7 小型哺乳類 小型哺乳類 61
8 他部位 1
9 鳥類 鳥類 9
10 その他 頭骨 2,429
11 関節 8,706
12 肋骨 633
13 加工骨 14
14 骨角器 1
15 他部位 40,875
16 その他 63
17 鮫 鮫歯 5

総計 54,871

№ 出土位置 重量（ｇ） ％
1 2O39 5,648 10.3％
2 2Q43 3,151 5.7％
3 2O40 2,992 5.5％
4 2N40 2,836 5.2％
5 2P40 2,484 4.5％
6 2N39 2,463 4.5％
7 2P41 2,455 4.5％
8 2P39 1,786 3.3％
9 2P43 1,661 3.0％
10 水場2O39 1,613 2.9％
11 2M40 1,550 2.8％
12 2M39 1,536 2.8％
13 2O38 1,454 2.7％
14 2Q42 1,333 2.4％
15 2P42 1,245 2.3％
16 2P38 1,236 2.3％
17 2R44 1,124 2.0％
18 2N38 1,113 2.0％
19 2O42 1,067 1.9％
20 2R43 1,051 1.9％

合計 39,798 73.0％
総計 54,871 100％
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第16節　水場遺構出土のクルミ

（１）　概要
　水場遺構から出土したクルミについて分析した。以下、

結果を報告する。分析したクルミは、縄文人が食料とし

て利用したものである。自然に自生していたクルミが自

然営為によって遺跡に残ったのものではなく、縄文人が

採取し加工した残滓で人間行動に由来する遺物である。

　本遺跡は縄文時代後期後半から晩期前半の遺構を主体

とし、水場遺構を中心とする遺跡である。吾妻川中流域

の下位段丘面に残された遺跡で、吾妻川に面した標高約

400ｍの山間部に立地している。縄文時代の当該期に、

このような山間地の立地環境にある遺跡周辺でどのよう

なクルミが自生し、当時の人間がどのような大きさや形

状のクルミを選択し採取していたのか、出土したクルミ

からその課題解決に向けたデータが得られると考えた。

クルミの様相を分析することで、クルミ自体の利用のあ

り方、クルミとトチノミの利用の関わり方、さらに植物

質食料資源全体の利用のあり方について検討するための

材料を得ることができると考えた。

　水場遺構からは、クルミの残滓がトチノミの残滓と一

緒に多数出土した。クルミの残滓とは、固い殻に相当す

る核の部分である。核の外側の果肉の果皮、核の中身で

食用になる子葉の出土は確認できなかった。なお、ここ

で扱うクルミとは、オニグルミと判断したものである。

　出土したクルミについて残存状況別の分類と集計、計

測、分析を行った。対象は、大きさの計測が可能なもの

で、基本的には半截のものが主体である。細かい破片も

大量に出土しているが集計からは除外した。

　クルミは、水場遺構から出土したものである。水場遺

構付帯部の遺構別に区分すると、１号種子ブロック、２

号種子ブロック、３号種子ブロック、４号種子ブロック

の各種子ブロックから出土したもの、廃棄場の各グリッ

ドから出土したものである。このうち、１号種子ブロッ

クと３号種子ブロックはクルミ塚であり、クルミの量は

多い。一方、２号種子ブロックと４号種子ブロックはト

チ塚であり、クルミはトチノミに混ざって出土したもの

で、クルミの量は少ない。

　また、水場遺構の最下流部に位置する廃棄場からも大

量のトチノミに混ざってクルミが多数出土した。ここか

ら出土したクルミは、クルミ塚のようなブロック状の密

集度がなかったため、種子ブロックとしては遺構認定し

ていない。

第97表　クルミ集計表
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No. 出土遺構 備考
残存状況

合計
1 2 3 4 5 6

1 水場1号種子ブロック クルミ塚 1 10 52 60 38 58 219

2 水場2号種子ブロック トチ塚 4 3 2 9 18

3 水場3号種子ブロック クルミ塚 4 18 32 69 57 94 274

4 水場4号種子ブロック トチ塚 1 2 2 1 6

5 水場2L36廃棄場 トチノミ層 3 1 1 5

6 水場2M36廃棄場 トチノミ層 2 2

7 水場2M37廃棄場 トチノミ層 8 6 2 9 1 26

8 水場2M38廃棄場 トチノミ層 3 1 25 27 57 43 156

9 水場2M39廃棄場 トチノミ層 1 9 22 29 61

10 水場2N37廃棄場 トチノミ層 23 2 24 34 69 73 225

11 水場2N38廃棄場 トチノミ層 5 21 42 23 41 132

12 水場2N39廃棄場 トチノミ層 1 1

総計 49 32 177 239 279 349 1125



（２）　残状状況の分類
　次のように残存状況の基準を設定し分類した。。分類

方法は次のとおりである。

残存状況１：完形のもの。食痕のあるものも含む。

残存状況２：1/2以上残存しているもの

残存状況３：1/2残存しているもので、端部の欠損が  

　ないもの。

残存状況４：1/2残存しているもので、一方の端部が

　わずかに欠損（概ね１mm前後）しているもの

残存状況５：1/2残存しているもので、一方の端部が

　欠損（概ね１～４mm前後）しているものもの

残存状況６：1/2残存しているもので、両端部が欠損

　（欠損の大きさに関係ない）しているもの。

　完形とは、割れていない完形状態のものである。食痕

のあるクルミも割れていなければ完形に含めた。

　1/2残存とは、半截状態のものである。

（３）　クルミの大きさ
　クルミの大きさについて、長さ、幅、厚さを計測し集

計した。長さ、幅、厚さは１㎜単位で計測した。計測の

方法は、次のとおりである。

　長さ：１㎜メッシュの方眼紙にクルミの縫合線を水平

下面にして置き、両端部を垂直中心軸にして、中心軸を

最大長として計測した。１mm単位で計測した。

　幅：中心軸に直交する最大幅を計測した。１mm単位で

計測した。

　厚さ：縫合線を水平に置いた最大高を厚さとして計測

した。１mm単位で計測した。

　①　長さ

　全体では、最小値21mm、最大値44mmであった。平均値

をみると、全体では31.3mmであった。残存状況２・３・

４では平均値32.1㎜であった。後者の平均値は端部の欠

損がわずかなので、本来のクルミの長さの平均値を示し

ているといえる。

　次に、長さ別の頻度について見る。２mm単位で区分し

た。対象は、残存状況６を除いたものである。

　結果は、31～32mmが最も多く、以下29～30mm、27～28

㎜、33～34mmであった。長さ31～32㎜にピークを持つ単

峰型のヒストグラムで、平均値とも整合的である。この

ことから、長さ31～32㎜前後のクルミを主体的に利用し 第240図　出土したクルミ

１号種子ブロック（完形、残存状況２）

１号種子ブロック（残存状況４）

１号種子ブロック（残存状況４）

１号種子ブロック（残存状況５・６）
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ていたことが判明したといえる。

　②　幅

　幅について見る。幅については、計測可能なものが

多く有効な数値が得られたといえる。結果は、最小値

14mm、最大値が35mm、平均値25.8mmであった。

　次に、幅別の頻度を見る。２mm単位で区分した。結果

は、25～26mmが最も多く、以下27～28mm、23～24mmとなっ

た。この３つの階級で全体の77％を占めていた。幅25～

26㎜にピークを持つ単峰型のヒストグラムで、平均値も

整合的である。このことから幅25～26㎜前後のクルミを

主体的に利用していたことが判明したといえる。

　③　厚さ（半截・完形）

　厚さについては、半截のクルミと完形のクルミに分け

て集計した。

　半截のクルミの厚さについては、半截状態の厚さがわ

かる残状状況３・４・５・６を対象とした。結果は、最

小値７mm、最大値17mm、平均値11.7mmであった。

　厚さ別の頻度を見る。２mm単位で区分した。結果は、

11～12mmが最も多く、全体の50％以上を占めていた。以

下13～14mm、９～10mmであった。

　クルミを縦方向に割った場合、基本的には縫合線に

沿って半分に割れるため、厚さは本来の半分になる。半

截のクルミの計測値は本来の1/2の厚さを示しているこ

とになるので、２倍にして完形のクルミの厚さを復元し

た場合、厚さ22～24mmのものが主体的に利用されたこと

が推測できる。

　完形のクルミの厚さについては、最小値が15mm、最大

値27mm、平均値が22mmであった。

　次に、完形の厚さ別の頻度を見る。その結果、25～

26mmが16点・33％で最も多く、以下23～24mmが13点・

27％であった。

　以上をまとめると、水場遺構で利用されたクルミの大

きさは、長さ31～32mm、幅25～26mm、厚さ22～24mm（半

截を２倍に復元して推定）のものを主体に、これに前後

する大きさのものが利用されていたと考えられる。

（４）　クルミの長副比と形状
　クルミの長副比は次の通りである。長副比とは長さを

幅で割って数値化したものである。概ね1.5を超えれば

細長、1.0を下回れば幅広とした。対象は、残存状況１・２・

３・４である。端部がわずかに欠損（概ね１mm前後）した

残存状況４も対象とた。端部が大きく欠損（概ね４mm）し

た残存状況５と両端が欠損した残存状況６は対象外とし

た。結果は、長副比は0.9～2.14であった。

　頻度は1.2～1.3未満が最も多く、以下、1.1～1.2未満、

1.3～1.4未満であった。この傾向は長さ31～32mm、幅25

～26mmのクルミを主体としていたことと一致する。

　この長副比から、利用したクルミは幅よりも長さの方

が大きく、やや細長の形状のものが多かったといえる。

ただし、長副比0.9のやや幅広のもの、長副比1.0～1.1

のほぼ幅と長さが同じものも確認できた。これらのクル

ミは偏平な形状のものである。また、長副比2.0以上の

著しく細長のクルミもわずかに確認できた。

第98表　クルミ全体集計表（平均／長さ・幅・厚さ）

第99表　水場遺構第１号種子ブロック集計表
（平均／長さ・幅・厚さ）

第100表　水場遺構第２号種子ブロック集計表
（平均／長さ・幅・厚さ）

第16節　水場遺構出土のクルミ

461

残存状況 点数
平均値/長さ
　　　（mm）

平均値/幅
　　　（mm）

平均値/厚さ
　　　（mm）

１ 49 31.3 23.1 22.0 
２ 32 32.4 27.2 14.4 
３ 177 31.7 25.2 11.5 
４ 239 32.3 25.9 11.8 
５ 279 30.5 25.7 11.8 
６ 349 31.0 25.8 11.8 

１～６の平均 1125 31.5 25.5 13.9 
２・３・４の
長さの平均 448 32.1 - -

残存状況 点数
平均値/長さ
　　　（mm）

平均値/幅
　　　（mm）

平均値/厚さ
　　　（mm）

１ １ 33.0 27.0 22.0 
２ 10 35.2 27.8 13.2 
３ 52 32.2 24.5 11.0 
４ 60 32.9 25.5 11.4 
５ 38 31.5 26.4 11.9 
６ 58 32.6 25.9 12.0 

１～６の平均 219 32.9 26.2 13.6 

残存状況 点数
平均値/長さ
　　　（mm）

平均値/幅
　　　（mm）

平均値/厚さ
　　　（mm）

１ ４ 30.5 27.0 21.0 
２ 18 31.2 27.4 15.0 
３ 32 31.6 25.8 12.0 
４ 69 31.9 26.3 12.1 
５ 57 29.5 25.1 11.8 
６ 94 30.6 25.7 11.9 

１～６の平均 274 30.9 25.3 14.0 



（５）　食痕のあるクルミ
　穴のあるクルミが確認された。穴は縫合線を中心に見

た場合クルミの表面側と裏面側の対向する左右両方に開

いているものが大部分であった。このようなクルミを食

痕のあるクルミとした。穴は左右両側に概ね10mm前後の

大きさであった。このような状況からみて、この穴は小

動物が食べた痕跡（食痕）の可能性が高く、アカネズミに

よるものものと推測される。

　食痕のあるクルミは、完形のクルミに多数確認された。

一方、半截のクルミには少なかった。完形のクルミに食

痕のあるクルミが多い理由は、当時の人間行動に由来す

るものと考えられる。採取した完形のクルミを次々と打

ち割って中身を取り出していくと、結果的には半截のク

ルミが残滓となる。その痕跡が遺物となった多数の半截

のクルミである。打ち割り際に、食痕の存在に気づいた

人間は打ち割ることなくそのまま放棄したものと推測さ

れる。その行動の結果が反映されたことで、完形に食痕

のあるクルミが多くなったものと考えられる。

（６）　種子ブロック別に見たクルミの大きさ
　水場遺構の種子ブロックから出土したクルミの大きさ

について見る。対象は、クルミ塚として調査した水場遺

構１号種子ブロックと３号種子ブロック出土のクルミで

ある。

　この二つの種子ブロックは、水場遺構の最上面で検出

されたものである。両者が同一の年に形成されたものか、

あるいは別々の年に形成されたものか、両者の時間的な

前後関係までは判断できなかった。しかし、水場遺構の

最上面から検出されているので、両方とも水場遺構形成

過程においては近接した時間幅の中で形成された可能性

が高いと考えられる。

　また、種子ブロックは、平面的なまとまりや垂直分布

から見て、一つの作業単位で形成された遺構といえる。

作業単位とは、クルミの搬入→打ち割り→中身の取り出

し→クルミ殻の廃棄、という連続した作業の流れの単位

である。これらの種子ブロックが１回きりの作業単位、

あるいは複数の作業単位が連続して短時間の中で形成さ

れたものかまでは判断できなかった。しかし、出土状況

から見て、少なくとも複数年にわたる作業単位の累積で

形成されたものではなく、一つの年（単年）の期間内で形

成されたものと推測される。したがって、種子ブロック

から出土したクルミは、ある年に採集し食料利用した単

年のクルミの実態を表しているといえる。そこで、当時

のクルミの実態を検討するために２か所の種子ブロック

から出土したクルミについて分析した。

　①　水場遺構１号種子ブロック

　集計したクルミは計167点である。

　まず、長さについて見る。対象は、残存状況６を除く、

計161点である。結果は、最小値が23mm、最大値が44mm、

平均値が32.6mmであった。

　長さ別の頻度は、31～32mmが最も多く、以下29～30m、

27～28mm、33～34mmであった。

　次に、幅について見る。結果は、最小値が17mm、最大

値が35mm、平均値が25.7mmであった。

　幅別の頻度は、27～28mmが最も多く、以下25～26mm、

23～24mmであった。

　次に、厚さ（半截）について見る。対象は、残存状況

３・４・５・６である。結果は、最小値が８mm、最大値

が16mm、平均値が11.4mmであった。

　厚さ別の頻度は、11～12mmが最も多く、以下９～

10mm、13～14mmであった。

　次に、長副比について見る。対象は、残存状況１・２・

３・４である。結果は、1.2～1.3未満が最も多く、以下

1.3～1.4未満、1.1～1.2未満であった。

　②　水場遺構３号種子ブロック

　集計したクルミは計180点である。

第241図　食痕のあるクルミ
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長さ（㎜）

長さ（㎜）

長さ（㎜）

幅（㎜）

幅（㎜）

幅（㎜）

まず、長さについて見る。対象は、残存状況６を除く。

結果は、最小値が21mm、最大値が39mm、平均値が31.4mm

であった。

　長さ別の頻度は、31～32mmが55点・30.6%で最も多

く、 以 下、33～34mmが34点・18.9%、29～30mmが34点・

18.9%であった。

　次に、幅について見る。対象は272点である。その結果、

最小値が15mm、最大値が33mm、平均値が26.3mmであった。

幅別の頻度は、25～26mmが最も多く、以下27～28mm、23

～24mm、29～30mmであった。

　次に、厚さ（半截）について見る。対象は、残存状況

３・４・５・６である。結果は、最小値が９mm、最大値

が17mm、平均値が12.0mmであった。

　厚さ別の頻度は、11～12mmが最も多く、以下13～

14mm、９～10mmであった。

　次に、長副比について見る。対象は、残存状況１・２・

３・４である。結果は、1.1～1.2未満が最も多く、以下

1.2～1.3未満、0.9～1.0未満であった。

　③　比較

　二つの種子ブロックのクルミを比較する。

　長さについは、平均値が32.6mmと31.4mmで１号種子ブ

ロックの方が大きいものの、わずかな差であり両者に違

いはないといえる。頻度は31～32mmが最も多い点で共通

していた。クルミ全体の長さの頻度と同じである。

　幅については、平均が25.7mmと26.3mmでほぼ同じであ

る。頻度は１号種子ブロックでは27～28mmが最も多く、

３号種子ブロックでは25～26mmが最も多かったが、他の

階級での著しい違いはなく頻度も同じといえる。

　厚さ（半截）については、平均値が11.4mmと12.0mmでほ

ぼ同じである。頻度も11～12mmが最も多い点で共通して

いる。本来の厚さは22～24mmのものが最も多かったと推

定される。

　長副比については、１号種子ブロックでは1.2～1.3未

満が最も多く、３号種子ブロックでは1.1～1.2未満が最

も多かった。他の階級でも著しい違いはなく、頻度も共

通しているといえる。

　以上のように、１号種子ブロックと３号種子ブロック

では、クルミの大きさや形状に違いはないことが判明し

た。いずれも長さ32mm前後、幅27mm前後、厚さ23mm前後、

長副比1.2前後の形状のものが主体であった。全体のク

ルミと比較してもほぼ同じ大きさ、形状といえる。

第242図　クルミ散布図
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（７）　年代測定
　１号種子ブロック、３号種子ブロックから出土したク

ルミについて、年代測定を行った。結果は次の通りであ

る。

　①　１号種子ブロック

　測定No：PLD-42827

　２σ暦年代範囲：3333-3289cal BP(18.14%)、3261-

3147cal BP(75.91%)、3119-3114cal BP(0.58%)、3089-

3083cal BP(0.81%)、中央値：3213ca BP

　②　３号種子ブロック

　測定No：PLD-43099

　２σ暦年代範囲：3338-3287cal BP(26.15%)、3269-

3162cal BP(69.30%)、中央値：3229cal BP

（８）　まとめ
　水場遺構から出土したクルミを分析した。本遺跡では、

圧倒的にトチノミの利用が多かったが、クルミもトチノ

ミとともにさかんに食料に利用された堅果類である。

　分析の結果、次のことが判明した。出土したクルミ全

体も各種子ブロックから出土したクルミも、ほぼ同じ大

きさと形状であった。長さ31～32mm、幅25～26mm、厚さ

22～24mm、長幅比1.2～1.3のやや細長の形状のクルミを

主体に利用していることが判明した。

　当時の縄文人は、クルミを食料利用するためにこのよ

うな大きさ・形状のクルミを選択的に採取して、水場遺

構に搬入し打ち割っていたと考えられる。

　水場遺構が形成された縄文時代後期後葉から晩期前期

の時期、標高400ｍ付近の山間の本遺跡周辺では、トチ

ノミとともにクルミが自生し、トチノミの採取とともに

このような大きさ・形状のクルミも採取していたと考え

られる。
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図 1 試料の採取と分析方法

1 検出状態 2 採取状況

3 超音波洗浄器による選別
4 選別後 

第17節　唐堀遺跡トチノキ種皮堆積
の分析

（１）　はじめに
　本遺構は低湿地にあり、植物質遺物が良好な状態で保

存されていた。なかでもトチノキ種皮やオニグルミ内果

皮は当時の人々が主要なエネルギー源として利用した食

料残渣の可能性が高く、当時の食生活を知るうえで貴重

な資料と判断された。そこで、調査では植物遺体を多く

含む地点を中心に水洗選別が実施された。さらに、筆者

は一部土壌を切り取ってブロックサンプルを抽出した。

幸い試料は砂質土に埋没していたため、植物遺体の泥離

れが比較的容易であった。そこで、本稿では植物利用の

実態を探るため、種皮をできるだけ壊さないよう超音波

洗浄器を用いて定量的な水洗選別法を試みた。そのうえ

で、体積単位あたりの包含量を推定し、縄文人の獲得エ

ネルギーを復元する。

（２）　試料と分析方法
　試料は2M37グリッドのトチ層Ｂである。後期後葉高井

東式期に属す。最も近い場所のトチノキ種子の年代は

3448-3364 cal BP（95.45%）である。調査時の破砕の影響

が少ない巨木の近くを選んで採取した。30×23×12㎝の

ブロックに切り取り（第247図-１）、塊の状態でタッパー

に入れてラップに巻いて運搬、保管した（第247図-２）。

　研究室に持ち帰った後、タッパーから取り外し、超音

波洗浄器の槽内バスケットに入るよう包丁で整形しなが

ら、断面を詳細観察した。整形後のブロックサンプルは、

23×20×12㎝、5.52ℓ、5.263㎏（湿性）である。超音波

洗浄器はアズワン製ASＵ-10である。発振方法は他励発振

方式、高周波出力240W、発振周波数40kHzである。発振

第247図　試料の採取と分析方法
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２ 断面

1 トチ層表面状態 

時は槽内の排水バルブを開けた状態で上から水を流し込

み、排水口に１㎜、0.5㎜メッシュのフルイを設置した

（第247図-３）。槽内の水の濁りが無くなるまで撹拌しつ

つ約120分間発振し続けた（第247図-４）。

　試料の乾燥後重量は1.293㎏である。試料はトチノキ、

オニグルミ、種子（トチノキ、オニグルミ以外の大型植

物遺体）、木炭、骨、その他（石・木片）に分類した。こ

のうち、トチノキは破片の形状、大きさで細分した。ト

チノキ種皮は全て破片で完全粒が無かった。現生トチノ

キ成熟果の平均長径は25～40mmとされるため、長径25mm

未満のものを幼果と判断した（谷口・和田2007）。

　オニグルミ殻（内果皮）は歯ブラシや面相筆で一つ一つ

丁寧に洗浄、自然乾燥させた後、観察した。個数が少な

いため、各破片の接合を試みたうえで破片数を個数に置

き換えた。

　また比較のため、事業団により任意の量で水洗選別さ

れた水場遺構２号種子ブロック、水場遺構４号種子ブ

ロック、廃棄場2M37グリッド２面トチ層も対象とした。

トチノキ、オニグルミ以外の大型植物遺体については、

分類後、パレオ・ラボに同定を依頼した。

（３）　トチノキ種皮とオニグルミ殻の分類
　トチノキ種皮は遺存状態によってA～E類に６分類し

た。分類については以下の通りである（第249図上段）。

A類：完形（多少の割れ、欠損も含む）。

Ｂ類：全体の1/2以上（中身を取り出すことが可能、

２㎝以上）。

Ｃ類：大破片（大きさ1/3～1/2、約１～２㎝角）。

D類：小破片（大きさ1/3未満、約１㎝角未満）。

E類：子葉、あるいは子葉付着片。

　これらのうち、縄文人が中身を取り出した後の状態を

示すのはＢ～E類である。特にＢ・Ｃ類は実が押しつぶ

された結果、中身が抜け出た後の状態を示す。

　オニグルミ殻（内果皮）は欠損部位によって下記に区分

した。

1/2片：縫合線から半分に割れて元々の大きさから概

ね1/2となったもの。さらに頂部・横部・底部

に分けてその破損範囲を示す。

1/4片：割れて元々の大きさから概ね1/4となったもの。

小片：上記より小さい細片。

動物食痕：リスなどの小動物が空けたと思われる丸い

穴があるもの。

焼痕：表面が炭化しているもの。

（４）　分析結果
　①　ブロックサンプル（廃棄場2M39グリッドトチ層Ｂ）

の詳細観察

　第248図２はトチ層ブロックの高コントラスト画像で

ある。１はトチ層の表面である。表面のトチノキ種皮は

D類が多く、画像の７割程度を占める。これらの破片に

は、向きや大きさごとの規則性は認められない。破片ど

うしも原形がうかがえないことから、土圧や調査時の踏

みつけなど埋没後の影響で破片になったとは考えにく

い。

　２は断面である。断面は矢印部分を境に、上下のトチ

層の間に砂層を挟む。よって層序は少なくも３に細分さ

れる。上位のトチ層は厚さ約3.5㎝でクルミ片を含む。

砂層は厚さ約２㎝で下層の種皮片を巻き込む。下位のト

チ層は厚さ約5.5㎝である。外見上では、上位、下位の

トチ層とも球状、あるいはＢ類の破片はほとんどない。

第248図　トチ層の詳細観察
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トチノキ種皮片は、断面ではミルフィーユのように幅１

㎝ほどの薄い膜状の小片として水平堆積する。よって、

トチ層は１度に堆積したのではなく、流水による砂層の

堆積を含む複数回にわたって形成されたとみられる。

　②　ブロックサンプルの選別結果

　ブロックサンプルからはトチノキ427.0g、オニグルミ

20点を検出した。そのほか、フルイから第103表に示す

大型植物遺体4,633粒（破片を除く）を検出した。動物遺

体は検出されなかった。

　トチノキ種皮の分類別出土量

　計427.0gある。第101表はトチノキ種皮片の分類ご

との出土量である。このうちA類とE類はなく、Ｂ類

12.5g、Ｃ類46.6g、D類367.9gである。出土量は圧倒的

に小破片であるD類が多く、86％を占める。1/2以上残

るＢ類をみると、ねじれたものはほとんどなく、くの字

に折れた種皮や、大きく開いてつぶれた種皮が占める（第

249図）。そのほか、幼果片３点、未熟種子８点が含まれる。

　比較試料をみると、廃棄場2M37グリッド２面トチ層

はＢ類9.3g、Ｃ類43.5g、D類251.5gである。水場遺構

２号種子ブロックはＢ類3.3g、Ｃ類30.4g、D類276.9g

である。水場遺構４号種子ブロックはＢ類0.9g、Ｃ類

10.5g、D類297.6gである。全てブロックサンプルと同

じくD類が80％以上を占める。詳細にみると、同グリッ

ドの廃棄場2M37グリッド２面トチ層の分類組成は、ほ

ぼ同じ割合を示す。一方、水場遺構２号種子ブロックと

同４号種子ブロックがＢ類とＣ類がやや少ない。また、

子葉１点が水場遺構２号種子ブロックより検出する。こ

の子葉は径1.5㎝ほどであることから幼果とみられる。

　オニグルミ殻の分類別出土量

　計20個分検出した。全て縫合線から半分に割れた1/2

片より小さい破片である。２個に動物食痕がある。欠損

範囲は完形１点、頂～横部欠損３点、横～底部欠損１点

がある。また1/4片４点、小片10点である。1/4片は縦形

で横部のほか頂部か底部、もしくはその両方を欠く。小

片は比較的厚みのある縫合線周辺が残る。頂部や底部片

がない。

　比較試料をみると、廃棄場2M37グリッド２面トチ層

は頂横底欠１点、1/4片２点、小片８点である。水場遺

構２号種子ブロックは1/4片２点、小片８点である。水

場遺構４号種子ブロックは1/4片２点、小片８点である。

同グリッドの廃棄場2M37グリッド２面トチ層には1/2片

が認められる。一方、水場遺構２号種子ブロックと同４

号種子ブロックは小片が多く、焼痕が残る破片が含まれ

る。

　トチノキ種皮・オニグルミ殻以外の大型植物遺体

4,633粒（破片を除く）検出した。分類群ごとの説明や利

第101表　トチノキ分類別重量

第102表　オニグルミ分類別個数
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トチノキ種皮分類（g）

遺構 A（完） B（1/2～） C（1/3～） D（～1/3） E（子葉） 計

廃棄場2M37グリッドトチ層B 0 12.5 46.6 367.9 0 427.0

廃棄場2M37グリッド2面トチ層 0 9.3 43.5 251.5 0 304.3

水場遺構2号種子ブロック（トチ塚） 0 3.3 30.4 276.9 1.5 312.1

水場遺構4号種子ブロック（トチ塚） 0 0.9 10.5 297.6 0 309.0

オニグルミ殻片分類（個）

遺構 完 頂欠 頂横欠 頂横底欠 横底欠 1/4片 小片 計

廃棄場2M37グリッドトチ層B 1 1 3〈2〉 1 5 10 20

廃棄場2M37グリッド2面トチ層 1 2 8 11

水場遺構2号種子ブロック（トチ塚） 1 12（2） 13

水場遺構4号種子ブロック（トチ塚） 1 13（3） 14

※各個数中の〈 〉：食痕有、（ ）：焼痕有の個数を示す。



B 類 全体の 1/2 以上

C 類 大破片 (1/3 ～ 1/2、約 1 ～ 2 ㎝角 )

D 類 小破片 (1/3 未満、約 1 ㎝角以下 )

E 類 子葉（幼果）

1/2 片（ほぼ完形） 1/2 片（頂横欠）1/2 片（頂部欠）

動物食痕

1/2 片（横底欠）

1/4 片

小片

1/2 片（頂横底欠）

焼痕

用法については別章（第３分冊）の大型植物遺体を参照い

ただき、ここでは参考として提示する（第103表）。分類

群では34種にのぼる。特に目立つのはクワ属やニワトコ、

マタタビ属、ウドが目立つ。これらが多い点は、別章の

大型植物遺体の結果とも符合する。またニワトコの破片

は１割に満たず、実のままの利用が推定される。

（５）　考察と全体量の復元
　トチノキやオニグルミは堆積状態や残存部位から、食

用となる中身が取り出された後の試料であることは明ら

かである。トチノキ種皮は土圧や発掘作業による影響は

うかがえず、各地点の結果がほぼ同じであったことか

ら、当時の皮むき作業の結果を示すとみられる。トチノ

第249図　トチノキ、オニグルミの遺存状態
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キ種皮は原形が分からないほどバラバラで

あった。したがって、実ごと粉砕してしまう

ような皮むき法が推定される。民俗例をみる

とトチノキ種皮の皮むきには石（皮むき石）や

木（トチクジリ）が用いられる。中の実をでき

る限り壊さないよう、実の敲き方（圧力の加

え方）を工夫するため、皮むき後の種皮は原

形をとどめるほどの大きな破片が多い（上條

2015）。また皮むき後の種皮にねじれがみら

れる。こうした民俗例と、本例は異なること

から、別の皮むき法が考えられる。例えば、

実ごとつぶした後、箕を振って皮のみを風で

取り除くといった方法が挙げられる。

　オニグルミは頂部もしくは底部が欠損し、

かつその破片が見つからなかったことから、

礫を用いて頂部か底部に打撃を与えて、中身

を取り出したと推測される。さらにトチノキ

種皮堆積には、目視でトチノキ種皮やオニグ

ルミ殻が目立つものの実際には多様な種子で

構成されることが分かる。

　また廃棄場と水場遺構付近の大きく２地点

で違いが若干あった。超音波洗浄器を使った

ブロックサンプルの結果は、同じ場所に位置

する2M37グリッド２面トチ層の結果と類似

しており、本機材を使わなくても、種皮の破

損状態がほぼ同じ状態であったことを示す。

また堆積状況もほぼ同じとみられる。一方、

水場遺構付近の２号種子と４号種子ブロック

は、トチノキ、オニグルミとも小さな破片が

多い。この理由として、水場に近いため人の

往来などの踏みしめによる破損や、衛生環境

を維持するために大きな残渣を捨てない工夫

が考えられる。

　次に、体積当たりの埋蔵個数と廃棄場の全体量を推定

してみたい。23×20×12㎝、5.52ℓのブロックサンプル

にはトチノキ427.0g、オニグルミ20点が含まれていた。

トチノキの推定個数の換算には、秋田県中山遺跡出土の

中が空洞になった完形個体（n=74）の重さ1.48g±0.58gを

用いる（須合・木村ほか2016）。換算すると、ブロックサ

ンプルの中にはトチノキ288.5±81.2個分が含有され、

ブロック１ℓ中に含まれる推定個数は52.26±14.7個と

なる。ブロック採取を行った廃棄場は、最大長約12ｍ、

最大幅約8ｍ、最深部約1.5ｍとされる。残滓総量は20㎥

（２万ℓ）に達すると推定されている。したがって、概

算ではあるが廃棄場全体で1,045,200±294,000個分とな

り、100万個程度のトチノキが廃棄されていたことにな

る。

　さてトチノキは100g当たり161 kcal、１個（10g）で

第103表　ブロックサンプル中の大型植物遺体
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分類群
フサザクラ 核 1 
フジ属 芽 22 
キイチゴ属 核 50 
ケヤキ 果実 49 （1）
ムクノキ 核 1 
カジノキ属 核 2 
クワ属 核 2014 （34）
イロハモミジ近似種 果実 4 
キハダ 種子 1 
サンショウ 種子 （1）
ミズキ 核 35 （66）
クマノミズキ 核 5 
マタタビ属 種子 484 （34）
ムラサキシキブ属 核 10 
モチノキ属 核 4 
ニワトコ 核 1499 （12）
ガマズミ属 核 1 
タラノキ 核 9 
ハリギリ 核 44 （3）
スゲ属A 果実 5 
スゲ属B 果実 2 
スゲ属C 果実 2 
ムラサキケマン 種子 48 （6）
カナムグラ 核 3 （11）
カラムシ属 果実 2 
ミズ属 果実 1 
スミレ属 種子 1 
ミズヒキ 果実 3 
イヌタデ 果実 14 （5）
ウシハコベ 種子 1 
ナス属 種子 72 （1）
エゴマ 果実 3 （2）
シソ属 果実 4 （5）
ウド 核 237 （12）
不明 芽 （++）
不明 昆虫遺体 （+）
+:1-9,++:10-49
※同定は、パレオ・ラボによる。



16kcalのカロリーとすると（株式会社 amazeオンライ

ン）、単純に廃棄場全体で16,723,200±4,704,000 kcal

となる。一般的な成人の１日摂取カロリーを1,800～

2,200 kcalとすると、約7601～9290日分のエネルギーと

なる。

　同じ要領で、オニグルミをみると、ブロック１ℓ中に

含まれる推定個数は3.62個、廃棄場全体で72,400個分の

オニグルミが廃棄されていたことになる。クルミ１個

（４g）当たり27 kcalとすると、1,954,800 kcalで889～

1086日分のエネルギーとなる。

　当然、条件設定や廃棄の濃淡による誤差も考慮すべき

であるが、トチノキとオニグルミで最大でおおよそ１万

日分の食料残渣が堆積したことになり、主要なエネル

ギー源としてのトチノキの大量かつ集中的な加工の目安

とはなろう。

　分析に際して、大平紋寧の協力を賜った。記して感謝

申し上げる。

引用文献
株式会社 amaze『カロリー Slism』 https://calorie.slism.jp（2021年
12月13日）

上條信彦2015『縄文時代における脱殻・粉砕技術の研究』六一書房
須合洵一・木村彩絵・貴田泰成・上條信彦2016「自然遺物の研究」『八
郎潟沿岸における低湿地遺跡の研究 秋田県五城目町中山遺跡発掘調
査報告書』弘前大学人文学部北日本考古学研究センター ,243-277頁

谷口真吾・和田稜三2007『トチノキの自然史とトチノミの食文化』（株）
日本林業調査会

畠中清隆1981「クルミの形状別分類と欠損部位」『鳥浜貝塚 －縄文前期
を主とする低湿地遺跡の調査２－』福井県教育委員会,107-109頁
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第18節　年代測定

（１）　概要
　水場遺構から出土した木材と土器型式の年代観の整合

性を確認し、水場遺構の形成年代を数値年代で推定する

ために年代測定を行った。測定点数は単体試料が総計58

点である。このほかウィグルマッチングによる年代測定

も行った。

（２）　測定試料
　土器32点、植物遺体（堅果類）11点、木材15点の総計58

である。このうち水場遺構から出土したものが計46点で

ある。

　土器については、合計32点を測定した。水場遺構から

は大量の土器が出土し炭化物付着土器も多数確認され

た。大部分が無文粗製深鉢形土器であったが、土器型式

が判別できるものもありこれらを対象とした。特に、水

場遺構の形成時期を確認するために、水場遺構から多数

出土した高井東式土器を重点的に測定した。また、種子

ブロックの共伴土器も測定し、クルミやトチノミとの整

合性を確認することとした。

　木材については、水場遺構貯水場・作業場・水路の横

木や杭などの構造材を計15点測定した。

　植物遺体について計11点を測定した。内訳は種子ブ

ロックのクルミやトチノミの計９点とほかに土層断面セ

クション採取のクルミとクリの計２点である。

（３）　結果
　年代測定の結果、較正年代は次の通りであった（ここ

では測定結果のうち中央値を示した）。

　高井東式土器については、14点測定した結果、

3174cal BPから3414cal BPの年代範囲になり、多くは

3200年代にまとまった。安行２式土器２点はそれぞれ

3360cal BPと3281cal BP、耳飾り２点は3175cal BPと

3292cal BPで高井東式土器の年代と比較して調和的な年

代といえる測定結果であった。

　木材については、計15点測定した結果、3097cal BPか

ら3361cal BPの年代範囲になり、多くは3100～3200年代

にまとまった。この木材は水場遺構貯水場や作業場、水

路から検出された横木や杭などの構造材で、水場遺構の

廃絶段階のものと考えられる。木材の年代は枯死年代や

転用など由来も考慮して廃絶年代を検討しなければなら

ないが、結果は土器と比較しても矛盾のない年代といえ

る。

　植物遺体については、水場遺構種子ブロックのトチノ

ミ２点とクルミ２点は3194cal BPから3229cal BPの年代

範囲で、高井東式土器や木材の年代と整合的であった。

種子ブロックは層位的に水場遺構の上面に形成された遺

構であることから測定結果は水場遺構の廃絶時期に近い

年代を示していると考えられる。

第104表　年代測定点数

第105表　年代測定点数（詳細）
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№ 試料の種類
出土遺構

総計
水場遺構 その他

１ 土器 22 10 32

２ 植物遺体  9  2 11

３ 木材 15 15

総計 46 12 58

No. 土器型式及び試料
出土遺構

総計
水場遺構 その他

1 堀之内式  1  1

2 高井東式 10  4 14

3 瘤付土器  1  1

4 安行2式  2  2

5 安行3a・3b式  1  1

6 天神原式  1  1

7 佐野式  2  2

8 耳飾り（黒漆塗膜）  2  2

9 その他  7  1  8

10 トチノミ  7  7

11 クルミ  2  1  3

12 クリ  1  1

13 木材 15 15

総計 46 12 58

＊その他は、粗製深鉢形土器や型式分類に不安定要素があるもの



（４）　小結
　水場遺構から出土した木材、植物遺体、高井東式土器

の年代測定結果は相互に調和的な年代であり、年代測定

によって水場遺構全体の整合的な年代観が確認できたと

いえる。この測定結果から、水場遺構の利用年代及び廃

絶年代は暦年較正年代で3200年代から3100年代の可能性

が高いと推定される。

　一方、水場遺構の利用開始年代については、水場遺構

谷地部の巨木のウィグルマッチングの年代（3419cal BP）

や廃棄場下位のトチ層Ｂ の年代（3399cal BP、3419cal 

BP ）が参考になる。この測定結果から水場遺構の利用開

始年代は3400年代前半以降と考えられ。

　このように、水場遺構は高井東式土器に相当する時期

に形成されたもので、暦年較正年代で3400年代前半ごろ

に利用がはじまり約3100年代の時期に廃絶されたと考え

られる。ただし、この年代はさらに検討を進めていく必

要がある。

　なお、本遺跡全体の遺跡形成は水場遺構の廃絶後も継

続し、配石や集石などが形成される。

第106表　水場遺構関連の年代測定結果
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№ 測定番号
出土位置 

水場遺構との関連

14Ｃ年代を暦年代に較正した
年代範囲 

2σ暦年代範囲

中央値 
（cal BP）

型式

１ PLD-42798 水場遺構４号種子ブ
ロックから出土

3356-3209 cal BP（94.79％） 
3189-3185 cal BP（0.66％）

3281 安行２式

２ PLD-42815 水場遺構水路の右岸
部から出土

3440-3431 cal BP（1.79％） 
3398-3328 cal BP（74.64％） 
3292-3256 cal BP（19.02％）

3360 安行２式

３ PLD-42810 水場遺構廃棄場から
出土

3315-3308 cal BP（0.99％） 
3232-3104 cal BP（84.65％） 
3096-3075 cal BP（9.80％）

3174 高井東式

４ PLD-42808 水場遺構水路の右岸
部から出土

3329-3295 cal BP（11.37％） 
3253-3146 cal BP（81.43％） 
3121-3113 cal BP（1.22％） 
3090-3081 cal BP（1.44％）

3202 高井東式

５ PLD-42795 水場遺構廃棄場から
出土

3331-3291 cal BP（15.42％） 
3257-3146 cal BP（77.95％） 
3120-3113 cal BP（0.92％） 
3090-3082 cal BP（1.16％）

3208 高井東式

６ PLD-43704 水場遺構水路から出
土

3331-3291 cal BP（15.31％） 
3256-3148 cal BP（79.39％） 
3118-3115 cal BP（0.27％） 
3088-3084 cal BP（0.48％）

3209 高井東式

７ PLD-42803 31号集石No.2　土器
付着炭化物

3335-3288 cal BP（24.01％） 
3264-3162 cal BP（71.44％）

3225 高井東式

８ PLD-42814 水場遺構水路の最下
流部から出土

3335-3288 cal BP（24.82％） 
3265-3163 cal BP（70.63％）

3227 高井東式

９ PLD-42809 水場遺構水路から出
土

3334-3288 cal BP（25.35％） 
3263-3165 cal BP（70.10％）

3228 高井東式

10 PLD-42819 2N39No.598・599　土
器付着炭化物

3345-3283 cal BP（39.78％） 
3275-3203 cal BP（47.86％） 
3199-3173 cal BP（7.81％）

3256 高井東式

11 PLD-42821 2N39No.729　　土器
付着炭化物

3346-3281 cal BP（41.38％） 
3276-3205 cal BP（47.61％） 
3197-3174 cal BP（6.45％）

3260 高井東式

12 PLD-42806 水場遺構３号種子ブ
ロックから出土

3358-3223 cal BP（95.45％） 3289 高井東式

13 PLD-42804 ３区2N39　　No.723 3362-3230 cal BP（95.45％） 3290 高井東式
14 PLD-42807 ３区2N39　　No.734 3377-3320 cal BP（51.08％） 

3302-3249 cal BP（44.37％）
3327 高井東式

15 PLD-42818 水場遺構水路内の２
面（底面付近）から

3439-3433 cal BP（0.89％） 
3396-3326 cal BP（72.34％） 
3294-3255 cal BP（22.22％）

3356 高井東式

16 PLD-42816 水場遺構水路から出
土

3451-3374 cal BP（95.45％） 3414 高井東式

17 PLD-45451 水場遺構と重複する
グリッド

3318-3306 cal BP（1.99％） 
3237-3103 cal BP（83.61％） 
3097-3074 cal BP（9.86％）

3175 耳飾り塗
膜黒漆

18 PLD-43100 水場遺構廃棄場から
出土

3366-3230 cal BP（95.45％） 3292 耳飾り塗
膜黒漆

19 PLD-38098 木柱、水場遺構谷地部
の巨木より上位から
出土

3162-3003 cal BP（95.45％） 3097 木材

20 PLD-43994 水場遺構水路の右岸
部から出土

3207-3192 cal BP（3.18％） 
3181-3053 cal BP（84.63％） 
3050-3025 cal BP（4.32％） 
3021-3003 cal BP（3.32％）

3112 木材

№ 測定番号
出土位置 

水場遺構との関連

14Ｃ年代を暦年代に較正した
年代範囲 

2σ暦年代範囲

中央値 
（cal BP）

型式

21 PLD-45447 水場遺構作業場から
出土

3320-3305 cal BP（1.50％） 
3243-3060 cal BP（93.03％） 
3040-3034 cal BP（0.47％） 
3012-3007 cal BP（0.46％）

3150 木材

22 PLD-40479 水場遺構作業場（右
岸）の杭

3315-3309 cal BP（0.53％） 
3232-3066 cal BP（94.92％）

3152 木材

23 PLD-40482 水場遺構作業場（右
岸）の横木

3321-3304 cal BP（3.54％） 
3245-3105 cal BP（84.06％） 
3096-3076 cal BP（7.85％）

3181 木材

24 PLD-40483 水場遺構作業場（右
岸）の杭

3326-3299 cal BP（6.76％） 
3250-3106 cal BP（82.48％） 
3095-3076 cal BP（6.21％）

3188 木材

25 PLD-40480 水場遺構作業場（右
岸）の杭

3329-3295 cal BP（9.74％） 
3253-3137 cal BP（75.11％） 
3130-3106 cal BP（5.50％） 
3095-3076 cal BP（5.10％）

3193 木材

26 PLD-40481 水場遺構作業場（右
岸）の横木

3335-3288 cal BP（19.61％） 
3265-3146 cal BP（73.86％） 
3120-3113 cal BP（0.84％） 
3090-3082 cal BP（1.13％）

3215 木材

27 PLD-40477 水場遺構水路（左岸）
の横木

3335-3288 cal BP（19.76％） 
3264-3148 cal BP（74.85％） 
3118-3115 cal BP（0.28％） 
3088-3083 cal BP（0.56％）

3216 木材

28 PLD-40476 水場遺構水路（左岸）
下流部・石組み内から
出土

3336-3287 cal BP（26.63％） 
3267-3164 cal BP（68.82％）

3230 木材

29 PLD-43995 水場遺構水路の左岸
部から出土

3337-3287 cal BP（23.26％） 
3269-3150 cal BP（72.19％）

3233 木材

30 PLD-40484 水場遺構作業場（右
岸）の横木

3339-3286 cal BP（32.15％） 
3270-3167 cal BP（63.30％）

3241 木材

31 PLD-38099 ２号種子ブロックの
下位で水場遺構水路
下流部の石組みの直
下から出土。トチ層A
よりも上位

3339-3286 cal BP（32.82％） 
3270-3168 cal BP（62.63％）

3242 木材

32 PLD-40478 水場遺構貯水場の横
木

3348-3280 cal BP（43.01％） 
3277-3206 cal BP（47.30％） 
3196-3176 cal BP（5.14％）

3263 木材

33 PLD-40475 水場遺構水路下流部
から出土

3442-3429 cal BP（2.86％） 
3400-3328 cal BP（74.88％） 
3292-3256 cal BP（17.72％）

3361 木材

34 PLD-42823 水場遺構断割セク
ションA－A´ 
サンプルNo１

3328-3296 cal BP（8.98％） 
3252-3141 cal BP（78.58％） 
3127-3108 cal BP（3.95％） 
3093-3078 cal BP（3.93％）

3194 トチノキ

35 PLD-45448 水場遺構４号種子ブ
ロックのトチノキ

3331-3292 cal BP（12.76％） 
3256-3142 cal BP（77.25％） 
3125-3110 cal BP（2.65％） 
3093-3079 cal BP（2.79％）

3201 トチノキ

36 PLD-42827 水場遺構１号種子ブ
ロックから出土

3333-3289 cal BP（18.14％） 
3261-3147 cal BP（75.91％） 
3119-3114 cal BP（0.58％） 
3089-3083 cal BP（0.81％）

3213 クルミ

37 PLD-43099 水場遺構３号種子ブ
ロックから出土

3338-3287 cal BP（26.15％） 
3269-3162 cal BP（69.30％）

3229 クルミ
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.6

2％
）

33
35

-3
28

8 
ca

l 
BP（

19
.6

1％
） 

32
65

-3
14

6 
ca

l 
BP （

73
.8

6％
） 

31
20

-3
11

3 
ca

l 
BP （

0.
84

％
） 

30
90

-3
08

2 
ca

l 
BP （

1.
13

％
）

32
15

32
24

12
PL

D-
40

48
2

20
19

 
試

料
No

.1
0

３
区

水
場

2O
38

　
No

.8
水

場
遺

構
作

業
場 （

右
岸

）の
横

木

種
類
：
生

材
 

試
料

の
性

状
：
辺

材
 

器
種
：
作

業
場

の
構

造
材

 
形

状
：
丸

木
状

 
状

態
：
we

t

-2
7.

64
±

0.
24

29
95

±
22

29
95

±
20

32
17

-3
14

9 
ca

l 
BP （

63
.1

9％
）  

31
17

-3
11

5 
ca

l 
BP（

0.
97

％
） 

30
90

-3
08

2 
ca

l 
BP （

4.
11

％
）

33
21

-3
30

4 
ca

l 
BP（

3.
54

％
）  

32
45

-3
10

5 
ca

l 
BP（

84
.0

6％
） 

30
96

-3
07

6 
ca

l 
BP （

7.
85

％
）

31
81

31
79

13
PL

D-
40

48
3

20
19

 
試

料
No

.1
1

３
区

水
場

2O
38

　
No

.9
水

場
遺

構
作

業
場 （

右
岸

）の
杭

種
類
：
生

材
 

試
料

の
性

状
：
最

終
形

成
年

輪
 

器
種
：
作

業
場

の
構

造
材

 
部

位
：
丸

木
 

状
態
：
we

t

-2
8.

97
±

0.
24

30
00

±
24

30
00

±
25

32
30

-3
15

1 
ca

l 
BP （

65
.8

1％
） 

30
89

-3
08

3 
ca

l 
BP （

2.
46

％
）

33
26

-3
29

9 
ca

l 
BP（

6.
76

％
）  

32
50

-3
10

6 
ca

l 
BP （

82
.4

8％
） 

30
95

-3
07

6 
ca

l 
BP（

6.
21

％
）

31
88

31
88

14
PL

D-
40

48
4

20
19

 
試

料
No

.1
2

３
区

水
場

2O
38

　
No

.1
0b

水
場

遺
構

作
業

場 （
右

岸
）の

横
木

種
類
：
生

材
 

試
料

の
性

状
：
辺

材
 

器
種
：
作

業
場

の
構

造
材

 
状

態
：
we

t

-2
8.

22
±

0.
20

30
36

±
22

30
35

±
20

33
27

-3
29

6 
ca

l 
BP（

23
.9

4％
）  

32
53

-3
20

8 
ca

l 
BP （

39
.3

2％
） 

31
91

-3
18

3 
ca

l 
BP （

5.
00

％
）

33
39

-3
28

6 
ca

l 
BP（

32
.1

5％
）  

32
70

-3
16

7 
ca

l 
BP（

63
.3

0％
）

32
41

32
51

15
PL

D-
42

79
3

土
器

 
20

20
 

年
代

測
定

No
.1

３
区

１
号

集
中

　
No

.6
91

１
号

集
中

か
ら

出
土

種
類
：
土

器
付

着
物
・

外
面（

ふ
き

こ
ぼ

れ
）  

部
位
：
口

縁
部

 
状

態
：
dr

y

-2
8.

19
±

0.
15

37
35

±
22

37
35

±
20

41
47

-4
11

6 
ca

l 
BP（

29
.2

0％
）  

40
97

-4
08

2 
ca

l 
BP（

13
.7

7％
） 

40
34

-4
00

1 
ca

l 
BP （

25
.2

9％
）

42
15

-4
21

2 
ca

l 
BP（

0.
42

％
） 

41
52

-4
06

4 
ca

l 
BP（

58
.2

6％
） 

40
49

-3
98

6 
ca

l 
BP （

36
.7

7％
）

40
89

40
79

16
PL

D-
42

79
4

土
器

 
20

20
 

年
代

測
定

No
.2

３
区

22
号

配
石

　
No

.1
49

種
類
：
土

器
付

着
物
・
内

面（
お

こ
げ

）  
部

位
：
胴

部
 

状
態
：
dr

y
-2

8.
31

±
0.

12
26

55
±

21
26

55
±

20
27

69
-2

75
0 

ca
l 

BP（
68

.2
7％

）
28

41
-2

82
8 

ca
l 

BP（
5.

05
％

） 
27

81
-2

74
2 

ca
l 

BP （
90

.4
0％

）
27

60
27

66

17
PL

D-
42

79
5

土
器

 
20

20
 

年
代

測
定

No
.3

２
区

2L
38

　
No

.7
2

水
場

遺
構

廃
棄

場
か

ら
出

土
種

類
：
土

器
付

着
物
・
内

面（
お

こ
げ

） 
部

位
：
口

縁
部

 
状

態
：
dr

y
-2

7.
88

±
0.

13
30

15
±

21
30

15
±

20
33

15
-3

30
9 

ca
l 

BP（
3.

57
％

） 
32

36
-3

16
8 

ca
l 

BP（
64

.7
0％

）

33
31

-3
29

1 
ca

l 
BP（

15
.4

2％
） 

32
57

-3
14

6 
ca

l 
BP（

77
.9

5％
） 

31
20

-3
11

3 
ca

l 
BP（

0.
92

％
） 

30
90

-3
08

2 
ca

l 
BP（

1.
16

％
）

32
08

32
17

18
PL

D-
42

79
6

土
器

 
20

20
 

年
代

測
定

No
.4

３
区

2N
38

　
No

.1
11

水
場

遺
構

水
路

か
ら

出
土

種
類
：
土

器
付

着
物
・
内

面（
お

こ
げ

） 
部

位
：
胴

部
 

状
態
：
dr

y
-2

7.
95

±
0.

21
30

26
±

21
30

25
±

20
33

21
-3

30
3 

ca
l 

BP（
13

.2
5％

） 
32

47
-3

20
5 

ca
l 

BP（
37

.9
1％

） 
31

97
-3

17
5 

ca
l 

BP （
17

.1
1％

）

33
36

-3
28

7 
ca

l 
BP（

24
.3

2％
）  

32
67

-3
16

1 
ca

l 
BP （

71
.1

3％
）

32
26

32
36

19
PL

D-
42

79
7

土
器

 
20

20
 

年
代

測
定

No
.5

３
区

水
場

2M
37

　
No

.1
32

水
場

遺
構

廃
棄

場
か

ら
出

土
種

類
：
土

器
付

着
物
・
内

面（
お

こ
げ

） 
部

位
：
胴

部
 

状
態
：
dr

y
-2

6.
24

±
0.

16
30

14
±

21
30

15
±

20
33

15
-3

30
9 

ca
l 

BP（
3.

22
％

） 
32

36
-3

16
7 

ca
l 

BP（
65

.0
5％

）

33
31

-3
29

1 
ca

l 
BP（

14
.6

7％
）  

32
56

-3
14

6 
ca

l 
BP（

78
.2

8％
） 

31
21

-3
11

3 
ca

l 
BP（

1.
14

％
） 

30
90

-3
08

1 
ca

l 
BP（

1.
36

％
）

32
07

32
15

20
PL

D-
42

79
8

土
器

 
20

20
 

年
代

測
定

No
.6

３
区

水
場

４
号

種
子

ブ
ロ

ッ
ク

　
フ

ク
土

水
場

遺
構

４
号

種
子

ブ
ロ

ッ
ク

か
ら

出
土

種
類
：
土

器
付

着
物
・

外
面（

ふ
き

こ
ぼ

れ
）  

部
位
：
胴

部
 

状
態
：
dr

y

-2
5.

77
±

0.
17

30
59

±
21

30
60

±
20

33
34

-3
28

8 
ca

l 
BP（

38
.3

1％
）  

32
66

-3
23

0 
ca

l 
BP（

29
.9

6％
）

33
56

-3
20

9 
ca

l 
BP（

94
.7

9％
）  

31
89

-3
18

5 
ca

l 
BP（

0.
66

％
）

32
81

32
78



第18節　年代測定

485

№
測

定
番

号
分

析
№

出
土

遺
構

 
遺

物
№

出
土

位
置

 
水

場
遺

構
と

の
関

連
試

料
デ

ー
タ

δ
13
Ｃ

 
（

‰
）

暦
年

較
正

用
年

代
（

yr
BP

±
1σ

）

14
Ｃ

年
代

 
（

yr
BP

±
1σ

）

14
Ｃ

年
代

を
暦

年
代

に
較

正
し

た
年

代
範

囲
中

央
値

 
（

ca
lB

P）
平

均
値

 
（

ca
lB

P）
１

σ
暦

年
代

範
囲

２
σ

暦
年

代
範

囲

21
PL

D-
42

79
9

土
器

 
20

20
 

年
代

測
定

No
.7

２
区

水
場

2L
37

　
No

.2
0

水
場

遺
構

廃
棄

場
か

ら
出

土
種

類
：
土

器
付

着
物
・
内

面（
お

こ
げ

） 
部

位
：
胴

部
 

状
態
：
dr

y
-2

6.
52

±
0.

12
29

93
±

20
29

95
±

20
32

15
-3

14
9 

ca
l 

BP（
64

.1
7％

） 
30

89
-3

08
2 

ca
l 

BP （
4.

10
％

）

33
18

-3
30

6 
ca

l 
BP（

2.
15

％
）  

32
39

-3
10

5 
ca

l 
BP （

84
.9

5％
） 

30
96

-3
07

5 
ca

l 
BP（

8.
35

％
）

31
78

31
75

22
PL

D-
42

80
0

土
器

 
20

20
 

年
代

測
定

No
.8

３
区

水
場

2M
38

　
No

.2
8

水
場

遺
構

水
路 （

右
岸

）最
下

流
部

の
石

組
み

の
下

位
か

ら
出

土

種
類
：
土

器
付

着
物
・

外
面（

ふ
き

こ
ぼ

れ
） 

部
位
：
胴

部
 

状
態
：
dr

y

-2
5.

29
±

0.
21

30
20

±
21

30
20

±
20

33
17

-3
30

8 
ca

l 
BP （

6.
20

％
） 

32
40

-3
17

1 
ca

l 
BP （

62
.0

7％
）

33
34

-3
28

8 
ca

l 
BP（

19
.4

7％
）  

32
63

-3
14

8 
ca

l 
BP（

75
.7

4％
） 

31
17

-3
11

6 
ca

l 
BP （

0.
10

％
） 

30
88

-3
08

6 
ca

l 
BP （

0.
14

％
）

32
16

32
26

23
PL

D-
42

80
1

土
器

 
20

20
 

年
代

測
定

No
.9

３
区

水
場

2N
38

　
No

.3
水

場
遺

構
水

路
か

ら
出

土

種
類
：
土

器
付

着
物
・

外
面（

ふ
き

こ
ぼ

れ
）  

部
位
：
口

縁
部

 
状

態
：
dr

y

-2
7.

56
±

0.
12

29
67

±
22

29
65

±
20

31
72

-3
13

5 
ca

l 
BP（

29
.8

7％
）  

31
30

-3
10

5 
ca

l 
BP （

20
.0

1％
） 

30
96

-3
07

5 
ca

l 
BP（

18
.3

9％
）

32
15

-3
06

1 
ca

l 
BP（

94
.8

0％
） 

30
39

-3
03

6 
ca

l 
BP （

0.
31

％
） 

30
11

-3
00

8 
ca

l 
BP（

0.
33

％
）

31
30

31
31

24
PL

D-
42

80
2

土
器

 
20

20
 

年
代

測
定

No
.1

0

３
区

2N
38

　
No

.4
8

水
場

遺
構

水
路

か
ら

出
土

種
類
：
土

器
付

着
物
・

外
面（

ふ
き

こ
ぼ

れ
）  

部
位
：
口

縁
部

 
状

態
：
dr

y

-2
5.

81
±

0.
25

30
45

±
24

30
45

±
25

33
31

-3
29

1 
ca

l 
BP（

30
.7

4％
）  

32
58

-3
21

1 
ca

l 
BP （

37
.5

3％
）

33
45

-3
28

2 
ca

l 
BP（

38
.6

2％
） 

32
75

-3
17

1 
ca

l 
BP （

56
.8

3％
）

32
55

32
62

25
PL

D-
42

80
3

土
器

 
20

20
 

年
代

測
定

No
.1

1

３
区

31
号

集
石

　
No

.2

種
類
：
土

器
付

着
物
・

外
面（

ふ
き

こ
ぼ

れ
） 

部
位
：
胴

部
 

状
態
：
dr

y

-2
4.

45
±

0.
39

30
26

±
20

30
25

±
20

33
20

-3
30

4 
ca

l 
BP （

12
.7

4％
）  

32
46

-3
20

5 
ca

l 
BP （

38
.6

0％
） 

31
96

-3
17

6 
ca

l 
BP（

16
.9

3％
）

33
35

-3
28

8 
ca

l 
BP（

24
.0

1％
）  

32
64

-3
16

2 
ca

l 
BP（

71
.4

4％
）

32
25

32
36

26
PL

D-
42

80
4

土
器

 
20

20
 

年
代

測
定

No
.1

2

３
区

2N
39

 　
No

.7
23

種
類
：
土

器
付

着
物
・

外
面（

ふ
き

こ
ぼ

れ
）  

部
位
：
口

縁
部

 
状

態
：
dr

y

-2
6.

36
±

0.
13

30
79

±
19

30
80

±
20

33
49

-3
32

4 
ca

l 
BP（

21
.9

9％
）  

33
00

-3
25

0 
ca

l 
BP（

46
.2

8％
）

33
62

-3
23

0 
ca

l 
BP（

95
.4

5％
）

32
90

32
94

27
PL

D-
42

80
5

土
器

 
20

20
 

年
代

測
定

No
.1

3

３
区

2N
39

 　
No

.3
88

種
類
：
土

器
付

着
物
・

外
面（

ふ
き

こ
ぼ

れ
 

部
位
：
胴

部
 

状
態
：
dr

y

-2
4.

63
±

0.
20

24
95

±
18

24
95

±
20

27
06

-2
69

5 
ca

l 
BP（

6.
93

％
）  

26
39

-2
62

8 
ca

l 
BP（

6.
64

％
） 

26
20

-2
61

4 
ca

l 
BP（

3.
97

％
） 

25
94

-2
55

3 
ca

l 
BP（

25
.0

1％
） 

25
46

-2
51

1 
ca

l 
BP（

20
.9

0％
） 

25
08

-2
49

9 
ca

l 
BP（

4.
82

％
）

27
19

-2
67

3 
ca

l 
BP（

17
.8

0％
）  

26
55

-2
65

0 
ca

l 
BP（

1.
06

％
） 

26
48

-2
61

1 
ca

l 
BP（

17
.4

1％
） 

26
00

-2
49

3 
ca

l 
BP（

59
.1

8％
）

25
80

25
92

28
PL

D-
42

80
6

20
20

 
年

代
測

定
No

.1
4

３
区

３
号

種
子

ブ
ロ

ッ
ク

　
No

.2

水
場

遺
構

３
号

種
子

ブ
ロ

ッ
ク

か
ら

出
土

種
類
：
土

器
付

着
物
・

外
面（

ふ
き

こ
ぼ

れ
）  

部
位
：
口

縁
部

 
状

態
：
dr

y

-2
4.

54
±

0.
17

30
73

±
19

30
75

±
20

33
45

-3
31

9 
ca

l 
BP（

21
.0

8％
）  

33
05

-3
28

2 
ca

l 
BP （

19
.7

1％
） 

32
75

-3
24

4 
ca

l 
BP（

27
.4

8％
）

33
58

-3
22

3 
ca

l 
BP（

95
.4

5％
）

32
89

32
90

29
PL

D-
42

80
7

土
器

 
20

20
 

年
代

測
定

No
.1

5

３
区

2N
39

 　
No

.7
34

種
類
：
土

器
付

着
物
・

外
面（

ふ
き

こ
ぼ

れ
）  

部
位
：
口

縁
部

～
胴

部
 

状
態
：
dr

y

-2
6.

67
±

0.
19

31
04

±
18

31
05

±
20

33
64

-3
33

4 
ca

l 
BP（

38
.9

8％
） 

32
88

-3
26

5 
ca

l 
BP（

29
.2

9％
）

33
77

-3
32

0 
ca

l 
BP（

51
.0

8％
） 

33
02

-3
24

9 
ca

l 
BP（

44
.3

7％
）

33
27

33
14

30
PL

D-
42

80
8

土
器

 
20

20
 

年
代

測
定

No
.1

6

３
区

水
場

2N
37

　
No

.9
水

場
遺

構
水

路
の

右
岸

部
か

ら
出

土

種
類
：
土

器
付

着
物
・

外
面（

ふ
き

こ
ぼ

れ
） 

部
位
：
口

縁
部

 
状

態
：
dr

y

-2
5.

43
±

0.
14

30
11

±
19

30
10

±
20

32
32

-3
16

6 
ca

l 
BP （

68
.2

7％
）

33
29

-3
29

5 
ca

l 
BP（

11
.3

7％
）  

32
53

-3
14

6 
ca

l 
BP （

81
.4

3％
） 

31
21

-3
11

3 
ca

l 
BP（

1.
22

％
） 

30
90

-3
08

1 
ca

l 
BP（

1.
44

％
）

32
02

32
09
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№
測

定
番

号
分

析
№

出
土

遺
構

 
遺

物
№

出
土

位
置

 
水

場
遺

構
と

の
関

連
試

料
デ

ー
タ

δ
13
Ｃ

 
（

‰
）

暦
年

較
正

用
年

代
（

yr
BP

±
1σ

）

14
Ｃ

年
代

 
（

yr
BP

±
1σ

）

14
Ｃ

年
代

を
暦

年
代

に
較

正
し

た
年

代
範

囲
中

央
値

 
（

ca
lB

P）
平

均
値

 
（

ca
lB

P）
１

σ
暦

年
代

範
囲

２
σ

暦
年

代
範

囲

31
PL

D-
42

80
9

土
器

 
20

20
 

年
代

測
定

No
.1

7

３
区

2N
38

　
No

.8
6

水
場

遺
構

水
路

か
ら

出
土

種
類
：
土

器
付

着
物
・

外
面（

ふ
き

こ
ぼ

れ
）  

部
位
：
口

縁
部

 
状

態
：
dr

y

-2
6.

20
±

0.
17

30
28

±
19

30
30

±
20

33
21

-3
30

3 
ca

l 
BP（

14
.7

5％
）  

32
48

-3
20

6 
ca

l 
BP （

39
.9

6％
） 

31
94

-3
17

7 
ca

l 
BP （

13
.5

6％
）

33
34

-3
28

8 
ca

l 
BP（

25
.3

5％
）  

32
63

-3
16

5 
ca

l 
BP（

70
.1

0％
）

32
28

32
39

32
PL

D-
42

81
0

土
器

 
20

20
 

年
代

測
定

No
.1

8

３
区

水
場

2M
38

　
No

.6
水

場
遺

構
廃

棄
場

か
ら

出
土

種
類
：
土

器
付

着
物
・
内

面（
お

こ
げ

） 
部

位
：
口

縁
部

 
状

態
：
dr

y
-2

5.
96

±
0.

11
29

90
±

19
29

90
±

20
32

12
-3

14
9 

ca
l 

BP（
63

.1
9％

） 
30

90
-3

08
2 

ca
l 

BP（
5.

08
％

）

33
15

-3
30

8 
ca

l 
BP（

0.
99

％
）  

32
32

-3
10

4 
ca

l 
BP（

84
.6

5％
） 

30
96

-3
07

5 
ca

l 
BP（

9.
80

％
）

31
74

31
69

33
PL

D-
42

81
1

土
器

 
20

20
 

年
代

測
定

No
.1

9

３
区

2N
39

　
No

.3
86

種
類
：
土

器
付

着
物
・
内

面（
お

こ
げ

）  
部

位
：
胴

部
 

状
態
：
dr

y
-2

7.
61

±
0.

17
26

88
±

19
26

90
±

20
28

40
-2

83
1 

ca
l 

BP（
11

.9
4％

） 
27

82
-2

75
7 

ca
l 

BP （
56

.3
3％

）
28

48
-2

80
7 

ca
l 

BP（
30

.5
2％

） 
27

95
-2

75
4 

ca
l 

BP （
64

.9
3％

）
27

77
27

91

34
PL

D-
42

81
2

土
器

 
20

20
 

年
代

測
定

No
.2

0

３
区

2N
39

　
No

.6
21

種
類
：
土

器
付

着
物
・
内

面（
お

こ
げ

）  
部

位
：
口

縁
部

 
状

態
：
dr

y
-2

8.
44

±
0.

13
29

24
±

19
29

25
±

20

31
44

-3
12

4 
ca

l 
BP（

13
.2

3％
）  

31
10

-3
09

3 
ca

l 
BP（

12
.3

5％
） 

30
78

-3
05

4 
ca

l 
BP （

18
.6

8％
） 

30
48

-3
02

6 
ca

l 
BP （

13
.4

9％
） 

30
20

-3
00

3 
ca

l 
BP（

10
.5

2％
）

31
61

-2
99

7 
ca

l 
BP（

94
.5

1％
） 

29
75

-2
97

0 
ca

l 
BP（

0.
94

％
）

30
71

30
73

35
PL

D-
42

81
3

土
器

 
20

20
 

年
代

測
定

No
.2

1

３
区

2N
39

　
No

.5
08

種
類
：
土

器
付

着
物
・

外
面（

ふ
き

こ
ぼ

れ
）  

部
位
：
口

縁
部

 
状

態
：
dr

y

-2
7.

51
±

0.
16

29
58

±
19

29
60

±
20

31
64

-3
13

6 
ca

l 
BP（

25
.0

4％
）  

31
29

-3
10

4 
ca

l 
BP（

22
.3

3％
） 

30
96

-3
07

5 
ca

l 
BP（

20
.9

0％
）

32
09

-3
19

0 
ca

l 
BP（

3.
96

％
）  

31
84

-3
06

0 
ca

l 
BP （

89
.7

0％
） 

30
40

-3
03

3 
ca

l 
BP（

0.
83

％
） 

30
14

-3
00

6 
ca

l 
BP（

0.
96

％
）

31
19

31
19

36
PL

D-
42

81
4

土
器

 
20

20
 

年
代

測
定

No
.2

2

３
区

2M
38

　
No

.5
水

場
遺

構
水

路
の

最
下

流
部

か
ら

出
土

種
類
：
土

器
付

着
物
・

外
面（

ふ
き

こ
ぼ

れ
） 

部
位
：
口

縁
部

 
状

態
：
dr

y

-2
5.

96
±

0.
16

30
27

±
20

30
25

±
20

33
21

-3
30

3 
ca

l 
BP （

13
.9

8％
）  

32
47

-3
20

6 
ca

l 
BP （

39
.1

6％
） 

31
95

-3
17

7 
ca

l 
BP（

15
.1

3％
）

33
35

-3
28

8 
ca

l 
BP（

24
.8

2％
）  

32
65

-3
16

3 
ca

l 
BP（

70
.6

3％
）

32
27

32
38

37
PL

D-
42

81
5

土
器

 
20

20
 

年
代

測
定

No
.2

3

３
区

水
場

2N
37

　
一

括
水

場
遺

構
水

路
の

右
岸

部
か

ら
出

土

種
類
：
土

器
付

着
物
・

外
面（

ふ
き

こ
ぼ

れ
）  

部
位
：
口

縁
部

 
状

態
：
dr

y

-2
4.

54
±

0.
22

31
31

±
21

31
30

±
20

33
83

-3
34

3 
ca

l 
BP（

59
.4

0％
）  

32
83

-3
27

4 
ca

l 
BP（

8.
87

％
）

34
40

-3
43

1 
ca

l 
BP（

1.
79

％
）  

33
98

-3
32

8 
ca

l 
BP（

74
.6

4％
） 

32
92

-3
25

6 
ca

l 
BP （

19
.0

2％
）

33
60

33
48

38
PL

D-
42

81
6

土
器

 
20

20
 

年
代

測
定

No
.2

4

３
区

水
場

2N
38

　
No

.2
4

水
場

遺
構

水
路

か
ら

出
土

種
類
：
土

器
付

着
物
・

外
面（

ふ
き

こ
ぼ

れ
）  

部
位
：
口

縁
部

 
状

態
：
dr

y

-2
5.

42
±

0.
23

31
93

±
21

31
95

±
20

34
47

-3
42

2 
ca

l 
BP（

35
.8

0％
） 

34
11

-3
38

8 
ca

l 
BP（

32
.4

7％
）

34
51

-3
37

4 
ca

l 
BP（

95
.4

5％
）

34
14

34
14

39
PL

D-
42

81
7

土
器

 
20

20
 

年
代

測
定

No
.2

5

３
区

2N
38

　
No

.1
09

水
場

遺
構

水
路

か
ら

出
土

種
類
：
土

器
付

着
物
・

外
面（

ふ
き

こ
ぼ

れ
）  

部
位
：
口

縁
部

 
状

態
：
dr

y

-2
5.

61
±

0.
22

31
23

±
21

31
25

±
20

33
77

-3
34

0 
ca

l 
BP（

53
.3

2％
）  

32
85

-3
27

2 
ca

l 
BP（

14
.9

5％
）

33
94

-3
32

4 
ca

l 
BP（

67
.8

7％
）  

32
97

-3
25

3 
ca

l 
BP（

27
.5

8％
）

33
51

33
35

40
PL

D-
42

81
8

土
器

 
20

20
 

年
代

測
定

No
.2

6

３
区

水
場

2N
38
・
２

面
流

路
　

一
括

水
場

遺
構

水
路

内
の

２
面 （

底
面

付
近

）か
ら

種
類
：
土

器
付

着
物
・

外
面（

ふ
き

こ
ぼ

れ
） 

部
位
：
口

縁
部

 
状

態
：
dr

y

-2
7.

33
±

0.
25

31
28

±
21

31
30

±
20

33
80

-3
34

2 
ca

l 
BP （

57
.2

3％
） 

32
84

-3
27

3 
ca

l 
BP（

11
.0

4％
）

34
39

-3
43

3 
ca

l 
BP（

0.
89

％
）  

33
96

-3
32

6 
ca

l 
BP （

72
.3

4％
） 

32
94

-3
25

5 
ca

l 
BP（

22
.2

2％
）

33
56

33
43
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№
測

定
番

号
分

析
№

出
土

遺
構

 
遺

物
№

出
土

位
置

 
水

場
遺

構
と

の
関

連
試

料
デ

ー
タ

δ
13
Ｃ

 
（

‰
）

暦
年

較
正

用
年

代
（

yr
BP

±
1σ

）

14
Ｃ

年
代

 
（

yr
BP

±
1σ

）

14
Ｃ

年
代

を
暦

年
代

に
較

正
し

た
年

代
範

囲
中

央
値

 
（

ca
lB

P）
平

均
値

 
（

ca
lB

P）
１

σ
暦

年
代

範
囲

２
σ

暦
年

代
範

囲

41
PL

D-
42

81
9

土
器

 
20

20
 

年
代

測
定

No
.2

7

３
区

2N
39

　
No

.5
98
・
59

9

種
類
：
土

器
付

着
物
・
外

面
 

部
位
：
胴

部
 

状
態
：
dr

y
-2

5.
44

±
0.

22
30

46
±

22
30

45
±

20
33

30
-3

29
1 

ca
l 

BP（
31

.3
3％

） 
32

56
-3

21
3 

ca
l 

BP （
36

.9
4％

）

33
45

-3
28

3 
ca

l 
BP（

39
.7

8％
）  

32
75

-3
20

3 
ca

l 
BP （

47
.8

6％
） 

31
99

-3
17

3 
ca

l 
BP（

7.
81

％
）

32
56

32
64

42
PL

D-
42

82
1

土
器

 
20

20
 

年
代

測
定

No
.2

9

３
区

2N
39

　
No

.7
29

 

種
類
：
土

器
付

着
物
・

外
面（

ふ
き

こ
ぼ

れ
）  

部
位
：
口

縁
部

 
状

態
：
dr

y

-2
6.

52
±

0.
24

30
48

±
22

30
50

±
20

33
30

-3
29

1 
ca

l 
BP（

32
.1

5％
）  

32
57

-3
21

4 
ca

l 
BP（

36
.1

2％
）

33
46

-3
28

1 
ca

l 
BP（

41
.3

8％
）  

32
76

-3
20

5 
ca

l 
BP （

47
.6

1％
） 

31
97

-3
17

4 
ca

l 
BP （

6.
45

％
）

32
60

32
66

43
PL

D-
42

82
2

土
器

 
20

20
 

年
代

測
定

No
.3

0

３
区

水
場

３
号

種
子

ブ
ロ

ッ
ク

　
No

.2
・
3

水
場

遺
構

３
号

種
子

ブ
ロ

ッ
ク

か
ら

出
土

種
類
：
土

器
付

着
物
・
外

面
 

部
位
：
胴

部
 

状
態
：
dr

y
-2

7.
29

±
0.

22
30

41
±

21
30

40
±

20
33

29
-3

29
3 

ca
l 

BP（
28

.7
7％

） 
32

55
-3

21
0 

ca
l 

BP （
39

.5
0％

）
33

40
-3

28
5 

ca
l 

BP（
35

.8
9％

） 
32

71
-3

17
1 

ca
l 

BP （
59

.5
6％

）
32

48
32

58

44
PL

D-
42

82
3

20
20

 
年

代
測

定
No

.3
1

３
区

水
場

遺
構

断
割

セ
ク

シ
ョ

ン
A-

A′
ト

チ
層

一
括

サ
ン

プ
ル

No
.1

　

水
場

遺
構

断
割

セ
ク

シ
ョ

ン
A-

A′
 

サ
ン

プ
ル

No
.1

種
類
：
生

の
種

実（
ト

チ
ノ

キ
種

子
）  

試
料

の
性

状
：
種

実
 

状
態
：
dr

y
-2

5.
20

±
0.

22
30

05
±

22
30

05
±

20
33

14
-3

31
0 

ca
l 

BP（
1.

58
％

） 
32

33
-3

15
9 

ca
l 

BP（
66

.6
9％

）

33
28

-3
29

6 
ca

l 
BP（

8.
98

％
）  

32
52

-3
14

1 
ca

l 
BP （

78
.5

8％
） 

31
27

-3
10

8 
ca

l 
BP（

3.
95

％
） 

30
93

-3
07

8 
ca

l 
BP （

3.
93

％
）

31
94

31
98

45
PL

D-
42

82
4

20
20

 
年

代
測

定
No

.3
2

３
区

水
場

遺
構

断
割

セ
ク

シ
ョ

ン
A-

A′
ト

チ
層

一
括

サ
ン

プ
ル

No
.2

a　

水
場

遺
構

断
割

セ
ク

シ
ョ

ン
A-

A′
 

サ
ン

プ
ル

No
.2

a

種
類
：
生

の
種

実（
ト

チ
ノ

キ
種

子
）  

試
料

の
性

状
：
種

実
 

状
態
：
dr

y
-2

6.
49

±
0.

25
30

88
±

22
30

90
±

20
33

57
-3

32
7 

ca
l 

BP（
27

.3
4％

） 
32

96
-3

25
3 

ca
l 

BP（
40

.9
2％

）
33

67
-3

23
3 

ca
l 

BP（
95

.4
5％

）
32

93
33

00

46
PL

D-
42

82
5

20
20

 
年

代
測

定
No

.3
3

３
区

水
場

遺
構

断
割

セ
ク

シ
ョ

ン
B-

B′
ト

チ
層

一
括

サ
ン

プ
ル

No
.2

水
場

遺
構

断
割

セ
ク

シ
ョ

ン
B-

B′
 

サ
ン

プ
ル

No
.2

　

種
類
：
生

の
種

実（
ト

チ
ノ

キ
種

子
）  

試
料

の
性

状
：
種

実
 

状
態
：
dr

y
-2

7.
82

±
0.

22
31

74
±

22
31

75
±

20
34

43
-3

42
8 

ca
l 

BP（
21

.8
8％

） 
34

03
-3

37
2 

ca
l 

BP（
46

.3
9％

）
34

48
-3

36
4 

ca
l 

BP（
95

.4
5％

）
33

99
34

03

47
PL

D-
42

82
6

20
20

 
年

代
測

定
No

.3
4

３
区

水
場

巨
木

断
割

セ
ク

シ
ョ

ン
A-

A′
ト

チ
層

11
層

サ
ン

プ
ル

　

巨
木

断
割

セ
ク

シ
ョ

ン
A-

A′
 

11
層

サ
ン

プ
ル

　

種
類
：
生

の
種

実（
ト

チ
ノ

キ
種

子
）  

試
料

の
性

状
：
種

実
 

状
態
：
dr

y
-2

6.
91

±
0.

22
30

49
±

23
30

50
±

25
33

31
-3

29
0 

ca
l 

BP（
32

.3
9％

） 
32

59
-3

21
4 

ca
l 

BP（
35

.8
8％

）

33
48

-3
28

0 
ca

l 
BP（

42
.0

7％
）  

32
77

-3
20

5 
ca

l 
BP（

47
.1

1％
） 

31
97

-3
17

4 
ca

l 
BP（

6.
27

％
）

32
62

32
67

48
PL

D-
42

82
7

20
20

 
年

代
測

定
No

.3
5

３
区

水
場

遺
構

１
号

種
子

ブ
ロ

ッ
ク

　

水
場

遺
構

１
号

種
子

ブ
ロ

ッ
ク

か
ら

出
土

種
類
：
生

の
種

実（
オ

ニ
グ

ル
ミ

核
）  

試
料

の
性

状
：
種

実
 

状
態
：
dr

y
-2

9.
38

±
0.

22
30

18
±

22
30

20
±

20
33

16
-3

30
8 

ca
l 

BP （
5.

37
％

） 
32

39
-3

16
9 

ca
l 

BP（
62

.9
0％

）

33
33

-3
28

9 
ca

l 
BP（

18
.1

4％
） 

32
61

-3
14

7 
ca

l 
BP（

75
.9

1％
） 

31
19

-3
11

4 
ca

l 
BP（

0.
58

％
） 

30
89

-3
08

3 
ca

l 
BP（

0.
81

％
）

32
13

32
22

49
PL

D-
43

09
9

20
20

 
年

代
測

定
No

.3
6

３
区

水
場

遺
構

３
号

種
子

ブ
ロ

ッ
ク

　

水
場

遺
構

３
号

種
子

ブ
ロ

ッ
ク

か
ら

出
土

種
類
：
生

の
種

実（
オ

ニ
グ

ル
ミ

核
）  

試
料

の
性

状
：
種

実
 

状
態
：
dr

y
-2

7.
76

±
0.

23
30

28
±

22
30

30
±

20
33

22
-3

30
2 

ca
l 

BP （
15

.4
2％

） 
32

49
-3

20
5 

ca
l 

BP （
38

.2
0％

） 
31

96
-3

17
6 

ca
l 

BP（
14

.6
5％

）

33
38

-3
28

7 
ca

l 
BP（

26
.1

5％
）  

32
69

-3
16

2 
ca

l 
BP （

69
.3

0％
）

32
29

32
39

50
PL

D-
43

10
0

土
器

 
20

20
 

年
代

測
定

No
.3

7

２
区

2M
37

　
No

.1
02

水
場

遺
構

廃
棄

場
か

ら
出

土
種

類
：
土

製
耳

飾
り
・
塗

膜
 

状
態
：
dr

y
-2

9.
02

±
0.

21
30

85
±

22
30

85
±

20
33

55
-3

32
6 

ca
l 

BP（
25

.7
6％

） 
32

97
-3

25
2 

ca
l 

BP（
42

.5
1％

）
33

66
-3

23
0 

ca
l 

BP（
95

.4
5％

）
32

92
32

98
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№
測

定
番

号
分

析
№

出
土

遺
構

 
遺

物
№

出
土

位
置

 
水

場
遺

構
と

の
関

連
試

料
デ

ー
タ

δ
13
Ｃ

 
（

‰
）

暦
年

較
正

用
年

代
（

yr
BP

±
1σ

）

14
Ｃ

年
代

 
（

yr
BP

±
1σ

）

14
Ｃ

年
代

を
暦

年
代

に
較

正
し

た
年

代
範

囲
中

央
値

 
（

ca
lB

P）
平

均
値

 
（

ca
lB

P）
１

σ
暦

年
代

範
囲

２
σ

暦
年

代
範

囲

51
PL

D-
43

70
4

土
器

 
20

20
 

年
代

測
定

No
.2

8

３
区

2N
38

　
No

.1
14

ほ
か

水
場

遺
構

水
路

か
ら

出
土

種
類
：
土

器
付

着
物
・

外
面（

ふ
き

こ
ぼ

れ
）  

部
位
：
口

縁
部

 
状

態
：
dr

y

-2
5.

51
±

0.
18

30
16

±
19

30
15

±
20

33
14

-3
31

0 
ca

l 
BP（

2.
53

％
）  

32
34

-3
16

9 
ca

l 
BP（

65
.7

4％
）

33
31

-3
29

1 
ca

l 
BP（

15
.3

1％
）  

32
56

-3
14

8 
ca

l 
BP （

79
.3

9％
） 

31
18

-3
11

5 
ca

l 
BP（

0.
27

％
） 

30
88

-3
08

4 
ca

l 
BP （

0.
48

％
）

32
09

32
18

52
PL

D-
43

99
4

20
21

 
年

代
測

定
No

.1
 

３
区

水
場

2N
38

　
No

.1
3

水
場

遺
構

水
路

の
右

岸
部

か
ら

出
土

種
類
：
生

試
料
・
材（

加
工

木
・
ク

リ
） 

試
料

の
性

状
：
最

終
形

成
年

輪
以

外
部

位
不

明
 

状
態
：
we

t

-2
6.

64
±

0.
30

29
53

±
23

29
55

±
25

31
62

-3
10

1 
ca

l 
BP（

47
.7

2％
） 

30
98

-3
07

4 
ca

l 
BP（

20
.5

5％
）

32
07

-3
19

2 
ca

l 
BP（

3.
18

％
） 

31
81

-3
05

3 
ca

l 
BP （

84
.6

3％
） 

30
50

-3
02

5 
ca

l 
BP（

4.
32

％
） 

30
21

-3
00

3 
ca

l 
BP （

3.
32

％
）

31
12

31
14

53
PL

D-
43

99
5

20
21

 
年

代
測

定
No

.2
３

区
水

場
2N

38
　

No
.3

4
水

場
遺

構
水

路
の

左
岸

部
か

ら
出

土

種
類
：
生

試
料
・
材（

加
工

木
・
ク

リ
） 

試
料

の
性

状
：
最

終
形

成
年

輪
以

外
部

位
不

明
 

状
態
：
we

t

-2
5.

53
±

0.
28

30
24

±
23

30
25

±
25

33
20

-3
30

4 
ca

l 
BP（

11
.1

5％
）  

32
46

-3
20

3 
ca

l 
BP （

36
.3

6％
） 

31
99

-3
17

3 
ca

l 
BP（

20
.7

7％
）

33
37

-3
28

7 
ca

l 
BP（

23
.2

6％
）  

32
69

-3
15

0 
ca

l 
BP （

72
.1

9％
）

32
33

32
23

54
PL

D-
45

44
7

20
21

 
年

代
測

定
No

.3
 

３
区

水
場

2O
38

　
No

.3
水

場
遺

構
作

業
場

か
ら

出
土

種
類
：
生

材（
ク

リ
） 

試
料

の
性

状
：
最

終
形

成
年

輪
以

外
　

樹
皮

に
近

い
部

分
を

採
取

-2
8.

15
±

0.
53

29
77

±
28

29
75

±
30

32
08

-3
19

1 
ca

l 
BP （

11
.7

3％
） 

31
83

-3
14

0 
ca

l 
BP（

31
.2

3％
） 

31
26

-3
10

7 
ca

l 
BP （

12
.5

1％
） 

30
94

-3
07

7 
ca

l 
BP（

12
.8

0％
）

33
20

-3
30

5 
ca

l 
BP（

1.
50

％
）  

32
43

-3
06

0 
ca

l 
BP（

93
.0

3％
） 

30
40

-3
03

4 
ca

l 
BP（

0.
47

％
） 

30
12

-3
00

7 
ca

l 
BP（

0.
46

％
）

31
50

31
47

55
PL

D-
45

44
8

20
21

 
年

代
測

定
No

.4

３
区

水
場

遺
構

４
号

種
子

ブ
ロ

ッ
ク

　

水
場

遺
構

４
号

種
子

ブ
ロ

ッ
ク

の
ト

チ
ノ

キ
種

類
：
種

実（
ト

チ
ノ

キ
種

子
）

-2
6.

66
±

0.
43

30
10

±
23

30
10

±
25

33
15

-3
30

9 
ca

l 
BP（

3.
14

％
） 

32
36

-3
16

4 
ca

l 
BP（

65
.1

3％
）

33
31

-3
29

2 
ca

l 
BP（

12
.7

6％
） 

32
56

-3
14

2 
ca

l 
BP （

77
.2

5％
） 

31
25

-3
11

0 
ca

l 
BP（

2.
65

％
） 

30
93

-3
07

9 
ca

l 
BP（

2.
79

％
）

32
01

32
07

56
PL

D-
45

44
9

20
21

 
年

代
測

定
No

.5
 

３
区

水
場

遺
構

断
割

セ
ク

シ
ョ

ン
A-

A′
ト

チ
層

一
括

サ
ン

プ
ル

No
.3

　

水
場

遺
構

断
割

セ
ク

シ
ョ

ン
A-

A′
ト

チ
層

一
括

サ
ン

プ
ル

No
.3

種
類
：
種

実（
ト

チ
ノ

キ
種

子
）

-2
5.

63
±

0.
25

33
05

±
21

33
05

±
20

35
60

-3
52

3 
ca

l 
BP（

40
.8

6％
） 

35
13

-3
50

1 
ca

l 
BP （

11
.9

9％
） 

34
97

-3
48

3 
ca

l 
BP（

15
.4

2％
）

35
68

-3
46

5 
ca

l 
BP（

95
.4

5％
）

35
20

35
19

57
PL

D-
45

45
0

20
21

 
年

代
測

定
No

.6

３
区

水
場

遺
構

断
割

セ
ク

シ
ョ

ン
B-

B′
サ

ン
プ

ル
No

.1
1　

水
場

遺
構

断
割

セ
ク

シ
ョ

ン
B-

B′
サ

ン
プ

ル
No

.1
1

種
類
：
種

実（
ト

チ
ノ

キ
種

子
）

-2
5.

34
±

0.
14

32
06

±
20

32
05

±
20

34
49

-3
44

0 
ca

l 
BP（

14
.9

4％
） 

34
32

-3
39

7 
ca

l 
BP（

53
.3

3％
）

34
55

-3
38

0 
ca

l 
BP（

95
.4

5％
）

34
19

34
19

58
PL

D-
45

45
1

20
21

 
年

代
測

定
No

.7
 

３
区

2M
38

　
一

括
水

場
遺

構
と

重
複

す
る

グ
リ

ッ
ド

種
類
：
土

製
耳

飾
り
・
塗

膜
 

状
態
：
dr

y
-2

9.
42

±
0.

18
29

91
±

21
29

90
±

20
32

14
-3

14
9 

ca
l 

BP（
60

.9
4％

） 
31

18
-3

11
4 

ca
l 

BP（
1.

95
％

） 
30

90
-3

08
2 

ca
l 

BP （
5.

38
％

）

33
18

-3
30

6 
ca

l 
BP（

1.
99

％
）  

32
37

-3
10

3 
ca

l 
BP（

83
.6

1％
） 

30
97

-3
07

4 
ca

l 
BP （

9.
86

％
）

31
75

31
71
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 №
測
定
番
号

出
土
位
置
・
遺
物
デ
ー
タ

試
料
デ
ー
タ

前
処
理

δ
13
Ｃ
 

（
‰
）

暦
年
較
正
用
年
代
 

（
yr
BP
±
1σ

）
14
Ｃ
年
代
 

（
yr
BP
±
1σ

）
14
Ｃ
年
代
を
暦
年
代
に
較
正
し
た
年
代
範
囲

中
央
値

 
（
ca
lB
P）

平
均
値
 

（
ca
lB
P）

1σ
暦
年
代
範
囲

2σ
暦
年
代
範
囲

１

PL
D-
33
56
6

調
査
区
：
２
区 （

20
16
年
度
調
査
） 

遺
構
：
水
場
遺
構
・
廃
棄
場
 

グ
リ
ッ
ド
：
2L
・
2M
-3
7・
38
 

採
取
位
置
：
Ｂ
セ
ク
シ
ョ
ン
 

層
位
：
３
上
層
 

遺
物
No
：
2M
37
No
11
9（
丸
木
材
） 

種
類
：
生
材（

ケ
ヤ
キ
） 

試
料
の
性
状
：
最
終
形
成

年
輪
以
外
、部

位
不
明
 

試
料
の
形
状
：
サ
イ
ズ
17
.5

×
8.
0㎝

、5
5年

輪
残
存
 

状
態
：
dr
y　

外
側
か
ら
1-
5年

目

超
音
波
洗
浄
 

有
機
溶
剤
処
理
：
ア
セ
ト
ン
 

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄（

塩
酸
：

1.
2N
，水

酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
：

1.
0N
，塩

酸
：
1.
2N
）

-2
9.
98
±
0.
16

32
88
±
22

32
90
±
20

35
57
-3
53
0c
al
 B
P （

26
.6
1％

） 
35
09
-3
50
5 
ca
l 
BP （

3.
69
％
） 

34
94
-3
46
0 
ca
l 
BP（

37
.9
7％

）
35
62
-3
45
5 
ca
l 
BP（

95
.4
5％

）
35
04

35
06

PL
D-
33
56
7

外
側
か
ら
26
-3
0年

目

超
音
波
洗
浄
 

有
機
溶
剤
処
理
：
ア
セ
ト
ン
 

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄（

塩
酸
：

1.
2N

，水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
：

1.
0N
，塩

酸
：
1.
2N
）

-2
8.
96
±
0.
19

32
96
±
23

32
95
±
25

35
59
-3
52
4 
ca
l 
BP（

36
.5
6％

） 
35
11
-3
50
3 
ca
l 
BP（

7.
76
％
） 

34
96
-3
48
0 
ca
l 
BP（

17
.8
0％

） 
34
74
-3
46
8 
ca
l 
BP （

6.
14
％
）

35
64
-3
45
8 
ca
l 
BP（

95
.4
5％

）
35
13

35
13

PL
D-
33
56
8

外
側
か
ら
51
-5
5年

目

超
音
波
洗
浄
 

有
機
溶
剤
処
理
：
ア
セ
ト
ン
 

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄（

塩
酸
：

1.
2N

，水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
：

1.
0N
，塩

酸
：
1.
2N
）

-3
2.
38
±
0.
32

33
47
±
26

33
45
±
25

36
28
-3
60
2 
ca
l 
BP （

16
.5
5％

） 
35
91
-3
55
7 
ca
l 
BP（

27
.6
0％

） 
35
53
-3
55
1 
ca
l 
BP（

1.
08
％
） 

35
30
-3
50
8 
ca
l 
BP （

15
.2
4％

） 
35
05
-3
49
3 
ca
l 
BP（

7.
80
％
）

36
82
-3
66
8 
ca
l 
BP（

4.
36
％
） 

36
38
-3
48
6 
ca
l 
BP（

91
.0
9％

）
35
68

35
68

備
考
 

2M
37
No
11
9は

、2
01
6年

度
調
査
で
検
出
し
年
代
測
定
を
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。 

水
場
遺
構
廃
棄
場
で
検
出
し
た
。2
L・
2M
-3
7で

は
、2
M3
7N
o1
19
の
ほ
か
、2
M3
7N
o1
21
、2
L3
7N
o①
（
焼
け
た
痕
跡
を
持

つ
）の

計
３
本
の
大
型
木
材
が
重
な
っ
て
検
出
さ
れ
た
。

下
位
よ
り
、 2

L3
7N
o①

　
→
　
2M
37
No
11
9　

→
2M
37
No
12
1で

あ
っ
た
。木

材
の
上
位
に
は
遺
物
包
含
層
が
堆
積
し
、下

位
に
は
ト
チ
ノ
ミ
層
が
堆
積
し
て
い
た
2L
37
No
①
に
は
焼
い
た
痕
跡
が
確
認
さ
れ
た
。

最
外
試
料
年
代

35
33
-3
50
9 
ca
l 
BP（

31
.6
7％

） 
34
85
-3
47
9 
ca
l 
BP（

9.
15
％
） 

34
74
-3
45
9 
ca
l 
BP（

27
.4
5％

）
35
40
-3
49
8 
ca
l 
BP（

45
.7
1％

） 
34
93
-3
45
5 
ca
l 
BP （

49
.7
4％

）
34
91

34
95

最
外
年
輪
年
代

35
31
-3
50
7 
ca
l 
BP （

31
.6
7％

） 
34
83
-3
47
7 
ca
l 
BP（

9.
15
％
） 

34
72
-3
45
7 
ca
l 
BP （

27
.4
5％

）
35
38
-3
49
6 
ca
l 
BP（

45
.7
1％

） 
34
91
-3
45
3 
ca
l 
BP （

49
.7
4％

）
34
89

34
93

２

2M
調
査
区
：
２
区（

20
16
年
度
調
査
） 

遺
構
：
水
場
遺
構
・
廃
棄
場
 

グ
リ
ッ
ド
：
2L

　
・
2M
-3
7・
38
 

採
取
位
置
：
Ｂ
セ
ク
シ
ョ
ン
 

層
位
：
２
層
 

遺
物
No
：
2M
37
No
12
1（
丸
木
材
） 

種
類
：
生
材（

カ
ツ
ラ
） 

試
料
の
性
状
：
最
終
形
成
年
輪
 

試
料
の
形
状
：
サ
イ
ズ
28
.5

×
13
.0
㎝
、6
5年

輪
残
存
 

状
態
：
dr
y　

外
側
か
ら
1-
5年

目

超
音
波
洗
浄
 

有
機
溶
剤
処
理
：
ア
セ
ト
ン
 

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄（

塩
酸
：

1.
2N
，水

酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
：

1.
0N
，塩

酸
：
1.
2N
）

-2
8.
87
±
0.
17

31
40
±
22

31
40
±
20

33
93
-3
34
7 
ca
l 
BP（

66
.9
5％

） 
32
79
-3
27
8 
ca
l 
BP （

1.
32
％
）

34
44
-3
42
6 
ca
l 
BP（

6.
03
％
） 

34
06
-3
33
2 
ca
l 
BP（

78
.4
1％

） 
32
89
-3
26
3 
ca
l 
BP （

11
.0
0％

）
33
68

33
62

PL
D-
33
57
0

外
側
か
ら
31
-3
5年

目

超
音
波
洗
浄
 

有
機
溶
剤
処
理
：
ア
セ
ト
ン
 

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄（

塩
酸
：

1.
2N

，水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
：

1.
0N
，塩

酸
：
1.
2N
）

-2
6.
86
±
0.
33

31
49
±
25

31
50
±
25

34
40
-3
43
2 
ca
l 
BP（

6.
55
％
） 

33
98
-3
35
4 
ca
l 
BP（

61
.7
2％

）
34
46
-3
41
6 
ca
l 
BP（

14
.3
5％

） 
34
15
-3
33
6 
ca
l 
BP （

75
.1
6％

） 
32
86
-3
27
0 
ca
l 
BP（

5.
94
％
）

33
77

33
75

PL
D-
33
57
1

外
側
か
ら
61
-6
5年

目

超
音
波
洗
浄
 

有
機
溶
剤
処
理
：
ア
セ
ト
ン
 

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄（

塩
酸
：

1.
2N

，水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
：

1.
0N
，塩

酸
：
1.
2N
）

-2
7.
72
±
0.
20

31
47
±
22

31
45
±
20

34
38
-3
43
5 
ca
l 
BP（

2.
20
％
）  

33
96
-3
35
3 
ca
l 
BP（

66
.0
7％

）
34
45
-3
42
2 
ca
l 
BP（

10
.7
0％

） 
34
10
-3
33
6 
ca
l 
BP（

78
.9
9％

） 
32
86
-3
27
0 
ca
l 
BP （

5.
76
％
）

33
75

33
73

備
考
 

2M
37
No
12
1は

、2
01
6年

度
調
査
で
検
出
し
年
代
測
定
を
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。 

水
場
遺
構
廃
棄
場
で
検
出
し
た
大
型
木
材
で
、2
M3
7N
o1
19
の
直
上
に
重
な
っ
て
い
た
。 

2M
37
No
11
9に

記
載
し
た
通
り
で
あ
る
。

最
外
試
料
年
代

33
79
-3
36
1 
ca
l 
BP （

45
.6
5％

） 
33
47
-3
33
5 
ca
l 
BP（

22
.6
2％

）
33
82
-3
32
8 
ca
l 
BP（

95
.4
5％

）
33
61

33
57

最
終
形
成
年
輪
の
年
代

33
77
-3
35
9 
ca
l 
BP （

45
.6
5％

） 
33
45
-3
33
3 
ca
l 
BP （

22
.6
2％

）
33
80
-3
32
6 
ca
l 
BP（

95
.4
5％

）
33
59

33
55
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№
測
定
番
号

出
土
位
置
・
遺
物
デ
ー
タ

試
料
デ
ー
タ

前
処
理

δ
13
Ｃ
 

（
‰
）

暦
年
較
正
用
年
代
 

（
yr
BP
±
1σ

）
14
Ｃ
年
代
 

（
yr
BP
±
1σ

）
14
Ｃ
年
代
を
暦
年
代
に
較
正
し
た
年
代
範
囲

中
央
値

 
（
ca
lB
P）

平
均
値
 

（
ca
lB
P）

1σ
暦
年
代
範
囲

2σ
暦
年
代
範
囲

３

PL
D-
37
96
6

調
査
区
：
３
区（

20
18
年
度
調
査
） 

遺
構
：
水
場
遺
構
 

グ
リ
ッ
ド
：
2N
・
2O
-3
9 

層
位
：
大
径
木
の
割
材
 

遺
物
No
：
巨
木
サ
ン
プ
ル
No

２
 

種
類
：
生
材（

コ
ナ

ラ
属
コ
ナ
ラ
節
） 

試
料
の
性
状
：
最
終
形

成
年
輪
以
外（

辺
材
）  

器
種
：
割
材（

19
0年

輪
残
存
） 

状
態
：
we
t 

試
料
No
．2
8

外
側
か
ら
1-
5年

目

超
音
波
洗
浄
 

有
機
溶
剤
処
理
：
ア
セ
ト
ン
 

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄（

塩
酸
：

1.
2N
，水

酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
：

1.
0N
，塩

酸
：
1.
2N
）

-2
6.
24
±
0.
25

32
06
±
22

32
05
±
20

34
49
-3
43
9 
ca
l 
BP（

15
.4
7％

） 
34
33
-3
39
7 
ca
l 
BP（

52
.7
9％

）
34
55
-3
37
7 
ca
l 
BP（

95
.4
5％

）
34
19

34
19

PL
D-
37
96
7

外
側
か
ら
10
1-
10
5年

目

超
音
波
洗
浄
 

有
機
溶
剤
処
理
：
ア
セ
ト
ン
 

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄（

塩
酸
：

1.
2N

，水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
：

1.
0N
，塩

酸
：
1.
2N
）

-2
5.
06
±
0.
21

33
21
±
19

33
20
±
20

35
64
-3
54
9 
ca
l 
BP （

17
.4
3％

） 
35
39
-3
53
8 
ca
l 
BP （

1.
04
％
） 

35
35
-3
49
2 
ca
l 
BP（

49
.8
0％

）
35
74
-3
48
1 
ca
l 
BP（

94
.5
2％

） 
34
73
-3
46
9 
ca
l 
BP（

0.
93
％
）

35
26

35
28

PL
D-
37
96
8

外
側
か
ら
18
6-
19
0年

目

超
音
波
洗
浄
 

有
機
溶
剤
処
理
：
ア
セ
ト
ン
 

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄（

塩
酸
：

1.
2N

，水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
：

1.
0N
，塩

酸
：
1.
2N
）

-2
8.
31
±
0.
17

34
24
±
21

34
25
±
20

37
14
-3
71
0 
ca
l 
BP （

1.
67
％
） 

36
99
-3
63
5 
ca
l 
BP （

63
.3
6％

） 
36
00
-3
59
4 
ca
l 
BP（

3.
24
％
）

38
19
-3
79
7 
ca
l 
BP（

7.
69
％
） 

37
21
-3
61
3 
ca
l 
BP （

78
.1
5％

） 
36
10
-3
57
8 
ca
l 
BP（

9.
62
％
）

36
64

36
73

備
考
 

巨
木
サ
ン
プ
ル
No

２
は
、2
01
8年

度
調
査
で
検
出
し
年
代
測
定
を
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。 

水
場
遺
構
廃
棄
場
の
谷
頭
部（

2N
・
2O
-3
9・
40
）の

底
面
か
ら
検
出
さ
れ
た
巨
木（

大
径
木
）で

あ
る
。 

巨
木
の
脇
に
は
、下

位
よ
り
ト
チ
層
①（

巨
木
断
割
セ
ク
シ
ョ
ン
A-
A´

11
層
）→

シ
ル
ト
層
→
ト
チ
層
②（

同
10
層
）

→
黒
色
土
の
順
で
堆
積
し
て
い
た
。巨

木
と
ト
チ
層
①
の
層
位
的
な
前
後
関
係
は
、巨

木
→
ト
チ
層
①
と
判
断
。 

ト
チ
層
①
は
年
代
測
定
を
実
施（

PL
D4
28
26
）、
結
果
は
32
67
ca
lB
P（
中
央
値
）で

あ
っ
た
。巨

木
の
年
代
と
ト
チ
層
①
の

層
位
的
な
前
後
関
係
に
矛
盾
は
な
い
。

最
外
試
料
年
代

34
56
-3
43
8 
ca
l 
BP （

27
.5
9％

） 
34
19
-3
39
9 
ca
l 
BP（

40
.6
8％

）
34
61
-3
39
4 
ca
l 
BP（

95
.4
5％

）
34
21

34
26

最
外
年
輪
の
年
代

34
54
-3
43
6 
ca
l 
BP （

27
.5
9％

） 
34
17
-3
39
7 
ca
l 
BP （

40
.6
8％

）
34
59
-3
39
2 
ca
l 
BP（

95
.4
5％

）
34
19

34
24



第19節　彫刻のある木柱

　彫刻のある木柱は、表面にはＵ字形文様の彫り込みが

４ヶ所あり、上部からＵ字形文様①からＵ字形文様④（以

下Ｕ字形①～Ｕ字形④とする）と設定し、以下に計測値

を示す。なお、計測値はＵ字形の中心を基準にした高さ、

Ｕ字形の中心を通る縦横で文様の頂部間の長さを計測し

ている。

　Ｕ字形①は高さ40mm～54mm、縦方向168mm、横方向

122mm。Ｕ字形①の彫り込みは上部の張り出しの延長上

に作製されている。

　そのため、Ｕ字形の左側は加工がほとんどおこなわれ

ていない。Ｕ字形部下部部分はＵ字形②は高さ22mm～

34mm、縦方向167mm、横方向153mm。Ｕ字形③は高さ40mm

～62mm、 縦方向163mm、横方向155mm。Ｕ字形③の内部に

はトチノミの破片が付着しているが、上部の石組みの間

や上位層の内部にもトチノミが含まれており、彫刻のあ

る木柱に伴うものとは考えにくい。Ｕ字形④は高さ40mm

～50mm、縦方向173mm、横方向123mm。隣の文様との間隔

はＵ字形①と②の間隔が75mm～45mm。②と③の間隔が

175mm～50mm。③と④の間隔が110mm～44mmとなる。

　中心部は右側と左側の２面は面取されており、平らに

削り込んで両端部に斜めに切り込んだ加工痕が残存す

る。

　両端部の木口面には材を切り出した時についたと思わ

れる痕跡が残存する。両端の張り出し部には下面側枝の

折れた部分が残存し、上面側は二股に分かれた幹の割れ

が見られ、加工はされていない。

　裏面は他の３面と比べて削り込んでおらず、表面をわ

ずかにはつっているとみられるが、明瞭な加工痕跡は確

認できない。底面は丸みを帯びており全体が元の木材の

形状を維持している可能性が高い。

　Ｕ字形の彫り込み周辺が一部黒く変色しており炭化が

考えられたが、剥落した木材を顕微鏡等で観察すると黒

い層の間に通常の木材の層が見られる。また、変色は側

面や彫り込みの高い位置には見られず両端の張り出し部

側面に見られるなど、確認できるところとできないとこ

ろがある。

　以上のことから炭化以外の他の要因を検討する必要が

出てきた。土壌成分が木材に吸着し黒く見えている可能

性や特にＵ字形の彫り込み内に多く黒色部が確認できる

ことから、周囲の水の含有成分などの影響も考えられ

る。現時点ではピンポイントに分析をおこなっていない

ため、すべての黒色部が同様の状態といえるかはわから

ないが、現段階では炭化していると断言することもでき

ない。

　彫刻のある木柱は、年代測定をおこなっている。

彫刻のある木柱（水場2M-38No.2）

PLD-38099

3339-3286 cal BP（32.86％）、3270-3168 cal BP （65.5％）、

3242 cal BP（中央値）
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第20節　まとめ

（１）　遺跡の概要と立地環境
　本遺跡が位置する吾妻地域は、関東地方太平洋側地域

の北西端部にあたる山間地で、海から遠く離れた利根川

水系の最上流地域の一つである。山岳部に囲まれた地域

であるものの隔絶された環境ではなく、分水嶺を越えれ

ば日本海側地域や中部高地に往来できる地理的な要衝地

といえる。吾妻地域の中央部を東流する吾妻川沿いの河

岸段丘地帯は文化交流の回廊地帯であり、その痕跡とし

て中流域一帯の河岸段丘にはさながら「吾妻渓谷縄文回

廊遺跡群」と呼ぶべき県内屈指の縄文遺跡群が形成され

ている。本遺跡は遺跡群を構成する縄文時代後晩期の一

遺跡で、本遺跡で見られた北陸や中部高地など各地域の

多様な土器型式の複合の様相から、この一帯は各地域の

文化圏が交差・重複する地域であったといえる。

（２）　唐堀遺跡から出土した土器と土器型式
　出土した土器は、縄文時代後期前半から晩期後半のも

ので複数の土器型式が確認された。各期をさらに３時期

細分して主な土器型式を見ると、後期では後期前葉の称

名寺式、堀之内式、後期中葉では加曽利Ｂ式、後期後葉

では高井東式、瘤付土器、安行１式・２式などが確認さ

れた。

　晩期では晩期前葉の安行３a式・３b式、大洞Ｂ式・

ＢＣ式など、晩期中葉では天神原式、佐野Ⅰ式・Ⅱ式、

大洞Ｃ１式・Ｃ２式など、晩期後葉では浮線網状文系土

器が見られ鳥屋１式、千網式、氷Ⅰ式などが確認された。

ほかにも、例えば後期後葉の上ノ段式、中ノ沢Ｋ式、晩

期前葉の姥山Ⅱ式、橿原式文様、御経塚式、隆帯文系土

器（中ノ沢Ｂ類型）、晩期中葉の安行３ｄ式、中屋式など

のように各時期にわたって他地域に主体的分布圏域を持

つ土器型式が確認された。

　このように土器型式は後期前葉から晩期後葉まで継続

し、各時期とも多様な構成であった。このうち主体とな

るのは後期後葉の高井東式で、水場遺構の形成時期に残

されたものである。また、晩期前葉の安行３a式・３b

式もまとまって出土しており、本遺跡の中心的な時期は

後期後葉から晩期前葉の時期であったといえる。

（３）　唐堀遺跡における遺跡形成過程
　本遺跡は、標高約400ｍの吾妻川中流域の下位段丘面

に立地する。遺構は段丘礫層のほぼ直上に構築されてい

るため、吾妻川の離水直後に下位段丘面へ活動領域が広

がり遺跡形成がはじまったといえる。

　遺構の時期は、後期前葉から晩期後葉のもので、中心

的な遺構は後期後葉から晩期前葉に形成された水場遺構

である。ただし、それに前後する遺構も残されている。主

な遺構の形成過程を概略的にまとめると次のようになる。

　後期前葉から遺跡形成（１号集中）がはじまる。後期後

葉から本格的な遺跡形成がはじまり、水場遺構を主体に

配石土坑や１号竪穴などが構築されて高井東式土器が多

数残され、晩期前葉の段階で水場遺構が廃絶された。晩

期中葉以降なると22号配石のような大型の配石が構築さ

れ、さらに埋没した水場遺構の上位を覆うように晩期中

葉以降の遺物包含層が形成され、天神原式や佐野Ⅰ式・

Ⅱ式、大洞Ｃ１式・Ｃ２式などの土器が多数残された。

（４）　唐堀遺跡の水場遺構
　①　構造と設計

　水場遺構は、貯水場・作業場・水路・廃棄場の施設で

構成され、さらに種子ブロックや谷地部、弧状石組みが

付帯するという全体構造が判明した。トチノミの大量出

土から見て、トチノミのアク抜き加工に特化した遺構で

あったといえる。また、煤・おこげ付着の深鉢形土器、

磨石・台石・石皿なども多数出土し灰層も確認された。

水晒しだけでなく乾燥・煮沸・皮むき・粉砕など、アク

抜き加工の全処理工程が水場遺構で行われたと考えられ、

さらに灰層の存在から灰合わせの可能性も推測された。

　水場遺構の中心的施設が作業場である。トチノミの水

晒しを行った場所で、上流側に貯水場が連結していた。

重要な点は、作業場の底面に長さ約1.5ｍの巨礫が存在

し、巨礫の周囲に護岸や杭、横木で入念に作業場がつく

られていたことである。

　巨礫は人為的に運搬してきたものでなく、地山（段丘

礫層）にあったもので、自然流路に露出していた巨礫を

利用したものである。また、巨礫は平坦な一枚岩のよう

で、木製板や礫敷きよりも川底からの砂粒の巻き返しに

よる汚染がなく、しかも頑丈で安定性に優れメンテナ

ンスも不要であり、清流を使う水晒しには最適な存在で
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あったと考えられる。このことから、巨礫は水場遺構全

体の設計基準になり、巨礫を中心にまず作業場が設計さ

れ、次に作業場の上流に連結して流水を調節する貯水場、

作業場の下流に排水を廃棄場（谷地部）まで流す水路がつ

くられた。また、アク抜き加工で最も大切な安定した清

流の確保については、貯水場の直上の下位段丘崖の湧水

点から引水したと推定される。

　このように水場遺構は、縄文人が土木工事を施して作

業場や貯水場、水路などを構築した施設であった。しか

し、すべてが人工的な構造物ではなく自然の湧水や巨礫、

谷地、自然流路などもともとの自然地形を最大限に活用

してつくられた施設であったといえる。

　②　水場遺構の形成時期

　水場遺構の形成時期（開始から使用・廃絶に至るまで

の時期）はいつなのであろうか。水場遺構出土の土器型

式は複数に及ぶが主体は高井東式であり、水場遺構の形

成時期は高井東式の時期と考えられる。ただし、安行３

a式・３b式も水場遺構周辺から多く出土しているため、

晩期前葉まで継続している可能性もある。廃絶時期の推

定にはさらに検討が必要で、ここでは水場遺構の形成時

期は後期後葉から晩期前葉としておくこととする。

　また、数値年代については年代測定により較正年代

（cal BP）で次のように推定される。開始時期は、水場遺

構谷地部の巨木や廃棄場トチノミにより3400年代前半以

降と推定される。使用時期は、高井東式土器、種子ブロッ

クのクルミ・トチノミ、彫刻のある木柱などにより3200

年代と推定される。廃絶時期は、作業場の木材（杭・横

木）により3200年代から3100年代と推定され、少なくと

も3100年代には廃絶されたと推定される。年代はさらに

検討が必要であるが、3400年代前半以降から利用がはじ

まり（開始時期）、3200年代に中心的な使用時期になり、

3100年代には廃絶された（廃絶時期）と推定される。

　この年代は土器型式の年代観と比較しても整合的であ

る。したがって、水場遺構の形成時期はおよそ3400年前

の後期後葉から3100年前の晩期前葉の時期の間になると

推定され、中心的な使用時期はおよそ3200年前の高井東

式の時期であったと考えられる。

　③　水場遺構形成の背景

　水場遺構の開始時期は後期後葉の時期で、それは下位

段丘面への土地利用が本格的にはじまった時期でもあ

る。吾妻地域では、この時期にはトチノミのアク抜き加

工技術が確立し食料利用が高まったことで水場遺構がつ

くられたと考えられる。本遺跡の下位段丘面は、湧水か

らの安定した流水、巨礫の存在など水場遺構の設置には

最適な場所であり、この水場遺構の設置が下位段丘面の

土地利用の目的であったと考えられる。

（５）　唐堀遺跡の水場遺構の評価
　本遺跡で検出された水場遺構は、トチノミのアク抜き

加工に特化し、トチノミを大量加工して植物質食料を確

保した遺跡であることが判明した。

　また、未成品を含め約６千点に及ぶ石鏃と合計約360

㎏に達する石鏃の調整剥片類、さらにシカやイノシシな

どの獣骨も出土した。このことから狩猟具である石鏃を

大量生産し、狩猟した獲物を解体し動物質食料を確保し

た遺跡であることも判明した。

　さらに、多数の土偶や耳飾り、土版、岩版、玉類、石

棒・石剣、石冠、そして彫刻のある木柱など祭祀に関連

した遺物も出土した。これらは単に遺跡に廃棄された遺

物というよりも、何らかの祭祀行為を伴って最終的に廃

棄された遺物と考えられる。特に、彫刻のある木柱は意

図的に水場遺構に埋設されたもので、埋設行為を伴う祭

祀の存在を強く伺わせる遺物である。このことから水場

遺構は、祭祀が行われた場所でもあったと考えられる。

　このように水場遺構は、トチノミを大量加工して植物

質食料を確保した場所、狩猟具である石鏃を大量生産し

た場所、狩猟した獲物を解体し動物質食料を確保した場

所、そして祭祀を行った場所というように、さまざまな

遺跡形成の要素が複合した遺跡であったといえる。ただ

し、水場遺構廃絶後も晩期中葉以降の遺跡形成は続くの

で、これらの要素も変化していくと考えられるが、どの

ように変化していくのかはさらに検討が必要である。

　唐堀遺跡の水場遺構は、トチノミを主体にした植物質

食料の採集加工と狩猟により動物質食料を獲得した狩猟

採集社会における生活基盤の痕跡を併せ持ち、さらにそ

れらに祭祀の痕跡が加わって形成された遺跡であると評

価できる。今後は、調査成果をもとに遺跡形成過程の中

でパリンプセストされた痕跡をさらに詳しく紐解いて、

吾妻地域に暮らした縄文時代後晩期の狩猟採集民の生活

と変遷の様子を解明していくことが必要である。
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